
備 考

新
設
学
部
等
の
概
要

新 設 学 部 等 の 名 称

学　部　等　の　名　称
教授 准教授

実験・実習

66科目

演習

修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

共創工学部文化情報工学科 11科目

共創工学部人間環境工学科 170科目 68科目 14科目

共創工学部

年 人 年次
人

人

124単位

兼 任
教 員 等助手

専任教員等

計助教

133人

（0）

教育
課程

194科目

新設学部等の名称
講義

講師

271科目

計
卒業要件単位数

252科目 124単位

（1） （12） （0） （133）

基 本 計 画

事 項

フ リ ガ ナ 　ｵﾁｬﾉﾐｽﾞｼﾞｮｼﾀﾞｲｶﾞｸ

記 入 欄

東京都文京区大塚２丁目１番１号

所　在　地
収容
定員

開設時期及
び開設年次

学位又
は称号

令和8年4月
第3年次

開設する授業科目の総数

新

設

分

共創工学部　人間環境工学科
7 人 4 人 0 人 1 人 12 人 0 人

（7） （4）

別記様式第２号（その１の１）

新 設 学 部 等 の 目 的

　ｺｸﾘﾂﾀﾞｲｶﾞｸﾎｳｼﾞﾝｵﾁｬﾉﾐｽﾞｼﾞｮｼﾀﾞｲｶﾞｸ

大 学 の 名 称

学部の設置

お茶の水女子大学

計 画 の 区 分

フ リ ガ ナ

国立大学法人お茶の水女子大学

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

設 置 者

大 学 本 部 の 位 置

共創工学部は、多様性を包摂し持続可能で豊かな文化を有する社会の実現に向け、
工学と人文学・社会科学の協働の意義を理解した上で、人間中心の新しい技術や文
化を共創できる人材を養成することを目的とする。

大 学 の 目 的
広く知識を授け、深く専門の学術を教授、研究し、知的、道徳的及び応用的能力を
養い、もって社会の諸分野における有為にして教養高き女子を養成し、併せて文化
の進展に寄与することを目的とする。

　　年　月
第　年次

東京都文京区大塚
2丁目1番1号

　人間環境工学科 4 26 3 110 学士（工学） 令和6年4月
第1年次

3年次

　文化情報工学科 4 20 ― 80 学士（文化情
報工学）

令和6年4月
第1年次

計 46 3 190

同一設置者内における変
更 状 況
（定員の移行，名称の変
更 等 ）

文教育学部人文科学科　　　　〔定員減〕　（△5）令和6年4月
　　　　　言語文化学科　　　〔定員減〕　（△7）令和6年4月
　　　　　人間社会科学科　　〔定員減〕　（△3）令和6年4月
　　　　　芸術・表現行動学科〔定員減〕　（△2）令和6年4月

理学部　　生物学科　　　　　〔定員減〕　（△1）令和6年4月
　　　　　情報科学科　　　　〔定員減〕　（△4）令和6年4月

生活科学部人間・環境科学科　（廃止）　　（△24）

　　　　　　（3年次編入学定員は令和8年4月学生募集停止）

　　　　　（3年次編入学定員）　　　　　 （△3）
　　　　　※令和6年4月学生募集停止

　　　　　　文化情報工学科
3 4 1 2 10 0 156

（4） （3） （1） （2） （10） （0） （156）

計
10 8 1 3 22 0 －

（11） （7） （1） （3） （22） （0） （－）

既

設

分

文教育学部　人文科学科
4 11 0 0 15 0 155

(4) （11） （0） （0） （15） （0） （155）

　　　　　　言語文化学科
9 12 0 4 25 0 193

（9） （12） （0） （4） （25） （0） （193）

　　　　　　人間社会科学科
10 2 2 4 18 0 151

（10） （2） （2） （4） （18） （0） （151）

　　　　　　芸術・表現行動学科
3 2 0 3 8 0 154

（3） （2） （0） （3） （8） （0） （154）

理学部　　　数学科
4 4 1 2 11 0 125

（4） （4） （1） （2） （11） （0） （125）

教

員

組

織

の

概

要

－基本計画書－1－



大学全体

大学全体

図書、学術雑誌
及び視聴覚資料
については学部
単位での特定不
能のため、大学
全体の数を記
載。

室　　　数

室

016,26520,273〔11,036〕

617
図書館

職　　　種

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

計

区　　　分

専　　任 兼　　任 計

186

(112)

事 務 職 員
53　   　人

専　　用

0㎡

(148)

76,594㎡

8

9

6,553㎡

(11)

(8)

57,758㎡

95　   　人 　　　　　148  　　人

11

0㎡

(53)

共　　用

(186)

6,553㎡

19

(19)

8

66112

(8)

8

(95)

(9) (2)

(11)

2

(8)

11

0

語学学習施設

小 計

そ の 他 76,594㎡

0㎡0㎡

0㎡

教室等

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地

運 動 場 用 地

175室

0㎡

0㎡

0㎡57,758㎡

134,352㎡

講義室

（　　　　　　0㎡）

実験実習室

（補助職員　8人）

15室
59室

演習室

〔うち外国書〕〔うち外国書〕新設学部等の名称

共創工学部

（706,957〔192,369〕）

706,957〔192,369〕

（706,957〔192,369〕）

20,273〔11,036〕

（20,273〔11,036〕）

（20,273〔11,036〕）
計

706,957〔192,369〕

学術雑誌図書

専 任 教 員 研 究 室

新設学部等の名称

機械・器具視聴覚資料

共用する他の
学校等の専用

0㎡

59,073㎡

2室

電子ジャーナル

〔うち外国書〕

情報処理学習施設

0㎡

点

共創工学部　人間環境工学科 12 室

共創工学部　文化情報工学科 10

51,205㎡

（補助職員10人）

標本

59,073㎡

専　　用

42室

（　　　59,073㎡）

共　　用

冊 種

414,000

（0）

360

点

(16,265)

(16,265) （90）

11,038〔11,036〕

（11,038〔11,036〕）

点図
書
・
設
備

11,038〔11,036〕

面積

5,325㎡

16,265

閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

0

（0）

360

（11,038〔11,036〕） （90）

既

設

分

　　　　　　物理学科
7 2 1 2 12 0 118

（7） （2） （1） （2） （12） （0） （118）

　　　　　　化学科
6 3 3 0 12 0 128

（6） （3） （3） （0） （12） （0） （128）

　　　　　　生物学科
6 2 1 1 10 0 134

（6） （2） （1） （1） （10） （0） （134）

　　　　　　情報科学科
4 3 3 0 10 0 120

(4) （3） （3） （0） （10） （0） （120）

生活科学部　食物栄養学科
5 2 2 1 10 0 126

（5） （2） （2） （1） （10） （0） （126）

　　　　　　人間生活学科
9 4 0 1 14 0 157

(9) （4） （0） （1） （14） （0） （157）

（　　　　　　0㎡）

　　　　　　心理学科
3 5 0 1 9 0 120

(3) （5） （0） （1） （9） （0） （120）

0㎡

合 計

校　　　舎

そ の 他 の 職 員

技 術 職 員

教

員

組

織

の

概

要

図 書 館 専 門 職 員

(0)

合　　　計

(66)

（　　　59,073㎡）

134,352㎡

計
70 53 19 22 164 0 －

（70） （53） （19） （22） （164） （0） （－）

51,205㎡

計

計

0㎡

共用する他の
学校等の専用

80 61 20 25 186 0 －

（81） （60） （20） （25） （186） （0） （－）

コンピテンシー育成開発研究所
0 0 0 2 2 0 0

（0） （0） （0） （2） （2） （0） （0）

サイエンス＆エデュケーション研究所
0 1 0 0 1 0 0

（0） （1） （0） （0） （1） （0） （0）

教学IR・教育開発・学修支援センター
0 0 2 1 3 0 0

（0） （0） （2） （1） （3） （0） （0）

外国語教育センター
0 0 2 0 2 0 0

（0） （0） （2） （0） （2） （0） （0）

国際教育センター
0 0 2 0 2 0 0

（0） （0） （2） （0） （2） （0） （0）

－基本計画書－2－



弓 道 場 １ 面

第３年次 第４年次

体育館以外のスポーツ施設の概要

第２年次

面積

学生納付金以外の維持方法の概要

学生１人当り
納付金 818千円

第１年次 第６年次

536千円

第２年次

536千円

第４年次 第５年次

1,390㎡

区　分 第５年次 第６年次

人

所　在　地

大 学 の 名 称

536千円 －

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

運営費交付金、雑収入、寄附金、補助金等により維持する。

－

教員１人当り研究費等

共 同 研 究 費 等

図 書 購 入 費

年 人

－ －

第３年次

収容
定員

既
設
大
学
等
の
状
況

修業
年限

編入学
定　員

学位又
は称号

入学
定員

開設
年度

定　員
超過率

学 部 等 の 名 称

お茶の水女子大学

年次
人

平成8年
度

経費
の見
積り

開設前年度 第１年次

設 備 購 入 費

26,146千円26,146千円

体育館
テ ニ ス コ ー ト ３ 面

21,885千円21,885千円21,885千円

東京都文京区
大塚２丁目１番１
号

倍

－ －

21,885千円21,885千円

文教育学部
1.10

　言語文化学科 4 80 3年次
6人

332 学士
（人文科学）

1.12

　芸術・表現行動学科 4 27 － 108 学士
（人文科学）

　人文科学科 4 55 － 220 学士
（人文科学）

1.10

　人間社会科学科 4 40 3年次
4人

168 学士
（人文科学）

1.10 平成8年
度

平成8年
度

1.02

理学部
1.04

平成8年
度

　数学科 4 20 3年次
2人

84 学士
（理学）

1.04

　物理学科 4 20 3年次
2人

84 学士
（理学）

0.97

昭和25
年度

昭和25
年度

　化学科 4 20 3年次
2人

84 学士
（理学）

1.04

　生物学科 4 25 3年次
2人

104 学士
（理学）

1.03

昭和25
年度

昭和25
年度

　情報科学科 4 40 3年次
2人

164 学士
（理学）

1.06

生活科学部
1.06

平成2年
度

　食物栄養学科 4 36 － 144 学士
（生活科学）

1.03

　人間・環境科学科 4 24 3年次
3人

102 学士
（生活科学）

1.03

平成16
年度

平成16
年度

　人間生活学科 4 39 3年次
4人

164 学士
（生活科学）

1.07

　心理学科 4 26 3年次
3人

110 学士
（心理学）

1.10

平成4年
度

平成30
年度

人間文化創成科学研究科
博士前期課程 1.08

　比較社会文化学専攻 2 60 － 120 修士
（人文科学）

修士
（社会科学）

修士
（生活科学）

修士
（学術）

0.85

　人間発達科学専攻 2 27 － 54 修士
（人文科学）

修士
（社会科学）

修士
（生活科学）

修士
（学術）

1.07

平成19
年度

平成19
年度

図書購入費は電
子ジャーナル・
データベースの
整備費（運用コ
ストを含む）を
含む。

共同研究費等は
大学全体の経費
を記載してい
る。

396千円 396千円 396千円 396千円 － －

79,690千円79,690千円79,690千円79,690千円 － －

26,146千円26,146千円26,146千円

－基本計画書－3－



既
設
大
学
等
の
状
況

平成19
年度

平成19
年度

　ジェンダー社会科学
  専攻

2 18 － 36 修士
（人文科学）

修士
（社会科学）

修士
（生活科学）

修士
（学術）

1.05

　ライフサイエンス
  専攻

2 40 － 80 修士
（生活科学）

修士
（理学）

修士
（学術）

1.22 平成19
年度

平成19
年度

　生活工学共同専攻 2 7 － 14 修士
（生活工学）

修士
（工学）

修士
（学術）

1.57 平成28
年度

　理学専攻 2 70 － 140 修士
（理学）

修士
（学術）

1.16

人間文化創成科学研究科
博士後期課程 1.26

　ジェンダー学際研究
  専攻

3 4 － 12 博士
（人文科学）

博士
（社会科学）

博士
（生活科学）

博士
（学術）

2.00

　ライフサイエンス
  専攻

3 13 － 39 博士
（生活科学）

博士
（理学）

博士
（学術）

博士（理学グ
ローバルリー

ダー）
博士（工学グ
ローバルリー

ダー）
博士（学術グ
ローバルリー

ダー）

0.66

　人間発達科学専攻 3 14 － 42 博士
（人文科学）

博士
（社会科学）

博士
（生活科学）

博士
（学術）

1.97

　比較社会文化学専攻 3 27 － 81 博士
（人文科学）

博士
（社会科学）

博士
（生活科学）

博士
（学術）

1.23 平成19
年度

平成19
年度

平成19
年度

－基本計画書－4－



名称：お茶の水女子大学附属幼稚園
目的：入園した幼児を保育して、心身の発達を助けることを目的とし、保育を行い、
また大学の附属園として、幼児教育の理論と実際に関する研究及びその実証、学生の
保育、教育の実習と研究の場及び幼児教育の進歩向上に貢献することを目的とする。
所在地：東京都文京区大塚2丁目1番1号
設置年月：昭和55年4月
規模等：土地面積5,723㎡、建物延べ床面積1,327㎡

名称：お茶の水女子大学附属小学校
目的：学校教育法に基づき小学校教育を行い、大学の附属学校として、教育の理論と
実際に関する研究及びその実証、学生の教育実習及び小学校教育の向上に寄与するこ
とを目的とする。
所在地：東京都文京区大塚2丁目1番1号
設置年月：昭和55年4月
規模等：土地面積13,150㎡、建物延べ床面積7,624㎡

名称：お茶の水女子大学附属中学校
目的：学校教育法に基づき中学校教育を行い、中学校教育の理論及び実際に関する研
究並びにその実証をするとともに、学生に教育実習を行わせることを目的とする。
所在地：東京都文京区大塚2丁目1番1号
設置年月：昭和55年4月
規模等：土地面積7,724㎡、建物延べ床面積5,978㎡

５　「教育課程」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

附属施設の概要

名称：お茶の水女子大学附属高等学校
目的：学校教育法に基づき高等学校教育を行い、高等学校の教育理論及び実際に関す
る研究並びにその実証をするとともに、学生に教育実習を行わせることを目的とす
る。
所在地：東京都文京区大塚2丁目1番1号
設置年月：昭和55年4月
規模等：土地面積9,762㎡、建物延べ床面積5,715㎡

既
設
大
学
等
の
状
況

　織の概要」の「新設分」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

　は，「教育課程」，「教室等」，「専任教員研究室」，「図書・設備」，「図書館」及び「体育館」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

　「図書・設備」，「図書館」，「体育館」及び「経費の見積もり及び維持方法の概要」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

１　共同学科等の認可の申請及び届出の場合，「計画の区分」，「新設学部等の目的」，「新設学部等の概要」，「教育課程」及び「教員組

２　「教員組織の概要」の「既設分」については，共同学科等に係る数を除いたものとすること。

４　大学等の廃止の認可の申請又は届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「校地等」，「校舎」，「教室等」，「専任教員研究室」，

平成28
年度

６　空欄には，「－」又は「該当なし」と記入すること。

（注）

３　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科又は高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の届出を行おうとする場合

平成19
年度

　生活工学共同専攻 3 2 － 6 博士
（生活工学）

博士
（工学）

博士
（学術）

1.33

　理学専攻 3 13 － 39 博士
（理学）

博士
（学術）

博士（理学グ
ローバルリー

ダー）
博士（工学グ
ローバルリー

ダー）
博士（学術グ
ローバルリー

ダー）

0.92

－基本計画書－5－



入学
定員

編入学
定員

収容
定員

入学
定員

編入学
定員

収容
定員 変更の事由

3年次 3年次

　人文科学科 55 220 　人文科学科 50 200 　定員変更(△5）
　言語文化学科 80 6 332 　言語文化学科 73 6 304 　定員変更(△7）
　人間社会科学科 40 4 168 　人間社会科学科 37 4 156 　定員変更(△3）
　芸術・表現行動学科 27 108 　芸術・表現行動学科 25 100 　定員変更(△2）

理学部 3年次 理学部 3年次

　数学科 20 2 84 　数学科 20 2 84

　物理学科 20 2 84 　物理学科 20 2 84

　化学科 20 2 84 　化学科 20 2 84

　生物学科 25 2 104 　生物学科 24 2 100 　定員変更(△1）
　情報科学科 40 2 164 　情報科学科 36 2 148 　定員変更(△4）

生活科学部 3年次 生活科学部 3年次

　食物栄養学科 36 144 　食物栄養学科 36 144

　人間・環境科学科 24 3 102 0 0 0 　令和6年4月学生募集停止
　（3年次編入学定員は令和8年4月
　　学生募集停止）

　人間生活学科 39 4 164 　人間生活学科 39 4 164

　心理学科 26 3 110 　心理学科 26 3 110

共創工学部 3年次 　学部の設置（認可申請）
　人間環境工学科 26 3 110

　文化情報工学科 20 80

3年次 3年次

計 452 30 1,868 計 452 30 1,868

お茶の水女子大学大学院 お茶の水女子大学大学院

人間文化創成科学研究科 人間文化創成科学研究科

博士前期課程 博士前期課程

　比較社会文化学専攻 60 － 120 　比較社会文化学専攻 60 － 120

　人間発達科学専攻 27 － 54 　人間発達科学専攻 27 － 54

　ジェンダー社会科学専攻 18 － 36 　ジェンダー社会科学専攻 18 － 36

　ライフサイエンス専攻 40 － 80 　ライフサイエンス専攻 40 － 80

　理学専攻 70 － 140 　理学専攻 70 － 140

　生活工学共同専攻 7 － 14 　生活工学共同専攻 7 － 14

人間文化創成科学研究科 人間文化創成科学研究科

博士後期課程 博士後期課程

　比較社会文化学専攻 27 － 81 　比較社会文化学専攻 27 － 81

　人間発達科学専攻 14 － 42 　人間発達科学専攻 14 － 42

　ジェンダー学際研究専攻 4 － 12 　ジェンダー学際研究専攻 4 － 12

　ライフサイエンス専攻 13 － 39 　ライフサイエンス専攻 13 － 39

13 － 39 13 － 39

　生活工学共同専攻 2 － 6 　生活工学共同専攻 2 － 6

計 295 － 663 計 295 － 663

　理学専攻 　理学専攻

国立大学法人お茶の水女子大学　設置認可等に関わる組織の移行表

令和５年度 令和６年度

お茶の水女子大学 お茶の水女子大学

文教育学部 文教育学部

－基本計画書－6－



別記様式第２号（その２の１）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

１前 2 ◯ 兼1

１前 2 ◯ 兼1

１・２後 2 ○ 兼3

１・２後 2 ○ 兼1

１・２後 2 ○ 兼1

１・２後 2 ○ 1

１・２前 2 ○ 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

１・２後 2 ○ 兼1

１前 2 ○ 兼2 集中

１前 2 ○ 兼2 集中

１・２前 2 ○ 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

１・２前 2 ○ 兼3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

１・２後 2 ○ 兼3 隔年

１・２前 2 ○ 兼1

１・２後 2 ○ 兼1

１・２前 2 ○ 兼2 隔年

１・２後 2 ○ 兼1

１・２前 2 ○ 兼1

１・２後 2 ○ 兼4 隔年

１・２後 2 ○ 1

１前 2 ○ 兼2 隔年

１・２後 2 ○ 兼1

１・２後 2 ○ 兼1

１・２後 2 ○ 兼3 隔年

１・２後 2 ○ 兼1

１・２前 2 ○ 兼1

１・２後 2 ○ 兼1

１・２前 2 ○ 1

１・２後 2 ○ 兼1

１後 2 ○ 兼1

１・２後 2 ○ 兼3

１・２後 2 ○ 兼1

１・２前 2 ○ 兼1

１・２後 2 ○ 兼1

１・２後 2 ○ 兼2

１・２前 2 ○ 兼3

１・２前 2 ○ 兼1

１・２前 2 ○ 兼1

１・２後 2 ○ 兼1

１・２後 2 ○ 兼1

１・２前 2 ○ 兼1

１前 2 ○ 兼2

１・２前 2 ○ 兼1

１・２前 2 ○ 兼1

１・２後 2 ○ 兼1

１・２後 2 ○ 兼1

１・２後 2 ○ 兼1

１・２前 2 ○ 兼1

１・２前 2 ○ 兼1

１・２後 2 ○ 兼1

━ 0 100 0 2 1 0 0 0 兼65

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３・４前・後 2 ○ 兼1

１・２・３・４後 2 ○ 兼1

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３・４後 2 ○ 兼1

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３・４後 2 ○ 兼1

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教　育　課　程　等　の　概　要
（共創工学部人間環境工学科）

隔年

隔年

隔年

色・音・香２２

生活世界の安全保障１

色・音・香１０

色・音・香１ 隔年

色・音・香２ 隔年

色・音・香３

色・音・香５

色・音・香６

専任教員等の配置

備考

授業形態

ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同（一部）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

色・音・香８

色・音・香９

色・音・香７

色・音・香４

ジェンダー８

基礎線形代数学

隔年

ジェンダー５ 隔年

ことばと世界２７ 共同

ジェンダー１ 隔年

ジェンダー２ 隔年

ジェンダー３

ジェンダー１０ 隔年

小計（50科目） ━ ━

隔年

生活世界の安全保障２

隔年

ジェンダー４

隔年

隔年

隔年

共同

生活世界の安全保障９

隔年生活世界の安全保障８

ことばと世界１０

ことばと世界１１

ことばと世界１３

交代で担当

ことばと世界７ 隔年

ことばと世界８

コ
ア
科
目 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

隔年

生命と環境４　

生命と環境５　 隔年

生命と環境６　

生命と環境２２　 共同

生命と環境２３　 共同

文
理
融
合
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ

リベラルアーツ演習I

リベラルアーツ演習II

生命と環境１　

生命と環境２　

生命と環境３　

単位数

交代で担当

隔年

隔年

ことばと世界５ 交代で担当

生活世界の安全保障２６　

ことばと世界１

ことばと世界２

ことばと世界３

ことばと世界６

ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同（一部）

ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同（一部）

ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同（一部）生活世界の安全保障３

生活世界の安全保障４

生活世界の安全保障７

生活世界の安全保障１０

生活世界の安全保障２３

隔年

隔年

ジェンダー９ 隔年

基
礎
講
義

哲学

法学Ⅰ（日本国憲法）

法学Ⅱ（法学入門） 隔年

政治学入門

統計学

ミクロ経済学入門

マクロ経済学入門

基礎微分積分学

－基本計画書－7－



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

専任教員等の配置

備考

授業形態

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数

１前 2 ○ 兼1

コンピテンシー基礎論 １・２・３・４前 2 ○ 兼3

━ 0 22 0 0 0 0 0 0 兼11

１①② 2 ○ 兼1

１・２・３③④ 2 ○ 兼1

１・２・３・４後 2 ○ 兼1

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３①② 2 ○ 1

１・２・３③④ 2 ○ 兼1

１・２・３後 2 ○ 兼1

１・２・３後 2 ○ 兼1

１・２・３後 2 ○ 兼1

１・２・３前 2 ○ 兼1

１・２・３後 2 ○ 兼1

１・２・３後 2 ○ 兼1

━ 2 22 0 1 0 0 0 0 兼5

１①② 2 ○ 兼1

１③④ 2 ○ 兼1

２①② 2 ○ 兼1

２③④ 2 ○ 兼1

３・４①② 2 ○ 兼1

３・４③④ 2 ○ 兼1

１① 2 ○ 兼1

１② 2 ○ 兼1

１③ 2 ○ 兼1

１④ 2 ○ 兼1

２①② 2 ○ 兼1

２③④ 2 ○ 兼1

１・２・３・４①② 2 ○ 兼1

１・２・３・４③④ 2 ○ 兼1

１① 2 ○ 兼2

１② 2 ○ 兼2

１③ 2 ○ 兼2

１④ 2 ○ 兼2

２①② 2 ○ 兼1

２③④ 2 ○ 兼1

１・２・３・４①② 2 ○ 兼1

１・２・３・４③④ 2 ○ 兼1

１① 2 ○ 兼1

１② 2 ○ 兼1

１③ 2 ○ 兼1

１④ 2 ○ 兼1

２①② 2 ○ 兼1

２③④ 2 ○ 兼1

１・２・３・４①② 2 ○ 兼1

１・２・３・４③④ 2 ○ 兼1

１・２・３・４①② 2 ○ 兼1

１・２・３・４③④ 2 ○ 兼1

１・２・３・４①② 2 ○ 兼1

１・２・３・４③④ 2 ○ 兼1

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３・４後 2 ○ 兼1

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３・４後 2 ○ 兼1

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３・４後 2 ○ 兼1

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３・４後 2 ○ 兼1

━ 0 84 0 0 0 0 0 0 兼18

スポーツ健康実習 １前・後 2 ○ 兼1

スポーツ科学概論 １・２・３・４前 2 ○ 兼1

健康科学概論 １・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３・４前・後 1 ○ 兼1

小計（4科目） ━ 2 5 0 0 0 0 0 0 兼1

隔年

現代アジア諸語Ⅲ 隔年

現代アジア諸語Ⅳ 隔年

ロシア語初歩Ⅱ(1)(2)

━

現代イタリア語Ⅱ

現代アジア諸語Ⅰ 隔年

朝鮮語初歩Ⅱ(1)(2)

現代スペイン語Ⅰ

現代スペイン語Ⅱ

朝鮮語初歩Ⅰ(1)(2)

基礎フランス語Ⅰ 共同

発展フランス語Ⅱ(1)(2)

中国語初歩Ⅱ(1)(2)

発展中国語Ⅰ(1)(2)

フランス語初歩Ⅱ(1)(2)

基礎中国語Ⅳ

発展中国語Ⅱ(1)(2)

基礎フランス語Ⅱ

中国語初歩Ⅰ(1)(2)

基礎中国語Ⅰ

基礎中国語Ⅱ

情
報

情報処理演習(1)(2)

文理融合データサイエンスⅡ

発展ドイツ語Ⅰ(1)(2)

外
国
語

現代イタリア語Ⅰ

フランス語初歩Ⅰ(1)(2)

ロシア語初歩Ⅰ(1)(2)

基礎中国語Ⅲ

ドイツ語初歩Ⅱ(1)(2)

発展フランス語Ⅰ(1)(2)

現代アジア諸語Ⅱ

基礎ドイツ語Ⅳ

お茶の水女子大学論

メディアリテラシ(1)(2) 隔年

オムニバス

小計（11科目） ━ ━

文理融合データサイエンスⅠ

情報科学(1)(2)

情報学演習２

小計（12科目） ━

情報処理学(1)(2)

プログラミング演習１

プログラミング演習２

コンピュータ演習１

コンピュータ演習２

情報学演習１

発展ドイツ語Ⅱ(1)(2)

ドイツ語初歩Ⅰ(1)(2)

━

基礎英語Ⅰ(1)(2)

共同

基礎ドイツ語Ⅲ

共同

基礎フランス語Ⅲ 共同

基礎フランス語Ⅳ

グローバル・イングリッシュⅠ(1)(2)

グローバル・イングリッシュⅡ(1)(2)

基礎ドイツ語Ⅰ

基礎ドイツ語Ⅱ

中級英語Ⅱ(1)(2)

基礎英語Ⅱ(1)(2)

中級英語Ⅰ(1)(2)

━小計（42科目）

ス
ポ
ー

ツ
健
康

隔年

隔年

生涯スポーツ

━ ━

－基本計画書－8－
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備考

授業形態

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数

１・２・３・４後 2 ○ 兼1

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

２・３・４通年 1 ○ 1 集中

２・３・４通年 1 ○ 1 集中

２・３・４通年 1 ○ 1 集中

博物館概論 １・２・３・４後 2 ○ 兼1

博物館資料論 ２・３・４後 2 ○ 兼1 隔年開講

博物館経営論 ２・３・４前 2 ○ 兼1 隔年開講

博物館資料保存論 ２・３・４後 2 ○ 兼1 隔年開講

博物館展示論 ２・３・４前 2 ○ 兼1 隔年開講

博物館教育論 ２・３・４後 2 ○ 兼1 隔年開講

博物館実習 ４前 3 ○ 兼1

博物館情報・メディア論 ２・３・４後 2 ○ 兼1 隔年開講

小計（13科目） 0 24 0 ━ 1 0 0 0 0 兼4

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３・４後 2 ○ 兼1

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３・４後 2 ○ 兼1

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３・４後 2 ○ 兼1

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３・４後 2 ○ 兼1

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３・４後 2 ○ 兼1

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３・４後 2 ○ 兼1

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３・４後 2 ○ 兼1

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３・４後 2 ○ 兼1

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３・４後 2 ○ 兼1

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３・４後 2 ○ 兼1

小計（20科目） ━ 0 40 0 ━ 0 0 0 0 0 兼6

主 強化 学際

１前 2 ○ 5 4 0 1 兼10 ○ 　 　

１後 1 ○ 兼1 　 ○ 　

１・２・３・４通 1 ○ 5 4 0 1 兼10 オムニバス・共同 　 ○ 　

２・３・４通 1 ○ 5 4 0 1 兼10 オムニバス・共同 　 ○ 　

２前 2 ○ 1 兼1 ○ 　 　

１・２・３・４通 1 ○ 2 兼1 オムニバス ○ 　 　

２前 1 ○ 兼1 　 ○ 　

技術と倫理 ２前 1 ○ 兼1 　 ○ 　

２・３・４通 1 ○ 5 4 0 1 兼10 オムニバス・共同 　 ○ 　

共創インターンシップI ２・３・４通 2 ○ 1 兼1 共同 　 ○ 　

共創インターンシップII（建築） ２・３・４通 2 ○ 1 1 共同 　 ○ 　

卒業研究演習 ４前 2 ○ 5 4 0 1 兼10 共同 ○ 　 　

小計（12科目） ━ 6 11 0 5 4 0 1 0 兼13

基礎化学 １前 2 ○ 1 ○ 　 　

工学基礎物理学 １前 2 ○ 1 隔年 ○ 　 　

工学基礎数学 １前 2 ○ 1 1 オムニバス ○ 　 　

工学基礎解析学 １後 2 ○ 1 1 オムニバス ○ 　 　

有機化学 １後 2 ○ 兼1 ○ 　 　

設計製図基礎演習 １後 2 ○ 1 兼1 ○ 　 　

住居学概論 １後 2 ○ 1 兼1 オムニバス ○ 　 　

データサイエンス(基礎) １後 2 ○ 兼1 ○ 　 　

建築一般構造 １後 2 ○ 1 ○ 　 　

材料基礎実験 ２前 2 ○ 1 1 1 ○ 　 　

　 人体計測学演習Ⅰ ２① 2 ○ 2 ○ 　 　

人体計測学演習Ⅱ ２② 2 ○ 1 ○ 　 　

生物化学 ２前 2 ○ 1 ○ 　 　

環境衛生学 ２前 2 ○ 1 　 ○ 　

建築環境計画論 ２前 2 ○ 1 ○ 　 　

共創プログラミング

共創デザインPBL（LIDEE演習）Ⅰ

日本事情演習ⅣＢ

共創工学総論

共創デザインPBL（LIDEE演習）Ⅱ

共創工学特別講義

デザイン思考とロジックモデル

知的財産論

日本事情演習ⅡＡ

日本事情演習ⅡＢ

日本事情演習ⅢＡ

日本事情演習ⅢＢ

日本事情演習ⅣＡ

日本語演習ⅣＢ

日本語演習ⅤＡ

日本語演習ⅤＢ

日本事情演習ⅠＡ

日本事情演習ⅠＢ

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

全
学
共
通
科
目

女性のキャリアと経済

ICTとコミュニケーションスキル

アントレプレナーシップ演習（DX演習（製造業編））

━

━

外
国
人
留
学
生
特
別
科
目

日本語演習ⅡＢ

日本語演習ⅢＡ

日本語演習ⅢＢ

日本語演習ⅣＡ

オムニバス・共同（一部）

オムニバス・共同（一部）

オムニバス・共同（一部）

━━

基
礎
科
目
群
（

工
学
系
）

オムニバス

オムニバス・共同（一部）

人
間
環
境
工
学

共
創
工
学
共
通
科
目
群

共創工学フィールドワーク

日本語演習ⅠＡ

日本語演習ⅠＢ

日本語演習ⅡＡ

日本事情演習ⅤＢ

日本事情演習ⅤＡ

アントレプレナーシップ演習（DX演習（ドローン編））

アントレプレナーシップ演習（DX演習（PoC編））
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

専任教員等の配置

備考

授業形態

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数

物理化学 ２前 2 ○ 1 　 ○ 　

統計学演習 ２後 2 ○ 兼1 ○ 　 　

データ計測処理演習 １後 2 ○ 1 ○ 　 　

設計製造演習 ２前 2 ○ 2 1 オムニバス ○ 　 　

設計製図演習I ２前 2 ○ 1 兼1 オムニバス 　 ○ 　

BIM演習 ２前 2 ○ 1 兼2 　 ○ 　

環境心理と調査法 ２後 2 ○ 1 兼1 ○ 　 　

設計製図演習Ⅱ ２後 2 ○ 1 兼1 　 ○ 　

材料設計演習 ２後 2 ○ 1 1 　 ○ 　

社会共創マネジメントPBL ２・３・４通 2 ○ 1 　 ○ 　

応用データ解析 ３後 2 ○ 1 　 ○ 　

機械学習 ３前 2 ○ 兼1 　 ○ 　

デジタルファブリケーション演習 ３前 2 ○ 1 兼1 　 ○ 　

データマイニング ３後 2 ○ 兼2 　 ○ 　

設計製図演習Ⅲ ３後 2 ○ 1 兼1 　 ○ 　

小計（30科目） ━ 10 50 0 7 4 0 1 0 兼13

身体形質と文化 １前 2 ○ 1 ○ 　 　

基礎構造力学 １後 2 ○ 兼1 ○ 　 　

日本建築史 ２前 2 ○ 兼1 隔年 　 ○ 　

建築構法計画 ２前 1 ○ 兼1 　 ○ 　

建築環境工学 ２前 2 ○ 1 　 ○ 　

建築意匠論 ２前 2 ○ 1 隔年 　 ○ 　

都市デザイン ２前 2 ○ 1 隔年 　 ○ 　

高分子化学 ２前 2 ○ 1 ○ 　 　

機器分析演習 ２後 2 ○ 1 ○ 　 　

生体計測制御工学 ２後 2 ○ 1 隔年 ○ 　 　

西洋建築史 ２後 2 ○ 1 隔年 ○ 　 　

応用建築構造 ２後 2 ○ 兼1 隔年 　 ○ 　

センサーと人間工学 ２後 2 ○ 1 隔年 　 ○ 　

材料とデザイン ２後 2 ○ 兼1 隔年 　 ○ 　

建築材料学 ２後 2 ○ 兼1 隔年 　 ○ 　

建築設備学 ２後 2 ○ 1 隔年 　 ○ 　

建築法規 ３前 2 ○ 兼1 　 ○ 　

水環境工学 ３前 2 ○ 1 　 ○ 　

生体材料学 ３前 2 ○ 1 　 ○ 　

第四紀学 ３前 2 ○ 1 　 ○ 　

サスティナブル環境論 ３前 2 ○ 2 2 隔年 　 ○ 　

生産とデザイン ３前 2 ○ 兼1 ○

生活材料物性 ３前 2 ○ 1 　 ○ 　

生体電気電子工学 ３後 2 ○ 1 　 ○ 　

システム工学 ３後 2 ○ 兼1 隔年 　 ○ 　

小計（25科目） ━ 0 49 0 4 4 0 1 0 兼8

環境工学実験実習 ３前 2 ○ 1 1 ○ 　 　

人間工学実験実習 ３前 2 ○ 2 1 ○ 　 　

生活工学実験実習 ３前 2 ○ 1 1 ○ 　 　

デザインPBL ３後 1 ○ 1 1 ○ 　 　

環境共生PBL ３後 1 ○ 1 1 ○ 　 　

人間健康PBL ３後 1 ○ 2 1 ○ 　 　

生活材料PBL ３後 1 ○ 1 1 1 ○ 　 　

共創輪講 ４後 2 ○ 5 4 1 共同 ○ 　 　

卒業研究 ４通 10 ○ 7 4 1 共同 ○ 　 　

小計（9科目） ━ 18 4 0 7 4 0 1 0 兼0

文化情報工学総論 １前 2 ○ 兼10 　 ○

データサイエンス(基礎) １後 2 ○ 兼1 　 ○

データサイエンス（中級） ２前 2 ○ 兼1 ○

２後 2 ○ 兼1 　 ○

機械学習 ３前 2 ○ 兼1 　 ○

データマイニング ３後 2 ○ 兼2 　 ○

インターネット工学 １後 2 ○ 兼1 　 ○

文化情報デザイン工学 ２後 2 ○ 兼1 ○

データベース工学 ３前 2 ○ 兼1 　 ○

情報倫理 ３・４前 2 ○ 兼1 隔年 　 ○

歴史情報学 ３前 2 ○ 兼1 　 ○

歴史情報学演習 ３後 2 ○ 兼1 　 ○

オムニバス・共同（一部）

オムニバス・共同

オムニバス・共同（一部）

━

オムニバス・共同（一部）

━

オムニバス・共同（一部）

━ ━

オムニバス・共同（一部）

オムニバス・共同（一部）

オムニバス・共同（一部）

オムニバス・共同（一部）

オムニバス・共同（一部）

オムニバス・共同（一部）

共
創
工
学
応
用
科
目
群
（

人
間
環
境
工
学
）

データサイエンス（上級）

オムニバス・共同（一部）

オムニバス・共同（一部）

━

基
礎
科
目
群
（

共
創
系
）

オムニバス・共同（一部）

━

オムニバス・共同（一部）

オムニバス・共同（一部）

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

文
化
情
報
工
学

発
展
科
目
群

オムニバス・共同（一部）

－基本計画書－10－
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由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
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講
　
師

助
　
教

助
　
手

専任教員等の配置

備考

授業形態

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数

地理情報学 ３前 2 ○ 兼1 　 ○

地理情報学演習 ３後 2 ○ 兼1 　 ○

言語情報学 ３前 2 ○ 兼1 　 ○

言語情報学演習 ３後 2 ○ 兼1 　 ○

文化情報学 ３前 2 ○ 兼1 　 ○

文化情報学演習 ３後 2 ○ 兼1 　 ○

思想情報学 ３前 2 ○ 兼1 　 ○

思想情報学演習 ３後 2 ○ 兼1 　 ○

芸術情報学 ３前 2 ○ 兼1 　 ○

芸術情報学演習 ３後 2 ○ 兼1 　 ○

データベース設計演習 ３後 2 ○ 兼1 　 ○

データマイニング演習 ４前 2 ○ 兼2 共同 　 ○

小計（24科目） ━ 20 28 0 0 0 0 0 0 兼12

━ 58 439 0 7 4 0 1 0 兼133

４学期

８週

９０分

２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分

授業期間等

学位又は学科の分野 工学関係

卒業に必要な履修単位数は、コア（教養）科目34単位、専門教育科目80単位、自由に選択して履修する科目10単位、計124単位である。

専門教育科目については、複数プログラム選択履修制度により、第1のプログラムとして、人間環境工学主プログラム60単位（必修34単位／選択必修2単位(デザインPBL、環境
共生PBL、人間健康PBL、生活材料PBLの4科目から2科目2単位）／選択24単位）を履修する。
第2のプログラムとして、人間環境工学強化プログラム20単位又は文化情報工学学際プログラム、他学部が開設する副プログラム・学際プログラムから選択したプログラム20単
位を履修する。

コア科目中、外国語は12単位を必修とする。

人間環境工学主プログラム及び強化プログラムの対象となる科目は、本表の備考欄に示した。文化情報工学学際プログラムの対象となる科目は、人間環境工学科科目の後に一
覧を示した。

他学部が開設する副プログラム・学際プログラムを選択する場合は、情報科学、生命情報学、消費者学の副プログラム・学際プログラムのいずれかを履修する。

（履修科目の登録の上限：46 単位程度（年間））

※複数プログラム選択履修制度については、「設置の趣旨等を記載した書類」p.25参照。

━━

１学年の学期区分

卒業要件及び履修方法

━合計（252科目） ━

学位又は称号 　学士（工学）

－基本計画書－11－



別記様式第２号（その２の１）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

１前 2 ◯ 兼1

１前 2 ◯ 兼1

１・２後 2 ○ 兼3

１・２後 2 ○ 兼1

１・２後 2 ○ 兼1

１・２後 2 ○ 兼1

１・２前 2 ○ 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

１・２後 2 ○ 兼1

１前 2 ○ 兼2 集中

１前 2 ○ 兼2 集中

１・２前 2 ○ 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

１・２前 2 ○ 兼3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

１・２後 2 ○ 兼3 隔年

１・２前 2 ○ 1

１・２後 2 ○ 兼1

１・２前 2 ○ 兼2 隔年

１・２後 2 ○ 兼1

１・２前 2 ○ 兼1

１・２後 2 ○ 兼4 隔年

１・２後 2 ○ 兼1

１前 2 ○ 兼2 隔年

１・２後 2 ○ 兼1

１・２後 2 ○ 1

１・２後 2 ○ 兼3 隔年

１・２後 2 ○ 兼1

１・２前 2 ○ 兼1

１・２後 2 ○ 兼1

１・２前 2 ○ 兼1

１・２後 2 ○ 兼1

１後 2 ○ 兼1

１・２後 2 ○ 兼3

１・２後 2 ○ 兼1

１・２前 2 ○ 兼1

１・２後 2 ○ 1

１・２後 2 ○ 兼2

１・２前 2 ○ 兼3

１・２前 2 ○ 兼1

１・２前 2 ○ 兼1

１・２後 2 ○ 兼1

１・２後 2 ○ 兼1

１・２前 2 ○ 兼1

１前 2 ○ 兼2

１・２前 2 ○ 兼1

１・２前 2 ○ 兼1

１・２後 2 ○ 兼1

１・２後 2 ○ 兼1

１・２後 2 ○ 兼1

１・２前 2 ○ 兼1

１・２前 2 ○ 兼1

１・２後 2 ○ 兼1

━ 0 100 0 1 0 1 1 0 兼65

１・２・３・４前 2 ○ 1

１・２・３・４前・後 2 ○ 兼1

１・２・３・４後 2 ○ 兼1

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３・４後 2 ○ 兼1

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３・４後 2 ○ 兼1

ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同（一部）

隔年

生命と環境６　

生命と環境２２　 共同

生命と環境２３　 共同

色・音・香１

隔年

色・音・香３

生活世界の安全保障７

生活世界の安全保障８ 隔年

生活世界の安全保障９ 隔年

生活世界の安全保障２ 隔年

色・音・香４

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教　育　課　程　等　の　概　要
（共創工学部文化情報工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

備考

専任教員等の配置

隔年

色・音・香２

色・音・香５

色・音・香６ 交代で担当

色・音・香１０ 隔年

色・音・香２２

生活世界の安全保障１ 隔年

色・音・香７ 隔年

色・音・香８ 隔年

色・音・香９

生活世界の安全保障３

ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同（一部）

ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同（一部）

ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同（一部）

生活世界の安全保障４ 隔年

ことばと世界１

ことばと世界２

ことばと世界３

生活世界の安全保障１０ 隔年

生活世界の安全保障２３ 隔年

生活世界の安全保障２６　 共同

ことばと世界８ 隔年

ことばと世界１０

ことばと世界１１

ことばと世界５ 交代で担当

ことばと世界６ 交代で担当

ことばと世界７ 隔年

ジェンダー２ 隔年

ジェンダー３ 隔年

ジェンダー４ 隔年

ことばと世界１３

ことばと世界２７ 共同

ジェンダー１ 隔年

ジェンダー９ 隔年

ジェンダー１０ 隔年

小計（50科目） ━ ━

ジェンダー５ 隔年

ジェンダー８ 隔年

基
礎
講
義

哲学

法学Ⅰ（日本国憲法）

法学Ⅱ（法学入門） 隔年

政治学入門

基礎線形代数学

統計学

ミクロ経済学入門

マクロ経済学入門

基礎微分積分学

生命と環境５　

コ
ア
科
目

文
理
融
合
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ

リベラルアーツ演習I

リベラルアーツ演習II

生命と環境１　 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

生命と環境２　 隔年

生命と環境３　

生命と環境４　

－基本計画書－12－
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科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

備考

専任教員等の配置

１前 2 ○ 兼1

コンピテンシー基礎論 １・２・３・４前 2 ○ 兼3

━ 0 22 0 0 0 0 1 0 兼10

１①② 2 ○ 兼1

１・２・３③④ 2 ○ 兼1

１・２・３・４後 2 ○ 1

１・２・３・４前 2 ○ 1

１・２・３①② 2 ○ 兼1

１・２・３③④ 2 ○ 兼1

１・２・３後 2 ○ 兼1

１・２・３後 2 ○ 兼1

１・２・３後 2 ○ 兼1

１・２・３前 2 ○ 兼1

１・２・３後 2 ○ 兼1

１・２・３後 2 ○ 兼1

━ 2 22 0 0 1 0 0 0 兼5

１①② 2 ○ 兼1

１③④ 2 ○ 兼1

２①② 2 ○ 兼1

２③④ 2 ○ 兼1

３・４①② 2 ○ 兼1

３・４③④ 2 ○ 兼1

１① 2 ○ 兼1

１② 2 ○ 兼1

１③ 2 ○ 兼1

１④ 2 ○ 兼1

２①② 2 ○ 兼1

２③④ 2 ○ 兼1

１・２・３・４①② 2 ○ 兼1

１・２・３・４③④ 2 ○ 兼1

１① 2 ○ 兼2

１② 2 ○ 兼2

１③ 2 ○ 兼2

１④ 2 ○ 兼2

２①② 2 ○ 兼1

２③④ 2 ○ 兼1

１・２・３・４①② 2 ○ 兼1

１・２・３・４③④ 2 ○ 兼1

１① 2 ○ 兼1

１② 2 ○ 兼1

１③ 2 ○ 兼1

１④ 2 ○ 兼1

２①② 2 ○ 兼1

２③④ 2 ○ 兼1

１・２・３・４①② 2 ○ 兼1

１・２・３・４③④ 2 ○ 兼1

１・２・３・４①② 2 ○ 兼1

１・２・３・４③④ 2 ○ 兼1

１・２・３・４①② 2 ○ 兼1

１・２・３・４③④ 2 ○ 兼1

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３・４後 2 ○ 兼1

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３・４後 2 ○ 兼1

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３・４後 2 ○ 兼1

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３・４後 2 ○ 兼1

━ 0 84 0 0 0 0 0 0 兼18

スポーツ健康実習 １前・後 2 ○ 兼1

スポーツ科学概論 １・２・３・４前 2 ○ 兼1

健康科学概論 １・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３・４前・後 1 ○ 兼1

小計（4科目） ━ 2 5 0 0 0 0 0 0 兼1

オムニバス

お茶の水女子大学論

小計（11科目） ━ ━

情
報

情報処理演習(1)(2)

メディアリテラシ(1)(2) 隔年

情報処理学(1)(2)

プログラミング演習１

プログラミング演習２

文理融合データサイエンスⅠ

文理融合データサイエンスⅡ

情報科学(1)(2)

情報学演習２

小計（12科目） ━ ━

コンピュータ演習１

コンピュータ演習２

情報学演習１

発展ドイツ語Ⅰ(1)(2)

発展ドイツ語Ⅱ(1)(2)

ドイツ語初歩Ⅰ(1)(2)

基礎ドイツ語Ⅲ

基礎ドイツ語Ⅳ

基礎英語Ⅱ(1)(2)

中級英語Ⅰ(1)(2)

中級英語Ⅱ(1)(2)

グローバル・イングリッシュⅠ(1)(2)

基礎ドイツ語Ⅰ

基礎ドイツ語Ⅱ

基礎フランス語Ⅲ 共同

基礎フランス語Ⅳ 共同

発展フランス語Ⅰ(1)(2)

ドイツ語初歩Ⅱ(1)(2)

基礎フランス語Ⅰ 共同

基礎フランス語Ⅱ 共同

基礎中国語Ⅰ

基礎中国語Ⅱ

基礎中国語Ⅲ

発展フランス語Ⅱ(1)(2)

フランス語初歩Ⅰ(1)(2)

フランス語初歩Ⅱ(1)(2)

中国語初歩Ⅰ(1)(2)

中国語初歩Ⅱ(1)(2)

ロシア語初歩Ⅰ(1)(2)

基礎中国語Ⅳ

発展中国語Ⅰ(1)(2)

発展中国語Ⅱ(1)(2)

ス
ポ
ー

ツ
健
康

朝鮮語初歩Ⅱ(1)(2)

外
国
語

基礎英語Ⅰ(1)(2)

グローバル・イングリッシュⅡ(1)(2)

現代スペイン語Ⅱ

現代イタリア語Ⅰ

ロシア語初歩Ⅱ(1)(2)

朝鮮語初歩Ⅰ(1)(2)

隔年

隔年

生涯スポーツ

━ ━

現代アジア諸語Ⅲ 隔年

現代アジア諸語Ⅳ 隔年

小計（42科目） ━ ━

現代イタリア語Ⅱ

現代アジア諸語Ⅰ 隔年

現代アジア諸語Ⅱ 隔年

現代スペイン語Ⅰ
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１・２・３・４後 2 ○ 兼1

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

２・３・４通年 1 ○ 兼1 集中

２・３・４通年 1 ○ 兼1 集中

２・３・４通年 1 ○ 兼1 集中

博物館概論 １・２・３・４後 2 ○ 兼1

博物館資料論 ２・３・４後 2 ○ 1 隔年開講

博物館経営論 ２・３・４前 2 ○ 兼1 隔年開講

博物館資料保存論 ２・３・４後 2 ○ 1 隔年開講

博物館展示論 ２・３・４前 2 ○ 1 隔年開講

博物館教育論 ２・３・４後 2 ○ 兼1 隔年開講

博物館実習 ４前 3 ○ 兼1

博物館情報・メディア論 ２・３・４後 2 ○ 1 隔年開講

小計（13科目） 0 24 0 ━ 0 1 0 0 0 兼4

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３・４後 2 ○ 兼1

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３・４後 2 ○ 兼1

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３・４後 2 ○ 兼1

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３・４後 2 ○ 兼1

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３・４後 2 ○ 兼1

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３・４後 2 ○ 兼1

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３・４後 2 ○ 兼1

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３・４後 2 ○ 兼1

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３・４後 2 ○ 兼1

１・２・３・４前 2 ○ 兼1

１・２・３・４後 2 ○ 兼1

小計（20科目） ━ 0 40 0 ━ 0 0 0 0 0 兼6

主 強化 学際

１前 2 ○ 3 4 1 2 兼10 ○ 　 　

１後 1 ○ 兼1 ○ ○ 　

１・２・３・４通 1 ○ 3 4 1 2 兼10 オムニバス・共同 ○ ○ 　

２・３・４通 1 ○ 3 4 1 2 兼10 オムニバス・共同 ○ ○ 　

２前 2 ○ 1 兼1 ○ 　 　

１・２・３・４通 1 ○ 1 兼2 オムニバス ○ ○ 　

２前 1 ○ 兼1 ○ ○ 　

技術と倫理 ２前 1 ○ 兼1 ○ ○ 　

２・３・４通 1 ○ 3 4 1 2 兼10 オムニバス・共同 ○ ○ 　

共創インターンシップI ２・３・４通 2 ○ 1 兼1 共同 ○ ○ 　

共創インターンシップII（建築） ２・３・４通 2 ○ 兼2 共同 ○ ○ 　

卒業研究演習 ４前 2 ○ 3 4 1 2 兼10 共同 ○ 　 　

小計（12科目） ━ 6 11 0 3 4 1 2 0 兼13

哲学基礎論 １・２前 2 ○ 1 兼1 オムニバス ○

倫理学基礎論 １・２前 2 ○ 兼1 ○

美術史基礎論 １・２前 2 ○ 兼2 ○

日本史概説 １・２後 2 ○ 　 　 　 　 　 兼2 オムニバス 　 ○ 　 　

１・２後 2 ○ 　 　 　 　 　 兼2 オムニバス 　 ○ 　 　

西洋史概説 １・２前 2 ○ 兼2 オムニバス ○

自然と人間 １・２前 2 ○ 兼1 ○

人間と空間 １・２後 2 ○ 1 ○

日本文学概説 １・２前 2 ○ 兼1 ○

日本語学通論 １・２前 2 ○ 兼1 ○

中国現代文学史 １・２後 2 ○ 兼1 ○

中国古典文学史（宋～清） １・２後 2 ○ 兼1 ○

英語圏言語文化入門(1)(2) １・２前 2 ○ 兼1 ○

言語学入門Ⅰ(1)(2) １・２前 2 ○ 兼1 ○

言語学入門Ⅱ １・２後 2 ○ 兼1 ○

オムニバス

━━

オムニバス・共同（一部）

━

文
化
情
報
工
学

基
礎
科
目
群
（

人
文
学
系
）

アジア史概説

共創工学フィールドワーク

共
創
工
学
共
通
科
目
群

共創工学総論

共創デザインPBL（LIDEE演習）Ⅱ

デザイン思考とロジックモデル

共創工学特別講義

知的財産論

共創プログラミング

オムニバス・共同（一部）

共創デザインPBL（LIDEE演習）Ⅰ

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

全
学
共
通
科
目

女性のキャリアと経済

ICTとコミュニケーションスキル

アントレプレナーシップ演習（DX演習（製造業編））

アントレプレナーシップ演習（DX演習（ドローン編））

アントレプレナーシップ演習（DX演習（PoC編））

外
国
人
留
学
生
特
別
科
目

日本語演習ⅠＡ

日本語演習ⅠＢ

日本語演習ⅡＡ

日本語演習ⅡＢ

日本語演習ⅢＡ

日本語演習ⅢＢ

日本語演習ⅣＡ

日本事情演習ⅤＡ

日本語演習ⅣＢ

日本語演習ⅤＡ

日本語演習ⅤＢ

日本事情演習ⅠＡ

日本事情演習ⅠＢ

日本事情演習ⅡＡ

日本事情演習ⅡＢ

日本事情演習ⅤＢ

━

日本事情演習ⅢＡ

日本事情演習ⅢＢ

日本事情演習ⅣＡ

日本事情演習ⅣＢ
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ヨーロッパ言語文化論Ⅰ １・２前 2 ○ 兼1 ○

ヨーロッパ言語文化論Ⅱ １・２後 2 ○ 兼1 ○

日本語教育学概論Ⅰ １・２前 2 ○ 兼1 ○

人間と発達 １・２前 2 ○ 兼7 オムニバス ○

社会学総論 １・２前 2 ○ 兼4 オムニバス ○

子ども学総論 １・２前 2 ○ 兼3 オムニバス ○

舞踊学概論 １前 2 ○ 兼3 ○

音楽学概論 １前 2 ○ 兼1 ○

グローバル文化学総論 １・２前 2 ○ 兼4 オムニバス ○

文化情報工学総論 １前 2 ○ 3 4 1 2 ○ 　

データサイエンス(基礎) １後 2 ○ 1 ○ 　

データサイエンス（中級） ２前 2 ○ 1 ○

２後 2 ○ 1 ○ 　

機械学習 ３前 2 ○ 1 ○ 　

データマイニング ３後 2 ○ 1 1 ○ 　

文化情報工学基礎演習 １前 2 ○ 2 1 1 オムニバス ○ 　

工学基礎数学 １前 2 ○ 兼2 オムニバス ○ 　

工学基礎解析学 １後 2 ○ 兼2 オムニバス ○ 　

設計製図基礎演習 １後 2 ○ 兼2 ○ 　

インターネット工学 １後 2 ○ 1 ○ 　

コンピュータシステム序論 １後 2 ○ 1 ○ ○ 　

データ構造とアルゴリズム １・２後 2 ○ 兼1 ○ ○ 　

数理基礎論 １・２前 2 ○ 兼1 ○ ○ 　

確率序論 １後 2 ○ 1 ○ ○ 　

コンピュータアーキテクチャI ２前 2 ○ 兼1 ○ ○ 　

コンピュータアーキテクチャⅡ ２後 2 ○ 兼1 ○ ○ 　

コンピュータネットワークI ２後 2 ○ 兼1 ○ ○ 　

マルチメディア ２後 2 ○ 1 ○ ○ 　

文化情報デザイン工学 ２後 2 ○ 1 ○

データベース工学 ３前 2 ○ 1 ○ 　

情報と職業 ３・４前 2 ○ 1 隔年 ○ 　 　

情報倫理 ３・４前 2 ○ 兼1 隔年 ○ 　 　

小計（47科目） ━ 20 74 0 ━ 3 4 1 2 0 兼51 ━

歴史情報学 ３前 2 ○ 1 ○ 　 　

歴史情報学演習 ３後 2 ○ 1 ○ 　 　

地理情報学 ３前 2 ○ 1 ○ 　 　

地理情報学演習 ３後 2 ○ 1 ○ 　 　

言語情報学 ３前 2 ○ 1 ○ 　 　

言語情報学演習 ３後 2 ○ 1 ○ 　 　

文化情報学 ３前 2 ○ 1 ○ 　 　

文化情報学演習 ３後 2 ○ 1 ○ 　 　

思想情報学 ３前 2 ○ 1 ○ 　 　

思想情報学演習 ３後 2 ○ 1 ○ 　 　

芸術情報学 ３前 2 ○ 兼1 ○ 　 　

芸術情報学演習 ３後 2 ○ 兼1 ○ 　 　

データ解析序論 ２後 2 ○ 兼1 ○ ○ 　

統計学演習 ２・３・４後 2 ○ 兼1 ○ ○ 　

センサーと人間工学 ２後 2 ○ 兼1 隔年 ○ ○

応用統計学演習 ３後 2 ○ 1 　 ○ 　

コンピュータビジョン ３後 2 ○ 1 　 ○ 　

コンピュータグラフィックス ３前 2 ○ 兼1 　 ○ 　

ヒューマンインターフェイス ３前 2 ○ 兼1 ○

文化情報デザイン演習 ３後 2 ○ 1 ○ ○ 　

データベース設計演習 ３後 2 ○ 1 ○ ○

小計（21科目） ━ 0 42 0 ━ 3 3 1 2 0 兼5 ━

データマイニング演習 ４前 2 ○ 1 1 共同 ○ 　 　

文化情報学研究 ４前 2 ○ 1 ○ ○

テキストアナリティクス研究 ４前 2 ○ 1 ○ ○ 　

データベース研究 ４前 2 ○ 1 　 ○ 　

文化情報デザイン研究 ４前 2 ○ 1 　 ○ 　

文化情報CGV研究 ４前 2 ○ 1 　 ○ 　

４前 2 ○ 1 　 ○ 　

卒業研究 ４通 8 ○ 3 4 1 2 共同 ○ 　 　

小計（8科目） ━ 10 12 0 3 4 1 2 0 兼0

オムニバス

━

文化情報統計数理研究

データサイエンス（上級）

基

礎

科

目

群

（

デ

ー

タ

サ

イ

エ

ン

ス

系

）

基
礎
科
目
群
（

情
報
工
学
系
）

発
展
科
目
群
（

情
報
工
学
系
）

共
創
工
学

応
用

科
目
群
（

文
化
情

報
工
学
） ━

発
展
科
目
群
（

人
文
情
報
学
系
）

オムニバス・共同（一部）

オムニバス・共同（一部）

オムニバス・共同（一部）

－基本計画書－15－



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

備考

専任教員等の配置

共創インターンシップII（建築） ２・３・４通 2 ○ 兼2 共同 ○

設計製図基礎演習 １後 2 ○ 兼2 ○

住居学概論 １後 2 ○ 兼2 オムニバス ○

建築一般構造 １後 2 ○ 兼1 ○

建築環境計画論 ２前 2 ○ 兼1 ○

物理化学 ２前 2 ○ 兼1 ○

設計製図演習I ２前 2 ○ 兼2 オムニバス ○

BIM演習 ２前 2 ○ 兼3 ○

環境心理と調査法 ２後 2 ○ 兼2 ○

設計製図演習Ⅱ ２後 2 ○ 兼2 ○

デジタルファブリケーション演習 ３前 2 ○ 兼2 ○

設計製図演習Ⅲ ３後 2 ○ 兼2 ○

身体形質と文化 １前 2 ○ 兼1 ○

基礎構造力学 １後 2 ○ 兼1 ○

日本建築史 ２前 2 ○ 兼1 隔年 ○

建築構法計画 ２前 1 ○ 兼1 ○

建築環境工学 ２前 2 ○ 兼1 ○

建築意匠論 ２前 2 ○ 兼1 隔年 ○

都市デザイン ２前 2 ○ 兼1 隔年 ○

西洋建築史 ２後 2 ○ 兼1 隔年 ○

応用建築構造 ２後 2 ○ 兼1 隔年 ○

センサーと人間工学 ２後 2 ○ 兼1 隔年 ○

材料とデザイン ２後 2 ○ 兼1 隔年 ○

建築材料学 ２後 2 ○ 兼1 隔年 ○

建築設備学 ２後 2 ○ 兼1 隔年 ○

建築法規 ３前 2 ○ 兼1 ○

水環境工学 ３前 2 ○ 兼1 ○

生体材料学 ３前 2 ○ 兼1 ○

生産とデザイン ３前 2 ○ 兼1 ○

生活材料物性 ３後 2 ○ 兼1 ○

システム工学 ３後 2 ○ 兼1 隔年 ○

小計（31科目） ━ 0 61 0 0 0 0 0 0 兼26

━ 40 497 0 3 4 1 2 0 兼156

オムニバス・共同（一部）

オムニバス・共同（一部）

オムニバス・共同（一部）

オムニバス・共同（一部）

━ ━

オムニバス・共同（一部）

オムニバス・共同（一部）

学位又は称号 学士（文化情報工学） 学位又は学科の分野 工学関係、文学関係

合計（271科目） ━

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

人
間
環
境
工
学

卒業に必要な履修単位数は、コア（教養）科目34単位、専門教育科目74単位、自由に選択して履修する科目16単位、計124単位である。

専門教育科目については、複数プログラム選択履修制度により、第1のプログラムとして、文化情報工学主プログラム54単位（必修36単位／選択必修12単位（基礎科目（人文
学系）24科目から2科目4単位、及び発展科目（人文情報学系）12科目から4科目8単位）／選択6単位）を履修する。
第2のプログラムとして、文化情報工学強化プログラム20単位または人間環境工学学際プログラム、他学部が開設する副プログラム・学際プログラムから選択したプログラム
20単位を履修する。

コア科目中、外国語は12単位を必修とする。

文化情報工学主プログラム及び強化プログラムの対象となる科目は、本表の備考欄に示した。なお、両プログラムとも対象となっている科目は、学生の第2のプログラムの選
択に応じて、いずれか一方の対象とすることができる。
人間環境工学学際プログラムの対象となる科目は、文化情報工学科科目の後に一覧を示した。

他学部が開設する副プログラム・学際プログラムを選択する場合は、哲学・倫理学・美術史、比較歴史学、地理環境学、日本語・日本文学、中国語圏言語文化、英語圏言語文
化、仏語圏言語文化、日本語教育、教育科学・子ども学、社会学、舞踊教育学、音楽表現、グローバル文化学、生活文化学、情報科学の副プログラム・学際プログラムのいず
れかを履修する。

（履修科目の登録の上限：46 単位程度（年間））

※複数プログラム選択履修制度については、「設置の趣旨等を記載した書類」p.25参照。

卒業要件及び履修方法

１学年の学期区分 ２学期 ４学期

１学期の授業期間 １５週 ８週

１時限の授業時間 ９０分 ９０分

授業期間等

━
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

コ
ア
科
目

文
理
融
合
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ

リベラルアーツ演習I

少人数の演習形式で行われ、文献講読、フィールドワーク、口頭発
表、討論などを組み合わせた授業である。聞き・読み・語り・計り・
作るという作業を通じて、読解・思考・コミュニケーションに必要な
力と技術を養成する。各学部の専任教員が対象やテーマを設定し、一
定の切り口（観点・分析方法）にそって、授業を設計・運営する。文
系理系双方の学生が参加することで、当該テーマに関する視野を広
げ、深める。各年度に開講するクラスから希望するものを選択して履
修する。履修科目は、リベラルアーツ演習I、リベラルアーツ演習II
の2種類があり、最大2回（2科目）履修できる。

コ
ア
科
目

文
理
融
合
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ

リベラルアーツ演習II

少人数の演習形式で行われ、文献講読、フィールドワーク、口頭発
表、討論などを組み合わせた授業である。聞き・読み・語り・計り・
作るという作業を通じて、読解・思考・コミュニケーションに必要な
力と技術を養成する。各学部の専任教員が対象やテーマを設定し、一
定の切り口（観点・分析方法）にそって、授業を設計・運営する。文
系理系双方の学生が参加することで、当該テーマに関する視野を広
げ、深める。各年度に開講するクラスから希望するものを選択して履
修する。履修科目は、リベラルアーツ演習I、リベラルアーツ演習II
の2種類があり、最大2回（2科目）履修できる。

コ
ア
科
目

文
理
融
合
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ

生命と環境１

【生命の科学】
「生命とは何か」「環境とは何か」を主題とし、生命や環境に関する
話題をオムニバス形式で講義し、急速に進展するこれらの科学を概観
する。講義の他に簡単な実験やワークショップを行うことで、実感を
伴って生命観・環境観を修得することを目指す。
（オムニバス方式／全15回）
(吉村和也／5回）生物多様性と環境、（和田祐子／5回）水中の小さ
な生物の運動、（嶌田智／5回）性の多様性

オムニバス方式

コ
ア
科
目

文
理
融
合
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ

生命と環境２

【生命倫理と法】　本授業は、生命に関わる倫理的問題が法とどのよ
うな関係にあるのか、法はそのような問題やジレンマにどのように対
処すべきなのかについて考察する。方法としては、生命倫理と法をめ
ぐる諸問題について具体的な裁判例を検討しつつ、全員でディスカッ
ションを行うという形で授業を進めていく。以下のテーマを扱う。医
療過誤と先天的障害児の出生、障害者の「生まれない」権利、リプロ
ダクティブ・ライツと生殖補助医療、生殖医療ツーリズム、出自を知
る権利、デザイナーベビー、出生前診断・着床前診断、ヒト胚、凍結
保存、人間の尊重、人工妊娠中絶、胎児性障がい、脳死と臓器移植、
終末期医療（安楽死・尊厳死）。

隔年

コ
ア
科
目

文
理
融
合
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ

生命と環境３

【多様性生物学】　生物多様性とは何か、人間との関係はどのような
ものか。人類の存在・存続と密接な関係にある生物多様性を、自然科
学と人間活動との両面から複合的に理解することを目指す。中学の理
科の知識を基盤として自然と人間活動をどこまで見通すことができる
かに挑む。人間活動の影響は地球の全域に及び、高度な科学技術は日
常生活に浸透している。このような時代の中、科学的な考え方を基盤
にして社会問題の解決に立ち向かう素養の向上を目的とする。

コ
ア
科
目

文
理
融
合
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ

生命と環境４

【生物人類学】　ヒトは自然界の中の生物種の一つであり、生物とし
ての基本的属性を有する。生物としてのヒトの特性を明らかにすると
ともに、その由来についても研究するのが「生物人類学（自然人類
学）」である。生物分類上のヒトの位置と、他の哺乳類、他の霊長類
との共通特徴や相違点を学ぶとともに、人類の誕生と進化について、
約6,500万年前から始まる新生代において霊長類（サル類）が進化し
ていく中で、人類と類人猿が、進化史上どの様に分岐してきたのか、
さらに、始原的人類を経て猿人から新人（現生人類）に至るヒトのお
よそ600万年間の変遷史について解説する。そうした人類進化史を踏
まえた上で、アジアの東端に位置する日本列島にはどれくらい古くか
らヒトが棲んでいたのか、また、現代の日本人が成立するまでの過程
はどのようであったのかについても考察する。講義は、主に化石骨を
中心とした古人類学的証拠を基に進める。

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（共創工学部人間環境工学科）

科目
区分
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コ
ア
科
目

文
理
融
合
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ

生命と環境５

【生命と環境の化学】　授業を前半、後半に分けて、それぞれ異なる
対象を取り上げ、「化学的な立場から見た生命と環境」に関して講義
を行う。その後、少人数のグループに分かれて講義の内容にそった課
題を見つけて調査し、その内容を発表し、討論を行う。
（オムニバス方式／全15回）
前半は「物質化学の立場から見た環境科学―化学物質による環境汚染
と環境浄化―」について（近藤敏啓／8回）、後半は「生体の環境科
学―ヒトに作用する物質を化学の視点で考える―」（相川京子／7
回）をテーマとして行う。

オムニバス方式
隔年

コ
ア
科
目

文
理
融
合
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ

生命と環境６

【惑星地球の科学】　地球のみにとどまらず地球の外にも目を向ける
ことで太陽系や別の星系に存在している数多の惑星の存在を認知し、
それらの特徴や成り立ちについて理解する。また、地球以外の惑星と
地球との比較を通して、私たちにとって最も身近な惑星である「地
球」に対する新しい視点・視座を得る。主な学習事項は以下のとお
り。1地球の基本構造とシステム：地球大気・内部の層構造と相互作
用、2惑星形成論：コア集積理論の理解、隕石、3地球型惑星と月：月
の形成過程、地球型惑星の探査と多様性、4ガス惑星・氷惑星とその
衛星、小天体：外惑星とその衛星、また小天体の探査と多様性、5太
陽系外惑星の世界：系外惑星の観測法の理解とこれまでに発見された
様々な系外惑星の紹介。

コ
ア
科
目

文
理
融
合
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ

生命と環境２２

【海洋環境学ダイビング（実習）】　海洋、特に沿岸の自然環境計測
（アセスメント）の基礎となる知識と野外観察技術の習得を目的とす
る。水中観察の基盤技能となるスキューバダイビング技術の習得に加
え、水中観察・水中写真撮影技術の習得や生物の形態から種を同定す
る訓練を行うことで、海洋生物の生態や生息状況を記録するスキル、
海底地形などの環境を計測するためのスキルを身に付ける。学内での
講義・実習とともに、湾学生物教育研究所（館山市）での合宿実習を
行う。
（清本正人・服田昌之／15回）（共同）

共同

コ
ア
科
目

文
理
融
合
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ

生命と環境２３

【海洋環境と生物多様性（実習）】安定しているはずの海の環境も人
間の活動により大きな影響を受けている。フィールドワークの体験を
通して、海の生物の多様性や海の環境を理解する。人間の活動が及ぼ
す海への影響について、生物科学的な側面も踏まえ、より深く正確に
考察できることを目指す。学内での実習とともに、湾学生物教育研究
所（館山市）での合宿実習を行う。主な内容は以下の通り。1海の生
物の多様性と生態学、2海水の科学と海洋酸性化、3海産動物の発生と
生殖、海の生き物の生活環の特徴、4干潮時の海岸（潮間帯）での生
物の観察採集、5沖合でのプランクトンネットや海底生物の採集観
察、6採集動物を使った形態や行動の比較観察、7海洋生物への物理
的・化学的インパクト、8海の植物（海藻、海草、植物プランクト
ン）の多様性。
（清本正人・嶌田智／15回）（共同）

共同

コ
ア
科
目

文
理
融
合
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ

色・音・香１

【分子から見た色と香り】　色とにおいは、ともに、その根元は、多
くの場合、化学物質に由来する。生物が、色、においをどのように知
覚するかは、化合物を構成する分子あるいはその分子の電子の状態と
密接に関連している。本授業では、まず、色、においとは何か、つい
で、生物の色、においの知覚のメカニズムはどのようなものか、さら
に、色、においの根元となる物質の分子構造あるいは電子状態と、知
覚される色、においがどのように関係しているかについて講義する。
（オムニバス方式／全15回）
（棚谷綾／7回）身のまわりのにおいと化学物質、有機化合物の構造
と色、（伊村くらら／8回）光の性質と色の関係、無機化合物の構造
と身のまわりの無機色材

オムニバス方式
隔年

コ
ア
科
目

文
理
融
合
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ

色・音・香２

【生命と色・音・香】　生命体はそれを取り巻く環境との調和のもと
に成り立っている。生物個体は環境の変化を捉えることで、それに適
応し、生き延びてゆく。生き延びた生命体は、構成する要素として機
能することで環境を自らの生存戦略に取り込むことができる。「色・
音・香」は環境からの情報を生命体にもたらす働きをする。それらの
実態はどのようなものなのか。生命活動と、色（光）・音・香の関わ
りについて学ぶ。
（オムニバス方式／全15回）
（近藤るみ／5回）味と臭いの分子生物学、（加藤美砂子／5回）植物
と色・香り、（毛内拡／5回）色・音・香を感じる脳の仕組み

オムニバス方式
隔年

コ
ア
科
目

文
理
融
合
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ

色・音・香３

【色・音・香の物理学】　色・音・香は人間にとって身の回りで起
こっていることを認識するための大事な感覚であり、物理的な観点か
らはそれぞれ、光・音・化学反応という物理現象と関係している。授
業では、様々な物理現象の類似性や相違点、原子レベルでみた世界と
マクロな系に現れる法則などを議論する。身近な現象について深く考
えることで自然の不思議に気づき、物理的アプローチで自然に対する
理解をどのように深めてきたか学ぶ。
（オムニバス方式／全15回）
（河野能知／4回）光と原子がつくる世界、（小林功佳／4回）固体物
理から見た色・音、（奥村剛／4回）統計物理から見た色・音、（河
野能知、小林功佳、奥村剛（共同）／3回）ガイダンス、アクティ
ブ・ラーニング、まとめ

オムニバス方式・
共同（一部）
隔年
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コ
ア
科
目

文
理
融
合
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ

色・音・香４

【コンピュータが創る色と音】　コンピュータは科学技術の中枢的存
在であるだけでなく、日常生活を支える社会基盤でもあり、また娯楽
や芸術を発展させるツールとしても貢献している。コンピュータと
は、それ自体がリベラルアーツ的な存在であり、これを文理融合的な
側面から学習し、議論する。本講義ではまずコンピュータの仕組みに
ついて、続いてコンピュータが創り出す映像の仕組み、具体的には写
真・ビデオ、コンピュータグラフィックス（CG）について解説し、CG
技術に関係する美術に関しても論じる。またコンピュータが作り出す
音響の仕組み、具体的にはデジタルオーディオ機器の仕組みやコン
ピュータミュージックについて、音楽理論や楽器の仕組みを踏まえて
論じる。さらには、これらをインターネットで検索・配信する仕組み
についても解説し、最後にこれらの技術がもたらす社会的な影響・課
題、キャリアデザインとの関連性について議論する。

コ
ア
科
目

文
理
融
合
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ

色・音・香５

【心の健康とジェンダー】本講義では、心理学から見たジェンダーに
関わるトピックを扱う。ジェンダーの観点を念頭におきながら、メン
タルヘルスに関する基礎的な知識を解説する。また、性的マイノリ
ティ／LGBTQの入門的な解説と心理支援的な対応に関して扱う。現在
の自身や周囲の人々の生活について、また卒業後の仕事等について、
役立ち応用できるような女性やLGBTQの健康に関する知識をつけるこ
とを目指す。

コ
ア
科
目

文
理
融
合
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ

色・音・香６

【色・音・香と生活文化】　色彩や染色技術を通して、さまざまな地
域の服飾の事象を考えることにより、色彩が持つ社会的・文化的な意
味を理解する。具体的には、色彩に関する基礎的な知識及び理論をは
じめ、配色や色彩構成などで服飾と色彩の関係性を学び、得た知識を
生活の中で応用する能力を身につけることを目指す。また服飾を構成
する布や糸を染める染色技術を取り上げ、各地に伝わる染色の材料や
技法、それらの伝承の現状と課題について理解を深め、課題解決の糸
口を得る。

隔年

コ
ア
科
目

文
理
融
合
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ

色・音・香７

【舞踊における色・音・香】　舞踊という現象を、色・音・香をキー
ワードとして読みとく。舞踊における色（衣装、化粧とその色が表現
するもの）、舞踊における音（音楽と舞踊の関係性）、舞踊における
香（踊る身体に香が及ぼす効果）などのテーマに沿って、具体的な舞
踊事例をVTRで紹介しながら考察する。また、「文理融合」という視
点から、ダンスとテクノロジー（コンピュータ）という研究領域につ
いても紹介する。民族舞踊（インドネシア・バリ島の舞踊）を中心と
しつつ、バレエやコンテンポラリーダンスを含め、できるだけさまざ
まなジャンルの舞踊を採り上げる。

隔年

コ
ア
科
目

文
理
融
合
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ

色・音・香８

【宗教と色・音・香】　宗教あるいは宗教的営為にとって感覚的要素
（この授業では色と音に注目する）がどのような意味を持つのか、3
つのテーマから探る。
１．ショーペンハウアーと音楽：苦しみからの救いとしての音楽
２．仏教：仏教の基礎知識（釈迦の教え、仏教の展開）、仏像、曼荼
羅
３．ユングとマンダラ：「自己」の象徴としてのマンダラ
具体的に理解できるよう、視聴覚教材も活用する。授業で学んだこと
を踏まえて、音楽、仏像、曼荼羅／マンダラに新たな目と感性で接す
ることができるようになることが期待される。

隔年
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色・音・香９

【おいしさと色・音・香】　食べ物のおいしさにはいろいろな要素が
ある。人間がおいしいと感じるのは生物学的要素以外に歴史、文化、
社会的要素も大きい。ここではおいしさを切り口に、食品化学を中心
とした自然科学的側面と、日本と西洋の食に関する歴史学を中心とし
た人文科学的側面を学び、おいしさとは何かを総合的に考察する。
（オムニバス方式／全15回）
（森光康次郎・野田響子／7回）（共同）色と香りの食品成分につい
て、（安成英樹／3回）西洋における食器の発達と料理の進歩に関す
る色音香、（大藪海／3回）和菓子の進化と色音香、（1回）アクティ
ブ・ラーニング、（1回）全体シンポジウム　講義内容の振り返り

オムニバス方式・
共同（一部）
隔年
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色・音・香１０

【色・音・空気（香）と空間デザイン】
私たちは光、音、熱・空気等の生活環境を知覚・認知して暮らしてい
るが、古来から人間は建築物をはじめとする空間や設備のデザインに
よって生活環境を調整することによって快適な生活環境を得ている。
本講義では、生活空間における環境の知覚・認知と様々な環境のデザ
イン（以下、環境デザインと呼ぶ）の関係について、建築物や空間デ
ザインの事例に基づき解説する。これらの実例を通じ、環境デザイン
がどのように人間の行動や快適性に影響を与えるのか、またより良い
環境デザインのあり方について考える。

隔年
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色・音・香２２

【おいしさのサイエンス（演習）】　（須藤紀子担当分）災害時に適
した調理法であるパッククッキングを用いて、災害時でも健康を維持
できる食事づくりを献立作成から行う。ライフライン途絶時を想定し
た環境下での調理を経験し、食事に特別な配慮が必要な災害時要配慮
者についても学ぶ。
（新田陽子担当分）おいしさの要因について講義する。食品の調理性
を知る上で重要な現象を取り上げ、機構について理解するとともに実
習を組み合わせることでさらに理解を深める。おいしさのサイエンス
を調理の視点から捉え、調理によって嗜好性の高い食物になる過程を
科学的に理解する。
（オムニバス方式／全15回）
（須藤紀子／6回）災害時の食事、（新田陽子／6回）調理による味、
色、おいしさの変化、（須藤紀子・新田陽子／3回）（共同）オリエ
ンテーション、アクティブ・ラーニング

オムニバス方式・
共同（一部）
隔年
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生活世界の安全保障１

【生活世界と法】　日常に潜む法的諸問題について、毎回、具体的で
簡単な事例を通して考察し、法の基本的な考え方、法を貫く基本精
神、法的思考の基礎を学ぶ。具体的な法的問題に対して、法はいかな
る態度を取るのか、なぜそのような態度を取るのかを論理的かつ構造
的・多面的に捉えることを通じ、法的な思考を学ぶに留まらず、物事
を論理的かつ構造的かつ多面的に捉えることを目標とする。特に、日
常生活にまつわる平穏を保護するとはどういうことか、平穏を脅かす
ものに対して、法はいかなる制度を持っているのか、などについて、
具体的な事例（家庭内暴力、物品購入、交通事故など）を通じ考え
る。社会を生きていく中で、柔軟で構造的な視座を持つことへの助け
となることを目指す。
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生活世界の安全保障２

【情報社会の安全保障】　我々の生活を豊かにするために、テクノロ
ジーは発展し続けてきた。一方で、想定していなかったさまざまな問
題が新たに生まれている。本科目では、テクノロジーと人間社会との
関係を様々な切り口で論じる。具体的には、プライバシー、情報提
示、メタバース、NFT、セキュリティ、社会実装、などにおけるテク
ノロジーに関わるさまざまなリスクについて概観し、多様な事例から
理解を深め、対策について議論していく。
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生活世界の安全保障３

【リスクの社会史】　社会が抱えるさまざまなリスクを、我々人間は
どのようにして未然に回避したり、あるいはそれらを乗り越えて生き
てきたのか。その営みの歴史を探ることは、現代に生きる我々にとっ
て大いに意味がある。この講義では、日本の近世近代・中国古代社会
が抱えていたさまざまなリスクとそれらへの対処をとおして、それぞ
れの社会の特質を理解することをねらう。受講者は、さまざまな歴史
的社会がどのようにリスクと向き合ってきたのかを知り、リスクに備
えて自分はどうするのかを考える。
（オムニバス方式／全15回）
（神田由築／5回）日本近世におけるリスク、（戸川貴行／5回）中国
古代におけるリスク、（湯川文彦／4回）日本近代におけるリスク、
（神田由築・戸川貴行・湯川文彦／1回）（共同）全体ディスカッ
ションによるまとめ

オムニバス方式・
共同（一部）
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生活世界の安全保障４

【平和と暴力】　私たちの日常生活には、さまざまな脅威があり、こ
れを克服する多様な仕組みが作られている。これを平和と暴力の相克
として捉え直すことで現代世界の理解を深めることが講義の目標であ
る。まず平和とは何か、またその対概念である暴力とは何かについ
て、基本的な理論を概観する。理論的枠組みの確認を行い（平和の多
義性、人間の本質主義的捉え方、ミクロとマクロの暴力）、具体的な
平和と暴力のトピックを扱う。総じて私たちと異なる「他者」と出
会ったとき、排除ではなく、どのように包摂と共生を実現し平和を獲
得すべきかについて、「闘技的な民主主義」という厳しい道しかない
ことがわかる。
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生活世界の安全保障７

【現代物質文明の履歴】　現在の物質文明を支える科学と技術の過去
を様々な視点から捉える。その目的は、世界史、政治経済、思想倫
理、物理や化学など、そもそも人間活動である様々な事柄を、物質と
いう側面からその関連性を見出して行くことにある。特に、技術のド
ライビングフォースとなる、科学は真実へのアプローチの方法または
考え方であることも議論したい。これらのことは、履修学生それぞれ
の専門分野でも実践することが可能である。
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生活世界の安全保障８

【ゲノム時代の健康管理】　ゲノム情報は、現代の医療において欠か
せないものとなった。その恩恵の一方で、倫理的、法的、社会的課題
も存在する。このような現状について学習し、将来への展望を考察す
る。以下の問題を扱う。1. ゲノム・遺伝子とは　2. 健康とは何か
3. 遺伝子と疾患の関係　4. リスクの考え方（スクリーニング）　5.
ヘルスリテラシー、遺伝リテラシー　6. 遺伝カウンセリングとは
7. ゲノム情報の利用　8. 難病と遺伝医療　9. がんと遺伝医療
10. 出生前診断/着床前診断　11. 医療・医学系研究における倫理
12. 日本の医療政策 　13. 医療コミュニケーション

隔年
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生活世界の安全保障９

【水の安全保障】　これまでの人と水との関わりを含めながら、本当
に必要な水とは何か、またどの様に水を利用することが最適であるの
かについて考える。今後の温暖化に伴う水利用形態や、水環境への影
響などに関する最新情報についても触れる。当たり前の様に使ってい
る「水」に関して、多様な観点から論じることが、この講義の主題で
ある。具体的な論題は以下のとおり。1．水とは（水に関する一般知
識、常識）　2．病と水の歴史　3．生活と水の歴史　4．水利用の現
状と水争い　5．温暖化に伴う水を巡る環境への影響

隔年
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生活世界の安全保障１０

【社会的弱者の存在論】　この授業では、現代日本における貧困問題
を主題として取り上げる。貧困問題は、資本主義社会で生きる“われ
われ”と決して無関係ではありえない。誰がどのようにして貧困な状
況に陥るのか、そしてまた、それにどのように対応すべきかを“当事
者”として批判的に検討できるようになることを目標とする。主な学
習項目は以下のとおり。1社会的弱者の“存在論”、2貧困の定義、3
貧困の計測、4貧困の歴史、5ジェンダーと貧困、6年齢と貧困、7障害
と貧困、8社会保障と貧困。
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生活世界の安全保障２３

【ＮＰＯインターンシップ（実習）】　授業の目的は、学生がNPOの
活動に実際に参加し、その意義、役割、抱えている課題を実地に学ぶ
こと、社会活動の中で大学での学習・研究の課題を発見すること、将
来にわたる社会と自分の関わりを考えるきっかけにすることである。
履修生は、自らが選択したNPOで年間最低60時間のインターンシップ
（体験就業）を行う。この授業は、以下の3点を目標に行う。(1)実際
にNPOの活動に参加することにより、NPOの現状や役割、問題点を具体
的に学ぶ。(2)NPOが取り組む社会問題を知り、大学での学習・研究と
の関連を考え課題を発見する。(3)自分自身の将来の職業や生活を見
据えたライフキャリアを考えるきっかけとする。
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生活世界の安全保障２６

【トランス・サイエンス論入門（演習）】　トランス・サイエンス論
では、「サイエンスが必要なのだが、サイエンスだけでは答えること
のできない問題」について議論する。ひとつは、その問題に対するサ
イエンス自体の答えがまだ定まっていないのに、社会的な決定が必要
な場合である。もうひとつは、価値観の違いや政治・経済などの社会
的要素を抜きにできないような場合である。「社会のなかの科学」と
いう観点から、サイエンスと社会の関係について考える。トピックの
例としては、公害が典型であるが、環境ホルモンや遺伝子組み換え作
物、BSE問題、食品添加物の基準値設定、ワクチンなどの予防接種、
原子力発電所再稼働の安全性、人工生殖医療や臓器移植、ダム建設、
情報技術、感染症等々がある。このような問題を、市民や行政・企
業、そしてサイエンティストがどのように協力して解決していくべき
かを、専門を超えて共同で検討する。
（小谷眞男・長谷川直子・森義仁／15回）（共同）

共同
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ことばと世界１

【日本語論】　古代から現代までのさまざまな時代とジャンルに見ら
れる日本語のオノマトペ（擬音語・擬態語）を観察し、それらを形態
的特徴や品詞などの日本語学的な観点で捉えることができるようにす
る。古典文学、近現代の小説（夏目漱石、宮澤賢治など）、俳句、短
歌、雑誌(ファッション誌・言論誌）、漫画、あるいはスポーツや食
に関するオノマトペなど、多様な媒体を通じて学習する。英語を例に
オノマトペの翻訳についても考える。
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ことばと世界２

【コミュニケーションと心理】
心理学とは、人間の心理や行動について実験や調査といった科学的な
手法を用いて検討する学問であり、心理学には、認知心理学、発達心
理学、教育心理学、臨床心理学、社会心理学などさまざまな領域があ
る。それぞれコミュニケーションと心理の問題を扱っており、コミュ
ニケーションを通じて、私たちがどのように自己や他者そして社会と
いった身近な「世界」を認識し、相互に影響を受けたり与えたりして
いるのかについて解明している。本授業では、それらの領域などの中
から、そうした身近な世界の認識や相互影響などについて代表的な考
え方や研究などを紹介する。
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ことばと世界３

【論理学】
この講義は、現代論理学の入門コースである。現代論理学は、記号論
理学とも呼ばれ、形式・人工言語を導入した上で、推論(inference)
あるいは論証(argument)について分析を行う。特にこの講義では、古
典論理(Classical Logic)のうち命題論理(Propositional Logic)と呼
ばれる最も基礎となるシステムにおいて、意味論(真理表)と証明論
(自然演繹)それぞれの観点から、正しい推論を誤った推論から区別す
る原理的な方法を学ぶ。残りの時間で命題論理の拡張システムである
述語論理(Predicate Logic)も限定的に扱う。
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ことばと世界５

【日本文学】
本講義では、近現代日本文学について、小説作品を中心に取り上げ、
さまざまな分析手法を用いながら解釈を試みる。扱われるべき具体的
な検討対象は、各年の担当教員によって変動するが、テクストに含み
込まれた表現や思想のあり方を捉え、その読み方の可能性を拡張させ
ていくことによって、日本の近現代文学を読み解くために必要となる
基礎的な知識と力を習得し、狭義の人文科学の分野に属するか否かを
問わず、総合的な知的訓練の場とする。
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ことばと世界６

【海外の文学】
本講義は、中国語圏文学、英語圏文学、フランス語圏文学の教員が
ローテーションを組み、年度ごとに講義を担当する。扱われるべき具
体的なテーマ設定は、各年の担当教員によって変動するが、それぞれ
の言語圏の文学の話題を中心に、海外の文学に触れ、言語文化の多様
性と普遍性を理解することを目標とする。外国語文学を鑑賞するうえ
で必要となるそれぞれの言語圏や地域の文化的背景や言語的な知識に
加えて、文学テクスト一般を読み解くために必要となる基礎的な知識
を習得し、テクストの批判的な読みができるようになることを目指
す。
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ことばと世界７

【数理のことば】　数学は科学的分野の強力な記述方法として常に利
用されてきた科学のことばである。数学の諸概念や種々の量は、自然
や社会の構造、現象を数理的に捉えるためのことばとして活用され
る。この授業では、素朴で身近な問題を題材にし、それを数理のこと
ばで表現し、論理的に思考することを学ぶ。数学では、問題を数学の
設定に変換することで定義を与え、その定義に基づき一歩一歩議論を
進めていくが、その方法を様々な具体例を通して学習する。
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ことばと世界８

【自然のことば】　自然現象を理解し、その背後にある自然の基本法
則について、物理学の立場から解説する。これまで物理学を学ぶ機会
の無かった人や、また今後、自分の専攻の勉強を進めるうえで物理学
の知識を要するわけではないが、関心がある人のための啓蒙的な授業
で、物理的現象を表現するための考え方などに慣れることをめざす。
この授業では物理学の対象のなかで、先端的な分野である「相対性理
論」「量子論」「素粒子と宇宙」に重点をおく。
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ことばと世界１０

【グローバル化社会を生きる】　グローバル化が進むにつれて、多様
な背景を持つ人々が共に暮らす社会が広がっている。多様な背景があ
るがゆえに生じるコミュニケーション上の誤解や衝突も少なくない。
こうした社会において、私たちはどのようなことに気をつけなければ
ならないか。また、そもそも私たちは普段どのようなコミュニケー
ションを取っているのか。この授業では「日本語教育」の世界を通し
て、私たちの暮らす社会の変化や、日本語のコミュニケーションの問
題について学ぶ。
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ことばと世界１１

【文法と意味】　「人間の言葉を数学的に分析する」というと、水と
油を一緒にするような印象を受けるかもしれない。しかし、日本語や
英語といった自然言語と、数学・論理学・プログラミングで用いる形
式言語は、根底のところで共通している、というのが形式文法
(Formal Grammar)・形式意味論(Formal Semantics)の考え方であり、
これらは文系と理系の完全な境界領域を形成している。この授業で
は、自然言語の中でも、特に日本語の文法と意味について、組合せ範
疇文法(Combinatory Categorial Grammar: CCG)と呼ばれる最新の理
論に基づいて分析する方法を学ぶ。

コ
ア
科
目

文
理
融
合
リ
ベ
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ツ

ことばと世界１３

【思考力トレーニング】　世界の見方は一つではなく、私たちが日ご
ろ当たり前と思って接している物事も、様々なレベルの枠組みによっ
て規定されて成り立っている。それら世界のとらえ方を規定する枠組
みの中でも、「ことば」は特に重要な役割を担い、「ことば」によっ
て世界がどのように現れてくるかが決まる。この授業では、既存の
「ことば」において覆い隠されてしまう領域や問題を問い直すため
に、あえて古典テクストを読むという回り道を進む。古典の「こと
ば」には現代とは別様の思考が展開されており、全く異なる世界の見
方に気づくことができるようになる。たとえば、聖徳太子に関する説
話は、一見ほとんど同じエピソードのように見えて、実は各テクスト
ごとに異なる発想や世界観が窺えることに気づく。それをきっかけに
日本古代～中古におけるいくつかの思考のバリエーションについて概
観する。そのような作業を通じて、より柔軟に世界を見、より自由に
「ことば」に触れてゆけるようになることを目指す。

コ
ア
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目

文
理
融
合
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ベ
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ツ

ことばと世界２７

【手話学入門（演習）】手話は、音声言語とは異なる体系をもったも
う一つの言語である。日本手話は「日本語を手指の形や動きに置き換
えた記号」ではなく、独自の文法と語彙を有する手指の動きに、文法
的な働きを持つ顔の表情や視線などを組み合わせた「視覚言語」の一
つである。本演習はナチュラル・アプローチによる手話教育の技法を
修得したろう者講師が担当し、ろう者講師による実技の授業では、音
声言語（日本語）は一切用いない。補足的に、聴者やろう者のゲスト
などによる手話に関する入門的講義も組み込み、手話やろう者、ろう
文化に対する理解を深める。
（小谷眞男・小林京子／15回）（共同）

共同
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ジェンダー１

【女性史・男性史とジェンダー】　歴史教科書に登場した女性とし
て、卑弥呼、紫式部・・・など私たちはすぐに何人かの名前を思い浮
かべることができるが、その数は教科書に登場する男性の名前に比べ
て圧倒的に少ない。歴史に登場する女性の名前が少ないということは
どのようなことを意味するのか、それ自体を問うのが、ジェンダーの
視点に立つ歴史研究である。これまで試みられてきた女性史や男性史
の諸研究に学びながら、現代に生きる私たちと過去との対話をジェン
ダーの視点から試みる。国民国家とジェンダーのトピックとして、母
の日と女性参政権（アメリカ）、母性と人口問題（ドイツ）、愛国の
母と母の日（日本）、いかさまといわれた父の日（アメリカ）を採り
上げる。

隔年

コ
ア
科
目

文
理
融
合
リ
ベ
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ツ

ジェンダー２

【グローバル経済とジェンダー】　経済のグローバル化が私たちの生
存のあり方にどのような影響をもたらしてきたのかを、ジェンダーの
視点から検討する。また、フェミニズムが経済のグローバル化をどの
ように批判してきたのかを学び、自らの知的実践に基づいてその意義
について考察する。具体的な論題として、授業期間の前半ではグロー
バル化の下でのファッション産業の変化を扱い、新国際分業とジェン
ダーについて議論する。後半では移住家事・ケア労働者の存在に目を
向け、再生産領域の再編とジェンダーについて議論する。

隔年

コ
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目
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理
融
合
リ
ベ
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ツ

ジェンダー３

【文化メディアとジェンダー】　日常の文化事象に表象されるジェン
ダーが胚胎するさまざまな問題を解読し、意識的に考える。考察の際
の補助線として、西欧の文化・芸術にみられるジェンダー表象に焦点
を当て、その諸相を歴史的に考察し、またジェンダー研究の概要を理
解した上で、現代アメリカを中心に発展をみたフェミニスト・パ
フォーマンス、ジェンダー・パフォーマンスと呼ばれる分野のアート
について考察し、同時にパフォーマンスとは何か、パフォーマンス研
究とはどのようなものか、演劇との違いは何か、などについても考え
つつ、どのようにパフォーマンスが研究されるのか、研究方法論につ
いても考察する。その上で、広告やポピュラーカルチャー等身近な
ジェンダーの表象について考察しつつ、文化メディアに表象される
ジェンダーについて分析する視点を養う。

隔年
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理
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ツ

ジェンダー４

【アートとジェンダー】　私たちの日常を取り巻く多様なイメージは
欲望や感性、感情を喚起しながら社会におけるジェンダー構造と深く
関わっている。美術及び日常を取り巻くあらゆる視覚表象を視野に入
れながら、イメージ一般における構造と問題を捉え、美術史において
ジェンダーの視点が問題になった経緯や理由からはじめ、ジェンダー
の視点から、美術を取り巻く社会や制度、教育、身体表象、イメージ
制作の状況や女性芸術家の制作活動の実態、受容のあり方、美術史の
語り、インターセクショナリティの問題などを取り上げて多数の実例
を検討し、さらに1970年代以降、ジェンダーの問題に意識的になった
芸術家たちの作品や、現代におけるジェンダーの視点から興味深い作
品をとりあげ、イメージと向き合い、考える視点を養う。

隔年
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ジェンダー５

【宗教文化とジェンダー】　「女性の権利」がどれほど認められてい
たのかという問いは、西欧近代の視点から見た「文明化」の度合いを
測る物差しという視点を孕みながらも、世界史上の様々な時代・地域
を対象に議論されてきた。ムスリム社会に関しては、一夫多妻の容
認、離婚におけるの女性の不利、ヴェールの着用など、イスラームの
教義とムスリムの慣習においては、女性の地位が十分に保証されてい
ないという負の印象が強調されてきた。他方で、中東や東南アジアの
ムスリム女性については、原則として財産権が認められ、相続権、裁
判での証言をはじめとして、女性の権利が尊重されてきたとの反論が
なされ、また現在、彼女たちに会うと、たくましさ・行動力に圧倒さ
れることも多い。本授業では、さまざまな視座からムスリム女性を取
り巻く状況を考察し、イスラームにおけるジェンダー規範、主として
中東地域の女性、家族問題に理解を深める。

隔年
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ジェンダー８

【政治・政策とジェンダー】　近年女性の政治参画に社会的注目が集
まりつつある。日本では諸外国と比べて、政治は男性の領域であると
の認識が未だに強く、女性が政治に参加するためには多くの困難を乗
り越えなければならない。なぜ政治は男性の領域として考えられてき
たのか。女性やマイノリティーが政治に参加すると何が変わるのか。
政治を脱男性化するために世界の女性たちはどのような取り組みをし
てきたのか。本授業では、こららの質問に答えるために、現代日本及
び諸外国の政治制度、選挙、女性の政治的代表性を高めるための取り
組みなどについてジェンダー視点から学習して行く。本授業を通じて
日本の政治過程や制度に関する基礎的知識を獲得するとともに、我々
の日常生活に及ぼす政治の影響、政治に女性が参加する意義について
理解する。

隔年
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ジェンダー９

【開発とジェンダー】　「開発」（development）とは何か。それを
めぐる様々な実践について、なぜジェンダーの視点を含めて考えてい
かなければならないのか。本講義では、①開発実践がどのように男性
と女性に異なる影響をもたらすのか、②ジェンダーに留意した開発実
践をするためにはどのようなことを考慮しなければならないのか、と
いう２つの内容を通して、開発とジェンダー（Gender and
Development）についての関心を養うことを目標とする。

隔年
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ジェンダー１０

【テクノロジーとジェンダー】　「テクノロジーが見えると社会が見
える」×「ジェンダーが見えると社会が見える」という掛け算のアプ
ローチであり、ジェンダーとテクノロジーが「からだ」という「生」
や「性」の現場と密接に関わりながら作用している様子を検討する。
1「からだ」をとりまく科学や技術の状況、「産む・産まない」とテ
クノロジーの関係、「少子化」政策。2近代産業が立ち上がってきた
経緯、『富岡日誌』を読む。3労働の現場を活写したオーラルヒスト
リー、チャップリン『モダンタイムス』から、重工業が中心だった時
期の近代家族の成立とテクノロジーの関連を議論。4ウェブ上の各SNS
でのジェンダー・ターゲティングと新たな性差観の形成。5「ジェン
ダー」という概念が、医療の現場での葛藤・変遷をへて、今日的な
ジェンダー概念が形成されてきた経緯。6「自然」という現場での
ジェンダーとテクノロジーの関わり。

隔年

コ
ア
科
目

基
礎
講
義

哲学

英語圏の現代哲学のなかでも、実社会や諸科学と関わりが深く現代的
意義が比較的見えやすいトピックに焦点を絞って哲学の入門講義を行
う。意味、意図、存在のテーマに加えて、本年度は画像表象をめぐる
問題群を扱う。『anguages of Art (芸術の言語)』（Nelson
Goodman, 1968）は、絵画、音楽、ダンス、文学、建築などを記号シ
ステムとして理解する考え方を提示した古典で、現在のピクチャー意
味論やマンガのビジュアル言語文法において部分的に実現されてい
る。終盤では、行動変容を導く情報デザインである「Nudge (ナッ
ジ)」（2017年ノーベル経済学賞受賞研究）の背景にある思想をお
う。

コ
ア
科
目

基
礎
講
義

法学Ⅰ（日本国憲法）

憲法をめぐる「出来事」はわたしたちの日常に散在しており、皆の目
の前で日々展開されている分野である。憲法に根差したものの見方を
獲得すると、日常を違った視点で観察することができる。本授業を通
じて憲法の基礎知識・判例を学ぶとともに、日常の「憲法問題」を見
抜く力を養うことをも目標とする。獲得した憲法の知識を現前する社
会にいかに機能させていくか、どのような意味を自身で付与するか、
こうした視点を据えることで初めて憲法は生きたものとなる。

コ
ア
科
目

基
礎
講
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法学Ⅱ（法学入門）

この講義では、法と社会の相互作用という角度から、法と裁判につい
て考える。法と社会の関係について、ひとりひとりが自分の頭で批判
的に考えることができるようになることがこの講義の目標である。市
民社会が急速に危機に陥っている今こそ、批判的知性が必須となって
いる。それがデモクラシー成立のための最も基本的な条件だからであ
る。この講義では、特に「法の支配」という概念を軸として、具体的
な裁判事例や事件、立法の動向などの紹介をできるだけ多く盛り込み
ながら、日本の法と社会の関係について解剖していく。

隔年

コ
ア
科
目

基
礎
講
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政治学入門

現代の政治・政策の話題をはじめ、さまざまな国内外の事例を取り上
げながら、政治の仕組みの全体像をとらえ、政治学の基礎的な素養を
身につけることを目標とする。まず政治家に着目しながら議院内閣制
と大統領制・議会・政党・選挙等について学び、次いで政治家以外の
アクターにも着目しながら、政治のしくみを捉える。そのうえで、自
由主義・民主主義等の政治思想や、国家の役割について学び、政治は
どうあるべきかを考察する。

コ
ア
科
目

基
礎
講
義

ミクロ経済学入門

初学者を対象に、ミクロ経済学(Microeconomics)の基本を講義する。
受講者が身の回りにある経済・社会問題（消費者行動、企業行動、市
場メカニズムなど）を、ミクロ経済学の考え方やモデルを使って考え
ることができるようになることを目標とする。また、資格試験（公認
会計士試験その他）や公務員試験（国家公務員、地方公務員その他）
では、経済学が試験科目に入っている場合が多く、こうした試験を目
標にするものにとっても役立つように授業を進める。

コ
ア
科
目

基
礎
講
義

マクロ経済学入門

初学者を対象に、マクロ経済学（Macroeconomics）の基本を講義す
る。マクロ経済学は、GDP、物価、雇用といった一国の経済全体（マ
クロ経済）の動き（「景気」）を決めるメカニズムを分析する学問分
野である。本講義では、日々のマクロ経済に関わるニュースを理解で
きるようになることを目標とする。また、資格試験（公認会計士試験
その他）や公務員試験（国家公務員、地方公務員その他）では、経済
学が試験科目に入っている場合が多い。こうした試験受験を目標にす
るものにとっても役立つように授業を構成する。
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基礎微分積分学

微分積分学の理論体系を学ぶとともに、色々な関数の微分と積分の計
算に習熟することを目標とする。具体的には、(1) 実数列の極限と収
束、(2) 関数の極限と連続関数、(3) 逆関数、(4) 微分法、(5) 平均
値の定理と不定形の極限、(6) 高次導関数とテイラーの定理、(7) テ
イラー展開、(8) 不定積分、(9) 定積分、微分積分法の基本定理、置
換積分と部分積分、(10) 広義積分、(11) ベータ関数とガンマ関数、
(12) 定積分の応用を扱う。

コ
ア
科
目

基
礎
講
義

基礎線形代数学

線形代数学の基礎のうち、次のことを学習する。（1）行列の定義と
演算（和・スカラー倍・積）、基本法則（2）逆行列、行列の転置、
行列の分割（3）行列の基本変形を用いた連立一次方程式の解法（4）
階段行列(簡約行列)と階数（5）掃き出し方による逆行列の求め方・
基本行列（6）２次、３次行列式の定義と性質（7）一般次数の行列式
の定義と性質（8）一般次数の行列式の値の求め方（9）余因子行列と
クラメールの公式（10）行列の固有値と固有ベクトルの求め方、行列
の対角化

コ
ア
科
目

基
礎
講
義

統計学

日常に出会う簡単なデータから、直感的に正しい判断が下せるように
なるために、以下に掲げ具体的な確率や統計の問題解決を学習する。
(1) 期待値、分散、標準偏差の意味がわかり、計算ができ、性質を理
解する。 (2) 有名な離散確率分布や連続確率分布を覚え、その性質
を理解する。 (3) 標本(サンプル)からの点推定を行う手法とその性
質を学ぶ。(4) 信頼度の概念を理解し、簡単な区間推定が行えるよう
になる。(5) 片側検定、両側検定、帰無仮説、検定統計量、有意水準
(危険率)、棄却域といった用語の意味を理解し、簡単な検定が行える
ようになる。

コ
ア
科
目

基
礎
講
義

お茶の水女子大学論

本講義は、お茶の水女子大学の歴史を学び、お茶の水女子大学の今を
知り、自らの未来を描くための授業である。主に１年生を対象とし、
お茶の水女子大学の特色を知り、自らの将来をイメージしながら学生
が在学期間を有効に過ごすための導入的講座であり、お茶の水女子大
学の歴史と現状、卒業生のロールモデル、有識者の講演などから学
ぶ。この講座を通して、学生が本学の教育カリキュラムを自律的に選
択する目を養い、今後選択する授業を有効に活用し、社会の様々な場
面でリーダーシップを発揮する人物へと成長することを目指す。

コ
ア
科
目

基
礎
講
義

コンピテンシー基礎論

コンピテンシーとは、「人生の成功と正常に機能する社会のために必
要な能力」などと定義されるもので、問題解決能力や自己制御力、協
働性など、従来の学校教育で扱われてこなかった様々な能力を含むも
のである。このコンピテンシーを学校教育で育成しようとする動き
が、ここ10年ほどで世界の主要国において盛んになっている。日本の
いくつかの大学でも、卒業年度までにこれらの能力向上を目的とし
て、能力ベースでの授業履修を学生に計画させている。
（オムニバス方式／全15回）
本講義では、このコンピテンシー概念の成り立ちと国内外の育成状況
や実践等を紹介し（下島泰子／6回）、学生が「自身のコンピテン
シーを向上させるための授業履修や授業の受け方」について理解を深
めることを目標とする。また、一部の能力については実践を体験し
て、授業内での能力向上も目指す。（押尾恵吾／3回）学校教育での
能力育成、（下島泰子／3回）アクティブ・ラーニングでの育成、
（秋山久美子／3回）教育プログラムでの育成。

オムニバス方式

コ
ア
科
目

情
報

情報処理演習(1)(2)

1年次前期の必修科目であり、情報処理の基礎的な知識や技能を習得
することを目標とする。この授業では、大学のITルームに設置されて
いる教育用端末を使って演習を行う。本学の教育用端末には教育研究
に必要なアプリケーションがインストールされ、情報処理を学ぶ上で
の環境が構築されている。また本授業では実践的なスキルを身につけ
るために、近年注目されている、データに基づく意思決定についての
事例を取り上げる。授業では学生自身が手を動かして実データを収集
し、そのデータを意味のある情報に整理、加工して、実社会の問題を
考えていく。この課題を通じて、これからの社会で生きていくために
必要不可欠な情報処理のスキルを身につけていこう。さらに、情報セ
キュリティやコンプライアンスなどの知識を身につけることも目標と
する。

コ
ア
科
目

情
報

メディアリテラシ(1)(2)

情報化社会を生きる上で身に付けておきたい知識とスキルについて学
習する。インターネットの普及により大きく様変わりしたビジネスの
仕組み、検索技術などを学び、また、インターネットを含めた各種メ
ディアの特徴を理解して情報を収集・加工・発信するスキルを身に付
けることを目指す。主な学習項目：[1] 情報化社会の発展　[2] コン
ピュータ技術（コンピュータ構成要素、ハードウェア) ［3］ソフト
ウェア [4] メディア技術　[5] ネットワーク１（仕組み、通信プロ
トコル、ＬＡＮ）　[6] ネットワーク２（ウェブ、電子メール）
[7] 情報化社会の現状（検索サイト/ウェブ社会/ECサイト/IoT）
[8] メディアの利用と情報倫理　[9] 知的財産権/プライバシー権
[10] 情報セキュリティ　[11] 企業情報システム

隔年
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コ
ア
科
目

情
報

文理融合データサイエンス
Ⅰ

本授業の主題はデータサイエンスの手法を学ぶことに加え、文化現象
を対象にデータサイエンスの手法を用いた事例を概観し、文理融合型
の研究におけるデータ分析の有効性と重要性を学ぶことである。それ
故、本授業ではデータサイエンスの手法を理解することだけではな
く、文化に関するデータに対してデータサイエンスの分析手法をどの
ように応用するのか理解することが重要になる。また、生活に必要な
データサイエンスの基礎を、シミュレーションを用いて身につけるこ
とを目標とする。直感的に理解できる内容をめざしながら、卒業研究
の際に必要になってくる統計の基礎も身につけていくことを目標とす
る。

コ
ア
科
目

情
報

文理融合データサイエンス
Ⅱ

本授業の主題は文理融合データサイエンスⅠにおいて学んだ基礎的な
多変量解析の手法を復習し、新たに機械学習の手法を学ぶことであ
る。また、文化現象を対象とするデータサイエンスの手法を用いた研
究事例を概観することで、文理融合型の研究におけるデータサイエン
スの有効性と重要性を理解することを目標とする。主な学習項目は以
下のとおり。決定木、 ランダムフォレスト、 ネットワーク分析、サ
ポートベクターマシン、ニューラルネットワーク、相関ルール、
ディープラーニング入門。

コ
ア
科
目

情
報

情報科学(1)(2)

情報科学とは何であるか、自然科学分野における位置付け及びその技
術的な応用について学ぶ。近年急速な発展が見られる情報技術を基礎
として支えているのが情報科学であるが、その内容は幅広く奥も深い
学問である。本講義は、情報科学やその関連分野に携わる者が知って
おくべき基礎知識について述べ、主要トピックを取り上げて議論し、
この分野の概要を理解することを目標とする。以下の項目を学習す
る。2進数による数値データ表現、文字データの符号化、マルチメ
ディアデータの符号化、データ通信、論理回路とコンピュータの基
礎、コンピュータの基本構成、ソフトウェア、アルゴリズム

コ
ア
科
目

情
報

情報処理学(1)(2)

新型コロナウイルスの出現によって、企業の在宅勤務や大学のオンラ
イン授業など、我々の日常生活の仕方は大きく変わった。実際に企業
や大学などの対応方法は様々で、これまでとは全く異なる価値観が生
まれている。例えば、住んでいる場所に関係なく世界のどこからでも
仕事ができるような環境も選択できるようになってきた。このような
環境の実現には、高速なネットワーク回線やパソコンの高性能化な
ど、情報技術の発展とそれを最大限に活用できる高度な人材が不可欠
である。情報処理に関する幅広い知識を身につけることによって、将
来の選択肢が広がるだけでなく、色々な場面での適切な対応が可能に
なる。本授業では、情報処理に関して、ソフトウェアの使い方だけで
なく、ハードウェアや情報システム、情報セキュリティなどの基本的
な知識や技術を習得することを目標とする。

コ
ア
科
目

情
報

プログラミング演習１

本授業では、プログラミング言語について学習し、演習を通じて技術
や能力を身につける。使用する言語は、Java又はRubyを扱う。Java言
語による演習では、プログラミング技術、オブジェクト指向プログラ
ミングを身につけるとともに、簡単なプログラム作成を通してコン
ピュータを使った問題解決能力を身につける。Rubyによる演習では、
プログラミング言語Rubyについて学習し、これを通じて、プログラミ
ングの基礎についてや文字列処理や正規表現について学習する。

コ
ア
科
目

情
報

プログラミング演習２

RやPythonを体系的に学び、修得した技術や知見等をもとに、データ
収集から分析までの一連の流れを実践的に演習することで、「どのよ
うなデータ」を「どのような手法等で分析」することにより、「どの
ような価値や知見等を見出すのか」というデータ分析のコンセプト設
計が行える人材養成を目標とする。具体的に、ビッグデータの特徴の
一つと言われている非構造化データを題材とし、データ収集技術で
は、WebスクレイピングやTwitter APIを用いた収集技術について演習
する。また、データ分析について、座学では、線形代数学をベースと
した各種統計手法の概念について学び、技術としては、Rを用いて、
基本的な統計手法の演習から行い、テキストマイニング技術や、グラ
フ理論に基づくネットワーク分析に関する技術等について演習する。
授業の後半では、Pythonを用いてDeep Learningの原理を学ぶための
演習を行う。

コ
ア
科
目

情
報

コンピュータ演習１

本講義では、初めにコンピュータネットワークの全体像を学び、コン
ピュータネットワークやインターネットの各層(物理層からアプリ
ケーション層)の動作や仕組みを学習する。そこでは、コンピュータ
ネットワークやインターネットの基礎技術(構造や仕組みなど)を学習
し、ネットワーク環境や分散計算システムの設計や運用に必要な知識
を習得することを目標とする。主な学習項目は、コンピュータネット
ワーク概要、ハードウェア、データリンク層、インターネットプロト
コル、トランスポートプロトコル、ネットワークサービス、ネット
ワークセキュリティである。

コ
ア
科
目

情
報

コンピュータ演習２

ITパスポートの出題範囲を主な対象として、情報技術に携わる者に必
要な基礎知識とスキルについて学ぶ。ITパスポートは、情報技術に携
わる業務に就く者や、担当業務に対して情報技術を活用していこうと
する者を主な対象として、職業人が共通に備えておくべき情報技術に
関する基礎的な知識を幅広く有しているかについて測る試験であるた
め、本授業では、情報技術だけでなく経営や開発マネジメントなど幅
広い知識について学習する。
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コ
ア
科
目

情
報

情報学演習１

ITはあらゆる産業界の企業活動において高度に活用されており、経済
の発展・成長に大きな影響を与えている。多様なIT製品・サービスを
統合して企業の経営課題の解決及び、新規ビジネスの創造を支援する
ソリューションビジネスを提供するシステムインテグレーター
(SIer)/サービスプロバイダーの目線で、産業界(製造業、金融業、流
通業等)における各業務システム全体像・特徴、IoTやAI等最新IT活用
事例の紹介、ビジネスとしてのSIの全体像や仕事の概要、ITが経済に
あたえるインパクトや今後の展望について、実務経験者が講義を行
う。

コ
ア
科
目

情
報

情報学演習２

近年、オープンデータを活用した取り組みが広がっており、特に地方
自治体においてこの傾向が強くなっている。本授業では、オープン
データを活用するにあたって必要となるライセンスやコンプライアン
スなどに関する知識、データ処理（整形、加工などの前処理）につい
てのスキルを身につけることを目標とする。前半では主にオープン
データの動向と日本政府や地方自治体での具体的な事例を紹介する。
後半では、Microsoft ExcelやRなどのツールを使って、実データを機
械判読可能な形式に整形し、データを処理し、分析する能力を身につ
ける。

コ
ア
科
目

外
国
語

基礎英語Ⅰ(1)(2)

（RLクラス）この授業では、英語の文章に特有の構造や、その構造を
示す標識となる表現やその使い方を理解した上で、語彙や文の構造が
比較的平易な英語の散文を、論点を正しく把握して読むことを目的と
する。リーティングに関してはとりわけ構文を正しく理解することに
重点を置きつつ、語彙の強化にも努める。また、リスニングとして
は、用いられる語彙や文の構造が比較的平易で、話されるスピードも
それほど早くない会話やレクチャーを聞いて、英語に特有のアクセン
トやイントネーション、強勢の置き方などについて、基本的な知識を
身につけながら、論点を正しく理解することを目指す。同時に、使用
する音源の文化・社会・歴史な背景にも注意を向け、英語そのものや
発話にどのような影響を与えているのかについても理解を深め、国や
地域だけでなく、場面によって語彙や発話が異なることを学習する。

コ
ア
科
目

外
国
語

基礎英語Ⅱ(1)(2)

（SWクラス）この授業では、基礎英語Iの学習を踏まえ、アカデミッ
ク・ライティング能力の育成を目指し、その基礎となる英語の作文能
力を、パラグラフ・ライティングを通して養う。受講生は様々な種類
のパラグラフ(narrative(叙述的)・process(プロセス)・
comparison/contrast(比較対照)等）の作成方法を学ぶと共に、ライ
ティングの一連の過程、即ちアイデアのブレインストーミング、草稿
作成、ピア・レビュー、推敲等を経験する。また、意見交換ができる
オーラル・コミュニケーション能力やプレゼンテーション能力を育成
する。

コ
ア
科
目

外
国
語

中級英語Ⅰ(1)(2)

（RLクラス）この授業では、語彙や表現があまりコントロールされて
いない英語の散文（新聞や雑誌の記事、論説等）の論点を正しく把握
して読むことができるようになること、また英語のニュースやレク
チャーを聴き、論点を正しく理解することができるようになることを
目標とする。特に時事問題を中心としたニュース番組内の特集やイン
タヴュー番組を授業内で視聴し、政治・経済・国際関係・文化芸術・
科学・テクノロジー・医療といった知的な内容を視聴とトランスクリ
プトや関連記事の文字情報の両方から理解する。その際に必要な論理
的思考力を習得し、英語圏の文化や政治、社会についての理解も深め
る。

コ
ア
科
目

外
国
語

中級英語Ⅱ(1)(2)

（SWクラス）この授業では、１年次に学習したライティング・スキル
を踏まえ、エッセイ・ライティングにおけるトピックの発想と絞り込
み、アイデアのブレインストーミング、情報収集、草稿作成、文献引
用、ピア・レビュー、推敲と修正等のライティング能力を鍛錬し一層
向上させる。学生は学期を通して、説明的、叙述的、比較対照、原因
結果、意見等のエッセイを書くために必要な一連のテクニックを学習
する。またエッセイトピックに関連した内容について行うペアワーク
やグループワークと学期末のプレゼンテーション課題を通じて、ス
ピーキング能力を強化する。

コ
ア
科
目

外
国
語

グローバル・イングリッ
シュⅠ(1)(2)

この授業は、グローバル化している世界において必要とされる、英語
のリスニング、リーディング、ディスカッション、コミュニケーショ
ンスキルの力を向上させることを目的としている。世界のニュースの
読解や視聴により世界情勢に触れることを通じ、学生自身が多様な視
点を持ち、視野を広げることを狙うと共に、創造的思考や批判的思考
の醸成も目指す。授業内で学生はスピーキングやプレゼンテーション
活動を行い、アウトプット能力の向上を図る。

コ
ア
科
目

外
国
語

グローバル・イングリッ
シュⅡ(1)(2)

この授業は、前期Iの内容を踏まえ、グローバリゼーションの進む世
界において必要とされるコミュニケーション能力をさらに向上させ、
世界における多様な文化や歴史、現代の問題などについて学生の視野
を広げることを目的としている。また、ネイティブスピーカーの英語
だけでなく、世界の様々な土地で話されている英語にも触れ、国際共
通語としての英語についても考える。授業内で学生はディスカッショ
ンやプレゼンテーション活動を行い、それらの能力にさらに磨きをか
けることを目標とする。
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コ
ア
科
目

外
国
語

基礎ドイツ語Ⅰ

ドイツ語を初めて学ぶ人を対象にした授業で、１年間（基礎ドイツ語
I～IV）の履修により、ドイツ語の文構造の基本を習得する。発音や
文字の綴り方から始めてドイツ語の基本的な仕組みを学び、日常的な
生活場面において使用できる運用能力を養い、ドイツ語圏の文化に関
する知識も習得する。ドイツ語技能検定試験４級合格に必要な内容を
扱い、初・中級レベルの学習につながるドイツ語の基礎を身につけ
る。第１週目は主にドイツ語の文字と発音について学ぶ。基礎ドイツ
語の学習内容は大きく「コミュニケーション」「文法・読解」に分か
れる。「コミュニケーション」ではあいさつや簡単な自己紹介をする
練習をする。「文法・読解」では基本的な文の作り方 (動詞や名詞の
使い方、語順の原則など)を学び、平易な文章を読む練習を行う。ま
たアクティブ・ラーニングでは動画を見てドイツ語圏の文化に触れ、
内容をレポートする。

コ
ア
科
目

外
国
語

基礎ドイツ語Ⅱ

基礎ドイツ語Iの履修を踏まえ、ドイツ語の基礎を学ぶ。ドイツ語の
基本的な仕組みを学び、日常的な生活場面において使用できる運用能
力を養う。アクティブ・ラーニングを活用してドイツ語圏の文化に関
する知識も増やす。ドイツ語技能検定試験を視野に入れながら、語彙
力、読解力をつける。基礎ドイツ語の学習内容は大きく「コミュニ
ケーション」「文法・読解」に分かれる。「コミュニケーション」で
は食べ物の話、家や部屋に関わる表現、スーパーでの買い物に必要な
表現など日常生活に役立つ会話練習を行う。「文法・読解」では代名
詞類、前置詞、助動詞、命令文、従属文などを学び、より内容豊かな
文章に親しむ。アクティブ・ラーニングでは興味のあるドイツ語圏の
町や文化について調べ、発表用のPPTを作成する。

コ
ア
科
目

外
国
語

基礎ドイツ語Ⅲ

基礎ドイツ語I、Ⅱで習得した知識を土台に基礎～初級レベルのドイ
ツ語を学ぶ。日常的なコミュニケーション場面における基本的な情報
を聞き取り、スムーズなやり取りができるようにする。ドイツ語圏の
文化に関する知識もさらに増やす。ドイツ語技能検定試験３級合格を
視野に入れながら、語彙力、読解力をつける。様々なタイプの文章に
接し、辞書を用いて的確に内容を読み取ることができるようにする。
学習内容は大きく「コミュニケーション」「文法・読解」に分かれ
る。「コミュニケーション」では１日の予定を言うなど、まとまった
内容を話したり、相手から同様の情報を得るための練習を行う。「文
法・読解」では過去形、完了形、分離動詞、zu不定句表現、比較表
現、再帰表現などを学び、基礎～初級の文法学習を終える。学習した
文法項目を含む、より複雑な文章の読解に取り組む。

コ
ア
科
目

外
国
語

基礎ドイツ語Ⅳ

基礎ドイツ語I～Ⅲの学習内容を土台に、中級レベルにつながるより
高いドイツ語力を身につけることを目指す。日常よく使われる表現が
身につき、初歩的な会話ができるようになる。アクティブ・ラーニン
グを活用してドイツ語圏の文化に関する知識も増やす。ドイツ語技能
検定試験を視野に入れながら、語彙力、読解力をつける。様々なタイ
プの文章に接し、辞書を用いて的確に内容を読み取ることができるよ
うにする。学習内容は大きく「コミュニケーション」「文法・読解」
に分かれる。「コミュニケーション」では、将来の計画、過去の話な
ど表現力、会話力を高める練習をする。「文法」は中級につながる初
級文法の仕上げとして受動文、関係文、接続法を扱う。「読解」は物
語や新聞記事など、様々なタイプの文章に挑戦して読解力を高める。
やや複雑で長い文章でも辞書を用いて読めることを確認する。

コ
ア
科
目

外
国
語

発展ドイツ語Ⅰ(1)(2)

この授業では、基礎ドイツ語I～IVなどの履修により、初級文法を一
通り学び終えた学生を対象に、「正しいドイツ語」を作るために必要
な文法知識をもう一度別の角度から捉え直し、具体的な例題と厳選さ
れた練習問題によって、より高度な表現力を習得することを第一の目
標とする。初級では少なかった自己表現のための作文も豊富に取り入
れ、ドイツ語で自分を表現する楽しさも感じる。また、ドイツ人特有
の思考や文化に触れられるテクストを用いて、ヒアリングやディク
テーションにも取り組む。読解も折に触れて扱うが、書く、聴くとい
う分野に重点をおき、バランス良くドイツ語力を養う。発展ドイツ語
Iでは、ヒアリングとディクテーションを中心に学習する。

コ
ア
科
目

外
国
語

発展ドイツ語Ⅱ(1)(2)

この授業では、発展ドイツ語Iの履修を踏まえ、具体的な例題と厳選
された練習問題によって、より高度な表現力を習得することを第一の
目標とする。初級では少なかった自己表現のための作文も豊富に取り
入れ、ドイツ語で自分を表現する楽しさも感じる。また、ドイツ人特
有の思考や文化に触れられるテクストを用いて、ヒアリングやディク
テーションにも取り組む。読解も折に触れて扱うが、書く、聴くとい
う分野に重点をおき、バランス良くドイツ語力を養う。発展ドイツ語
IIでは、作文に力点を置き、文法を身につけるとともに、論理的な文
章力を養成する。
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コ
ア
科
目

外
国
語

ドイツ語初歩Ⅰ(1)(2)

この授業では、1年間（ドイツ語初歩I、Ⅱ）の履修により、アルファ
ベットの読み方からドイツ語特有の発音の仕方を学ぶことから始め、
教科書に従ってドイツ語の基礎を学ぶ。新しい語学を身につけようと
する際には、読むことと書くことに偏りがちであるが、本授業では、
読む、書く、聞く、話すをバランスよく学ぶことにより、日常生活の
様々なシーンで交流ができるような実践的な語学の習得を目指す。ま
た、言葉の習得だけではなく、その背後にあるドイツの文化・習慣・
考え方等の紹介も随時取り入れる。独検合格や、将来ドイツ語圏留学
を目指すことも視野に入れて、基礎から学ぶ。

コ
ア
科
目

外
国
語

ドイツ語初歩Ⅱ(1)(2)

ドイツ語初歩Iの履修を踏まえ、さらに分離動詞、副文の語順、形容
詞の語尾変化、さらには過去形や現在完了形、接続法などの文法を学
び、より高度な表現ができるようになることを目標とする。読む、書
く、聞く、話すをバランスよく学ぶことにより様々なシーンで自分の
考えを表現できる語学力の習得を目指す。また、言葉の習得だけでは
なく、その背後にあるドイツの文化・習慣・考え方等の紹介も随時取
り入れる。最後にはそれぞれのテーマに応じて原稿を作成し、スピー
チをする。独検合格や、将来ドイツ語圏留学を目指すことも視野に入
れて学ぶ。

コ
ア
科
目

外
国
語

基礎フランス語Ⅰ

この授業では、1年間（基礎フランス語I～IV）の履修によって、フラ
ンス語の基礎を総合的に学習する。フランス語の初級文法を習得し、
フランス語の基本的な語彙や表現、発音とつづりの関係を身につけ
る。授業は週2回で、火曜日は日本人教員による文法中心の授業、金
曜日はネイティヴの教員による会話中心の授業を行う。文法と一緒
に、コミュニケーションの基礎を学ぶ。教科書に沿って進め、解説だ
けではなく、演習も多めに行う。
（梶谷彩子・LEMOINE,FABIEN DENIS／15回）（共同）

共同

コ
ア
科
目

外
国
語

基礎フランス語Ⅱ

この授業では、基礎フランス語Iに続き、1年間で、フランス語の基礎
を総合的に学習する。フランス語の初級文法を習得すること、フラン
ス語の基本的な語彙や表現、発音とつづりの関係を身につける。授業
は週2回で、火曜日は日本人教員による文法中心の授業、金曜日はネ
イティヴの教員による会話中心の授業を行う。文法と一緒に、コミュ
ニケーションの基礎を学ぶ。教科書に沿って進め、解説だけではな
く、演習も多めに行う。仏語検定（5級）模擬問題に挑戦する。
（梶谷彩子・LEMOINE,FABIEN DENIS／15回）（共同）

共同

コ
ア
科
目

外
国
語

基礎フランス語Ⅲ

この授業では、基礎フランス語Ⅱに続き、1年間（基礎フランス語I～
IV）で、フランス語の基礎を総合的に学習する。フランス語の初級文
法を習得すること、フランス語の基本的な語彙や表現、発音とつづり
の関係を身につける。授業は週2回で、火曜日は日本人教員による文
法中心の授業、金曜日はネイティヴの教員による会話中心の授業を行
う。文法と一緒に、コミュニケーションの基礎を学ぶ。教科書に沿っ
て進め、解説だけではなく、演習も多めに行う。
（梶谷彩子・LEMOINE,FABIEN DENIS／15回）（共同）

共同

コ
ア
科
目

外
国
語

基礎フランス語Ⅳ

この授業では、基礎フランス語Ⅲに続き、1年間（基礎フランス語I～
IV）で、フランス語の基礎を総合的に学習する。フランス語の初級文
法を習得すること、フランス語の基本的な語彙や表現、発音とつづり
の関係を身につける。授業は週2回で、火曜日は日本人教員による文
法中心の授業、金曜日はネイティヴの教員による会話中心の授業を行
う。文法と一緒に、コミュニケーションの基礎を学ぶ。教科書に沿っ
て進め、解説だけではなく、演習も多めに行う。仏語検定（4級）模
擬問題に挑戦する。
（梶谷彩子・LEMOINE,FABIEN DENIS／15回）（共同）

共同

コ
ア
科
目

外
国
語

発展フランス語Ⅰ(1)(2)

基礎フランス語（I～IV)の履修を踏まえ、1年間（発展フランス語I、
Ⅱ）の学習により、1年次に学んだ文法事項を復習しながら、フラン
ス語の文章の読解力を中級から上級へと高めることを目標とする。フ
ランスおよびフランス語圏の話題、例えば、政治、経済、歴史、社
会、文化、教育、芸術、スポーツなど多岐にわたる時事的な問題を平
易な文章で解説したテキストを講読し、そのテキストの内容に関連す
る練習問題を行う。また、ネイティヴがフランス語のテキストを音読
した音声教材を用いて発音の練習を実施する。

コ
ア
科
目

外
国
語

発展フランス語Ⅱ(1)(2)

発展フランス語Iの履修を踏まえ、ヨーロッパ言語共通参照粋A2～B2
レベルのフランス語のテキストを講読する。フランスを象徴する文化
的事象に関する文章を読み、テキストの内容理解やテーマについての
フランス語による意見陳述などの練習問題を行う。これまでに学習し
てきた重要な文法事項を再確認しながら、総合的なフランス語能力を
向上させることを目的とする。また、ネイティヴがフランス語のテキ
ストを音読した音声教材を用いて発音の練習を行う。
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コ
ア
科
目

外
国
語

フランス語初歩Ⅰ(1)(2)

フランス語の初級文法、つまり基本的なフランス語の仕組みを1年間
（フランス語初歩I、Ⅱ）で学ぶ。仏検（実用フランス語技能検定試
験）の4級合格レベルの文法・語彙の習得を目指す。第1課「名詞の性
と数、冠詞」第2課「人称代名詞（1）主語、動詞étreの活用」第3課
「動詞 avoir の活用、否定形」第4課「冠詞（2）、形容詞」第5課
「第一群規則動詞（-er型動詞）の活用、疑問形」第6課「指示形容
詞、所有形容詞」第7課「動詞 aller と venir の活用、前置詞と定
冠詞の縮約」第8課「近接未来と近接過去、非人称表現」第9課「第2
群規則動詞（-ir型動詞）の活用、命令法」第10課「疑問形容詞、疑
問代名詞」第11課「人称代名詞（2）：目的語、強勢形」第12課「代
名動詞（直説法現在）」。

コ
ア
科
目

外
国
語

フランス語初歩Ⅱ(1)(2)

フランス語の初級文法、つまり基本的なフランス語の仕組みを1年間
（フランス語初歩I、Ⅱ）で学ぶ。仏検（実用フランス語技能検定試
験）の4級合格レベルの文法・語彙の習得を目指す。第13課「（直説
法）複合過去I」第14課「（直説法）複合過去I」第15課「（直説法）
半過去」第16課「比較級と最上級」第17課「（直説法）単純未来」第
18課「中性代名詞」第19課「関係代名詞」第13課「（直説法）複合過
去I」第14課「（直説法）複合過去I」第15課「（直説法）半過去」第
16課「比較級と最上級」第17課「（直説法）単純未来」第18課「中性
代名詞」第19課「関係代名詞」

コ
ア
科
目

外
国
語

基礎中国語Ⅰ

この授業では、1年間（基礎中国語I～Ⅳ）の履修により、中国語の発
音とピンイン（中国語の発音記号）の習得から始める。そして600-
800語程度の常用単語と文法知識を習得し、生活、学習、仕事等にお
ける基本的なコミュニケーションができるレベルの中国語をマスター
することを目的とする。発音編で声調とピンインの読み方を学習す
る。さらに自己紹介、物の名前の尋ね方や誰のものか尋ねる表現、数
え方と日付などの言い方を学ぶ。

コ
ア
科
目

外
国
語

基礎中国語Ⅱ

この授業では、1年間（基礎中国語I～Ⅳ）の履修により、中国語の発
音とピンイン（中国語の発音記号）の習得から始め、600-800語程度
の常用単語と文法知識を習得し、生活、学習、仕事等における基本的
なコミュニケーションができるレベルの中国語をマスターすることを
目的とする。基礎中国語Ⅰの学習を踏まえ、以下の項目を学ぶ。いく
つかの動詞を学び、動詞を使った文の作り方を学ぶ。いくつかの形容
詞を学び、形容詞を使った文の作り方と比較の言い方を学ぶ。物を数
える際に使う量詞を学び、大きな数、不定の数の言い方、数の聞き
方、物の存在することを表現する言い方を学ぶ。

コ
ア
科
目

外
国
語

基礎中国語Ⅲ

この授業では、1年間（基礎中国語I～Ⅳ）の履修により、中国語の発
音とピンイン（中国語の発音記号）の習得から始め、600-800語程度
の常用単語と文法知識を習得し、生活、学習、仕事等における基本的
なコミュニケーションができるレベルの中国語をマスターすることを
目的とする。基礎中国語Ⅱの学習を踏まえ、以下の項目を学ぶ。実現
したこと、経験、予定を表す表現、物を中心にその存在を言い表す言
い方、強調構文、二重目的語構文とその変形、副詞や補語で動作の様
子を表現する方法も学ぶ。

コ
ア
科
目

外
国
語

基礎中国語Ⅳ

この授業では、1年間（基礎中国語I～Ⅳ）の履修により、中国語の発
音とピンイン（中国語の発音記号）の習得から始め、600-800語程度
の常用単語と文法知識を習得し、生活、学習、仕事等における基本的
なコミュニケーションができるレベルの中国語をマスターすることを
目的とする。基礎中国語Ⅲの学習を踏まえ、以下の項目を学ぶ。距離
や方向を言い表すための介詞、進行を表す表現、助動詞、動作の結果
の表現、目的語を動詞の前に置く言い方や、場所を動詞の後に置く言
い方など、特殊な構文、可能を表現する方法を学ぶ。

コ
ア
科
目

外
国
語

発展中国語Ⅰ(1)(2)

１年間（発展中国語Ⅰ、Ⅱ）の履修によって、エッセイ、実用文、ア
ニメーションの台本などいろいろなタイプの文（400字から700字程
度、中級レベル）を読む訓練を通じて、読解力・内容把握力を身につ
ける。音読練習を通じて中国語文のもつ呼吸や展開のパターンに慣
れ、聴き取り・会話の基礎となる総合的な理解力を養うことを目標と
する。 読本の講読と文法解説と演習とともに、インターネット上の
動画やアニメなども教材とする。

コ
ア
科
目

外
国
語

発展中国語Ⅱ(1)(2)

１年間（発展中国語Ⅰ、Ⅱ）の履修によって、エッセイ、実用文、ア
ニメーションの台本などいろいろなタイプの文（400字から700字程
度、中級レベル）を読む訓練を通じて、読解力・内容把握力を身につ
ける。音読練習を通じて中国語文のもつ呼吸や展開のパターンに慣
れ、聴き取り・会話の基礎となる総合的な理解力を養うことを目標と
する。読本の講読と文法解説と演習とともに、インターネット上の動
画や演劇なども教材とし、実演練習も行う。

コ
ア
科
目

外
国
語

中国語初歩Ⅰ(1)(2)

この授業では、１年間（中国語初歩I、II)の履修により、中国語の発
音とピンイン（中国語の発音記号）の習得から始め、200語程度の常
用単語と文法知識を習得し、身近な日常生活の話題について簡単で直
接的な交流ができるレベルの中国語をマスターすることを目的とす
る。主な学習項目は以下のとおり。発音・声調、数字、日付、人称代
詞、動詞述語文、疑問文、指示代詞、連体修飾語、形容詞述語文、主
述述語文、数量の数え方、たずね方、方角や位置、動詞・介詞“在”
など、連動文、助動詞“要”、文末の“了”など、時刻の言い方な
ど。
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コ
ア
科
目

外
国
語

中国語初歩Ⅱ(1)(2)

中国語初歩Ⅰの履修を踏まえ、教科書を中心に、会話・文法・リスニ
ング・作文をバランスよく学び、基本的なコミュニケーションができ
るレベルの中国語をマスターすることを目標とする。また、言葉の習
得だけではなく、その背後にある中国の文化・習慣・考え方等の紹介
も随時取り入れる。具体的には、主な学習事項は次の通り。動詞や形
容詞を使った文の作り方、物を数える際に使う量詞、大きな数、不定
の数の言い方、数の聞き方、物の存在すること、実現したこと、経
験、予定を表す表現、強調構文、二重目的語構文とその変形、副詞や
補語で動作の様子を表現する方法など。

コ
ア
科
目

外
国
語

ロシア語初歩Ⅰ(1)(2)

まずはロシア語の33文字と発音の規則を覚え、アクセント記号がつい
ていれば音読できるようにする。そして、基本的な文法をマスターし
て、簡単なロシア語文章の読み書きができることを目標とする。学習
項目としては、簡単な文とその疑問文や否定文の作り方。さらに、人
称代名詞、名詞の性と数、動詞の現在形、所有代名詞・指示代名詞、
名詞の格、形容詞について学習する。同時に、ロシア語を通して、現
代のロシア社会やロシア文化について理解を深めることもこの授業の
テーマである。

コ
ア
科
目

外
国
語

ロシア語初歩Ⅱ(1)(2)

ロシア語初歩Ⅰの授業に引き続いて講義を行う。基本的な語彙力をつ
け、ロシア語の基本的な文法をすべてマスターして、初級～中級のロ
シア語文章の読み書きができることを目標とする。具体的な文法事項
は、無人称文、動詞の過去形・命令形・未来形、動詞の完了体と不完
了体、運動の動詞、比較表現、数量の表し方などである。ロシア語学
学習と並行して、現代のロシア社会やロシア文化についてさまざまな
視点から理解を深めることもこの授業のテーマである。

コ
ア
科
目

外
国
語

朝鮮語初歩Ⅰ(1)(2)

韓国（朝鮮）語の文字であるハングルの読み書き、日常のあいさつ、
自己紹介など、文字の理解と簡単な会話ができることを目的とする。
ハングルに慣れた段階からは簡単な文型を利用した文章を作る力を養
う。各場面に合う適切な発話ができ、韓国人とのコミュニケーション
が取れるように、ペアワーク、小グループ活動を積極的に取り入れた
会話の練習を行う。さらに、韓国の伝統文化や今の韓国人の生活スタ
イルを紹介することにより、異文化への理解を深めることを授業の目
標とする。

コ
ア
科
目

外
国
語

朝鮮語初歩Ⅱ(1)(2)

朝鮮語初歩Iの履修を踏まえ、読み方と書き方の正確性を高めるこ
と、感情・意見の表現、状況の説明など、より複雑で豊かな会話がで
きることを目標とする。用言の活用法、数字、複雑な文型や語彙、丁
寧な言い回しなどを学ぶことで、過去と未来のことを話して、自然な
表現が書けるようになる。講師からの韓国文化の紹介だった前期の授
業から、朝鮮語初歩Ⅱでは学生自ら韓国関連コンテンツを選び、様々
な角度から韓国文化を見てクラスで話す時間を設ける。

コ
ア
科
目

外
国
語

現代スペイン語Ⅰ

スペイン語を初めて学ぶ学生を対象に、1年間（現代スペイン語I、
Ⅱ）の履修により、「読む・書く・聞く・話す」の4つの能力の総合
的な習得を目指す。簡単な文章の読み書きや簡単な日常会話ができる
ように、また将来独学できるように、必要な文法体系をしっかり学
ぶ。スペイン語圏の世界遺産、映画、音楽などの文化の面白さ・魅力
を知り、関心を深めながら、楽しく学ぶ。前期（現代スペイン語I）
では、名詞、代名詞、動詞現在形、不定詞などを学ぶ。

コ
ア
科
目

外
国
語

現代スペイン語Ⅱ

スペイン語を初めて学ぶ学生を対象に、1年間（現代スペイン語I、
Ⅱ）の履修により、「読む・書く・聞く・話す」の4つの能力の総合
的な習得を目指す。後期（現代スペイン語II)では、動詞の過去形、
分詞、未来形、接続法現在、接続法現在完了など、現代スペイン語を
理解するうえで必要な事項を学習する。また適宜、西文和訳や和文西
訳の練習する。現代スペイン語Iにつづき、一年間丁寧にスペイン語
を勉強すれば、それ以降は、辞書を片手に、いろいろな文章を読解す
る力がつく。

コ
ア
科
目

外
国
語

現代イタリア語Ⅰ

１年間（現代イタリア語I・II)の履修により、イタリア語の基礎から
初級、中級程度を学ぶ。ストーリー性のあるテキストを基にイタリア
語の体系を理解し、教室で表現を使いながらコミュニケーションする
楽しみまで実感する。最初の講義では基本的に日本語を介さずに、簡
単な単語やジェスチャーや挨拶等のイタリア語を発話し、イタリア語
の音やリズムに慣れる。2回目以降、イタリア語の発音のしくみや発
声のコツを音声学的、体系的に説明し、美しいイタリア語を発音でき
るよう導く。テキストのダイアローグにはほとんどすべての部分にCD
やネット上の音源がありスマホでもアクセスできるので、講義中のみ
ならず、普段の生活のあらゆる場面でイタリア語学習をキープでき
る。時に著名なオペラや、現在流行中のイタリアンポップス等も取り
上げ、イタリアという国の魅力も学習する。

コ
ア
科
目

外
国
語

現代イタリア語Ⅱ

現代イタリア語Iの履修を踏まえて、テキストをベースに、より細か
なイタリア語のニュアンスを表現できるよう学んでいく。そして、引
き続きイタリア語の文法体系を理解し、テキストに含まれた多彩な表
現を使ったコミュニケーションを取りながら、全員が臆せずイタリア
語を自由に発話できるようにしていく。一年を通じて手製のオリジナ
ル文法mappaを配り、これを常に参照し、自分が今イタリア語の文法
地図の中のどの辺を学び、どの程度で完走できるかを把握できるよう
にする。テキストには多くの練習問題もあり、これを適宜用い、引き
続き時折テキストを離れ、オペラやイタリアンポップス等を取り上
げ、イタリアという国の魅力も学習していく。
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コ
ア
科
目

外
国
語

現代アジア諸語Ⅰ

アラビア語は国連公用語のひとつであり、イスラームの拡大とともに
各地に広がり、コーランをはじめととするイスラーム学の共通語とし
て学習されてきた。本授業はアラビア語を初めて勉強する人をを対象
とした授業で、アラビア文字の書き方、読み方、発音から始め、１年
間でアラビア語の基礎的な文法を学ぶ。辞書の引き方を覚えることに
より、簡単な文章を読解できるようにする。前期（現代アジア諸語I)
では、名詞・代名詞・形容詞から始めて、動詞の基本形までを学習す
る。教材を通じて、アラブやイスラームの文化への理解を図る。

隔年

コ
ア
科
目

外
国
語

現代アジア諸語Ⅱ

本授業はアラビア語を初めて勉強する人を対象とした授業で、アラビ
ア文字の書き方、読み方、発音から始め、1年間でアラビア語の基礎
的な文法を学ぶ。後期（現代アジア諸語II)では、動詞の変化形や派
生形、時制、受動態、関係代名詞、条件文などを学習する。アラビア
語の特徴は、動詞の3語根によって名詞・形容詞などのすべての単語
が形成されることにあり、語根に基づく辞書の引き方を覚えることに
より、簡単な文章が自分で読解できるようにする。教材を通じて、ア
ラブやイスラームの文化への理解を図る。

隔年

コ
ア
科
目

外
国
語

現代アジア諸語Ⅲ

トルコ語は、歴史的には中央アジアから西アジアまでトルコ系の諸民
族によって使用された言語で、日本語と同じくアルタイ語の言語体系
に属し、語順や助詞が日本語と類似して学びやすい。オスマン帝国で
は公用語として、広くバルカンやアラブ地域でも用いられた。本授業
では、トルコ共和国の公用語である現代トルコ語の基礎文法と基本的
な語彙の修得を目指す。前期（現代アジア諸語III)では、名詞、動詞
（基本的な時制表現）を中心に学習する。テレビドラマや映画等の視
覚教材も取り入れ、実用的な会話と聞き取りの練習も行う。これらを
通じてトルコの人びとの日常生活の様子や考え方、歴史への理解を深
め、国際交流の分野で役立つ能力を身につけるのが目的となる。

隔年

コ
ア
科
目

外
国
語

現代アジア諸語Ⅳ

本授業では、トルコ共和国の公用語である現代トルコ語の基礎文法と
基本的な語彙の修得を目指す。後期（現代アジア諸語IV)は、後置
詞、疑問詞、可能表現、伝聞表現、接続法、動名詞、形動詞などを学
ぶ。テレビドラマや映画等の視覚教材も取り入れ、実用的な会話と聞
き取りの練習も行う。これらを通じてトルコの人びとの日常生活の様
子や考え方、歴史への理解を深め、国際交流の分野で役立つ能力を身
につけるのが目的となる。

隔年

コ
ア
科
目

ス
ポ
ー

ツ
健
康

スポーツ健康実習

運動やスポーツを通じて健康や体力の維持増進を図り、あわせて自己
の身体への理解と関心を深めることを目的とする。前期は主に体力の
維持増進を目的として「共通フィットネス」を実習する。後期は開講
される種目（テニス、バドミントン、ダンス、多種目など）の中から
履修する種目を選択し、実習する。講義（前期後期各2回）では、運
動やスポーツを通じて自己の健康管理能力を高めるために必要な知識
と運動やスポーツの文化的側面について学習する。

コ
ア
科
目

ス
ポ
ー

ツ
健
康

スポーツ科学概論

スポーツおよびスポーツ科学の歴史、また国民の健康づくりやスポー
ツ選手の競技力向上に寄与しているスポーツ科学分野の基礎知識につ
いて学び、考察する。主な学習項目は以下のとおり。文化としてのス
ポーツ、教育としてのスポーツ、スポーツと心理、
スポーツビジネスとスポーツマネジメント、スポーツ政策とスポーツ
マネジメント、スポーツと生理学、スポーツバイオメカニクス、ト
レーニングの科学、スポーツと傷害、子供の発達とスポーツ、生涯ス
ポーツに向けて。

隔年

コ
ア
科
目

ス
ポ
ー

ツ
健
康

健康科学概論

主題は、身体の構造と機能を正確に知り、現代における「健康」の考
え方を正しく理解する。また、自分自身の生活習慣を見つめ、より快
適な生活を送るためにどうしたらよいのかを考え、実践することをめ
ざす。身体が一生を通じてどのように変化し、さらに運動・栄養・休
養などの様々な角度からのアプローチによって身体がどのように変わ
るのかを学び、自分自身を含めた現代を生きる人の健康への関心を深
める。主な学習項目は以下のとおり。健康の概念と指標、睡眠、食生
活、運動、生活習慣改善のための行動療法、心とからだ、飲酒・喫
煙、薬物、性のしくみ、妊娠・出産応急手当。

隔年

コ
ア
科
目

ス
ポ
ー

ツ
健
康

生涯スポーツ

生涯にわたって自らの生活の中に運動やスポーツを取り入れ実践して
いくことができる基礎的能力や自己の健康管理能力を高めることを目
的とする。開講する種目の実践を通じて、生涯にわたってスポーツに
親しむことができるような基礎的運動技能の習得を目指す。自己の身
体について客観的に把握できる方法についても学び、授業の中で実践
する。また、週1回の運動実践を継続することによって運動を日常生
活の中に位置づけることの意義について理解する。あわせて、スポー
ツの科学的理解も深める。
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自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

全
学
共
通
科
目

女性のキャリアと経済

この講義では、商社、小売、金融、マスコミ、運輸・交通、公的機関
など社会の各分野の第一線で活躍中の方々（主として女性）をゲスト
講師として招き、その仕事の内容や社会的な意義、キャリアの形成や
変遷、そこで培われた知見などを「生の声」として直接に伺い、受講
生が、ロールモデルを思い描き、将来の自身のキャリアプランを作り
上げる。自分のこれまでの考え方と違う人、まったく興味のない業界
の人からも学ぶべき点は必ずあり、ゲスト講師との質疑を積極的に行
う。

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

全
学
共
通
科
目

ICTとコミュニケーションス
キル

様々な場でPowerPoint等を用いた口頭発表を行うことを念頭におき、
プレゼンテーションの基礎を学ぶ。前半はプレゼンテーションの際に
活用するPowerPointのスライドの表現方法（文字、画像、グラフ、図
解の表現方法など）を学ぶ。後半は前半で学んだことを踏まえて受講
生各自がプレゼンテーションのための情報収集と整理、スライドおよ
び原稿の作成と口頭発表までを行い合評する。

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

全
学
共
通
科
目

アントレプレナーシップ演
習（DX演習（製造業編））

工場の製造ラインにおいて、各種データを取得し、機械学習を中心と
した処理を行うことにより、自動での不具合検知を目標とした実習を
行う。具体的な取得データとしては運転中の工作機械の機械振動、も
しくは、作業工程における被加工物の画像などとする。計算機処理に
際しては、コードを記述することのないノーコード手法に依るものと
し、また、現場で処理を行うエッジコンピューティングとしてのDX手
法を理解することを目標とする。

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

全
学
共
通
科
目

アントレプレナーシップ演
習（DX演習（ドローン
編））

最先端のドローン技術を用いたDX実習を行う。まずは、組み立て式ド
ローンを用いてドローンの原理構造や飛行プログラミング方法を理解
した上で、近隣のフィールドに出向き、ドローンを飛ばすことで具体
的なデータ取得・処理プロセスを学習する。ドローンにより取得され
た映像データに対し各種３Dマッピング処理をする方法についても理
解を深める。以上を学んだ上で、ドローンを用いたビジネスのアイデ
アを考察し発表する機会も設ける。

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

全
学
共
通
科
目

アントレプレナーシップ演
習（DX演習（PoC編））

DXとは既存事業の効率改善やコスト低減などの手段ではなく、あるべ
き未来像を描き出した上で、それに対し、データの流れを設計し、社
会や人々の行動に変革をもたらさんとする技術概念である。本演習で
は、履修者は、ワークショップ型演習を通じて、オリジナルのビジネ
スモデルを考案し、それを仮想DX化し、どのような仮説検証を行うか
を考察する演習を行う。演習を通じて、産学界が求めるDX人材像のう
ちDXストラテジストとしての能力を身に付ける。

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

全
学
共
通
科
目

博物館概論

博物館に関する基礎的な情報を理解し、博物館に関する専門性の基礎
となる能力を身につける。また、博物館の歴史を振り返りつつ、博物
館を取り巻く現在の社会状況についてもあわせて理解を深めることを
目的とする。主な内容は以下のとおりで、学芸員課程について、博物
館の歴史（世界、日本）、博物館の定義、博物館の種類と仕組み、現
代社会と博物館（生涯教育）、博物館の機能と目的、博物館学とは何
か、博物館関係法規、開かれたミュージアを目指して、など。
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自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

全
学
共
通
科
目

博物館資料論

博物館資料について、様々な点から学ぶ。博物館資料の理念、種類、
収集方法、整理保管等に関する知識を修得するとともに、博物館の調
査研究活動について理解し、展示・公開の理念と方法を学ぶことに
よって、博物館の根本をなす博物館資料に対する基礎的能力を養う。
主な内容は以下のとおり。博物館資料概論、資料の具体例、博物館の
現場から（ゲスト講師）、資料収集（購入、寄贈、寄託、製作、採集
等）、資料研究、資料活用など。

隔年

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

全
学
共
通
科
目

博物館経営論

博物館を管理運営するということと、博物館を経営するということは
どのように異なるのか。博物館の経営に関する基礎的な知識を身につ
けた上で、持続可能な博物館経営の方法について理解する。主な内容
は以下のとおり。ミュージアムを取り巻く環境変化、ミュージアム政
策の不在、「文化の価値」とミュージアム、ミュージアムの管理・運
営体制、地域に生きるミュージアム、ミュージアムを見学するツ
アー、ミュージアムの古くて新しい課題、ミュージアム運営と資金調
達、ミュージアムとまちづくり、ミュージアムと人々との繋がり

隔年

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

全
学
共
通
科
目

博物館資料保存論

博物館における基本的な機能の一つである「資料保存」について学
ぶ。博物館資料の収集、整理保管等に関する知識に基づきつつ、資料
の保存についての基本的な知識を身につけることを通じて、学芸員と
しての基礎的能力を養うことを目指す。主たる授業内容は以下のとお
り。博物館における資料保存の意義、資料保存の制度、資料の状態調
査、資料の修復・修理、資料の梱包・輸送、博物館資料の保存環境、
博物館の現場から（ゲスト講師）など。

隔年

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

全
学
共
通
科
目

博物館展示論

博物館の主要機能の一つである展示について、その目的と意義を踏ま
えた上で、博物館における実践事例をもとに、学芸員に実務上必要と
される知識・技術を理解・習得する。展示の歴史や近年の展示動向、
展示と人・社会との関わりや、社会的影響力についても考え、理解す
る。本授業では、実践的な技術・知識の習得だけではなく、社会的存
在である博物館をよく理解し、展示に関わる上で必要な倫理観を身に
着けることも併せて目標とする。

隔年

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

全
学
共
通
科
目

博物館教育論

博物館の主要な事業としての博物館教育と、利用者主体の学習の２つ
の側面を理解し、その相互作用について学ぶ。具体的には、各利用者
の博物館訪問を軸としつつも、その事前の期待や準備、利用時の体験
を形作るものを精査し、事後のふりかえりや記憶の中の博物館利用も
含め、全体として利用者の博物館体験について知る重要性を扱う。
主な授業内容は以下のとおり。博物館教育の事例：自然史・生物系、
美術館・歴史・郷土館、博物館体験としての学習、博物館教育の理
論：学習論と教育論の比較、利用者主体の概念をめぐって、「解説」
とはなにか　使用ツールの分析、来館者調査と博物館教育、実際の博
物館教育プログラムの考案、実際の博物館教育プログラムの考案、教
育プログラムの交流など。

隔年

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

全
学
共
通
科
目

博物館実習

博物館での学芸員の仕事について、各種実習を通じて理解し、その責
務や役割について考察する。見学実習、学内実習および外部館園実習
からなる。見学実習では，学内教員が引率し、施設職員によるバック
ヤード見学などを実施する。学内実習の内容は以下のとおりで、展示
実習：展示の計画・デザイン、展示の実際、展示における技術、資料
の取扱い：古美術品、茶道具、資料調査の方法　調書作成、収集・保
存の実践、梱包実習、資料実習（生物：植物＋動物）などを行う。外
部館園実習では、履修者各自で応募した外部館園において実際の業務
などを行う。
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自
由
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す
る
科
目

全
学
共
通
科
目

博物館情報・メディア論

主題は、情報発信メディアとしての博物館の社会的役割を理解するこ
とである。博物館自体がひとつのメディアでもあるわけだが、博物館
の抱える豊富な情報をいかにして効果的に社会に浸透させて行き、多
くの人々に利用してもらうか、さまざまな方法を実践例から批判的に
検討・理解し、その上でさらに効果的な方法はないか考え、提案して
いくことを目標とする。主たる授業内容は以下のとおり。メディアと
は何か：情報発信メディアとしての文化施設・博物館、情報と博物
館、デジタルアーカイブの構築に向けて、博物館の現場から（ゲスト
講師）、博物館情報・メディアの理論と実際、博物館資料のドキュメ
ンテーションとデータベース、博物館における情報展示とは何か、、
博物館における情報発信、情報端末の利用、インターネット（HP、ブ
ログ、SNSなど）による発信、情報・メディアの活用と博物館の体
制、博物館における情報公開と個人情報の保護、著作権・使用権・肖
像権等

隔年

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

外
国
人
留
学
生
特
別
科
目

日本語演習ⅠＡ

初級教科書の文法を使って話せるように練習する。敬語の基礎を復習
する。大学生活で、先生や大学職員の方に対してお願いやおわび、お
礼をする時、メールで連絡する時、授業で発表する時や意見を述べる
時などに使う表現を学ぶ。また、自分の国や文化について、聞き手に
わかりやすく説明するにはどうすればいいかを学ぶ。テーマをもうけ
たスピーチ（祭り、観光、習慣、日本のイメージなど）とともに、場
面による会話・作文（許可、誘う、勧める、教職員へのメール、お
礼、申出など）を実際に行いながら学習する。

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

外
国
人
留
学
生
特
別
科
目

日本語演習ⅠＢ

初級教科書の学習を終えて、敬語のルールについて勉強したことがあ
る人を対象に、敬語の使い方について、4技能（読む・聞く・話す・
書く）に関連付けて学ぶ。大学職員や教員とのコミュニケーションや
メールの適切な表現、インタビューや発表を行うときの表現を学ぶ。
また短いスピーチや、クラスメートのスピーチについてコメントがで
きるようになる。主な授業内容は以下のとおり。敬語のルール、メー
ル上手になる　アルバイト先に用件を伝える　会社に対して問い合わ
せをする、電話の敬語  -- 問い合わせる、予約をする、サービスの
敬語、面接を受ける、年末年始の挨拶、インタビューをする、司会を
する。

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

外
国
人
留
学
生
特
別
科
目

日本語演習ⅡＡ

自分がもっと知りたいと思うことや役に立つ情報を調べ、他の人にも
わかるように伝えることを目指す。主な授業内容は以下のとおり。役
に立つ・わかりにくいウェブサイトとは何か、自分が作りたいウェブ
サイトについて、キーワードを考える、レイアウトを考える、大切な
情報を選ぶ、ウェブサイトに載せる情報の順番を決める、 写真の使
用や他のウェブサイトの情報の引用について、 ウェブサイトの内容
について、クラスメートからの意見をまとめる、 発表会。

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

外
国
人
留
学
生
特
別
科
目

日本語演習ⅡＢ

教科書の日本語ではなく、日本人が普通に見たり聞いたりしている日
本語に慣れながら、留学生が日本語でできることを増やしていく。そ
のため、このクラスでは、身近なトピックの資料やニュースを使う。
その中で受講者がそれぞれ新しい言葉や表現をまとめた表を作って、
日本語の知識を増やしていく。また、取り上げたトピックについて、
作文を書いたり、話し合ったりして、日本語の「読む」「聞く」「話
す」「書く」力を高めていく。

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

外
国
人
留
学
生
特
別
科
目

日本語演習ⅢＡ

N2～N3レベルの受講生が、さらに高度な日本語力を身につけるための
クラス。この授業では、留学生の皆さんが「興味のある分野の専門
家」にインタビューを行う。具体的には、皆さんが興味のある分野に
ついて調べる、質問を作る、アポイントを取る、インタビューする、
記事にまとめる、学期末の報告会で発表する、等の活動を行う。これ
らの活動を通して、日本語で「読む・聞く・話す・書く」力を総合的
に伸ばすのが目標で、最終的には、全員のインタビューをまとめた冊
子を作成する。
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日本語演習ⅢＢ

N2～N3レベルの受講生が、さらに高度な日本語力を身につけるための
クラス。この授業では、留学生の皆さんが「興味のある分野の専門
家」にインタビューを行う。具体的には、皆さんが興味のある分野に
ついて調べる、質問を作る、アポイントを取る、インタビューする、
記事にまとめる、学期末の報告会で発表する、等の活動を行う。これ
らの活動を通して、日本語で「読む・聞く・話す・書く」力を総合的
に伸ばすのが目標で、最終的には、全員のインタビューをまとめた冊
子を作成する。

自
由
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る
科
目

外
国
人
留
学
生
特
別
科
目

日本語演習ⅣＡ

大学の授業で必要とされるアカデミックな日本語を身に付けることを
主題とする。授業では「書く」「調べる」「協働する」力を伸ばす。
特に、フォーマルな形式で「読み手を意識してわかりやすい文章を書
くことができる」ことを目標とする。そのために、「お茶大を深く知
ろう」というテーマでプロジェクトを行う。留学生の皆さんが、お茶
大にはどんな先生がいるか、どんな研究室があるか、大学生/大学院
生が研究室でどんな生活を送っているかを調べ、取材し、記事にまと
める。プロジェクトに取り組む中で、さまざまなモードでの文章の書
き方を学ぶ。

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

外
国
人
留
学
生
特
別
科
目

日本語演習ⅣＢ

本講義では日本語を一通り学び終えた留学生（N1、N2レベル）を対象
に、日本語の文法や語彙、表現に関して学部学生と話し合いながら学
び整理する。受容的に知識を獲得するだけでなく、自ら疑問を持ち、
解決する力を育てることを目標とする。主な学習内容は以下のとお
り。日本語の言語学的な特徴・文の構造の外観、主語と主題（ハとガ
の違い）、指示詞（コソア）、テンス（非過去のル、過去のタ）、ア
スペクト（テイル、タの多義性）、ムード（推量のデショウ、ヨウ
ダ、ラシイ、ソウダなどの使い分け）、ト・バ・タラ・ナラの使い分
け、複合動詞、動詞の多義、イルとアル、自他動詞、ボイス（受身、
使役）など。

自
由
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選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

外
国
人
留
学
生
特
別
科
目

日本語演習ⅤＡ

主に、大学での口頭表現やアカデミックな場での話技能を身につける
ことを目標とする。学期を通して自分で資料を検索して調べたことや
データベースなどから得られた情報を要約したり、自分のことばで簡
潔に説明したりする練習をする。また話し相手から意見を引き出すた
めの練習も行う。アカデミックな場で発表するためのpptの作り方に
ついても取り上げる。主な学習内容は以下のとおり。情報を要約す
る、意見を述べる、意見を求める、情報をわかりやすく見せるために
pptを作る、データを説明する、二つのデータを比較し、説明する、
ある事柄の利点と問題点・賛成意見と反対意見をまとめる、情報を自
分の言葉で言い換える(paraphrasing)、興味があることについて発表
テーマを決め、情報を検索する、重要な情報を選ぶ、問題提起の仕方
を学ぶ、問題を提示する。

自
由
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修
す
る
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目

外
国
人
留
学
生
特
別
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目

日本語演習ⅤＢ

口頭発表、意見交換など、大学の授業で必要とされるアカデミックな
日本語を身につけることを目標とする。学期末には、それぞれが興味
のあるテーマについて新聞記事を読み、インタビューを通じて他者の
意見を知り、パワーポイントを使った発表をする。また、クラスメー
トの発表について、適切にフィードバックをする力を養う。主な学習
内容は以下のとおり。情報を要約する、意見を述べる情報を自分の言
葉で言い換える(paraphrasing)、事実文と意見文の違い、情報を視覚
化したpptを作る、自分のテーマに関連した事柄の現状と背景を調べ
pptを作る、引用する、論文を読んでレジュメにまとめる、引用の原
則を守って発表する、クラスメートのレジュメやpptにコメントす
る、教師やクラスメートのコメントを基に、レジュメとpptをまとめ
る。

自
由
に
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し
て
履
修
す
る
科
目

外
国
人
留
学
生
特
別
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目

日本事情演習ⅠＡ

日本社会について知ること、②観光名所・食文化・教育・日常生活で
みられる日本文化について、今知っていることを確認しながら、そこ
から知識を深めていくことを目的とする。テキストを読んで、教室で
話し合うほか、関係するものを生活の中で見つけてきたり、日本人に
インタビューをしてきたりして、クラスで発表す。また、日本の都市
によって見られる文化の違いを探る。教材を前の授業時に配付し、次
の授業までにその教材について自分の意見や感想を書く。そして、授
業の後に新しく学んだ言葉などを復習するための課題を出す。
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日本事情演習ⅠＢ

このオンライン授業では、地理、歴史、文化、スポーツ、教育、経済
など、さまざまな視点から日本について学ぶ。内容は、留学生が日本
社会について少しでも知識を得られるような、ごく基本的な情報に基
づいたものである。ただし、授業中は英語と日本語で簡単な単語を使
用するため、受講生は日本語能力がN3以下とする。授業はオンライン
で開始し、受講生が来日したら徐々に対面式の授業を行う予定。
MoodleとSlackを使用して、受講生と講師の間のコミュニケーション
環境を整える。
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日本事情演習ⅡＡ

この授業では、「防災・減災」について学ぶこととする。日本で暮ら
す人々にとって、自然災害は身近なものである。自然災害が起きたと
き、私たちはどのようなことに気を付けたらいいのか。日頃から備え
ておけることはどんなことがあるのか。この授業では、防災・減災に
ついて、日本で生活する際に知っておいた方がよいことを一緒に考
え、学ぶ。学期末にはグループで協力して、防災・減災意識の向上を
テーマにしたガイドブックを作成する。
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日本事情演習ⅡＢ

１年程度の短期間の留学生が、日本留学中に経験する日本の社会・文
化について、帰国後に報告できるような内容を扱う。日本人にとって
は「当たり前」の知識だと思われていて、日本人学生対象の大学の授
業では学べないような「日本の社会・文化」について学び、意見交換
を行う。東京をテーマとして、いくつかのトピックを取り上げる。東
京の「場所」を１カ所選び、実際に訪問する。その「場所」の現在の
状況の説明に加え、歴史など関係のあるテーマについてパワーポイン
トを使って発表する。

自
由
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し
て
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修
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る
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外
国
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学
生
特
別
科
目

日本事情演習ⅢＡ

キャリア形成（卒業後の生き方を考えること）について日本語で学び
ながら、自分自身の進路について考えるきっかけを作る。日本の企業
や求人に関する知識や語彙を増やし、就職活動に必要な情報を探す活
動も行う。敬語を意識した自己PRの仕方や、面接時に行われるグルー
プディスカッションの練習を通して、社会人に求められる適切な表現
についても学ぶ。主な学習内容は以下のとおり。 就職のイメージ 、
キャリア形成について、日本人女子大学生の進路の考え方、学内の就
職活動支援、日本の企業、業界、雇用形態を知る、自分の長所・短
所・ 自己PR 、 エントリーシートや履歴書を書く、面接での頻出質
問を知る、面接の練習。

自
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日本事情演習ⅢＢ

日本の企業や海外の日系企業に就職を希望する学生に求められるコ
ミュニケーション能力を身につけることを主な目標とする。留学生や
新社会人が経験する事例について動画を見て話し合う。グループディ
スカッションを行ったり、クラスメートと意見を交換したり、クラス
メートに対する自分の発言を内省したりする活動を行い、自分の姿を
客観的にとらえられるようにする。主の学習内容は次のとおり。最新
の就職活動スケジュール、グループディスカッションによる選考につ
いて、自己管理能力、「雑用」の考え方: 「任されたはず」の仕事な
のに、業務の進め方、 不本意な転勤、異動と経験など。

自
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て
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る
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目

外
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人
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日本事情演習ⅣＡ

この授業では異文化間コミュニケーションに関連する論文や概説書
（の一部）を使い、日本人学生と留学生が同じクラスでグローバル社
会における多様な問題についてチームになって「ビブリオバトル・ア
カデミア」を行う参加型の授業である。大きな3つのテーマに関連す
る講義を受け、書籍や論文を自分達グループで選び、グループ討論と
ビブリオバトルの準備を通して、要点を把握する読み方、効果的な日
本語発表、他者と活動する際の感情のマネジメント、グループワーク
のストラテジーを養う。同時に、異なる希望、欲望、感情、価値観を
持つ友達とは違う他者と協働することの難しさと、その対処の過程を
意識化すると共に、相互理解を深めるためにどうすべき考えることを
目標とする。
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日本事情演習ⅣＢ

この授業では、背景や出身を多様とする学生が2-4週間程度集中して
学ぶ国際授業（以下「国際実習」と呼ぶ）を学術的に考える。こう
いった国際実習の世界的な広がり、日本の大学教育における状況、教
育デザインや評価の諸問題について考え、日本人学生と留学生が共に
グループワークを通して、特に国内で実施する国際実習をデザイン
し、コンペティションを行う参加型の授業である。学生はこのテーマ
に関連する講義を受け、書籍や論文を読み、グループ討論を行ってい
く中で、要点を把握する読み方、効果的な発表（留学生にとっては
「日本語での発表」）、他者と活動する際の感情のマネジメント、グ
ループワークのストラテジーを養う。同時に、異なる希望、欲望、感
情、価値観を持つ友達とは違う他者と協働することの難しさと、その
対処の過程を意識化すると共に、相互理解を深めるためにどうすべき
か考えることを目標とする。
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日本事情演習ⅤＡ

グローバル時代を迎え、国家間の関係が親密になると同時に、様々な
対立も生まれている。その原因は様々であるが、教育の中で自然に育
まれるナショナルアイデンティティや歴史認識の違いが対立を生み出
していることも少なくない。本授業ではアイデンティティや歴史認識
はどのように形成されるのかについて、海外で日本語を学ぶ学生、本
学の日本人学生、本学で日本語を学ぶ留学生との対話を通じて理解
し、アイデンティティや歴史認識はいかに形成され、共有しうるのか
考察する。
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日本事情演習ⅤＢ

デジタルネイティブに焦点を当てた、Edtechと日本語教育学の融合に
よる学びを目指す。自分の意見を相手に伝え、相手の意見を受け入れ
る、ダイバーシティーの観点からの学びを通して、多文化共生社会に
生きるための知識や知恵を獲得する。さらに、評価シートによる自己
評価・相手評価を通して、自分を客観的に受け止め、他者の意見から
も学び合える双方向的学習を目指す。トピックを決めて、口頭発表を
行う。トピックとしては、自分の国のアピールポイント、および、自
文化と他文化の共通点と相違点について考える。

共創工学総論

共創工学部の基本理念とその社会的背景やキーワード等を知識として
把握する。両学科教員によって順次、紹介される研究事例について理
解し、5つの共創能力（専門知、発見力、発想力、デザイン力、対話
力）のどのような点が発揮されたのか、学際的な協働のイメージをつ
かむ。
（オムニバス方式／全15回）
（1 大瀧雅寛／1回）共創工学部の基本理念、（宮澤仁・11 藤山真美
子／2回）（共同）地理情報システムを活用した発見力涵養の研究事
例、（土田修平・1 大瀧雅寛／2回）（共同）情報伝達手法の開発に
よる対話力涵養の研究事例、（遠藤みどり・6 元岡展久／2回）（共
同）歴史から読み取る発見・デザイン力の涵養事例、（吉田裕亮
（2025年度から坂田綾香）・2 長澤夏子／2回）記号認識のためのデ
ザイン・発想力涵養の事例、（伊藤貴之・3 太田裕治・9 河合英徳・
佐藤有理／2回）（共同）3Dや画像によるモノのデザイン・発想力涵
養の事例、（埋忠美沙・土山玄・5 近藤恵・10 Julien Tripette／2
回）（共同）人の動作解析の活用による発見力涵養の事例、（Le
Hieu Hanh・伊藤さとみ・8 秋元文・12 雨宮敏子／2回）（共同）埋
没データを掘り起こす発見力の涵養事例

オムニバス方式・
共同（一部）

共創プログラミング

Pythonは汎用性が高いオブジェクト指向のプログラミング言語であ
る。統計処理や数値計算を用いるデータサイエンスやAI、IoT、ス
マートフォンアプリ制作など、幅広い分野の標準言語となっており、
Pythonのスキルをもつ人材が学術の世界だけでなく社会のさまざまな
分野において求められている。本科目ではPythonの基礎知識を学び、
その基本構文を理解するとともに、演習を通じて実践的なプログラミ
ング能力を身につけることを目的とする。

共
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科
目
群
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共創デザインPBL（LIDEE演
習）Ⅰ

現在「デザイン」は物理的な造形行為を超え、技術や社会、生活を含
めたイノベーションの核として位置づけられている。イノベーション
としてのデザインを生み出すための方法として、多様性のあるチーム
で課題に取り組み、社会や生活に対して新しい価値の創造を目指す、
社会の様々な問題をテーマとした、文理融合・問題解決型のワーク
ショップが有効である。本演習は、企業などと共創して設計された
ワークショップ・プログラムに参加し、チーム作業に取り組み、共創
デザインの方法を習得する。講演会・見学・観察調査・ニーズ調査・
リサーチ、ブレイン・ストーミングなどの手法を習得しアイデアの創
発、定義・概念化を行う。なお「共創デザインPBL（LIDEE演習）Ⅰと
Ⅱ」は一体で運用され、連続して履修するものとする。複数の学年が
混在したグループ構成とする。
（オムニバス方式／全8回）
（2 長澤夏子・9 河合英徳／1回）ガイダンス
（2 長澤夏子・9 河合英徳／2、3、4回）コンパクトなWorkshopを体
験する。自己評価の記録、次回の目標を設定する。

下記の3つのWorkshop（第5～8回）のうち１つ以上に参加する。※WS
の内容やテーマは毎年度変更される。

Workshop 1（3 太田裕治、 5 近藤恵、10 Julien Tripette、伊藤さ
とみ・伊藤貴之・土山玄・ Le Hieu Hanh・佐藤有理／4回）内容：高
齢者・障害者との共創

Workshop 2（1 大瀧雅寛・2 長澤夏子・9 河合英徳・8 秋元文・12
雨宮敏子・土田修平・坂田綾香／4回）材料メーカー・研究機関との
共創

Workshop 3（6 元岡展久・11 藤山真美子・宮澤仁・埋忠美沙・遠藤
みどり／4回）コミュニティ・デザイナーとの共創

オムニバス方式・
共同

共創デザインPBL（LIDEE演
習） Ⅱ

現在「デザイン」は物理的な造形行為を超え、技術や社会、生活を含
めたイノベーションの核として位置づけられている。イノベーション
としてのデザインを生み出すための方法として、多様性のあるチーム
で課題に取り組み、社会や生活に対して新しい価値の創造を目指す、
社会の様々な問題をテーマとした、文理融合・問題解決型のワーク
ショップが有効である。本演習は、企業などと共創して設計された
ワークショップ・プログラムに参加し、Ⅱでは特に、リーダーシップ
をとってチーム・ビルディングを行い、共創デザインの方法を実践的
に習得する。講演会・見学・観察調査・ニーズ調査・リサーチ、ブレ
イン・ストーミングなどの手法を習得しアイデアの創発、定義・概念
化を行う。なお「共創デザインPBL（LIDEE演習）ⅠとⅡ」は一体で運
用され、連続して履修するものとする。複数の学年が混在したグルー
プ構成とする。
（オムニバス方式／全8回）
Workshop（第1～4回又は第5～8回）のうち2つ以上に参加する。※WS
の内容やテーマは毎年度変更される。

Workshop 1（3 太田裕治、 5 近藤恵、10 Julien Tripette、伊藤さ
とみ・伊藤貴之・土山玄・ Le Hieu Hanh・佐藤有理／4回）高齢者・
障害者との共創

Workshop 2（1 大瀧雅寛・2 長澤夏子・9 河合英徳・8 秋元文・12
雨宮敏子・土田修平・坂田綾香／4回）材料メーカー・研究機関との
共創

Workshop 3（6 元岡展久・11 藤山真美子・宮澤仁・埋忠美沙・遠藤
みどり／4回）コミュニティ・デザイナー、他大学の建築学生との共
創

オムニバス方式・
共同

デザイン思考とロジックモ
デル

イノベーションの形態として、過去の研究や開発の路線の上に立ち少
しずつ新しい成果を生み出していくタイプ（インクリメンタルイノ
ベーション）があるが、よりクリエイティビティの高いイノベーショ
ンを実現するためには、異なる概念AとBとを結合させるような従来に
はない発想が求められる。後者の際に必要となる考え方がデザイン思
考である。また、イノベーションとは単に新しいものを作るだけでは
不十分であり、社会実装するには普及の観点が不可欠である。このた
めには、ロジックモデルという考え方（プロセス評価法）が求められ
る。本科目では、以上の目的のもとに、具体的な演習課題を通じてデ
ザイン思考とロジックモデルに関して理解する。
（オムニバス方式／全15回）
（3 太田裕治／8回）ロジックモデルについて講義し、アウトカムに
ついて理解を深める。（土田修平／5回）デザイン思考について講義
し、ロジカルシンキングとの違いを理解する。（3 太田裕治／土田修
平（共同）／2回）ワークショップを実施し総合討論を実施する。

オムニバス方式・
共同（一部）
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共創工学特別講義

実社会において、何等かの社会的課題に対し、工学的なアプローチに
より解決に向けて取り組んだ具体例を、実際にそれを手掛けた講師
（ゲスト講師または客員講師）から紹介する。多方面にわたる具体例
（人間工学分野、建築環境分野、情報分野、文化分野）を知ることに
より、各学生が社会的課題を見出すことを促し、各学科で学ぶ専門知
と結び付けて、どのような解決法が考え得るかを検討し、解決への具
体的な計画例を自力で立ててみることを目標とする。
（オムニバス方式／全8回）
（1 大瀧雅寛／4回）環境関連分野（行政、コンサルタントなど）、
情報関連分野（通信関連、ソフトウェア関連、SEなど）で活躍する講
師を招き講義いただき、解決方法を提案させる。（宮澤仁／2回）文
化関連分野（博物館、美術館など）で活躍する講師を招き講義いただ
き、解決方法を提案させる。（2 長澤夏子／2回）人間関連分野
（メーカー、AI関連など）で活躍する講師を招き講義いただき、解決
方法を提案させる。

オムニバス方式

知的財産論

イノベーションの創出には知的財産を如何にマネジメントするかが重
要である。その基本的な考え方について、産業と知的財産活用につい
て、企業活動における知財戦略の位置付け、特許による技術や研究の
保護・促進、特許以外の知的財産による技術の保護などについて説明
する。また、本学で行われてきた研究事例を中心に研究成果と知的財
産権の関連について解説する。また、知財情報を研究促進等に活用す
る方法を紹介する。簡単な研究例を基に、知的財産情報を利用する方
法を理解する。

技術と倫理

研究を進め創出される技術は、社会や生活を豊かにする一方で、社会
に対して大きな影響を与えることもある。科学技術の一翼を担う者
は、高度な専門知識を持つだけでなく、高い倫理性が求められる。そ
こで必要となる倫理性と、法律、環境問題、エネルギー問題、品質問
題、安全問題、消費者に関する諸問題などの重要性について説明す
る。具体的な事例を交えながら、将来、技術者として活動を行う上で
必要な基本的な倫理的事項を説明する。

共創工学フィールドワーク

モノづくり・コトづくりの現場およびプロダクトの社会実装の現場を
見学することで、大学で学習した技術等が実際の企業や組織における
生産活動においてどのように使われているか、また社会のニーズに応
えるだけでなく、共創の観点から社会変革を促すようなイノベーティ
ブなプロダクトが、社会とどのような関係のもとに生み出され、どの
ように社会に実装されているかについて学習する。大学に設置されて
いない機械や設備の実物をみたり、モノづくり・コトづくりの実務者
と対話したりすることで、企業や組織における製造や実装の実態と課
題を理解し、さらに自らが技術者・実務者として働くことを念頭に置
いて将来展望を考える。
（オムニバス方式／全8回）
（1 大瀧雅寛、2 長澤夏子、宮澤仁／2回）（共同）科目の概要説明
とまとめ、（3 太田裕治、5 近藤恵、10 Julien Tripette、12 雨宮
敏子／2回）（共同）製造業におけるものづくり・ことづくりの現場
の見学と実務者との対話、（1 大瀧雅寛、6 元岡展久、2 長澤夏子、
9 河合英徳、11 藤山真美子、8 秋元文／2回）（共同）都市・建築の
環境設計、環境産業におけるものづくり・ことづくりの現場の見学と
実務者との対話、（宮澤仁、伊藤さとみ、埋忠美沙、遠藤みどり、伊
藤貴之、土山玄、 Le Hieu Hanh 、土田修平、坂田綾香、佐藤有理／
2回）（共同）情報サービス関連産業におけるものづくり・ことづく
りの現場の見学と実務者との対話。

オムニバス方式・
共同

共創インターンシップI

共創工学に関連した企業における実習を夏期インターンシップとして
実施する。内容は、各研修先の実習内容に依るが、期間は、最低でも
実働10日以上（80時間以上）を求める。インターンシップへ行く前
に、事前教育を行う。共創工学に関連した業務を行っている企業など
で、職務について実習を行い、大学での学習内容が現場でどのように
活かされるか体験的に習得することを目的とする。自身の長所を発見
しながら、社会での実践的な職務において専門知を活かすために、発
想力、デザイン力、対話力を向上させることを目標とする。
（土田修平・8 秋元文／1回）受講の仕方・インターンシップの目
的・概要について説明する。
（土田修平 、8 秋元文／14回） 企業におけるインターンシップを実
施し（約2週間・80時間程度） 、各自が学んだものを実習日誌として
報告する。

共同
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共創インターンシップII
（建築）

建築に関連した企業における所定の職務に関する実習を夏期インター
ンシップとして実施する。内容は、各研修先の実習内容に依るが、期
間は、最低でも実働10日以上（80時間以上）を求める。インターン
シップへ行く前に、事前教育を行う。共創工学に関連した業務を行っ
ている企業などで、職務について実習を行い、大学での学習内容が現
場でどのように活かされるか体験的に習得することを目的とする。自
身の長所を発見しながら、社会での実践的な職務において専門知を活
かすために、発想力、デザイン力、対話力を向上させることを目標と
する。
（2 長澤夏子・11 藤山真美子／1回）受講の仕方・インターンシップ
の目的・概要について説明する。
（2 長澤夏子、11 藤山真美子／14回） 企業におけるインターンシッ
プを実施し（約2週間・80時間程度） 、各自が学んだものを実習日誌
として報告する。

共同

卒業研究演習

卒業研究とその発表を通じて学生が学部内の他者へ研究内容を紹介
し、また他者の研究を理解し、対話を通じて共創工学研究を推進させ
る技術を学ぶ。学生は指導教員のもとで自身の研究を進め、発表準備
を行う。発表会は２学科の教員全員および学生が参加する。専門分野
の異なる履修者に自分の研究内容を理解してもらう発表能力を養う。
さらに異分野からの質問への応答を通して、実社会で通用する対話力
を養う。異なる分野の発表に対する質問を考えることで発想力の涵養
に繋げる。発表会後には、発表方法・内容および質疑応答に関して指
導教員と事後確認を行うことで、新たな視点の獲得を行い、研究を進
める上でデザイン力・対話力の向上をはかる。（1 大瀧雅寛・2 長澤
夏子・3 太田裕治・5 近藤恵・6 元岡展久・8 秋元文・9 河合英徳・
10 JULIEN TRIPETTE・11 藤山真美子・12 雨宮敏子・宮澤仁・伊藤さ
とみ・埋忠美沙・遠藤みどり・坂田綾香・伊藤貴之・土山玄・LE
HIEU HANH・土田修平・佐藤有理／15回）（共同）卒業研究の発表指
導と合評

共同
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基礎化学

工学を学ぶ学生が種々の材料を扱う上で必要な化学の基礎知識を身に
つけることを目的とする。全体を通して化学と工学との繋がりを意識
して理解する。化学構造や結合、化学量論、反応速度やエネルギー的
側面などの化学の基礎知識を身につけ、化学の果たす役割や実用面へ
の応用について理解することを目標とする。原子と分子、化合物の命
名法、物質量と化学反応式、化学量論的考え方、気体の性質、周期表
と原子構造、光の性質、化学結合と分子構造、分子構造と材料の性
質、高分子材料とその性質、エネルギーと化学、エントロピーと熱力
学第二法則、化学反応速度、化学平衡、電気化学に関する反応などを
取り上げる。
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工学基礎物理学

物理学（力学）の基礎事項として、機械力学を学ぶ。とくに振動現象
への理解を深める。工学の専門知である力学（機械力学）を学習する
ことを目標とする。
具体的には、力学の基礎、振動現象などについて理解を深める。力学
の基礎、運動方程式、次元解析、物理単位と換算、有効数字 、微分
方程式、機素としてのダンピング要素・摩擦抵抗問題、１自由度系の
振動（減衰のない場合）、固有振動数、複素数による振動計算（複素
数の基礎／複素数を用いた1自由度系の振動の解法）、計算機による
振動計算（mathematicaなど）、１自由度系の振動（減衰がある場
合）（過減衰、減衰振動）、１自由度系の振動（強制振動）、複素数
による振動計算（複素数を用いた1自由度系の強制振動の解法）、計
算機による振動計算演習 、共振現象の理解・タコマ橋の映像視聴、
ラプラス変換による振動計算などを取り上げる。

隔年
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工学基礎数学

諸解析の基本となる数学的能力として解析学の基礎および線形代数の
基礎を学ぶ。工学とは、自然科学に関する本質的な原理を極めようと
する学術的立場を基盤に、それらの原理を私たちが普段生活する世界
のために実用化する技術そのものや、それらの技術を用いた理想的な
生活環境を探究・構築する総合的な学問である。これら工学の実践に
は、人間と環境のためのデバイスやシステムを設計し、評価する能力
が求められ、それに必要となるものが数学的能力である。そこで、本
授業では、人間と環境のためのデバイスやシステムの設計や評価と
いった工学への応用を目的とした数学を理解することを授業の到達目
標とする。さらに、数値を求めるプロセスや実際に作図を行うこと
で、数学がどのように工学へ応用されるかについて学ぶ。
（オムニバス方式／全15回）
（3 太田裕治／8回）微積分、（11 藤山真美子／7回）線形代数

オムニバス方式

共
創
工
学
共
通
科
目
群

共
創
工
学
共
通
科
目
群
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人
間
環
境
工
学

基
礎
科
目
群
（

工
学
系
）

工学基礎解析学

自然科学・工学分野の基礎として必須となるベクトル解析、微分方程
式とその応用方法について学ぶ。特に本講義では伝熱学、材料力学、
流体力学、電磁気学等の解析において応用上重要となる定理や公式に
ついて重点的に解説し、毎回の演習課題を通じてこれらの応用方法を
習得する。 前半の微分方程式では、様々な類型の線形微分方程式の
特性について理解したうえで、それぞれの線形微分方程式に対する解
を導くことを目標とする。後半のベクトル解析では、ベクトル場の概
念とそのさまざまな演算法（内積・外積、勾配、発散、回転等）を習
得したうえで、線積分・面積分、積分公式の概念と演算法を理解でき
るようになることを目標とする。
（オムニバス方式／全15回）
（6 元岡展久／8回）微分方程式（9 河合英徳／7回）ベクトル解析

オムニバス方式

人
間
環
境
工
学

基
礎
科
目
群
（

工
学
系
）

有機化学

有機化学の基礎として、主に分子の構造と性質について学ぶ。原子の
構造、電子配置や混成軌道、酸と塩基について学んだあと、具体的な
化合物としてアルカン、アルケン、アルキン、芳香族化合物などの安
定性や反応性を取り扱う。最後に立体化学について学習する。以下の
ことを目標とする。1．分子の構造をきちんと描くことができる　2．
分子の構造から安定性や反応性などを予測できる　3．1および2を適
切な用語を用いて説明することができる

人
間
環
境
工
学

基
礎
科
目
群
（

工
学
系
）

設計製図基礎演習

3次元の空間や物体を理解し、扱うための基礎を学ぶ。形態論の基
本、立体や空間を2次元で表現する図学の基礎を習得し、立体的な空
間の把握力を養う。また、建築設計製図に必要な各種道具の使い方、
表現の仕方も学ぶ。さらには、CADを用いたモデル作成の手法を学
ぶ。図学の基礎を学んだ上で、簡単な建築空間の設計を行い、模型や
図面で表現する手法を学び、空間や環境の特徴を他者へ説明し共有す
るための、プレゼンテーションを行う。
環境を学ぶ基本として、3次元の空間や物体を理解し、扱うための基
礎を習得することを目的とする。形態論、図学の基礎、製図の道具や
CADの演習を行う。また、簡単な建築空間の設計を行い、空間表現と
他者への空間のプレゼンテーション技術を習得する。
（オムニバス方式／全15回）
（2 長澤夏子・鍋野友哉／1回）（共同）講評会（2 長澤夏子／7回）
図法、製図法、3D、プレゼンテーション（鍋野友哉／7回）透視図の
描き方、レクチャー、設計エスキス

オムニバス方式・
共同（一部）

人
間
環
境
工
学

基
礎
科
目
群
（

工
学
系
）

住居学概論

住宅の歴史から現在まで、また、人間の生活と住まいのありかたとの
関係について、図面などの文献資料と事例をもとに学ぶ。「普通」だ
と思っている身の回りの住まいも、歴史的、また社会や環境との深い
関わりのなかで成り立っていることを知ることを目的とする。
住居の歴史から現在の住まいまで、多くの事例からその特徴を、時
代・社会・生活の視点から理解し知識を身につけることを目的とす
る。
さらに住まいを巡る諸問題をとりあげ、今日の住居と社会や生活につ
いて考え、将来にわたって利用される住まいについて学ぶ。
（オムニバス方式／全15回）
（2 長澤夏子／7回）住居の歴史、住まいからくらしを読み取る（藤
井 里咲／8回）住宅の設計製図、社会と住宅、エネルギー、ユニバー
サルデザイン、防犯と防災など、住居の将来

オムニバス方式

人
間
環
境
工
学

基
礎
科
目
群
（

工
学
系
）

データサイエンス(基礎)

データサイエンスは多種多様なデータから新たな知見や新たな視点を
得る分野である。それゆえデータサイエンス（基礎）では、文化情報
工学の目的に即して人文・社会分野のデータを用いて統計的なものの
見方や考え方を理解し、課題発見力および課題解決のためのデータ分
析の実践力を身につけることを目的とする。本科目では、講義と演習
を通じてデータサイエンスの基礎的な手法として標本抽出、推定、統
計的仮説検定、回帰分析、判別分析を理解し、統計解析ソフトRの操
作に習熟することを目指す。

人
間
環
境
工
学

基
礎
科
目
群
（

工
学
系
）

建築一般構造

空間のデザインは、機能構成の合理性、環境条件に対する適切性、構
造の安全性、形態の美しさを総合して行われる。本講義はその中でも
特に「構造体と力」を対象とし、諸条件がいかに適切に解決されてい
るかを学ぶ。空間デザインにおける構造体の役割と種類について理解
する。
さまざまな建築をみた際、構造体の成立ちや働きがどのように表現さ
れているかを読み取ることができる能力を身につける。
加えて、ある建築ないしは空間の設計において、構造的な観点から、
全体表現のコンセプトを見出す発見力を学ぶ。
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人
間
環
境
工
学

基
礎
科
目
群
（

工
学
系
）

材料基礎実験

人間環境工学に関する実験・実習を行うための基礎的知識や手法を学
んだ上で、材料系の基礎的な実験および実習を行う。内容は、建築材
料、水環境、高分子材料を中心に扱う。
材料系の実験・実習を実施するために必要な基礎的知識や手法を身に
つけ、適切な考察を行い、レポート作成および発表を行う能力を養う
ことを目標とする。
（オムニバス方式／全15回）
（6 元岡展久／6回）建築構造材料実験、全体のまとめ、（8 秋元文
／3回）化学材料の合成に関連した実験、（6 元岡展久、8 秋元文
（共同）／1回）まとめ報告会、（12 雨宮敏子／5回）高分子材料に
関する実験

オムニバス方式・
共同（一部）

人
間
環
境
工
学

基
礎
科
目
群
（

工
学
系
）

人体計測学演習Ⅰ

人体の形態を見る目と表現する方法を修得する。具体的には、人体寸
法計測ができるようになり、計測した人体寸法データの処理ができる
ようになることを目標とする（専門知）。特に、建築・プロダクトの
設計寸法に、人体寸法、可動域寸法・余裕寸法などのデータを利用す
る方法について学び、計測の意義を理解する。
このために、解剖学的特徴点の同定のしかた、それを理解するために
必用な基礎的な骨学の知識を概説し、計測者として被験者に対する配
慮のしかたなどについて、講義および演習形式で学ぶ。
（オムニバス方式／全15回）
（5 近藤恵、2 長澤夏子（共同）／7回）骨格についての講義・演
習。建築・プロダクトの設計寸法と、人体寸法データを利用する方法
について概説する。（5 近藤恵／8回）解剖学特徴点の同定のしか
た、計測器の使い方、人体計測の解説とデータ収集

オムニバス方式

人
間
環
境
工
学

基
礎
科
目
群
（

工
学
系
）

人体計測学演習Ⅱ

人体の形態を見る目と表現する方法を修得する。具体的には、人体寸
法計測ができるようになり、計測した人体寸法データの処理ができる
ようになることを目標とする（専門知）。Ⅰに続き、解剖学的特徴点
の同定のしかた、それを理解するために必用な基礎的な骨学の知識、
マルチン式人体計測器の取り扱い方、計測者として被験者に対する配
慮のしかた、計測結果の取り扱い方、計測誤差の評価のしかたなどに
ついて、講義および演習形式で実践的に学ぶ（専門知）。

人
間
環
境
工
学

基
礎
科
目
群
（

工
学
系
）

生物化学

生物において、生体活動を支えている化学反応がどのように実現して
いるかを理解することを目的とし、タンパク質などの生体高分子がそ
の三次元構造をどのように利用して、様々な化学反応を触媒し、また
様々な細胞内運動を実現しているのかを、基礎化学と有機化学に立脚
して学ぶ。生体を作っているタンパク質と核酸および膜の構造を理解
し、酵素のはたらき方、DNAの複製と組み換え、遺伝子の転写と翻
訳、細胞の運動や細胞内の低分子輸送の仕組みなどを理解する。さら
に、生体高分子の可視化方法を身につけ、タンパク質の構造変化によ
る細胞の運動の仕組み、化学反応の触媒方法、低分子の輸送方法など
を理解する。

人
間
環
境
工
学

基
礎
科
目
群
（

工
学
系
）

環境衛生学

生活環境における健康的な生活を脅かすリスク因子とその影響及び作
用する機構について専門知として理解する。また様々なリスク因子に
ついて具体例を例示し、かつその評価方法や対策事例など紹介しつつ
専門知を学ぶ。特にリスクの評価方法、および環境保全に関する事項
に焦点を当てて学ぶ。
環境衛生に関する一般的な知識を習得することを第一の目標とする。
その上でリスク（危険性）を定量的に評価し、それをどの様にして社
会に活かすことができるのか、またその際に必要な留意点は何かにつ
いて学ぶ。リスク評価においては、簡単なシミュレーションを用いる
手法についても習得する。

人
間
環
境
工
学

基
礎
科
目
群
（

工
学
系
）

建築環境計画論

生活と空間、建築と社会との対応から進められてきた建築計画学の展
開について概説する。実際の設計プロセスを体系的に学び、建築にお
ける諸要求の的確な把握と与条件化、適正規模の設定、機能構成とプ
ランニング手法、空間デザイン手法を説明する。なかでも人間科学を
中心に調査分析から企画、計画へ展開する手法を学ぶ。現代の生活の
場である、集合住宅や各種公共施設、都市空間について、多数の実例
を紹介しながら解説する。
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人
間
環
境
工
学

基
礎
科
目
群
（

工
学
系
）

物理化学

物質の基本的性質を理解するために必要な物理化学的事項を学ぶ。熱
力学、純物質の相転移、混合の熱力学、溶液、相律、ギブズエネル
ギーと相平衡などについて学び，これらに関して簡単な数値的問題を
取り扱えるようにする。化学と物理学の基本概念を復習し、物質の基
本的性質を理解するために必要な物理化学的事項を習得する。なぜこ
の題材を学ばなければならないかを理解し、鍵となる考えを習得す
る。また各項目について事前に学んでおくべき事柄は何かを、関連の
中で理解する。

人
間
環
境
工
学

基
礎
科
目
群
（

工
学
系
）

統計学演習

統計学はどのような学問分野でもまた社会活動においても、論理的な
説明を展開するための強力なツールである。本講義は、ベイズ統計学
というツールを誤りなく応用（使用）できる知識を学ぶ。また、アカ
デミックライティングの基礎的な方法論について併せて修得し、基礎
的な統計学のツールを用いたアカデミックレポートが書けるようにな
ることを目標とする。RやStanなどの統計プログラムを使用し、ベイ
ズ統計学の基礎的なモデルについて理解し、Rstudioというツール
で、Rを動かしたり、レポートを書く課題を行う。

人
間
環
境
工
学

基
礎
科
目
群
（

共
創
系
）

データ計測処理演習

本演習では各種データの定量的計測とその処理手法に関して学ぶこと
を目標とする。すなわち、前半として、各種センサからのアナログ信
号をデジタル化して取得し、計算機内に保存・処理する技法について
学ぶ。処理に関しては、計測器側で処理するエッジコンピューティン
グ、並びに、クラウド側で処理するクラウドコンピューティングにつ
いて学修する。後半として、製造現場などで取得される各種画像に対
し、抽出・判別のための機械学習処理に関する手法を学ぶ。いずれの
手法もノンコードベースのプラットフォームを活用する。

人
間
環
境
工
学

基
礎
科
目
群
（

共
創
系
）

設計製造演習

工学の基本的作法をさらに発展させることを目標とする。設計・製造
に関連する基本的な演習をグループで行う。単にデザインを具現化す
るだけでなく、設計データが製造機にどのように流れるか、製造精度
は何が担保するのか、製造の原理（物理原理）など含めて理解する。
（オムニバス方式／全15回）
（2 長澤夏子／3回）名作椅子では、椅子の採寸の方法、図面化を通
じ、意匠デザインの総合的な理解を深める。
（10 Julien Tripette／7回） ロボット工学実習では、Arduinoなど
を利用し簡易ロボットの制御実験を通じて、フィードバック制御の要
点を理解する。電子回路実習も行う。
（3 太田裕治／5回）実世界プログラミングでは、シーケンスコント
ローラを使うことで、各種センサ（光センサ、メカニカルスイッチな
ど）からの信号をアクチュエータ（ポンプやファンなど）の制御に活
かす手順について理解する。また、オリジナルな順序機械シーケンス
を実現する。

オムニバス方式

人
間
環
境
工
学

基
礎
科
目
群
（

共
創
系
）

設計製図演習I

「建築設計製図基礎」で習得した図面表現や空間設計法に基づきなが
ら、住宅や地域施設などの建築物を設計し、図面に表現することを学
ぶ。立地条件や諸室に求められる機能の構成、動線計画等の様々な条
件を検討し、建築を設計する演習に取り組む。
建築における機能構成の把握やプランニングの手法、空間デザインの
手法を、演習を通じて身につける。 二次元の物体を三次元に表現す
る図学の基礎、また設計製図に必要な技術と道具の使い方を学ぶ。設
計製図に必要な基本的な知識を習得することを目標とする。
（オムニバス方式／全15回）
（6 元岡展久／７回）課題１： 地域集会施設 、（小林玲子／６回）
課題２：住宅、（6 元岡展久・小林玲子／２回）共同　講評会を行う

オムニバス方式

人
間
環
境
工
学

基
礎
科
目
群
（

共
創
系
）

BIM演習

近年、建築生産システムにおける計画・調査・設計・施工・管理の
データを一括管理することにより、効率化や合理化を図る目的で
「BIM（Building Information Modeling）」が注目されている。本演
習では、BIM関連ソフトに実際に触れながら、従来のCADとBIMの違い
を知ることで、建築生産システムの全体像や各プロセスにおける課題
を総合的に学び、BIMの普及によって期待されている建築と社会の将
来像を学ぶ。
（オムニバス方式／全15回）
（11 藤山真美子、石田泰之（共同））／5回）ガイダンス、講評会
、（石田泰之／3回）BIMモデリング演習、（11 藤山真美子、宮内博
之（共同））／6回）ドローン概説、安全講評会 、最終講評会（宮内
博之／1回）ドローン技術を利用した社会実装の演習

オムニバス方式・
共同（一部）
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人
間
環
境
工
学

基
礎
科
目
群
（

共
創
系
）

環境心理と調査法

環境と人の行動や心理との関連についての学問である環境心理学につ
いて、おもに人の身近な生活環境である建築や都市などのフィールド
を中心に概説する。
そののち、こういった環境心理学の中で用いられる調査の手法につい
て、演習を通じて実践的に学習する。環境に対する人の行動・評価を
どのように扱い、収集するかについて、調査計画の考え方、アンケー
トの作成、質的調査など基本的な手法を理解・習得することを目的と
する。
（オムニバス方式／全15回）
（2 長澤夏子・松本阿礼／1回）（共同）発表と講評
環境心理学の概要について、人の身近な生活環境である建築や都市な
どのフィールドを中心に理解することを目的とする。環境心理研究の
展開、建築や都市設計での利用について学ぶ。（2 長澤夏子／7回）
また、これらの環境心理学の中で用いられる調査の手法を学び、アン
ケート調査やインタビュー、行動調査を計画する演習を通じて実践的
に学習する。環境に対する人の行動・評価をどのように扱い、収集す
るかについて、調査計画の考え方、アンケートの作成など基本的な手
法を実践的に習得することを目的とする。（松本阿礼／7回）環境心
理と調査法

オムニバス方式・
共同（一部）

人
間
環
境
工
学

基
礎
科
目
群
（

共
創
系
）

設計製図演習II

建築や環境について学んできた知識を統合し、具体的な建築施設とし
て設計する手法を学ぶ。特に、さまざまな社会的要求、機能的要求を
統合するデザインの設計プロセスに重点をおいて演習に取り組む。建
築の設計過程を学習するとともに、設計の内容およびその意図を表現
する高度なプレゼンテーション技術の習得を目指す。
これまで専門分野で学んできたことを応用し、与えられたテーマ（具
体的建築施設）に対する課題を発見し、具体案を設計する。テーマと
しては、主として教育施設と集合住宅を対象とするが、たとえば環境
問題や少子高齢化問題などに対する提案をテーマに取り入れ、具体的
な建築物として設計する。社会問題に対応した具体的建築物のデザイ
ン手法を習得し、適切に発表するプレゼンテーション能力の習得が目
標となる。
（オムニバス方式／全15回）
（9 河合英徳・高橋彰子／2回）（共同）講評会、
（高橋彰子／7回）課題例1：保育所 、（9 河合英徳／6回）課題例
2：集合住宅

オムニバス方式・
共同（一部）

人
間
環
境
工
学

基
礎
科
目
群
（

共
創
系
）

材料設計演習

材料設計に必要な数値解析の数学的基礎を理解するとともに、数値解
の算出に取り組む。また、特に化学反応を伴う材料設計において必要
な数的処理や計算について学ぶ。特に高分子材料の設計に必要となる
基礎知識を学び、演習を行う。
数値解析の数学的基礎を身につける。加えて、プログラミングで数値
解析を扱うことのできるスキルを習得する。また、材料設計において
定量的な検討をすることのできる能力を養う。
（オムニバス方式／全15回）
（1 大瀧雅寛・8 秋元文／2回）（共同）材料設計演習に関するガイ
ダンス、（1 大瀧雅寛／7回）材料実験に関するデータ処理に関する
演習、（8 秋元文／6回）材料設計に関する演習

オムニバス方式・
共同（一部）

人
間
環
境
工
学

基
礎
科
目
群
（

共
創
系
）

社会共創マネジメントPBL

社会における課題の解決には、問題点の所在、フィールドワーク、技
術的解決法の工夫、解決方策の実装方法、アウトカム評価など、時間
軸も含めた広い領域での思考とマネジメントが必要となる。ここで
は、各自（グループ）の課題意識に基づき、あるテーマを設定した上
で、設計方策の机上デザインを通じて、一連のプロセスのマネジメン
トを学ぶ。
学生がそれぞれの視点から、課題発見を含め、人間環境工学における
「持続可能性のデザイン」ないし「いのちを守るデザイン」の提案と
プレゼンテーションを行えるようになることを目標とする。前半では
課題解決へのアプローチの概説を行い、その後学生それぞれが課題を
設定し、ディスカッションやグループワークを経て最終的なプレゼン
テーションを行う。

人
間
環
境
工
学

基
礎
科
目
群
（

共
創
系
）

応用データ解析

現在は様々な分野において、研究や調査結果データの利活用のため
に、データサイエンスの知識と技術が取り入れられるようになってお
り、分野を問わず身につけるべき基礎的なスキルとなっている。本講
義では、データの扱い方の基本から、各種データ解析手法、確率と統
計、機械学習まで、データサイエンスの基本となる知識と技術を講義
と演習により学ぶ。
講義でデータサイエンスの基礎知識を学び、演習で実例を用いてデー
タ解析を行う事により、データから情報を得るための技術を習得する
事を目的として、環境工学を始めとする様々な分野においてデータを
活用することのできる専門知を身につける。

人
間
環
境
工
学

基
礎
科
目
群
（

共
創
系
）

機械学習

現代社会では様々な場面でデータが活用されており、機械学習を駆使
できるデータサイエンティストの需要が高まっている。そこで、本科
目では社会で使用されている代表的な機械学習の手法としてランダム
フォレスト、パーセプトロン、サポートベクターマシン、ニューラル
ネットワーク、自己組織化マップ、ディープラーニングを採り上げ、
各手法を支える理論やそれぞれの関係を理解し、人文・社会分野の
データを用いて機械学習を実践的に用いる能力を身につけることを目
標とする。
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人
間
環
境
工
学

基
礎
科
目
群
（

共
創
系
）

デジタルファブリケーショ
ン演習

デジタルファブリケーションとは、デジタルデータを元に、デジタル
工作機械を使って造形を行う技術であり、大規模な大量生産体制とは
異なるパーソナル・ファブリケーションの可能性は、設計者・製造
者・利用者の垣根を再構築するパラダイムシフトになるとも言われ
る。本授業では、演習課題を通して、これら設計・製造・活用の一連
の流れについて理解し、生活環境全般に応用可能なデジタルファブリ
ケーション技術の全体像や社会への活用事例等を総合的に学ぶ。特
に、デジタルファブリケーション技術における生活世界をデジタル
データ化する利便性、従来の製造技術では困難であった造形の可能
性、寸法や形状等の利用者の個別解に対応できる柔軟性等について演
習を通じて理解し、社会への活用可能性について総合的な提案能力を
習得する。
（オムニバス方式／全15回）
（11 藤山真美子・梅澤陽明／2回）（共同）講評会、（11 藤山真美
子／7回）建築とデジタルファブリケーション演習、（梅澤陽明／6
回）プロダクトとデジタルファブリケーション演習

オムニバス方式・
共同（一部）

人
間
環
境
工
学

基
礎
科
目
群
（

共
創
系
）

データマイニング

データマイニングはデータを分析することで新たな知見、新たな価
値、新たな視点を獲得することである。データマイニングの対象とな
るデータは多種多様でテキストデータ・画像データ・映像データ・音
楽データ・地図データなどである。本科目ではデータマイニングに関
わるデータの取得・クリーニング・加工・分析（パターン抽出、クラ
スタリング、分類と予測）といった一連のプロセスを、主に既存の公
開データを使って、学習することを目的とする。扱うデータは、文化
情報工学の目的に即して人文・社会分野のデータである。
（オムニバス方式／全15回）
（土山玄・佐藤有理／1回）（共同）データマイニングの概説、（土
山玄／7回）データマイニングのツール、パターン抽出、クラスタリ
ング、分類と予測、（佐藤有理／7回）知的所有権、オープンデータ
の利活用、データの収集

オムニバス方式・
共同（一部）

人
間
環
境
工
学

基
礎
科
目
群
（

共
創
系
）

設計製図演習III

設計製図実習I、IIで習得した成果をもとに、より高度なデザインと
表現技術を学ぶ。大規模な複合施設の設計に加え、都市空間と建物を
つなぐ敷地全体の外構計画にも取り組む。都市公共空間、都市複合施
設（図書館、メディアテーク)を課題とし、望ましい都市⽣活の場を
提供するために、アイデアを図⽣や模型で表現しながら空間として具
現化するプロセスを学ぶ。特に、機能の複合した施設の設計を通じ
て、これまでに習得した基礎的な設計能力を応用する力を学ぶ。ま
た、まちづくりや都市計画スケールから敷地や建物を捉えると共に、
現代生活における社会的課題も包含した視座から総合的な提案能力を
習得する。
（オムニバス方式／全15回）
（11 藤山真美子・出口亮／1回）（共同）講評会、
（11 藤山真美子／7回）課題例1：都市の公共空間、（出口亮／7回）
課題例2：都市複合施設

オムニバス方式・
共同（一部）

人
間
環
境
工
学

発
展
科
目
群

身体形質と文化

生物の進化・適応の結果として獲得した現在のヒトの身体的特徴を概
観し、それら身体形質の特徴が、ヒトの持つ特殊な生活様式と環境
（特に文化環境）に強く関係していること、また「直立姿勢と二足歩
行」という特質がヒトの他の諸特徴と直接的・間接的に深く関連して
いることを理解する。前半で、ヒトの身体の形態について、他の哺乳
類、他の霊長類と比較して学ぶことにより、共通点と相違点を詳細に
理解し、ヒトの身体各部位の形態がどのように形成されたかを理論的
に説明できるようにする。後半はその基礎知識をもとに進める。獲得
した形態により可能となった動きについて説明できるようにする。さ
らに形態だけでなく、生体への生理学的な影響や、それにより生じた
と考えられるヒトの社会や生活様式への影響についても理解する。ま
た、人体を対象とした測定や、人体に密着する製品づくりの際の注意
点や新たな着眼点を見出す力を養う。

人
間
環
境
工
学

発
展
科
目
群

基礎構造力学

建築物の安全性を確保するためには、自重、地震、風などの大きな力
に対して、建物の骨組がどのように耐えて成立しているのかを理解し
たうえで設計を行うことが必要である。本講義では基礎的な構造力学
の理論に触れながら、構造解析の基本である静定構造を対象とした力
の分布、部材の変形性状の算出法について解説する。力学の基礎とし
て、力の合成と分解、力の釣り合い、支点と節点、荷重と反力、断面
に作用する力について理解する。基礎的な理論として、静定トラスを
学び、構造計算を習得する。さらに、静定梁、静定ラーメンの構造計
算方法を学び、習得する。最後に部材について、断面の性質(応力度
とひずみ度)、および、部材の変形について学び、構造計算を習得す
る。また、構造計算ソフトにふれる。
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人
間
環
境
工
学

発
展
科
目
群

日本建築史

日本の伝統的木造建築は諸外国の文化を吸収しつつ、独自の発展を遂
げてきた。古代から近代までの主要な日本建築の事例を通して、日本
建築の見方を理解するとともに、基礎的な日本建築史の知識を得るこ
とを目的とする。空間理念、文化的背景、社会背景をふまえながら、
木造を主とする日本建築の技術的特徴や歴史的な展開を概観する。先
史時代の建築、飛鳥時代の寺院建築、古代中世の神社建築、奈良・平
安時代の寺院建築、古代建築の構造、古代都市・寝殿造、中世の仏堂
建築、座敷飾りと町家、中世技術革新、茶室と城・城下町、書院造と
民家、近世社寺と霊廟建築、近世・近代都市、近代日本の建築、日本
建築の意匠と構造、文化財保護と建築保存などを取り上げる。日本建
築の見学などを通じて理解を深める。

隔年

人
間
環
境
工
学

発
展
科
目
群

建築構法計画

建築物は、柱や梁のような構造体だけでなく、建具や仕上げ、防水層
や設備機器等の非構造体も含めて構成されており、これら建築の実体
を構成する方法のことを建築構法と呼ぶ。本授業では、これら多岐に
わたる建築の構成やしくみを、各要素部材の解説や実際の適用方法を
含めて解説する。また、具体的事例などを交えながら、建築の技術的
問題に焦点を当て、デザインを実現する方法を学ぶ。構法・工法とは
なにか、架構、木造の構法、非木造の構法、鐵t骨増、RC造、組積
造、地盤、免震などを取り上げる。

人
間
環
境
工
学

発
展
科
目
群

建築環境工学

地球温暖化やヒートアイランド現象など様々な環境問題が顕在化する
中で、建築物の内外に形成される熱・空気・光・音などの環境は私た
ち人間の生活と密接に結びつくものであり、周囲への環境負荷を抑制
しながら快適な居住空間を作っていく必要がある。本講義ではこれら
の環境を理解するための基礎的な物理現象や理論を学び、建築物の空
間形状や材料と環境の関係性を理論的かつ定量的に理解することを目
指す。
熱・空気・光・音などのそれぞれの環境を理解するための基礎的な物
理現象や理論を習得したうえで、建築を取り巻く環境を各種の物理量
や指標に基づき定量的に評価できること、環境が良好な生活空間に対
し、その理由を物理的な背景や測定結果に基づき論じることができる
ようになることを目標とする。

人
間
環
境
工
学

発
展
科
目
群

建築意匠論

建築とは、単に風雨をしのぐシェルターではなく、人間による空間の
秩序付けという側面を有している。建築意匠とは、単に表面的なしつ
らえではなく、これら空間の秩序付けが人間に与える空間認識や環境
の成り立ちの本質を追求することである。本授業では、建築に先立つ
空間に関する基礎的概念や、それらの概念とも関連する様々な空間思
想に基づく建築空間の歴史および建築空間を構成する要素のはたらき
等について作品事例と共に学ぶ。特に、建築における空間の存在形態
や知覚形態が、機能・技術的与件や言語的記述等の外在要因によって
のみ決定されるのではなく、対象の歴史・文化・社会的背景等から仮
説づけられる形態を統御する内在要因を持つという視点から、建築意
匠について理解する。

隔年

人
間
環
境
工
学

発
展
科
目
群

都市デザイン

現代都市はいかにデザインされるべきか。都市デザインにとって、そ
の都市がいかなる背景のもとに生まれ発展し、今日の都市形態を保っ
ているかを把握することは、未来社会に向けて創案する計画のフィジ
ビリティを確保する上で欠かせない条件である。本授業では、都市の
パターンや景観が持つ意義について、様々な都市デザインの実践を通
して学ぶことで、都市空間の発展理論とその構造、機能、形態との関
係等について理解する。また、従来型の機能主義的な都市デザインア
プローチに対して、現代に至る人工環境デザインが如何に議論され、
広域な都市デザインに敷衍可能な戦略として示されたかについて歴史
や事例を学ぶことで、現代都市が必要とするデザインのあり方につい
て理解する。

隔年

人
間
環
境
工
学

発
展
科
目
群

高分子化学

高分子溶液や高分子ゲルなどの高分子材料の構造と，主に電気的およ
び光学的物性との関係を学ぶ。また，高分子材料の設計と製造に加
え，高分子の分解についての知識を得ることにより，環境とのかかわ
りについて理解する。高分子材料の化学構造や物性に関する基礎的知
識を習得し、用途に適した材料設計や選定、環境への配慮を思考でき
る能力を養う。高分子の化学構造、形と大きさ、溶液の性質、高分子
ゲル、高分子粒子、高分子の構造解析について概説する。また、高分
子の物性として、電気的性質、光学的性質、表面物性について概説す
る。また、設計と製造について学ぶ。

人
間
環
境
工
学

発
展
科
目
群

機器分析演習

人間環境工学の研究に必要となる機器分析の理論と実際について、演
習を通して理解する。
紫外可視吸収、赤外吸収、核磁気共鳴などについて基礎的な事項を学
ぶとともに、簡単な有機化合物についてのスペクトル解析ができるよ
うにする。本科目の内容は、「住居の機能、設計、管理」「製品設
計」「環境測定」「機能材料の開発」などを行う上での基礎ともな
る。
紫外可視分光法について、電子遷移と紫外可視吸収、共役二重結合と
最大吸収波長、化学構造と紫外可視吸収との関係について学ぶ。赤外
分光法について、振動遷移と赤外吸収、ヒドロキシ基、アミノ基、カ
ルボニル基について学ぶ。核磁気共鳴分光法について、プロトンNMR
の基礎、化学シフトについて学ぶ。スピンカップリングとカップリン
グ定数について学ぶ。Carbon-13 NMRの基礎、DEPT法と炭素級数の決
定、二次元相関NMRスペクトルについて学ぶ。
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境
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科
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生体計測制御工学

計測工学領域において必要となる、電子工学的事項ならびに制御工学
的事項を学習する。電子工学事項としては、電気工学の基礎、電子デ
バイス、電子回路の考え方、アナログ回路、デジタル回路、過渡応
答、周波数応答などについて学ぶ。制御工学事項としては、ラプラス
変換法、伝達関数法、古典制御などについて学ぶ。電子デバイスの物
性をベースに、電気信号の計測（入力インピーダンスに関する議
論）、増幅（各種オペアンプの利用方法）、CR回路の基本特性、シス
テム応答などを、計測工学の観点から一貫的に理解することを目標と
する。

隔年

人
間
環
境
工
学

発
展
科
目
群

西洋建築史

建築を深く理解し、新たなデザインを創造していくには、先人たちが
作り上げた遺産を把握し理解することが重要である。建築デザイン
は、時代と地域の美意識や価値観に大きく左右される。したがって、
建築デザインの歴史の学びを通じて、文化や社会の多様性を理解し、
現在の建築デザインのあり方を考察する。
具体的には、古代（古代ギリシヤ）から近代（19世紀）までの主要な
西洋建築物を対象とし、建築物のデザインと、それらが創造された時
代の美意識、空間理念、社会背景、建設技術の関係をふまえ、デザイ
ンの特徴を学ぶ。
西洋の歴史的な建築をみた際、その形態の意味を読み取ることができ
る能力を身につける。その形態に、当時の共同体の意識や社会状況、
技術がどのように表現されたかを理解する。建築の歴史を学ぶこと
は、すなわち、現代の建築設計におけるデザインコンセプトを組み立
てる際の、発見、発想の能力修得に結びつく。

隔年

人
間
環
境
工
学

発
展
科
目
群

応用建築構造

基礎構造力学に続く講義である。建築構造力学では、構造物の応力、
変形性状を知るための基礎的な内容の習得を目的とする。具体的に
は、応力図による構造物における応力状態の図示、トラス構造の部材
力の復習から始める。次いで、部材の変形に影響を与える断面諸量な
どの基礎的な材料力学の知識を習得し、これらを踏まえて、静定構造
物の変形の解析方法（弾性方程式、モールの定理、仮想仕事法）を学
ぶ。講義の後半では、不静定構造物の解析方法として、応力法、たわ
み角法について触れる。以上は弾性範囲の変形・応力状態の手計算に
よる解析である。最後に、塑性域や崩壊機構などの弾性範囲を超えた
状態での挙動や、地震応答に関する基礎的な知見を学ぶ。

隔年

人
間
環
境
工
学

発
展
科
目
群

センサーと人間工学

The class content reviews basic knowledge related to sensing
technology. How sensor devices are integrated in daily life
objects? What kind of information can be extracted (and how)
from these devices to evaluate health and physical behaviors?
Lecture and practical exercises will be performed to let the
students broadening her knowledge on this topic.
（和訳）本授業では、生体計測に関連する各種センシング技術に関連
する基礎知識について、その理解を深めるとともに、工学的設計に必
要な設計力を身につける。具体的には、センサーデバイスがどのよう
に日常生活品に組み込まれているのか、身近な製品から学ぶ。さらに
は、活動量計などのデバイスからどのような生体情報をどのように抽
出すれば、身体行動や健康性が評価できるか、など具体的な活用につ
いて理解を深める。講義と演習を通じて、このテーマに関する知識を
実践的に深めることを目標とする。

隔年

人
間
環
境
工
学

発
展
科
目
群

材料とデザイン

材料は製品や建物のデザインと密接な関係をもつ。材料機能特性とデ
ザインの関わりについて学び、利用における諸課題などを踏まえた創
作の実現について理解する。
特に後半は、我が国の建築における主要構造材料である、「コンク
リート」、「木材」、「鋼材」を利用するうえで必要な材料科学的基
礎知識を習得し、建設から利用、廃棄にいたる材料ごとの性能につい
て学び、どのようにデザインに用いるか理解する。
材料のもつ特性の材料科学的理解を深め、与環境条件下で発揮される
性能を把握し、デザインに的いた材料選定に必要な性能を正しく理解
するが目的となる。

隔年

人
間
環
境
工
学

発
展
科
目
群

建築材料学

建築材料学は、材料のもつ特性の材料科学的理解を深め、与環境条件
下で発揮される性能を把握し、材料選定に必要な性能を正しく理解す
るが目的となる。安全で快適、かつ機能的な建築空間を構成するため
には構造材料以外にも多種多様な材料が用いられている。本講義で
は、「材料とデザイン」では取り扱う主要な建築材料である「コンク
リート」「鉄」「ガラス」以外の、高分子材料、繊維材料、ガラス材
料などの建築材料について学ぶ。

隔年
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建築設備学

建築設備は建物を本来の機能通りに運用するうえで重要な役割を果た
し、主に空気調和設備、換気設備、給排水衛生設備、電気設備から構
成される。また、快適な生活空間を建築物の内部に形成するためにも
建築設備の適切な設計・運用が不可欠であり、エネルギー消費などの
環境負荷の抑制、自然エネルギー利用の観点からも建築設備の果たす
役割は大きい。本講義ではこれらの建築設備のシステムの概要や設計
方法について基礎的な知識を解説する。
建築物に用いられる各種の建築設備に対し、その機能と代表的なシス
テムを理解し、快適な生活空間を建築物の内部に形成するための設
計・運用方法について論じることができるようになることを目標とす
る。

隔年

人
間
環
境
工
学

発
展
科
目
群

建築法規

建築物の設計・監理、運用・維持管理には、建築基準法を中心に様々
な建築関連法規（建築基準法，建築士法，都市計画法，消防法，建築
士）を遵守しなければならない。この講義では、建築の計画に必要な
法規に加え、多くの実例を交えて都市や社会との関係について概説す
る。建築物が所有者だけではなく、文化や社会にとって重要な資産で
あることを知り、建築物の社会に与える影響（意匠、安全性の確保、
環境保全、経済等）を学び、法律の役割について理解する。

人
間
環
境
工
学

発
展
科
目
群

水環境工学

水環境問題についての基礎知識として、各水質項目および水環境を保
全するための工学的な技術解説を通して、これらの専門知を習得す
る。上水道、下水道に関しては実際に導入されている処理施設につい
て技術的背景を説明することで、適用技術の発想方法について学ぶ。
基礎的な専門知の取得が第一の目標となる。また教科書の内容以外に
も、時事問題を随時取り入れることで現在進行形のトピックとして認
識を深めてもらう。講義で取得した専門知とリアルな実用技術を照ら
し合わせることで知識を実用化する際の発想、デザイン力を学ぶこと
が目標である。

人
間
環
境
工
学

発
展
科
目
群

生体材料学

生体および生体材料の特性についての基礎的知識を得ることを目的と
する。利用基体である生体の仕組みについて理解した上で、生体材料
として必要とされる物性や機能、医療機器や再生医療への応用、生体
に対する安全性などについて学ぶ。生化学や化学などの融合領域に関
わることをふまえ、工学的視点で、生体と材料との相互作用について
理解し、安全で利用効果の高い生体材料に対する知識を得るととも
に、ヒトの健康や医療の発展に貢献できる能力を養う。高分子バイオ
マテリアル、金属バイオマテリアル、セラミックスバイオマテリア
ル、生体由来バイオマテリアルについて、バイオマテリアルの、性
質、形状、設計の観点から概説する。人工臓器や医療デバイス、ド
ラッグデリバリーシステム、バイオミメティクス、安全性評価など社
会での利用と課題について学ぶ。

人
間
環
境
工
学

発
展
科
目
群

第四紀学

地球史の現代といえる時代（約260万年前から現在にいたる第四紀）
の自然、環境、人類の研究を通して、現在と近未来の環境を理解する
ことを目的とする。第四紀学に関わる諸分野（地質、地理、古生物、
動物、植物、土壌、人類、考古、地球物理、地球化学、工学）を概観
し、研究の手法を学ぶ。第四紀の最大の特徴である人類の出現との関
りを詳しく学び、現代に至る地球環境への影響の歴史について知識を
深める。
地球の自然環境に関する基礎知識を身につけ、グループワークによ
り、過去および現代に生じたヒューマンインパクトについて様々な具
体的事例を調べ、地球環境への影響のメカニズムを理解する。対処法
の事例も調べる。発表、討論を通じて問題解決の提案を試みる。SDGs
の諸問題について知識と理解を深め、長期的な視野で考える力を養
う。技術開発やものづくりに取り組む上で、「できること」と「やっ
ていいこと」を峻別できる知力を養う。

人
間
環
境
工
学

発
展
科
目
群

サスティナブル環境論

人間環境工学発展科目として3年次前期に履修する科目である。
持続可能な都市づくりのために、建築物の保存および活用、防災安
全、建築都市とエネルギーをテーマとして、長い時間に関わる課題に
ついて理解する。世界中で人口が集中する都市化が急激にすすむ現
在、新たな時代に向けた持続可能なまちづくりが求められている。そ
の計画では、環境との共生に留まらず、住民の生活の質や健康、コ
ミュニティの形成も重要とされる。つまり安全で快適な生活と、環境
共生、経済的発展などの条件が同時に求められるが、そのための条件
がトレードオフになる場合も多い。本授業では、多視点から都市を評
価しうる能力を培う。
（オムニバス方式／全15回）
（6 元岡展久・11 藤山真美子（共同）／6回）歴史的建築物に関する
保全および活用の概要について解説し、演習を行う。（2 長澤夏子・
9 河合英徳（共同）／9回）防災と安全に配慮したまちづくり、エネ
ルギーおよび資源循環と都市について解説し、演習を行う。

オムニバス方式・
共同
隔年
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目
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生産とデザイン

デザイン・創出を考える際に、その主たる目的のみでなく、それが合
理的に生産できるかも重要である。生産とは、狭義には消費の対義語
とされるが、その範囲は広い。たとえば、建築生産とは、建築物の計
画・調査・設計・施工、また竣工後の維持管理から建物の解体に至
る、すべてのプロセスをさす。本講義は、生産とデザインの諸課題に
ついて取り上げ、概要、生産組織、工事計画、工事管理等について概
説する。また特に後半では、建築生産に関して、各種工事の材料・施
工方法ならびに、建築生産の問題点や生産に関わる環境問題について
も学習する。各種工事における計画や管理及び施工技術の重要性、技
術者倫理など多様な観点から学ぶ。

人
間
環
境
工
学

発
展
科
目
群

生活材料物性

生活材料の物性について基礎的事項を学ぶ。特に材料の性質と構造の
関係に着目して考察する。高分子の構造と熱的性質との関係を理解す
る。
環境と材料の問題や製品設計を考える上で、プラスチックなどの高分
子材料に対する理解は不可欠である。「住居の機能、設計、管理」
「製品設計」「材料の環境調和」「機能材料の開発」などを行う上で
の基礎ともなる高分子化学の基礎を学ぶ。高分子材料の特徴、高分子
の構造、高分子の熱的性質、高分子の力学的性質、高分子の合成につ
いて、その他について取り上げる。

人
間
環
境
工
学

発
展
科
目
群

生体電気電子工学

The class is composed of lectures and practical exercises. The
lectures review a wide range of basic content related to the
field of covers a wide range of topics related to the field of
electrical and electronics engineering. The practical
exercises consist in analysing and building basic circuits
using a variety of electronic components. The aim is to
provide the students with the basic knowledge for the overall
unerstanding of how daily life electronic devices work.
（和訳）本講義は、電気電子工学の分野に関連する基礎的な内容につ
いて幅広くカバーして、知識を習得する。この基礎知識を基にした実
習では、様々な電子部品を用いて基本的な回路の設計方法を学び、回
路の解析と回路の構築を行う。これらの実践的学習を通じて、日常生
活で使われている、電子機器の動作について総合的に理解するための
基礎知識を習得することを目的とする。

人
間
環
境
工
学

発
展
科
目
群

システム工学

建物の振動制御を目的としたシステム工学に関する講義を行う。前半
では、振動工学・自動制御などに関する基礎的事項に関する学習を行
う。また、後半では、具体的な建築物の振動制御を題材に、動的シス
テム・状態空間表示などに関するシステム工学の講義を行う。ラプラ
ス変換、微分方程式、フーリエ変換などの数学的ツールを一通り復習
しておくこと。システム工学の概論、建物における振動（振動現象に
関する考え方）を学ぶ。また、１質点系の振動、動的システムの表
現、システム制御、システム同定などを取り上げる。

隔年

環境工学実験実習

建築環境計画、環境評価学に関する実験・実習を行う。都市や建築環
境に関する基礎的な知識と手法を学ぶとともに、それらを用いて、温
熱環境に関わる様々なケースの観察調査と分析・考察、廃棄物処理に
関わるエネルギーや資源循環の評価などを試みる。さらに、各自の卒
業研究のテーマを見出すために、さまざまな関連研究について学び、
先行研究の追試や、新たな視点での予備的研究を行う。また、各自で
調査しまとめた内容のプレゼンテーションを行う。 環境工学の研究
方法を知り、基礎的な知識を身につけ、教材となる資料に対し、実際
に分析を試みる。さらに、各自で関連する新たな課題を見出してみ
る。
（オムニバス方式／全15回）
（9 河合英徳・1 大瀧雅寛／1回）（共同）概要説明、（9 河合英徳
／7回） 立地・気候特性に基づいた建築環境計画学実習：日射量解
析、放射カメラを用いた屋外熱環境の計測、室内の熱環境の計測、
（1 大瀧雅寛／7回）水環境調査の基礎実験、計画立案、現場及び実
験室での水質測定

オムニバス方式・
共同（一部）

人間工学実験実習

人間工学、建築人間工学、スポーツ健康科学に関する実験・実習を行
う。それらに関する基礎的な知識と手法を学ぶとともに、それらを用
いて、人間工学に関する測定と評価、屋内・屋外環境における人々の
行動の観察調査、ならびにユニバーサルデザインの調査と評価などを
試みる。さらに、各自の卒論研究のテーマを見出すために、さまざま
な関連研究について学び、先行研究の追試や、新たな視点での予備的
研究を行う。
人間工学に用いられる研究方法の例を知り、その基礎的な知識を身に
つける。学んだ方法を用いて、教材となる資料に対し、実際に分析を
試みる。さらに、各自で関連する新たな課題を見出してみる。
（オムニバス方式／全15回）
（3 太田裕治・2 長澤夏子／1回）（共同）概要説明、（3 太田裕治
／4回）人間工学実習：PCを用いたデータ計測実験ほか、（2 長澤夏
子／5回）建築計画実習：ユニバーサルデザイン実習ほか、（10
Julien Tripette／5回）生体工学実験：加速度計による人体運動計測
ほか

オムニバス方式・
共同（一部）

共
創
工
学
応
用
科
目
群
（

人
間
環
境
工
学
）

共
創
工
学
応
用
科
目
群
（

人
間
環
境
工
学
）
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生活工学実験実習

デザイン工学、分析科学に関する実験・実習を行う。それらに関する
基礎的な知識と分析手法を学ぶとともに、それらを用いて、空間分
析、生活環境におけるフィールド調査、生活試料を用いた理科学分析
などを行い、調査結果の分析と考察および理科学分析データの取り扱
いと考察を試みる。さらに、各自の卒論研究のテーマを見出すため
に、さまざまな関連研究について学び、先行研究の追試や、新たな視
点での予備的研究を行う。また、各自で調査しまとめた内容のプレゼ
ンテーションを行う。
生活工学に用いられる研究方法の例を知り、その基礎的な知識を身に
つける。学んだ方法を用いて、教材となる資料に対し、実際に分析を
試みる。さらに、各自で関連する新たな課題を見出してみる。
（オムニバス方式／全15回）
（11 藤山真美子・5 近藤恵／1回）（共同）概要説明、（11 藤山真
美子／7回）デザイン工学実習：建築空間における位相構成に関する
作品分析ほか、（5 近藤恵／7回）生活試料の定量分析実験：ICP-OES
による定量分析ほか

オムニバス方式・
共同（一部）

デザインPBL

空間・建築デザイン・都市デザイン・プロダクトデザインなどに関す
る演習を、PBLの形で実施し、共創工学の手法を実践的に学ぶことを
目的とする。
特に、デザインに関連し、人間環境工学の社会的役割と可能性につい
て理解を深める。建築・都市サーベイを行いその内容をプレゼンテー
ションしたり、外部企業での工房での制作実習を行ったりする。
これらを通じ、人間を取り巻く住環境の課題の発見や分析の手法、意
図伝達の手法を学ぶ。
空間・建築デザイン・都市デザイン・プロダクトデザインなどの実際
のプロセスを体験し、共創工学の手法を実践的に学ぶことを目的とす
る。
（オムニバス方式／全8回）
（3 太田裕治・11 藤山真美子／2回）（共同）ガイダンス・共創各種
手法の解説、講評（3 太田裕治／3回）ウエアラブルデバイスとDXの
概説、評価実験、活用提案の実習、（11 藤山真美子／3回）都市の
フィールドサーベイ、グリーンインフラの都市デザインのあり方提案

オムニバス方式・
共同（一部）

環境共生PBL

建築・都市の温熱・風環境や、水処理など環境共生に関する演習を、
PBLの形で実施し、共創工学の手法を実践的に学ぶことを目的とす
る。
特に、環境共生に関連し、人間環境工学の社会的役割と可能性につい
て理解を深める。建築・都市に関する温熱や風に関するビジュアライ
ズなどを行って分析し、その内容をプレゼンテーションしたり、環境
衛生や大気環境に関する保全技術や監視技術に関する提案を行ったり
する。
これらを通じ、人間を取り巻く住環境の課題の発見や分析の手法、意
図伝達の手法を学ぶ。
都市・建築など生活に関わる環境計画に必要となるさまざまな技術に
関わる内容について体験し、共創工学の手法を実践的に学ぶことを目
的とする。
（オムニバス方式／全8回）
（1 大瀧雅寛・9 河合英徳／2回）（共同）ガイダンス・共創各種手
法の解説、講評（1 大瀧雅寛／3回）消毒技術、環境測定技術の紹
介、適用方法のアイデア提案、（9 河合英徳／3回）建築内外の環境
計測と可視化に関する事例調査、可視化装置の制作

オムニバス方式・
共同（一部）

人間健康PBL

人体データや生理データ、動作、行為、行動といった人間に関する
データを利用し、都市・建築から医療機器、衣料・ウエアラブルデバ
イスなど健康と人間環境に応用する技術に関する演習を、PBLの形で
実施し、共創工学の手法を実践的に学ぶことを目的とする。
特に、人間の健康や環境に関連し、人間環境工学の社会的役割と可能
性について理解を深める。さまざまな計測やデータ収集を実践し、ビ
ジュアライズやAIなどを用いて、人間工学的視点から分析を行ったり
する。
これらを通じ、人間を取り巻く住環境の課題の発見や分析の手法、意
図伝達の手法を学ぶ。
人に関するデータを扱うために必要とされるさまざまな技術に関わる
内容について体験することを目的とする。共創工学の手法を実践的に
学ぶことを目的とする。
（オムニバス方式／全8回）
（2 長澤夏子・5 近藤恵・10 Julien Tripette／2回）（共同）ガイ
ダンス・共創各種手法の解説、講評（2 長澤夏子／2回）建築・都市
での人のアクティビティに関するPBL、（5 近藤恵／2回）歩行能力に
関するPBL、（10 Julien Tripette／2回）都市・建築の中での日常的
な運動・動作に関するPBL

オムニバス方式・
共同（一部）
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生活材料PBL

生活に関連した繊維や生活関連製品の材料・建築や都市環境を構成す
る材料について、機能特性・生産・利用・廃棄にいたるプロセスにお
いて、必要となるさまざまな評価を行うための技術に関する演習を、
PBLの形で実施し、共創工学の手法を実践的に学ぶことを目的とす
る。
特に、生活材料に関連し、人間環境工学の社会的役割と可能性につい
て理解を深める。材料物性を実験により調べたり、定量的に把握する
技術を実践したり、また材料を用いた制作などを行ったりする。
これらを通じ、人間を取り巻く住環境の課題の発見や分析の手法、意
図伝達の手法を学ぶ。
材料の機能特性や、生産・利用に関連する特性、廃棄に伴うエネル
ギーを含めた一連のプロセスにおける評価にかかわる技術について体
験し、共創工学の手法を実践的に学ぶことを目的とする。
（オムニバス方式／全8回）
（6 元岡展久・8 秋元文・12 雨宮敏子／2回）（共同）ガイダンス・
共創各種手法の解説、講評（6 元岡展久／2回）歴史的建造物の建築
材料と保存に関するPBL、（8 秋元文／2回）生体材料に関するPBL、
（12 雨宮敏子／2回）生活環境と化学物質に関するPBL

オムニバス方式・
共同（一部）

共創輪講

社会や環境との共生、多様な人々の包摂、安全安心な生活の実現に向
けて、卒業研究課題を設定する。研究室ゼミ活動を発表の場として、
自身の研究内容に関する文献に対する発表とディスカッションに取り
組む。モノ・人・空間に新たな価値を創造するため、「何が新しいの
か」を説明できるよう、関連する先行研究のレビューを行う。研究室
ゼミで「社会のどのような課題解決を導き得るものであるのか」を
ディスカッションすることを通して、課題の解決に向けた実践力を養
う。
先行研究のレビューを通して、以下に掲げる3項目の能力を高めるこ
とを目指す。自身の卒業研究課題の遂行にあたり必要となる、理工系
の知識の専門性を身につける。
自身の課題と関連する先行研究との比較を通して、幅広い視点から洞
察し問題を発掘する力を身につける。
自身の課題と関連する先行研究を参考として、サスティナブル社会の
構築のための具体的な方策を考え抜く。
（1 大瀧雅寛、2 長澤夏子、3 太田裕治、5 近藤恵、6 元岡展久、8
秋元文、9 河合英徳、10 Julien Tripette、11 藤山真美子、12 雨宮
敏子）

共同

卒業研究

社会や環境との共生、多様な人々の包摂、安全安心な生活の実現に向
けて、自身の卒業研究課題に取り組む。研究室ゼミ活動を発表の場と
して、研究進捗についてディスカッションを行う。卒業研究を通し
て、モノ・人・空間に新たな価値を創造することを目指す。また全体
で中間発表会での発表、卒業論文成果発表会での発表を必須とする。
モノ・人・空間に新たな価値を創造する能力と、課題の解決を社会で
実践する力を高めることを目標とする。
自身の卒業研究課題の遂行にあたり必要となる理工系の知識の専門性
を養うとともに、先行研究との比較を通して幅広い視点から洞察し問
題を発掘する力を身につける。
自身の研究課題の遂行を通して、研究課題の意義（サスティナブル社
会の構築のためにどのように貢献できるか）を考え抜く、研究成果物
の社会実装に向けた提案を行う、研究成果物の意義を説明するプレゼ
ンテーション能力を高める。 （1 大瀧雅寛、2 長澤夏子、3 太田裕
治、4 小口正人、5 近藤恵、6 元岡展久、7 由良敬、8 秋元文、9 河
合英徳、10 Julien Tripette、11 藤山真美子、12 雨宮敏子）

共同
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プ
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文化情報工学総論

文化情報工学は、人文学にデータサイエンスを接合した人文情報学
に、工学知が協働する新しい工学である。従来の工学が自然科学を基
盤としていたのに対し、文化情報工学は、人文学を基盤に、古今東西
の「一つしかないもの」を尊重し、情報技術を用いてその価値の理解
と再創造を行い、社会に発信する。本科目では、文化情報工学の入門
として人文学とデータサイエンス、工学知が協働する新しい学問分野
の目指すところや方法、研究例について学ぶ。
（オムニバス方式／全15回）
（宮澤仁／2回）文化情報工学が求められる背景、及び地理情報学分
野の研究例。
（土山玄／2回）人文情報学の基礎知識、及び文学作品のテキスト
データを対象とした計量的な研究の歴史とその方法。
（伊藤さとみ／1回）言語情報学の事例。
（佐藤有理／1回）人間の理解（哲学・思想）を、情報システムとし
てつくる・コンピュータで実現する試み。
（遠藤みどり／1回）歴史情報学分野の事例、歴史学と人文情報学の
関わり方。
（埋忠美沙／1回）伝統芸能を中心とする演劇の分野における情報工
学に関わる調査・研究・分析・創造。
（伊藤貴之／1回）生活や業務のデータの計算機を用いた可視化に関
する先進事例。
（吉田裕亮（2025年度から坂田綾香）／1回）システム科学の研究事
例と文化情報工学への応用。
（Le Hieu Hanh／1回）文学作品・芸術作品・地図・歴史などの電子
情報を管理するデータベースシステムに関する先進事例。
（土田修平／2回）人とコンピュータが関わる問題を解決するHCIの研
究事例。
（宮澤仁、土山玄、伊藤さとみ、遠藤みどり、佐藤有理（共同）／1
回）人文情報学の研究例についてリサーチし、レポートする。
（埋忠美沙、伊藤貴之、吉田裕亮（2025年度から坂田綾香）、Le
Hieu Hanh 、土田修平）（共同）／1回）文化情報工学の研究例につ
いてリサーチし、レポートする。

オムニバス方式・
共同（一部）
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データサイエンス(基礎)

データサイエンスは多種多様なデータから新たな知見や新たな視点を
得る分野である。それゆえデータサイエンス（基礎）では、文化情報
工学の目的に即して人文・社会分野のデータを用いて統計的なものの
見方や考え方を理解し、課題発見力および課題解決のためのデータ分
析の実践力を身につけることを目的とする。本科目では、講義と演習
を通じてデータサイエンスの基礎的な手法として標本抽出、推定、統
計的仮説検定、回帰分析、判別分析を理解し、統計解析ソフトRの操
作に習熟することを目指す。

文
化
情
報
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

データサイエンス(中級）

本科目ではデータサイエンス（基礎）で解説した手法を復習し、その
発展的な手法を学習する。次に、本科目では多次元データを対象とし
た分析手法を学ぶ。多次元データとは多くの変数を持つデータのこと
であり、そのままでは可視化することが難しい。そのため、データサ
イエンスでは多次元データの特徴を可視化するための分析手法が数多
く考案されている。本科目では主要な多次元データを対象とした分析
手法を学ぶ。また、分析目的に応じて適切な分析手法を選択し、実践
する力を身につけることを目的とする。扱うデータは、文化情報工学
の目的に即して人文・社会分野のデータである。

文
化
情
報
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学
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際
プ
ロ
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ラ
ム

データサイエンス（上級）

本科目では、大規模なデータに対するデータマイニングの手法として
ネットワーク分析とアソシエーション分析を学習する。この本科目に
おいて採り上げるこれらの手法は近年のデータサイエンスにおける中
心的な分析手法であり、そのような手法を学ぶことで多種多様なデー
タを分析する力を身につける。また、機械学習の考え方と決定木やラ
ンダムフォレストといった基礎的な機械学習の手法を学ぶことで、
データサイエンスへのさらなる関心を喚起させる。扱うデータは、文
化情報工学の目的に即して人文・社会分野のデータである。
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際
プ
ロ
グ
ラ
ム

機械学習

現代社会では様々な場面でデータが活用されており、機械学習を駆使
できるデータサイエンティストの需要が高まっている。そこで、本科
目では社会で使用されている代表的な機械学習の手法としてランダム
フォレスト、パーセプトロン、サポートベクターマシン、ニューラル
ネットワーク、自己組織化マップ、ディープラーニングを採り上げ、
各手法を支える理論やそれぞれの関係を理解し、人文・社会分野の
データを用いて機械学習を実践的に用いる能力を身につけることを目
標とする。
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プ
ロ
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データマイニング

データマイニングはデータを分析することで新たな知見、新たな価
値、新たな視点を獲得することである。データマイニングの対象とな
るデータは多種多様でテキストデータ・画像データ・映像データ・音
楽データ・地図データなどである。本科目ではデータマイニングに関
わるデータの取得・クリーニング・加工・分析（パターン抽出、クラ
スタリング、分類と予測）といった一連のプロセスを、主に既存の公
開データを使って、学習することを目的とする。扱うデータは、文化
情報工学の目的に即して人文・社会分野のデータである。
（オムニバス方式／全15回）
（土山玄・佐藤有理／1回）（共同）データマイニングの概説、（土
山玄／7回）データマイニングのツール、パターン抽出、クラスタリ
ング、分類と予測、（佐藤有理／7回）知的所有権、オープンデータ
の利活用、データの収集

オムニバス方式・
共同（一部）
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インターネット工学

現代社会の基盤であるインターネットの技術要素を理解し、そのうえ
に構築されているさまざまな応用技術やインターネットと社会との関
係について学ぶ。このことは、Webデザイナーやインターネットの技
術者でなくとも知っておくべき現代社会を生きるためのリテラシーで
ある。Webサービス、コンテンツビジネスなどの産業やさまざまな社
会生活においてインターネットを活用するための技術を知り、応用力
を発揮するための基礎的な知識とする。
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化
情
報
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学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

文化情報デザイン工学

文化情報工学で用いることのできる情報通信技術やセンサー・計測技
術などの工学的な基礎知識を学ぶ。センサー・計測機器によるデータ
測定の方法をデザイン（設計・評価）するための知識の習得からはじ
め、ウェアラブル・ユビキタスコンピューティングやメディア情報処
理、インタラクションデザインなどの、特にアートや文化の領域にお
いて新たな価値を創成するために注目されている技術の学習へと展開
する。これらの学習を基盤に、文化情報デザイン演習（発展科目）、
文化情報デザイン研究（応用科目）において、専門性と共創能力を磨
く。
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データベース工学

現代社会においてデータベースはさまざまなアプリケーションにおい
て利用されている。インターネットの発展によって文章や音声、画
像、映像などのデータを活用するためのデータベース技術も開発され
ている。データベースについて、その概念から仕組み、応用までを学
習する。利用頻度の高いデータベースであるリレーショナルデータ
ベースの設計・管理方法を理解する。さらに、複雑な処理が必要にな
るデータモデルや分散データベース、マルチメディアデータベースな
ども扱う。
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情報倫理

昨今の情報化社会においては、有益な情報から有害・危険な情報まで
情報が氾濫している。このような世の中において、情報を受信する側
としての情報リテラシー能力に加えて、一般の人々にまで「情報を発
信する」ことを意識したリテラシー能力が必要とされる。本科目で
は、情報を受信する立場および情報を発信する立場を踏まえて、情報
リテラシー能力を身に着けることを目標とする。情報の便利さ、怖さ
を再認識して「情報」をうまく扱える人材になってほしい。

隔年

文
化
情
報
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

歴史情報学

歴史情報学は、人文学のひとつである歴史学にデータサイエンス・情
報科学を接合した分野であり、歴史資料のデジタル化を通して、新た
な歴史的事象の分析方法を構築することを主な目的とする。本科目で
は、これまで過去の記録や情報がどのように残され、活用されてきた
のかを理解したうえで、データベースやデータサイエンスなどの情報
技術を利用した歴史学の各分野における研究の現状を紹介し、今後の
歴史情報学のあり方について考える。

文
化
情
報
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

歴史情報学演習

歴史情報学は、人文学のひとつである歴史学にデータサイエンス・情
報科学を接合した分野であり、歴史資料のデジタル化を通して、新た
な歴史的事象の分析方法を構築することを主な目的とする。本科目で
は、歴史情報学における情報の入手からデジタルアーカイブの構築ま
での既存文献を講読し、その実用例を学んだうえで、各論文における
分析作業を追体験する。これらを通じて、情報学やデータサイエンス
の手法を用いた歴史資料の分析・活用方法を身につける。

文
化
情
報
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

地理情報学

地理情報学は、人文学のひとつである地理学にデータサイエンス・情
報科学を接合した分野であり、地理空間情報の統計的・数理的な分析
に基づき、地表で生じるさまざまな現象を理解することを主な目的と
する。地理情報システム（GIS）は、地理空間情報の分析に欠かせな
い情報処理基盤である。本科目では、地理空間情報およびGISについ
て講義し、専門知識を習得するとともに、GISソフトの操作方法の学
習を通じて、その利用に対する関心を高める。

文
化
情
報
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

地理情報学演習

地理情報学は、人文学のひとつである地理学にデータサイエンス・情
報科学を接合した分野であり、地理空間情報の統計的・数理的な分析
に基づき、地表で生じるさまざまな現象を理解することを主な目的と
する。地理情報システム（GIS）は、地理空間情報の分析に欠かせな
い情報処理基盤である。本科目では、GISを用いた地理空間情報分析
の既存文献を講読し、その実用例を学ぶ。また、GISソフトを用いて
既存文献における分析作業を追体験する。これらを通じて、人文情報
学の研究や社会における諸課題に対する、地理空間情報の分析および
GISの応用力を身につける。

文
化
情
報
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

言語情報学

言語情報学は、言語学の諸分野とデータサイエンスの手法を合わせた
分野である。言語学を構成する下位分野には、大きく分けて、形態
論、統語論、意味論、語用論、音声学、音韻論がある。それらの各分
野の基本的な概念と分析を講義し、専門知識を習得するとともに、言
語実験を設計する方法、および、結果を分析するための統計的手法と
して分散分析、線形混合効果モデル、ロジスティク回帰分析、カイ二
乗適合度検定などを紹介する。これらを通じて言語情報学の理解を深
める。
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文
化
情
報
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

言語情報学演習

言語情報学は、言語学の諸分野とデータサイエンスの手法を合わせた
分野である。言語学を構成する下位分野、形態論、統語論、意味論、
語用論、音声学、音韻論の中から、各自の興味に応じた分野を選び、
実験のデザインとクラス内での簡単な試行を行う。言語学の各分野の
概念と分析についての理解を深め、専門知識を習得するとともに、言
語実験を設計する方法、及び、結果を分析するための統計的手法に何
があるかについても学ぶ。

文
化
情
報
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

文化情報学

ここでいう文化情報学は人文学のひとつである演劇学にデータサイエ
ンス・情報科学を接合した分野であり、演劇資料のデジタル化を通じ
て、演劇に関わるさまざまな事象の分析方法を構築することを主な目
的とする。
　また演劇は、上演そのものが時代ごとの最先端の工学技術と密接な
関係にあることも見過ごしてはならない（劇場、舞台機構、演出、照
明、音響、美術など。昨今は身体〈役者〉まで）。「情報学」に加え
て、より多面的に演劇の事象と工学の接点を考察し、演劇を広く理解
することを目指す。

文
化
情
報
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

文化情報学演習

ここでいう文化情報学は、演劇学の諸分野とデータサイエンス・情報
科学の手法を合わせた分野である。この授業では、前期に学んだ文化
情報学のデータサイエンス・情報科学の基本情報を踏まえつつ、その
手法を用いて演劇を構成する主要な3つのテーマ（台本、パフォーマ
ンス〈役者〉、観客）について論じた既存文献を講読し、その実用例
を学ぶ。また、関連のデータベース等を用いて既存文献における分析
方法を追体験する。これらを通じて演劇を深く理解するとともに、
データサイエンスを用いた応用力を身につける。

文
化
情
報
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

思想情報学

情報科学技術は人文系思想領域の哲学・倫理学・美学・宗教学が問題
とすることの理解にどのような貢献ができるだろうか。思想系人文学
が描いてきた人間の知能とAIにおける機械の知能のギャップにはどの
ようなものがあるか。思想情報学と呼ぶべきこうした方向性をもつ研
究のうち、本科目は、アプローチとして一定程度まとまってきている
ものを主に紹介していく。関連するプログラム実装のデモも行う予定
でいる。「思想情報学」はdisciplineとして既に確立され認知されて
いるというわけではなく、その点では自由度の高い科目であると言え
る。あまり堅苦しく考えずに、自身の興味でいろいろな可能性や方向
性を考えてもらえればと思う。

文
化
情
報
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

思想情報学演習

情報科学技術は人文系思想領域の哲学・倫理学・美学・宗教学が問題
とすることの理解にどのような貢献ができるだろうか。思想系人文学
が描いてきた人間の知能とAIにおける機械の知能のギャップにはどの
ようなものがあるか。思想情報学と呼ぶべきこうした方向性をもつ研
究のうち、本科目は、画像キャプションを用いた意味分析、画像分類
AIとの比較に基づく意味分析、オントロジ工学分析に焦点をしぼり、
それぞれ一つの研究の流れが追体験できる形での演習を行う。これら
は現在国際的にホットなトピックであると同時に、思想情報学の基盤
となりうる分析技法を含んでおり、応用可能性という点から見ても学
習上効果的である。

文
化
情
報
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

芸術情報学

芸術とは、一定の材料・技術・身体などを駆使して、鑑賞的価値を創
出する人間の活動やその所産を指す。人間の文化的活動として、芸術
は長い歴史の中で、彫刻、絵画、音楽、演劇、舞踊などの芸術活動を
通じて、人間の人間たる性質、すなわち人間性の核となる活動を行っ
てきた。芸術活動は、長い修練の後に獲得されるものから、地域に根
差した誰もが親しめるものもある。こうした芸術活動が、我々の生活
にいかに貢献してきたかについて、その多様性と現状を紹介する。特
に、言葉を介さない舞踊は、人間の身体が表現媒体となる点に個性が
ある。またその個性から、ノンバーバルに人と人とが繋がる行為とし
て、さまざまな舞踊形態が存在する。本科目は、舞踊の多様性および
独自性を、その身体に内在するさまざまな情報から考える視点を養う
ことを目標とする。また身体に内在する情報を基に、芸術が我々の生
活や社会に対してどのように貢献しうるかを客観知としての情報から
考える。
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文
化
情
報
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

芸術情報学演習

本科目では、人間の身体が生み出す芸術活動の中でも、特に舞踊を中
心とした身体表現に着目し、その独自性や複雑性を身体運動に内在す
る情報や、身体表現を鑑賞する他者の知覚に関する情報に着目する。
これらの情報を分析するための研究手法に触れるとともに、国内外で
すでに行われている先行研究を抄読したうえで、今後新たに研究を行
ううえでの独自の視点を得るための演習を行う。研究手法としては、
身体運動科学領域で行なわれる動作解析を含む運動工学的な研究手法
や、身体運動発生の背景となる生理学的手法を学ぶ。また知覚情報を
処理する方法としては、鑑賞者が受ける印象をテキストとして収集
し、統計解析によりその質的特性を検証する。人間が創造する芸術活
動が、なぜ人を感動させるのかといった究極の問いに迫ろうとする新
たな研究視点をもつことを演習の目標とする。本科目により、自分が
芸術活動に直接かかわったことがない人にも、芸術活動の独自性や卓
越性を伝えることができる客観的な情報処理の基礎を学ぶ能力を養
う。

文
化
情
報
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

データベース設計演習

現代社会においてデータベースはさまざまなアプリケーションにおい
て利用されており、人文・社会分野において重要となる文章や音声、
画像、映像などのデータをweb上で活用するためのデータベース技術
も開発されている。本科目では、「データベース論基礎」で修得した
基礎知識を前提に、リレーショナルデータベースにおけるSQLの基本
的な使い方（データの抽出、テーブルの結合、データの追加、更新、
削除など）について学ぶ。また、NoSQLデータベースやマルチメディ
アデータベースの構築に関する基礎を学ぶ。

文
化
情
報
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

データマイニング演習

データマイニングはデータを分析することで新たな知見、新たな価
値、新たな視点を獲得することである。本科目では人文・社会分野の
データを採り上げ、受講生が自ら課題設定を行い、その課題を解明す
るためにデータマイニングを行う。これによって、データマイニング
に関わるデータの取得・加工・分析・結果の解釈という一連のプロセ
スを実践的に学習する。また、設定課題および分析結果とその考察に
ついて発表し、教員や他の受講生との討論を行う。（土山玄、佐藤有
理）（共同）

共同

（注）

１　開設する授業科目の数に応じ，適宜枠の数を増やして記入すること。

　する場合若しくは届出を行おうとする場合，大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとす

　る場合若しくは届出を行おうとする場合は，この書類を作成する必要はない。

２　専門職大学等又は専門職学科を設ける大学若しくは短期大学の授業科目であって同時に授業を行う学生数が４０人を超えることを想定

　するものについては，その旨及び当該想定する学生数を「備考」の欄に記入すること。

３　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようと
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

コ
ア
科
目

文
理
融
合
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ

リベラルアーツ演習I

少人数の演習形式で行われ、文献講読、フィールドワーク、口頭発
表、討論などを組み合わせた授業である。聞き・読み・語り・計り・
作るという作業を通じて、読解・思考・コミュニケーションに必要な
力と技術を養成する。各学部の専任教員が対象やテーマを設定し、一
定の切り口（観点・分析方法）にそって、授業を設計・運営する。文
系理系双方の学生が参加することで、当該テーマに関する視野を広
げ、深める。各年度に開講するクラスから希望するものを選択して履
修する。履修科目は、リベラルアーツ演習I、リベラルアーツ演習II
の2種類があり、最大2回（2科目）履修できる。

コ
ア
科
目

文
理
融
合
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ

リベラルアーツ演習II

少人数の演習形式で行われ、文献講読、フィールドワーク、口頭発
表、討論などを組み合わせた授業である。聞き・読み・語り・計り・
作るという作業を通じて、読解・思考・コミュニケーションに必要な
力と技術を養成する。各学部の専任教員が対象やテーマを設定し、一
定の切り口（観点・分析方法）にそって、授業を設計・運営する。文
系理系双方の学生が参加することで、当該テーマに関する視野を広
げ、深める。各年度に開講するクラスから希望するものを選択して履
修する。履修科目は、リベラルアーツ演習I、リベラルアーツ演習II
の2種類があり、最大2回（2科目）履修できる。

コ
ア
科
目

文
理
融
合
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ

生命と環境１

「生命とは何か」「環境とは何か」を主題とし、生命や環境に関する
話題をオムニバス形式で講義し、急速に進展するこれらの科学を概観
する。講義の他に簡単な実験やワークショップを行うことで、実感を
伴って生命観・環境観を修得することを目指す。
（オムニバス方式／全15回）
(吉村和也／5回）生物多様性と環境、（和田祐子／5回）水中の小さ
な生物の運動、（嶌田智／5回）性の多様性

オムニバス方式

コ
ア
科
目

文
理
融
合
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ

生命と環境２

【生命倫理と法】　本授業は、生命に関わる倫理的問題が法とどのよ
うな関係にあるのか、法はそのような問題やジレンマにどのように対
処すべきなのかについて考察する。方法としては、生命倫理と法をめ
ぐる諸問題について具体的な裁判例を検討しつつ、全員でディスカッ
ションを行うという形で授業を進めていく。以下のテーマを扱う。医
療過誤と先天的障害児の出生、障害者の「生まれない」権利、リプロ
ダクティブ・ライツと生殖補助医療、生殖医療ツーリズム、出自を知
る権利、デザイナーベビー、出生前診断・着床前診断、ヒト胚、凍結
保存、人間の尊重、人工妊娠中絶、胎児性障がい、脳死と臓器移植、
終末期医療（安楽死・尊厳死）。

隔年

コ
ア
科
目

文
理
融
合
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ

生命と環境３

【多様性生物学】　生物多様性とは何か、人間との関係はどのような
ものか。人類の存在・存続と密接な関係にある生物多様性を、自然科
学と人間活動との両面から複合的に理解することを目指す。中学の理
科の知識を基盤として自然と人間活動をどこまで見通すことができる
かに挑む。人間活動の影響は地球の全域に及び、高度な科学技術は日
常生活に浸透している。このような時代の中、科学的な考え方を基盤
にして社会問題の解決に立ち向かう素養の向上を目的とする。

コ
ア
科
目

文
理
融
合
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ

生命と環境４

【生物人類学】　ヒトは自然界の中の生物種の一つであり、生物とし
ての基本的属性を有する。生物としてのヒトの特性を明らかにすると
ともに、その由来についても研究するのが「生物人類学（自然人類
学）」である。生物分類上のヒトの位置と、他の哺乳類、他の霊長類
との共通特徴や相違点を学ぶとともに、人類の誕生と進化について、
約6,500万年前から始まる新生代において霊長類（サル類）が進化し
ていく中で、人類と類人猿が、進化史上どの様に分岐してきたのか、
さらに、始原的人類を経て猿人から新人（現生人類）に至るヒトのお
よそ600万年間の変遷史について解説する。そうした人類進化史を踏
まえた上で、アジアの東端に位置する日本列島にはどれくらい古くか
らヒトが棲んでいたのか、また、現代の日本人が成立するまでの過程
はどのようであったのかについても考察する。講義は、主に化石骨を
中心とした古人類学的証拠を基に進める。

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（共創工学部文化情報工学科）

科目
区分
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コ
ア
科
目

文
理
融
合
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ

生命と環境５

【生命と環境の化学】　授業を前半、後半に分けて、それぞれ異なる
対象を取り上げ、「化学的な立場から見た生命と環境」に関して講義
を行う。その後、少人数のグループに分かれて講義の内容にそった課
題を見つけて調査し、その内容を発表し、討論を行う。
（オムニバス方式／全15回）
前半は「物質化学の立場から見た環境科学―化学物質による環境汚染
と環境浄化―」について（近藤敏啓／8回）、後半は「生体の環境科
学―ヒトに作用する物質を化学の視点で考える―」（相川京子／7
回）をテーマとして行う。

オムニバス方式
隔年
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生命と環境６

【惑星地球の科学】　地球のみにとどまらず地球の外にも目を向ける
ことで太陽系や別の星系に存在している数多の惑星の存在を認知し、
それらの特徴や成り立ちについて理解する。また、地球以外の惑星と
地球との比較を通して、私たちにとって最も身近な惑星である「地
球」に対する新しい視点・視座を得る。主な学習事項は以下のとお
り。1地球の基本構造とシステム：地球大気・内部の層構造と相互作
用、2惑星形成論：コア集積理論の理解、隕石、3地球型惑星と月：月
の形成過程、地球型惑星の探査と多様性、4ガス惑星・氷惑星とその
衛星、小天体：外惑星とその衛星、また小天体の探査と多様性、5太
陽系外惑星の世界：系外惑星の観測法の理解とこれまでに発見された
様々な系外惑星の紹介。

コ
ア
科
目

文
理
融
合
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ

生命と環境２２

【海洋環境学ダイビング（実習）】　海洋、特に沿岸の自然環境計測
（アセスメント）の基礎となる知識と野外観察技術の習得を目的とす
る。水中観察の基盤技能となるスキューバダイビング技術の習得に加
え、水中観察・水中写真撮影技術の習得や生物の形態から種を同定す
る訓練を行うことで、海洋生物の生態や生息状況を記録するスキル、
海底地形などの環境を計測するためのスキルを身に付ける。学内での
講義・実習とともに、湾学生物教育研究所（館山市）での合宿実習を
行う。
（清本正人・服田昌之／15回）（共同）

共同
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ツ

生命と環境２３

【海洋環境と生物多様性（実習）】安定しているはずの海の環境も人
間の活動により大きな影響を受けている。フィールドワークの体験を
通して、海の生物の多様性や海の環境を理解する。人間の活動が及ぼ
す海への影響について、生物科学的な側面も踏まえ、より深く正確に
考察できることを目指す。学内での実習とともに、湾学生物教育研究
所（館山市）での合宿実習を行う。主な内容は以下の通り。１海の生
物の多様性と生態学、２海水の科学と海洋酸性化、３海産動物の発生
と生殖、海の生き物の生活環の特徴、４干潮時の海岸（潮間帯）での
生物の観察採集、５沖合でのプランクトンネットや海底生物の採集観
察、６採集動物を使った形態や行動の比較観察、７海洋生物への物理
的・化学的インパクト、８海の植物（海藻、海草、植物プランクト
ン）の多様性。
（清本正人・嶌田智／15回）（共同）

共同
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色・音・香１

【分子から見た色と香り】　色とにおいは、ともに、その根元は、多
くの場合、化学物質に由来する。生物が、色、においをどのように知
覚するかは、化合物を構成する分子あるいはその分子の電子の状態と
密接に関連している。本授業では、まず、色、においとは何か、つい
で、生物の色、においの知覚のメカニズムはどのようなものか、さら
に、色、においの根元となる物質の分子構造あるいは電子状態と、知
覚される色、においがどのように関係しているかについて講義する。
（オムニバス方式／全15回）
（棚谷綾／7回）身のまわりのにおいと化学物質、有機化合物の構造
と色、（伊村くらら／8回）光の性質と色の関係、無機化合物の構造
と身のまわりの無機色材

オムニバス方式
隔年

コ
ア
科
目

文
理
融
合
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ

色・音・香２

【生命と色・音・香】　生命体はそれを取り巻く環境との調和のもと
に成り立っている。生物個体は環境の変化を捉えることで、それに適
応し、生き延びてゆく。生き延びた生命体は、構成する要素として機
能することで環境を自らの生存戦略に取り込むことができる。「色・
音・香」は環境からの情報を生命体にもたらす働きをする。それらの
実態はどのようなものなのか。生命活動と、色（光）・音・香の関わ
りについて学ぶ。
（オムニバス方式／全15回）
（近藤るみ／5回）味と臭いの分子生物学、（加藤美砂子／5回）植物
と色・香り、（毛内拡／5回）色・音・香を感じる脳の仕組み

オムニバス方式
隔年
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色・音・香３

【色・音・香の物理学】　色・音・香は人間にとって身の回りで起
こっていることを認識するための大事な感覚であり、物理的な観点か
らはそれぞれ、光・音・化学反応という物理現象と関係している。授
業では、様々な物理現象の類似性や相違点、原子レベルでみた世界と
マクロな系に現れる法則などを議論する。身近な現象について深く考
えることで自然の不思議に気づき、物理的アプローチで自然に対する
理解をどのように深めてきたか学ぶ。
（オムニバス方式／全15回）
（河野能知／4回）光と原子がつくる世界、（小林功佳／4回）固体物
理から見た色・音、（奥村剛／4回）統計物理から見た色・音、（河
野能知、小林功佳、奥村剛（共同）／3回）ガイダンス、アクティ
ブ・ラーニング、まとめ

オムニバス方式・
共同（一部）
隔年

－基本計画書－58－



コ
ア
科
目

文
理
融
合
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ

色・音・香４

【コンピュータが創る色と音】　コンピュータは科学技術の中枢的存
在であるだけでなく、日常生活を支える社会基盤でもあり、また娯楽
や芸術を発展させるツールとしても貢献している。コンピュータと
は、それ自体がリベラルアーツ的な存在であり、これを文理融合的な
側面から学習し、議論する。本講義ではまずコンピュータの仕組みに
ついて、続いてコンピュータが創り出す映像の仕組み、具体的には写
真・ビデオ、コンピュータグラフィックス（CG）について解説し、CG
技術に関係する美術に関しても論じる。またコンピュータが作り出す
音響の仕組み、具体的にはデジタルオーディオ機器の仕組みやコン
ピュータミュージックについて、音楽理論や楽器の仕組みを踏まえて
論じる。さらには、これらをインターネットで検索・配信する仕組み
についても解説し、最後にこれらの技術がもたらす社会的な影響・課
題、キャリアデザインとの関連性について議論する。

コ
ア
科
目

文
理
融
合
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ

色・音・香５

【心の健康とジェンダー】本講義では、心理学から見たジェンダーに
関わるトピックを扱う。ジェンダーの観点を念頭におきながら、メン
タルヘルスに関する基礎的な知識を解説する。また、性的マイノリ
ティ／LGBTQの入門的な解説と心理支援的な対応に関して扱う。現在
の自身や周囲の人々の生活について、また卒業後の仕事等について、
役立ち応用できるような女性やLGBTQの健康に関する知識をつけるこ
とを目指す。
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色・音・香６

【色・音・香と生活文化】　色彩や染色技術を通して、さまざまな地
域の服飾の事象を考えることにより、色彩が持つ社会的・文化的な意
味を理解する。具体的には、色彩に関する基礎的な知識及び理論をは
じめ、配色や色彩構成などで服飾と色彩の関係性を学び、得た知識を
生活の中で応用する能力を身につけることを目指す。また服飾を構成
する布や糸を染める染色技術を取り上げ、各地に伝わる染色の材料や
技法、それらの伝承の現状と課題について理解を深め、課題解決の糸
口を得る。
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色・音・香７

【舞踊における色・音・香】　舞踊という現象を、色・音・香をキー
ワードとして読みとく。舞踊における色（衣装、化粧とその色が表現
するもの）、舞踊における音（音楽と舞踊の関係性）、舞踊における
香（踊る身体に香が及ぼす効果）などのテーマに沿って、具体的な舞
踊事例をVTRで紹介しながら考察する。また、「文理融合」という視
点から、ダンスとテクノロジー（コンピュータ）という研究領域につ
いても紹介する。民族舞踊（インドネシア・バリ島の舞踊）を中心と
しつつ、バレエやコンテンポラリーダンスを含め、できるだけさまざ
まなジャンルの舞踊を採り上げる。

隔年
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色・音・香８

【宗教と色・音・香】　宗教あるいは宗教的営為にとって感覚的要素
（この授業では色と音に注目する）がどのような意味を持つのか、3
つのテーマから探る。
１．ショーペンハウアーと音楽：苦しみからの救いとしての音楽
２．仏教：仏教の基礎知識（釈迦の教え、仏教の展開）、仏像、曼荼
羅
３．ユングとマンダラ：「自己」の象徴としてのマンダラ
具体的に理解できるよう、視聴覚教材も活用する。授業で学んだこと
を踏まえて、音楽、仏像、曼荼羅／マンダラに新たな目と感性で接す
ることができるようになることが期待される。
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色・音・香９

【おいしさと色・音・香】　食べ物のおいしさにはいろいろな要素が
ある。人間がおいしいと感じるのは生物学的要素以外に歴史、文化、
社会的要素も大きい。ここではおいしさを切り口に、食品化学を中心
とした自然科学的側面と、日本と西洋の食に関する歴史学を中心とし
た人文科学的側面を学び、おいしさとは何かを総合的に考察する。
（オムニバス方式／全15回）
（森光康次郎・野田響子／7回）（共同）色と香りの食品成分につい
て、（安成英樹／3回）西洋における食器の発達と料理の進歩に関す
る色音香、（大藪海／3回）和菓子の進化と色音香、（森光康次郎・
野田響子・安成英樹・大藪海／2回）（共同）アクティブ・ラーニン
グ、全体シンポジウム、　講義内容のふり返り

オムニバス方式・
共同（一部）
隔年
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色・音・香１０

【色・音・空気（香）と空間デザイン】
私たちは光、音、熱・空気等の生活環境を知覚・認知して暮らしてい
るが、古来から人間は建築物をはじめとする空間や設備のデザインに
よって生活環境を調整することによって快適な生活環境を得ている。
本講義では、生活空間における環境の知覚・認知と様々な環境のデザ
イン（以下、環境デザインと呼ぶ）の関係について、建築物や空間デ
ザインの事例に基づき解説する。これらの実例を通じ、環境デザイン
がどのように人間の行動や快適性に影響を与えるのか、またより良い
環境デザインのあり方について考える。

隔年
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色・音・香２２

【おいしさのサイエンス（演習）】　（須藤紀子担当分）災害時に適
した調理法であるパッククッキングを用いて、災害時でも健康を維持
できる食事づくりを献立作成から行う。ライフライン途絶時を想定し
た環境下での調理を経験し、食事に特別な配慮が必要な災害時要配慮
者についても学ぶ。
（新田陽子担当分）おいしさの要因について講義する。食品の調理性
を知る上で重要な現象を取り上げ、機構について理解するとともに実
習を組み合わせることでさらに理解を深める。おいしさのサイエンス
を調理の視点から捉え、調理によって嗜好性の高い食物になる過程を
科学的に理解する。
（オムニバス方式／全15回）
（須藤紀子／6回）災害時の食事、（新田陽子／6回）調理による味、
色、おいしさの変化、（須藤紀子・新田陽子／3回）（共同）オリエ
ンテーション、アクティブ・ラーニング

オムニバス方式・
共同（一部）
隔年
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生活世界の安全保障１

【生活世界と法】　日常に潜む法的諸問題について、毎回、具体的で
簡単な事例を通して考察し、法の基本的な考え方、法を貫く基本精
神、法的思考の基礎を学ぶ。具体的な法的問題に対して、法はいかな
る態度を取るのか、なぜそのような態度を取るのかを論理的かつ構造
的・多面的に捉えることを通じ、法的な思考を学ぶに留まらず、物事
を論理的かつ構造的かつ多面的に捉えることを目標とする。特に、日
常生活にまつわる平穏を保護するとはどういうことか、平穏を脅かす
ものに対して、法はいかなる制度を持っているのか、などについて、
具体的な事例（家庭内暴力、物品購入、交通事故など）を通じ考え
る。社会を生きていく中で、柔軟で構造的な視座を持つことへの助け
となることを目指す。
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生活世界の安全保障２

【情報社会の安全保障】　我々の生活を豊かにするために、テクノロ
ジーは発展し続けてきた。一方で、想定していなかったさまざまな問
題が新たに生まれている。本科目では、テクノロジーと人間社会との
関係を様々な切り口で論じる。具体的には、プライバシー、情報提
示、メタバース、NFT、セキュリティ、社会実装、などにおけるテク
ノロジーに関わるさまざまなリスクについて概観し、多様な事例から
理解を深め、対策について議論していく。
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生活世界の安全保障３

【リスクの社会史】　社会が抱えるさまざまなリスクを、我々人間は
どのようにして未然に回避したり、あるいはそれらを乗り越えて生き
てきたのか。その営みの歴史を探ることは、現代に生きる我々にとっ
て大いに意味がある。この講義では、日本の近世近代・中国古代社会
が抱えていたさまざまなリスクとそれらへの対処をとおして、それぞ
れの社会の特質を理解することをねらう。受講者は、さまざまな歴史
的社会がどのようにリスクと向き合ってきたのかを知り、リスクに備
えて自分はどうするのかを考える。
（オムニバス方式／全15回）
（神田由築／5回）日本近世におけるリスク、（戸川貴行／5回）中国
古代におけるリスク、（湯川文彦／4回）日本近代におけるリスク、
（神田由築・戸川貴行・湯川文彦／1回）（共同）全体ディスカッ
ションによるまとめ

オムニバス方式・
共同（一部）
隔年
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生活世界の安全保障４

【平和と暴力】　私たちの日常生活には、さまざまな脅威があり、こ
れを克服する多様な仕組みが作られている。これを平和と暴力の相克
として捉え直すことで現代世界の理解を深めることが講義の目標であ
る。まず平和とは何か、またその対概念である暴力とは何かについ
て、基本的な理論を概観する。理論的枠組みの確認を行い（平和の多
義性、人間の本質主義的捉え方、ミクロとマクロの暴力）、具体的な
平和と暴力のトピックを扱う。総じて私たちと異なる「他者」と出
会ったとき、排除ではなく、どのように包摂と共生を実現し平和を獲
得すべきかについて、「闘技的な民主主義」という厳しい道しかない
ことがわかる。
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生活世界の安全保障７

【現代物質文明の履歴】　現在の物質文明を支える科学と技術の過去
を様々な視点から捉える。その目的は、世界史、政治経済、思想倫
理、物理や化学など、そもそも人間活動である様々な事柄を、物質と
いう側面からその関連性を見出して行くことにある。特に、技術のド
ライビングフォースとなる、科学は真実へのアプローチの方法または
考え方であることも議論したい。これらのことは、履修学生それぞれ
の専門分野でも実践することが可能である。
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生活世界の安全保障８

【ゲノム時代の健康管理】　ゲノム情報は、現代の医療において欠か
せないものとなった。その恩恵の一方で、倫理的、法的、社会的課題
も存在する。このような現状について学習し、将来への展望を考察す
る。以下の問題を扱う。1. ゲノム・遺伝子とは　2. 健康とは何か
3. 遺伝子と疾患の関係　4. リスクの考え方（スクリーニング）　5.
ヘルスリテラシー、遺伝リテラシー　6. 遺伝カウンセリングとは
7. ゲノム情報の利用　8. 難病と遺伝医療　9. がんと遺伝医療
10. 出生前診断/着床前診断　11. 医療・医学系研究における倫理
12. 日本の医療政策 　13. 医療コミュニケーション
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生活世界の安全保障９

【水の安全保障】　これまでの人と水との関わりを含めながら、本当
に必要な水とは何か、またどの様に水を利用することが最適であるの
かについて考える。今後の温暖化に伴う水利用形態や、水環境への影
響などに関する最新情報についても触れる。当たり前の様に使ってい
る「水」に関して、多様な観点から論じることが、この講義の主題で
ある。具体的な論題は以下のとおり。1．水とは（水に関する一般知
識、常識）　2．病と水の歴史　3．生活と水の歴史　4．水利用の現
状と水争い　5．温暖化に伴う水を巡る環境への影響
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生活世界の安全保障１０

【社会的弱者の存在論】　この授業では、現代日本における貧困問題
を主題として取り上げる。貧困問題は、資本主義社会で生きる“われ
われ”と決して無関係ではありえない。誰がどのようにして貧困な状
況に陥るのか、そしてまた、それにどのように対応すべきかを“当事
者”として批判的に検討できるようになることを目標とする。主な学
習項目は以下のとおり。1社会的弱者の“存在論”、2貧困の定義、3
貧困の計測、4貧困の歴史、5ジェンダーと貧困、6年齢と貧困、7障害
と貧困、8社会保障と貧困。
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生活世界の安全保障２３

【ＮＰＯインターンシップ（実習）】　授業の目的は、学生がNPOの
活動に実際に参加し、その意義、役割、抱えている課題を実地に学ぶ
こと、社会活動の中で大学での学習・研究の課題を発見すること、将
来にわたる社会と自分の関わりを考えるきっかけにすることである。
履修生は、自らが選択したNPOで年間最低60時間のインターンシップ
（体験就業）を行う。この授業は、以下の3点を目標に行う。(1)実際
にNPOの活動に参加することにより、NPOの現状や役割、問題点を具体
的に学ぶ。(2)NPOが取り組む社会問題を知り、大学での学習・研究と
の関連を考え課題を発見する。(3)自分自身の将来の職業や生活を見
据えたライフキャリアを考えるきっかけとする。
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生活世界の安全保障２６

【トランス・サイエンス論入門（演習）】　トランス・サイエンス論
では、「サイエンスが必要なのだが、サイエンスだけでは答えること
のできない問題」について議論する。ひとつは、その問題に対するサ
イエンス自体の答えがまだ定まっていないのに、社会的な決定が必要
な場合である。もうひとつは、価値観の違いや政治・経済などの社会
的要素を抜きにできないような場合である。「社会のなかの科学」と
いう観点から、サイエンスと社会の関係について考える。トピックの
例としては、公害が典型であるが、環境ホルモンや遺伝子組み換え作
物、BSE問題、食品添加物の基準値設定、ワクチンなどの予防接種、
原子力発電所再稼働の安全性、人工生殖医療や臓器移植、ダム建設、
情報技術、感染症等々がある。このような問題を、市民や行政・企
業、そしてサイエンティストがどのように協力して解決していくべき
かを、専門を超えて共同で検討する。
（小谷眞男・長谷川直子・森義仁／15回）（共同）
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ことばと世界１

【日本語論】　古代から現代までのさまざまな時代とジャンルに見ら
れる日本語のオノマトペ（擬音語・擬態語）を観察し、それらを形態
的特徴や品詞などの日本語学的な観点で捉えることができるようにす
る。古典文学、近現代の小説（夏目漱石、宮澤賢治など）、俳句、短
歌、雑誌(ファッション誌・言論誌）、漫画、あるいはスポーツや食
に関するオノマトペなど、多様な媒体を通じて学習する。英語を例に
オノマトペの翻訳についても考える。
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ことばと世界２

【コミュニケーションと心理】
心理学とは、人間の心理や行動について実験や調査といった科学的な
手法を用いて検討する学問であり、心理学には、認知心理学、発達心
理学、教育心理学、臨床心理学、社会心理学などさまざまな領域があ
る。それぞれコミュニケーションと心理の問題を扱っており、コミュ
ニケーションを通じて、私たちがどのように自己や他者そして社会と
いった身近な「世界」を認識し、相互に影響を受けたり与えたりして
いるのかについて解明している。本授業では、それらの領域などの中
から、そうした身近な世界の認識や相互影響などについて代表的な考
え方や研究などを紹介する。
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ことばと世界３

【論理学】
この講義は、現代論理学の入門コースである。現代論理学は、記号論
理学とも呼ばれ、形式・人工言語を導入した上で、推論(inference)
あるいは論証(argument)について分析を行う。特にこの講義では、古
典論理(Classical Logic)のうち命題論理(Propositional Logic)と呼
ばれる最も基礎となるシステムにおいて、意味論(真理表)と証明論
(自然演繹)それぞれの観点から、正しい推論を誤った推論から区別す
る原理的な方法を学ぶ。残りの時間で命題論理の拡張システムである
述語論理(Predicate Logic)も限定的に扱う。
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ことばと世界５

【日本文学】
本講義では、近現代日本文学について、小説作品を中心に取り上げ、
さまざまな分析手法を用いながら解釈を試みる。扱われるべき具体的
な検討対象は、各年の担当教員によって変動するが、テクストに含み
込まれた表現や思想のあり方を捉え、その読み方の可能性を拡張させ
ていくことによって、日本の近現代文学を読み解くために必要となる
基礎的な知識と力を習得し、狭義の人文科学の分野に属するか否かを
問わず、総合的な知的訓練の場とする。
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ことばと世界６

【海外の文学】
本講義は、中国語圏文学、英語圏文学、フランス語圏文学の教員が
ローテーションを組み、年度ごとに講義を担当する。扱われるべき具
体的なテーマ設定は、各年の担当教員によって変動するが、それぞれ
の言語圏の文学の話題を中心に、海外の文学に触れ、言語文化の多様
性と普遍性を理解することを目標とする。外国語文学を鑑賞するうえ
で必要となるそれぞれの言語圏や地域の文化的背景や言語的な知識に
加えて、文学テクスト一般を読み解くために必要となる基礎的な知識
を習得し、テクストの批判的な読みができるようになることを目指
す。
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ことばと世界７

【数理のことば】　数学は科学的分野の強力な記述方法として常に利
用されてきた科学のことばである。数学の諸概念や種々の量は、自然
や社会の構造、現象を数理的に捉えるためのことばとして活用され
る。この授業では、素朴で身近な問題を題材にし、それを数理のこと
ばで表現し、論理的に思考することを学ぶ。数学では、問題を数学の
設定に変換することで定義を与え、その定義に基づき一歩一歩議論を
進めていくが、その方法を様々な具体例を通して学習する。
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ことばと世界８

【自然のことば】　自然現象を理解し、その背後にある自然の基本法
則について、物理学の立場から解説する。これまで物理学を学ぶ機会
の無かった人や、また今後、自分の専攻の勉強を進めるうえで物理学
の知識を要するわけではないが、関心がある人のための啓蒙的な授業
で、物理的現象を表現するための考え方などに慣れることを目指す。
この授業では物理学の対象のなかで、先端的な分野である「相対性理
論」「量子論」「素粒子と宇宙」に重点をおく。

隔年

コ
ア
科
目

文
理
融
合
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ

ことばと世界１０

【グローバル化社会を生きる】　グローバル化が進むにつれて、多様
な背景を持つ人々が共に暮らす社会が広がっている。多様な背景があ
るがゆえに生じるコミュニケーション上の誤解や衝突も少なくない。
こうした社会において、私たちはどのようなことに気をつけなければ
ならないか。また、そもそも私たちは普段どのようなコミュニケー
ションを取っているのか。この授業では「日本語教育」の世界を通し
て、私たちの暮らす社会の変化や、日本語のコミュニケーションの問
題について学ぶ。
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ことばと世界１１

【文法と意味】　「人間の言葉を数学的に分析する」というと、水と
油を一緒にするような印象を受けるかもしれない。しかし、日本語や
英語といった自然言語と、数学・論理学・プログラミングで用いる形
式言語は、根底のところで共通している、というのが形式文法
(Formal Grammar)・形式意味論(Formal Semantics)の考え方であり、
これらは文系と理系の完全な境界領域を形成している。この授業で
は、自然言語の中でも、特に日本語の文法と意味について、組合せ範
疇文法(Combinatory Categorial Grammar: CCG)と呼ばれる最新の理
論に基づいて分析する方法を学ぶ。
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ことばと世界１３

【思考力トレーニング】　世界の見方は一つではなく、私たちが日ご
ろ当たり前と思って接している物事も、様々なレベルの枠組みによっ
て規定されて成り立っている。それら世界のとらえ方を規定する枠組
みの中でも、「ことば」は特に重要な役割を担い、「ことば」によっ
て世界がどのように現れてくるかが決まる。この授業では、既存の
「ことば」において覆い隠されてしまう領域や問題を問い直すため
に、あえて古典テクストを読むという回り道を進む。古典の「こと
ば」には現代とは別様の思考が展開されており、全く異なる世界の見
方に気づくことができるようになる。たとえば、聖徳太子に関する説
話は、一見ほとんど同じエピソードのように見えて、実は各テクスト
ごとに異なる発想や世界観が窺えることに気づく。それをきっかけに
日本古代～中古におけるいくつかの思考のバリエーションについて概
観する。そのような作業を通じて、より柔軟に世界を見、より自由に
「ことば」に触れてゆけるようになることを目指す。
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ことばと世界２７

【手話学入門（演習）】手話は、音声言語とは異なる体系をもったも
う一つの言語である。日本手話は「日本語を手指の形や動きに置き換
えた記号」ではなく、独自の文法と語彙を有する手指の動きに、文法
的な働きを持つ顔の表情や視線などを組み合わせた「視覚言語」の一
つである。本演習はナチュラル・アプローチによる手話教育の技法を
修得したろう者講師が担当し、ろう者講師による実技の授業では、音
声言語（日本語）は一切用いない。補足的に、聴者やろう者のゲスト
などによる手話に関する入門的講義も組み込み、手話やろう者、ろう
文化に対する理解を深める。
（小谷眞男・小林京子／15回）（共同）
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ジェンダー１

【女性史・男性史とジェンダー】　歴史教科書に登場した女性とし
て、卑弥呼、紫式部・・・など私たちはすぐに何人かの名前を思い浮
かべることができるが、その数は教科書に登場する男性の名前に比べ
て圧倒的に少ない。歴史に登場する女性の名前が少ないということは
どのようなことを意味するのか、それ自体を問うのが、ジェンダーの
視点に立つ歴史研究である。これまで試みられてきた女性史や男性史
の諸研究に学びながら、現代に生きる私たちと過去との対話をジェン
ダーの視点から試みる。国民国家とジェンダーのトピックとして、母
の日と女性参政権（アメリカ）、母性と人口問題（ドイツ）、愛国の
母と母の日（日本）、いかさまといわれた父の日（アメリカ）を採り
上げる。
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ジェンダー２

【グローバル経済とジェンダー】　経済のグローバル化が私たちの生
存のあり方にどのような影響をもたらしてきたのかを、ジェンダーの
視点から検討する。また、フェミニズムが経済のグローバル化をどの
ように批判してきたのかを学び、自らの知的実践に基づいてその意義
について考察する。具体的な論題として、授業期間の前半ではグロー
バル化の下でのファッション産業の変化を扱い、新国際分業とジェン
ダーについて議論する。後半では移住家事・ケア労働者の存在に目を
向け、再生産領域の再編とジェンダーについて議論する。
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ジェンダー３

【文化メディアとジェンダー】　日常の文化事象に表象されるジェン
ダーが胚胎するさまざまな問題を解読し、意識的に考える。考察の際
の補助線として、西欧の文化・芸術にみられるジェンダー表象に焦点
を当て、その諸相を歴史的に考察し、またジェンダー研究の概要を理
解した上で、現代アメリカを中心に発展をみたフェミニスト・パ
フォーマンス、ジェンダー・パフォーマンスと呼ばれる分野のアート
について考察し、同時にパフォーマンスとは何か、パフォーマンス研
究とはどのようなものか、演劇との違いは何か、などについても考え
つつ、どのようにパフォーマンスが研究されるのか、研究方法論につ
いても考察する。その上で、広告やポピュラーカルチャー等身近な
ジェンダーの表象について考察しつつ、文化メディアに表象される
ジェンダーについて分析する視点を養う。
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ジェンダー４

【アートとジェンダー】　私たちの日常を取り巻く多様なイメージは
欲望や感性、感情を喚起しながら社会におけるジェンダー構造と深く
関わっている。美術及び日常を取り巻くあらゆる視覚表象を視野に入
れながら、イメージ一般における構造と問題を捉え、美術史において
ジェンダーの視点が問題になった経緯や理由からはじめ、ジェンダー
の視点から、美術を取り巻く社会や制度、教育、身体表象、イメージ
制作の状況や女性芸術家の制作活動の実態、受容のあり方、美術史の
語り、インターセクショナリティの問題などを取り上げて多数の実例
を検討し、さらに1970年代以降、ジェンダーの問題に意識的になった
芸術家たちの作品や、現代におけるジェンダーの視点から興味深い作
品をとりあげ、イメージと向き合い、考える視点を養う。

隔年
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ジェンダー５

【宗教文化とジェンダー】　「女性の権利」がどれほど認められてい
たのかという問いは、西欧近代の視点から見た「文明化」の度合いを
測る物差しという視点を孕みながらも、世界史上の様々な時代・地域
を対象に議論されてきた。ムスリム社会に関しては、一夫多妻の容
認、離婚におけるの女性の不利、ヴェールの着用など、イスラームの
教義とムスリムの慣習においては、女性の地位が十分に保証されてい
ないという負の印象が強調されてきた。他方で、中東や東南アジアの
ムスリム女性については、原則として財産権が認められ、相続権、裁
判での証言をはじめとして、女性の権利が尊重されてきたとの反論が
なされ、また現在、彼女たちに会うと、たくましさ・行動力に圧倒さ
れることも多い。本授業では、さまざまな視座からムスリム女性を取
り巻く状況を考察し、イスラームにおけるジェンダー規範、主として
中東地域の女性、家族問題に理解を深める。
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ジェンダー８

【政治・政策とジェンダー】　近年女性の政治参画に社会的注目が集
まりつつある。日本では諸外国と比べて、政治は男性の領域であると
の認識が未だに強く、女性が政治に参加するためには多くの困難を乗
り越えなければならない。なぜ政治は男性の領域として考えられてき
たのか。女性やマイノリティーが政治に参加すると何が変わるのか。
政治を脱男性化するために世界の女性たちはどのような取り組みをし
てきたのか。本授業では、こららの質問に答えるために、現代日本及
び諸外国の政治制度、選挙、女性の政治的代表性を高めるための取り
組みなどについてジェンダー視点から学習して行く。本授業を通じて
日本の政治過程や制度に関する基礎的知識を獲得するとともに、我々
の日常生活に及ぼす政治の影響、政治に女性が参加する意義について
理解する。

隔年

コ
ア
科
目

文
理
融
合
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ

ジェンダー９

【開発とジェンダー】　「開発」（development）とは何か。それを
めぐる様々な実践について、なぜジェンダーの視点を含めて考えてい
かなければならないのか。本講義では、①開発実践がどのように男性
と女性に異なる影響をもたらすのか、②ジェンダーに留意した開発実
践をするためにはどのようなことを考慮しなければならないのか、と
いう２つの内容を通して、開発とジェンダー（Gender and
Development）についての関心を養うことを目標とする。

隔年

コ
ア
科
目

文
理
融
合
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ

ジェンダー１０

【テクノロジーとジェンダー】　「テクノロジーが見えると社会が見
える」×「ジェンダーが見えると社会が見える」という掛け算のアプ
ローチであり、ジェンダーとテクノロジーが「からだ」という「生」
や「性」の現場と密接に関わりながら作用している様子を検討する。
1「からだ」をとりまく科学や技術の状況、「産む・産まない」とテ
クノロジーの関係、「少子化」政策。2近代産業が立ち上がってきた
経緯、『富岡日誌』を読む。3労働の現場を活写したオーラルヒスト
リー、チャップリン『モダンタイムス』から、重工業が中心だった時
期の近代家族の成立とテクノロジーの関連を議論。4ウェブ上の各SNS
でのジェンダー・ターゲティングと新たな性差観の形成。5「ジェン
ダー」という概念が、医療の現場での葛藤・変遷をへて、今日的な
ジェンダー概念が形成されてきた経緯。6「自然」という現場での
ジェンダーとテクノロジーの関わり。

隔年

コ
ア
科
目

基
礎
講
義

哲学

英語圏の現代哲学のなかでも、実社会や諸科学と関わりが深く現代的
意義が比較的見えやすいトピックに焦点を絞って哲学の入門講義を行
う。意味、意図、存在のテーマに加えて、本年度は画像表象をめぐる
問題群を扱う。『anguages of Art (芸術の言語)』（Nelson
Goodman, 1968）は、絵画、音楽、ダンス、文学、建築などを記号シ
ステムとして理解する考え方を提示した古典で、現在のピクチャー意
味論やマンガのビジュアル言語文法において部分的に実現されてい
る。終盤では、行動変容を導く情報デザインである「Nudge (ナッ
ジ)」（2017年ノーベル経済学賞受賞研究）の背景にある思想をお
う。

コ
ア
科
目

基
礎
講
義

法学Ⅰ（日本国憲法）

憲法をめぐる「出来事」はわたしたちの日常に散在しており、皆の目
の前で日々展開されている分野である。憲法に根差したものの見方を
獲得すると、日常を違った視点で観察することができる。本授業を通
じて憲法の基礎知識・判例を学ぶとともに、日常の「憲法問題」を見
抜く力を養うことをも目標とする。獲得した憲法の知識を現前する社
会にいかに機能させていくか、どのような意味を自身で付与するか、
こうした視点を据えることで初めて憲法は生きたものとなる。
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コ
ア
科
目

基
礎
講
義

法学Ⅱ（法学入門）

この講義では、法と社会の相互作用という角度から、法と裁判につい
て考える。法と社会の関係について、ひとりひとりが自分の頭で批判
的に考えることができるようになることがこの講義の目標である。市
民社会が急速に危機に陥っている今こそ、批判的知性が必須となって
いる。それがデモクラシー成立のための最も基本的な条件だからであ
る。この講義では、特に「法の支配」という概念を軸として、具体的
な裁判事例や事件、立法の動向などの紹介をできるだけ多く盛り込み
ながら、日本の法と社会の関係について解剖していく。

隔年

コ
ア
科
目

基
礎
講
義

政治学入門

現代の政治・政策の話題をはじめ、さまざまな国内外の事例を取り上
げながら、政治の仕組みの全体像をとらえ、政治学の基礎的な素養を
身につけることを目標とする。まず政治家に着目しながら議院内閣制
と大統領制・議会・政党・選挙等について学び、次いで政治家以外の
アクターにも着目しながら、政治のしくみを捉える。そのうえで、自
由主義・民主主義等の政治思想や、国家の役割について学び、政治は
どうあるべきかを考察する。

コ
ア
科
目

基
礎
講
義

ミクロ経済学入門

初学者を対象に、ミクロ経済学(Microeconomics)の基本を講義する。
受講者が身の回りにある経済・社会問題（消費者行動、企業行動、市
場メカニズムなど）を、ミクロ経済学の考え方やモデルを使って考え
ることができるようになることを目標とする。また、資格試験（公認
会計士試験その他）や公務員試験（国家公務員、地方公務員その他）
では、経済学が試験科目に入っている場合が多く、こうした試験を目
標にするものにとっても役立つように授業を進める。

コ
ア
科
目

基
礎
講
義

マクロ経済学入門

初学者を対象に、マクロ経済学（Macroeconomics）の基本を講義す
る。マクロ経済学は、GDP、物価、雇用といった一国の経済全体（マ
クロ経済）の動き（「景気」）を決めるメカニズムを分析する学問分
野である。本講義では、日々のマクロ経済に関わるニュースを理解で
きるようになることを目標とする。また、資格試験（公認会計士試験
その他）や公務員試験（国家公務員、地方公務員その他）では、経済
学が試験科目に入っている場合が多い。こうした試験受験を目標にす
るものにとっても役立つように授業を構成する。

コ
ア
科
目

基
礎
講
義

基礎微分積分学

微分積分学の理論体系を学ぶとともに、色々な関数の微分と積分の計
算に習熟することを目標とする。具体的には、(1) 実数列の極限と収
束、(2) 関数の極限と連続関数、(3) 逆関数、(4) 微分法、(5) 平均
値の定理と不定形の極限、(6) 高次導関数とテイラーの定理、(7) テ
イラー展開、(8) 不定積分、(9) 定積分、微分積分法の基本定理、置
換積分と部分積分、(10) 広義積分、(11) ベータ関数とガンマ関数、
(12) 定積分の応用を扱う。

コ
ア
科
目

基
礎
講
義

基礎線形代数学

線形代数学の基礎のうち、次のことを学習する。（1）行列の定義と
演算（和・スカラー倍・積）、基本法則（2）逆行列、行列の転置、
行列の分割（3）行列の基本変形を用いた連立一次方程式の解法（4）
階段行列(簡約行列)と階数（5）掃き出し方による逆行列の求め方・
基本行列（6）２次、３次行列式の定義と性質（7）一般次数の行列式
の定義と性質（8）一般次数の行列式の値の求め方（9）余因子行列と
クラメールの公式（10）行列の固有値と固有ベクトルの求め方、行列
の対角化

コ
ア
科
目

基
礎
講
義

統計学

日常に出会う簡単なデータから、直感的に正しい判断が下せるように
なるために、以下に掲げ具体的な確率や統計の問題解決を学習する。
(1) 期待値、分散、標準偏差の意味がわかり、計算ができ、性質を理
解する。 (2) 有名な離散確率分布や連続確率分布を覚え、その性質
を理解する。 (3) 標本(サンプル)からの点推定を行う手法とその性
質を学ぶ。(4) 信頼度の概念を理解し、簡単な区間推定が行えるよう
になる。(5) 片側検定、両側検定、帰無仮説、検定統計量、有意水準
(危険率)、棄却域といった用語の意味を理解し、簡単な検定が行える
ようになる。

コ
ア
科
目

基
礎
講
義

お茶の水女子大学論

本講義は、お茶の水女子大学の歴史を学び、お茶の水女子大学の今を
知り、自らの未来を描くための授業である。主に1年生を対象とし、
お茶の水女子大学の特色を知り、自らの将来をイメージしながら学生
が在学期間を有効に過ごすための導入的講座であり、お茶の水女子大
学の歴史と現状、卒業生のロールモデル、有識者の講演などから学
ぶ。この講座を通して、学生が本学の教育カリキュラムを自律的に選
択する目を養い、今後選択する授業を有効に活用し、社会の様々な場
面でリーダーシップを発揮する人物へと成長することを目指す。
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コンピテンシー基礎論

コンピテンシーとは、「人生の成功と正常に機能する社会のために必
要な能力」などと定義されるもので、問題解決能力や自己制御力、協
働性など、従来の学校教育で扱われてこなかった様々な能力を含むも
のである。このコンピテンシーを学校教育で育成しようとする動き
が、ここ10年ほどで世界の主要国において盛んになっている。日本の
いくつかの大学でも、卒業年度までにこれらの能力向上を目的とし
て、能力ベースでの授業履修を学生に計画させている。
（オムニバス方式／全15回）
本講義では、このコンピテンシー概念の成り立ちと国内外の育成状況
や実践等を紹介し（下島泰子／6回）、学生が「自身のコンピテン
シーを向上させるための授業履修や授業の受け方」について理解を深
めることを目標とする。また、一部の能力については実践を体験し
て、授業内での能力向上も目指す。（押尾恵吾／3回）学校教育での
能力育成、（下島泰子／3回）アクティブ・ラーニングでの育成、
（秋山久美子／3回）教育プログラムでの育成。

オムニバス方式

コ
ア
科
目

情
報

情報処理演習(1)(2)

1年次前期の必修科目であり、情報処理の基礎的な知識や技能を習得
することを目標とする。この授業では、大学のITルームに設置されて
いる教育用端末を使って演習を行う。本学の教育用端末には教育研究
に必要なアプリケーションがインストールされ、情報処理を学ぶ上で
の環境が構築されている。また本授業では実践的なスキルを身につけ
るために、近年注目されている、データに基づく意思決定についての
事例を取り上げる。授業では学生自身が手を動かして実データを収集
し、そのデータを意味のある情報に整理、加工して、実社会の問題を
考えていく。この課題を通じて、これからの社会で生きていくために
必要不可欠な情報処理のスキルを身につけていこう。さらに、情報セ
キュリティやコンプライアンスなどの知識を身につけることも目標と
する。

コ
ア
科
目

情
報

メディアリテラシ(1)(2)

情報化社会を生きる上で身に付けておきたい知識とスキルについて学
習する。インターネットの普及により大きく様変わりしたビジネスの
仕組み、検索技術などを学び、また、インターネットを含めた各種メ
ディアの特徴を理解して情報を収集・加工・発信するスキルを身に付
けることを目指す。主な学習項目：[1] 情報化社会の発展　[2] コン
ピュータ技術（コンピュータ構成要素、ハードウェア) ［3］ソフト
ウェア [4] メディア技術　[5] ネットワーク１（仕組み、通信プロ
トコル、ＬＡＮ）　[6] ネットワーク２（ウェブ、電子メール）
[7] 情報化社会の現状（検索サイト/ウェブ社会/ECサイト/IoT）
[8] メディアの利用と情報倫理　[9] 知的財産権/プライバシー権
[10] 情報セキュリティ　[11] 企業情報システム

隔年

コ
ア
科
目

情
報

文理融合データサイエンス
Ⅰ

本授業の主題はデータサイエンスの手法を学ぶことに加え、文化現象
を対象にデータサイエンスの手法を用いた事例を概観し、文理融合型
の研究におけるデータ分析の有効性と重要性を学ぶことである。それ
故、本授業ではデータサイエンスの手法を理解することだけではな
く、文化に関するデータに対してデータサイエンスの分析手法をどの
ように応用するのか理解することが重要になる。また、生活に必要な
データサイエンスの基礎を、シミュレーションを用いて身につけるこ
とを目標とする。直感的に理解できる内容を目指しながら、卒業研究
の際に必要になってくる統計の基礎も身につけていくことを目標とす
る。

コ
ア
科
目

情
報

文理融合データサイエンス
Ⅱ

本授業の主題は文理融合データサイエンスⅠにおいて学んだ基礎的な
多変量解析の手法を復習し、新たに機械学習の手法を学ぶことであ
る。また、文化現象を対象とするデータサイエンスの手法を用いた研
究事例を概観することで、文理融合型の研究におけるデータサイエン
スの有効性と重要性を理解することを目標とする。主な学習項目は以
下のとおり。決定木、 ランダムフォレスト、 ネットワーク分析、サ
ポートベクターマシン、ニューラルネットワーク、相関ルール、
ディープラーニング入門。

コ
ア
科
目

情
報

情報科学(1)(2)

情報科学とは何であるか、自然科学分野における位置付け及びその技
術的な応用について学ぶ。近年急速な発展が見られる情報技術を基礎
として支えているのが情報科学であるが、その内容は幅広く奥も深い
学問である。本講義は、情報科学やその関連分野に携わる者が知って
おくべき基礎知識について述べ、主要トピックを取り上げて議論し、
この分野の概要を理解することを目標とする。以下の項目を学習す
る。2進数による数値データ表現、文字データの符号化、マルチメ
ディアデータの符号化、データ通信、論理回路とコンピュータの基
礎、コンピュータの基本構成、ソフトウェア、アルゴリズム

コ
ア
科
目

情
報

情報処理学(1)(2)

新型コロナウイルスの出現によって、企業の在宅勤務や大学のオンラ
イン授業など、我々の日常生活の仕方は大きく変わった。実際に企業
や大学などの対応方法は様々で、これまでとは全く異なる価値観が生
まれている。例えば、住んでいる場所に関係なく世界のどこからでも
仕事ができるような環境も選択できるようになってきた。このような
環境の実現には、高速なネットワーク回線やパソコンの高性能化な
ど、情報技術の発展とそれを最大限に活用できる高度な人材が不可欠
である。情報処理に関する幅広い知識を身につけることによって、将
来の選択肢が広がるだけでなく、色々な場面での適切な対応が可能に
なる。本授業では、情報処理に関して、ソフトウェアの使い方だけで
なく、ハードウェアや情報システム、情報セキュリティなどの基本的
な知識や技術を習得することを目標とする。
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報

プログラミング演習１

本授業では、プログラミング言語について学習し、演習を通じて技術
や能力を身につける。使用する言語は、Java又はRubyを扱う。Java言
語による演習では、プログラミング技術、オブジェクト指向プログラ
ミングを身につけるとともに、簡単なプログラム作成を通してコン
ピュータを使った問題解決能力を身につける。Rubyによる演習では、
プログラミング言語Rubyについて学習し、これを通じて、プログラミ
ングの基礎についてや文字列処理や正規表現について学習する。

コ
ア
科
目

情
報

プログラミング演習２

RやPythonを体系的に学び、修得した技術や知見等をもとに、データ
収集から分析までの一連の流れを実践的に演習することで、「どのよ
うなデータ」を「どのような手法等で分析」することにより、「どの
ような価値や知見等を見出すのか」というデータ分析のコンセプト設
計が行える人材養成を目標とする。具体的に、ビッグデータの特徴の
一つと言われている非構造化データを題材とし、データ収集技術で
は、WebスクレイピングやTwitter APIを用いた収集技術について演習
する。また、データ分析について、座学では、線形代数学をベースと
した各種統計手法の概念について学び、技術としては、Rを用いて、
基本的な統計手法の演習から行い、テキストマイニング技術や、グラ
フ理論に基づくネットワーク分析に関する技術等について演習する。
授業の後半では、Pythonを用いてDeep Learningの原理を学ぶための
演習を行う。

コ
ア
科
目

情
報

コンピュータ演習１

本講義では、初めにコンピュータネットワークの全体像を学び、コン
ピュータネットワークやインターネットの各層(物理層からアプリ
ケーション層)の動作や仕組みを学習する。そこでは、コンピュータ
ネットワークやインターネットの基礎技術(構造や仕組みなど)を学習
し、ネットワーク環境や分散計算システムの設計や運用に必要な知識
を習得することを目標とする。主な学習項目は、コンピュータネット
ワーク概要、ハードウェア、データリンク層、インターネットプロト
コル、トランスポートプロトコル、ネットワークサービス、ネット
ワークセキュリティである。

コ
ア
科
目

情
報

コンピュータ演習２

ITパスポートの出題範囲を主な対象として、情報技術に携わる者に必
要な基礎知識とスキルについて学ぶ。ITパスポートは、情報技術に携
わる業務に就く者や、担当業務に対して情報技術を活用していこうと
する者を主な対象として、職業人が共通に備えておくべき情報技術に
関する基礎的な知識を幅広く有しているかについて測る試験であるた
め、本授業では、情報技術だけでなく経営や開発マネジメントなど幅
広い知識について学習する。

コ
ア
科
目

情
報

情報学演習１

ITはあらゆる産業界の企業活動において高度に活用されており、経済
の発展・成長に大きな影響を与えている。多様なIT製品・サービスを
統合して企業の経営課題の解決及び、新規ビジネスの創造を支援する
ソリューションビジネスを提供するシステムインテグレーター
(SIer)/サービスプロバイダーの目線で、産業界(製造業、金融業、流
通業等)における各業務システム全体像・特徴、IoTやAI等最新IT活用
事例の紹介、ビジネスとしてのSIの全体像や仕事の概要、ITが経済に
与えるインパクトや今後の展望について、実務経験者が講義を行う。

コ
ア
科
目

情
報

情報学演習２

近年、オープンデータを活用した取り組みが広がっており、特に地方
自治体においてこの傾向が強くなっている。本授業では、オープン
データを活用するにあたって必要となるライセンスやコンプライアン
スなどに関する知識、データ処理（整形、加工などの前処理）につい
てのスキルを身につけることを目標とする。前半では主にオープン
データの動向と日本政府や地方自治体での具体的な事例を紹介する。
後半では、Microsoft ExcelやRなどのツールを使って、実データを機
械判読可能な形式に整形し、データを処理し、分析する能力を身につ
ける。

コ
ア
科
目

外
国
語

基礎英語Ⅰ(1)(2)

（RLクラス）この授業では、英語の文章に特有の構造や、その構造を
示す標識となる表現やその使い方を理解した上で、語彙や文の構造が
比較的平易な英語の散文を、論点を正しく把握して読むことを目的と
する。リーティングに関してはとりわけ構文を正しく理解することに
重点を置きつつ、語彙の強化にも努める。また、リスニングとして
は、用いられる語彙や文の構造が比較的平易で、話されるスピードも
それほど早くない会話やレクチャーを聞いて、英語に特有のアクセン
トやイントネーション、強勢の置き方などについて、基本的な知識を
身につけながら、論点を正しく理解することを目指す。同時に、使用
する音源の文化・社会・歴史な背景にも注意を向け、英語そのものや
発話にどのような影響を与えているのかについても理解を深め、国や
地域だけでなく、場面によって語彙や発話が異なることを学習する。

コ
ア
科
目

外
国
語

基礎英語Ⅱ(1)(2)

（SWクラス）この授業では、基礎英語Iの学習を踏まえ、アカデミッ
ク・ライティング能力の育成を目指し、その基礎となる英語の作文能
力を、パラグラフ・ライティングを通して養う。受講生は様々な種類
のパラグラフ(narrative(叙述的)・process(プロセス)・
comparison/contrast(比較対照)等）の作成方法を学ぶと共に、ライ
ティングの一連の過程、即ちアイデアのブレインストーミング、草稿
作成、ピア・レビュー、推敲等を経験する。また、意見交換ができる
オーラル・コミュニケーション能力やプレゼンテーション能力を育成
する。
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コ
ア
科
目

外
国
語

中級英語Ⅰ(1)(2)

（RLクラス）この授業では、語彙や表現があまりコントロールされて
いない英語の散文（新聞や雑誌の記事、論説等）の論点を正しく把握
して読むことができるようになること、また英語のニュースやレク
チャーを聴き、論点を正しく理解することができるようになることを
目標とする。特に時事問題を中心としたニュース番組内の特集やイン
タヴュー番組を授業内で視聴し、政治・経済・国際関係・文化芸術・
科学・テクノロジー・医療といった知的な内容を視聴とトランスクリ
プトや関連記事の文字情報の両方から理解する。その際に必要な論理
的思考力を習得し、英語圏の文化や政治、社会についての理解も深め
る。

コ
ア
科
目

外
国
語

中級英語Ⅱ(1)(2)

（SWクラス）この授業では、１年次に学習したライティング・スキル
を踏まえ、エッセイ・ライティングにおけるトピックの発想と絞り込
み、アイデアのブレインストーミング、情報収集、草稿作成、文献引
用、ピア・レビュー、推敲と修正等のライティング能力を鍛錬し一層
向上させる。学生は学期を通して、説明的、叙述的、比較対照、原因
結果、意見等のエッセイを書くために必要な一連のテクニックを学習
する。またエッセイトピックに関連した内容について行うペアワーク
やグループワークと学期末のプレゼンテーション課題を通じて、ス
ピーキング能力を強化する。

コ
ア
科
目

外
国
語

グローバル・イングリッ
シュⅠ(1)(2)

この授業は、グローバル化している世界において必要とされる、英語
のリスニング、リーディング、ディスカッション、コミュニケーショ
ンスキルの力を向上させることを目的としている。世界のニュースの
読解や視聴により世界情勢に触れることを通じ、学生自身が多様な視
点を持ち、視野を広げることを狙うと共に、創造的思考や批判的思考
の醸成も目指す。授業内で学生はスピーキングやプレゼンテーション
活動を行い、アウトプット能力の向上を図る。

コ
ア
科
目

外
国
語

グローバル・イングリッ
シュⅡ(1)(2)

この授業は、前期Iの内容を踏まえ、グローバリゼーションの進む世
界において必要とされるコミュニケーション能力をさらに向上させ、
世界における多様な文化や歴史、現代の問題などについて学生の視野
を広げることを目的としている。また、ネイティブスピーカーの英語
だけでなく、世界の様々な土地で話されている英語にも触れ、国際共
通語としての英語についても考える。授業内で学生はディスカッショ
ンやプレゼンテーション活動を行い、それらの能力にさらに磨きをか
けることを目標とする。

コ
ア
科
目

外
国
語

基礎ドイツ語Ⅰ

ドイツ語を初めて学ぶ人を対象にした授業で、１年間（基礎ドイツ語
I～IV）の履修により、ドイツ語の文構造の基本を習得する。発音や
文字の綴り方から始めてドイツ語の基本的な仕組みを学び、日常的な
生活場面において使用できる運用能力を養い、ドイツ語圏の文化に関
する知識も習得する。ドイツ語技能検定試験４級合格に必要な内容を
扱い、初・中級レベルの学習に繋がるドイツ語の基礎を身につける。
第１週目は主にドイツ語の文字と発音について学ぶ。基礎ドイツ語の
学習内容は大きく「コミュニケーション」「文法・読解」に分かれ
る。「コミュニケーション」ではあいさつや簡単な自己紹介をする練
習をする。「文法・読解」では基本的な文の作り方 (動詞や名詞の使
い方、語順の原則など)を学び、平易な文章を読む練習を行う。また
アクティブ・ラーニングでは動画を見てドイツ語圏の文化に触れ、内
容をレポートする。

コ
ア
科
目

外
国
語

基礎ドイツ語Ⅱ

基礎ドイツ語Iの履修を踏まえ、ドイツ語の基礎を学ぶ。ドイツ語の
基本的な仕組みを学び、日常的な生活場面において使用できる運用能
力を養う。アクティブ・ラーニングを活用してドイツ語圏の文化に関
する知識も増やす。ドイツ語技能検定試験を視野に入れながら、語彙
力、読解力をつける。基礎ドイツ語の学習内容は大きく「コミュニ
ケーション」「文法・読解」に分かれる。「コミュニケーション」で
は食べ物の話、家や部屋に関わる表現、スーパーでの買い物に必要な
表現など日常生活に役立つ会話練習を行う。「文法・読解」では代名
詞類、前置詞、助動詞、命令文、従属文などを学び、より内容豊かな
文章に親しむ。アクティブ・ラーニングでは興味のあるドイツ語圏の
町や文化について調べ、発表用のPPTを作成する。

コ
ア
科
目

外
国
語

基礎ドイツ語Ⅲ

基礎ドイツ語I、Ⅱで習得した知識を土台に基礎～初級レベルのドイ
ツ語を学ぶ。日常的なコミュニケーション場面における基本的な情報
を聞き取り、スムーズなやり取りができるようにする。ドイツ語圏の
文化に関する知識もさらに増やす。ドイツ語技能検定試験３級合格を
視野に入れながら、語彙力、読解力をつける。様々なタイプの文章に
接し、辞書を用いて的確に内容を読み取ることができるようにする。
学習内容は大きく「コミュニケーション」「文法・読解」に分かれ
る。「コミュニケーション」では１日の予定を言うなど、まとまった
内容を話したり、相手から同様の情報を得るための練習を行う。「文
法・読解」では過去形、完了形、分離動詞、zu不定句表現、比較表
現、再帰表現などを学び、基礎～初級の文法学習を終える。学習した
文法項目を含む、より複雑な文章の読解に取り組む。
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コ
ア
科
目

外
国
語

基礎ドイツ語Ⅳ

基礎ドイツ語I～Ⅲの学習内容を土台に、中級レベルに繋がるより高
いドイツ語力を身につけることを目指す。日常よく使われる表現が身
につき、初歩的な会話ができるようになる。アクティブ・ラーニング
を活用してドイツ語圏の文化に関する知識も増やす。ドイツ語技能検
定試験を視野に入れながら、語彙力、読解力をつける。様々なタイプ
の文章に接し、辞書を用いて的確に内容を読み取ることができるよう
にする。学習内容は大きく「コミュニケーション」「文法・読解」に
分かれる。「コミュニケーション」では、将来の計画、過去の話など
表現力、会話力を高める練習をする。「文法」は中級に繋がる初級文
法の仕上げとして受動文、関係文、接続法を扱う。「読解」は物語や
新聞記事など、様々なタイプの文章に挑戦して読解力を高める。やや
複雑で長い文章でも辞書を用いて読めることを確認する。

コ
ア
科
目

外
国
語

発展ドイツ語Ⅰ(1)(2)

この授業では、基礎ドイツ語I～IVなどの履修により、初級文法を一
通り学び終えた学生を対象に、「正しいドイツ語」を作るために必要
な文法知識をもう一度別の角度から捉え直し、具体的な例題と厳選さ
れた練習問題によって、より高度な表現力を習得することを第一の目
標とする。初級では少なかった自己表現のための作文も豊富に取り入
れ、ドイツ語で自分を表現する楽しさも感じる。また、ドイツ人特有
の思考や文化に触れられるテクストを用いて、ヒアリングやディク
テーションにも取り組む。読解も折に触れて扱うが、書く、聴くとい
う分野に重点をおき、バランス良くドイツ語力を養う。発展ドイツ語
Iでは、ヒアリングとディクテーションを中心に学習する。

コ
ア
科
目

外
国
語

発展ドイツ語Ⅱ(1)(2)

この授業では、発展ドイツ語Iの履修を踏まえ、具体的な例題と厳選
された練習問題によって、より高度な表現力を習得することを第一の
目標とする。初級では少なかった自己表現のための作文も豊富に取り
入れ、ドイツ語で自分を表現する楽しさも感じる。また、ドイツ人特
有の思考や文化に触れられるテクストを用いて、ヒアリングやディク
テーションにも取り組む。読解も折に触れて扱うが、書く、聴くとい
う分野に重点をおき、バランス良くドイツ語力を養う。発展ドイツ語
IIでは、作文に力点を置き、文法を身につけるとともに、論理的な文
章力を養成する。

コ
ア
科
目

外
国
語

ドイツ語初歩Ⅰ(1)(2)

この授業では、1年間（ドイツ語初歩I、Ⅱ）の履修により、アルファ
ベットの読み方からドイツ語特有の発音の仕方を学ぶことから始め、
教科書に従ってドイツ語の基礎を学ぶ。新しい語学を身につけようと
する際には、読むことと書くことに偏りがちであるが、本授業では、
読む、書く、聞く、話すをバランスよく学ぶことにより、日常生活の
様々なシーンで交流ができるような実践的な語学の習得を目指す。ま
た、言葉の習得だけではなく、その背後にあるドイツの文化・習慣・
考え方等の紹介も随時取り入れる。独検合格や、将来ドイツ語圏留学
を目指すことも視野に入れて、基礎から学ぶ。

コ
ア
科
目

外
国
語

ドイツ語初歩Ⅱ(1)(2)

ドイツ語初歩Iの履修を踏まえ、さらに分離動詞、副文の語順、形容
詞の語尾変化、さらには過去形や現在完了形、接続法などの文法を学
び、より高度な表現ができるようになることを目標とする。読む、書
く、聞く、話すをバランスよく学ぶことにより様々なシーンで自分の
考えを表現できる語学力の習得を目指す。また、言葉の習得だけでは
なく、その背後にあるドイツの文化・習慣・考え方等の紹介も随時取
り入れる。最後にはそれぞれのテーマに応じて原稿を作成し、スピー
チをする。独検合格や、将来ドイツ語圏留学を目指すことも視野に入
れて学ぶ。

コ
ア
科
目

外
国
語

基礎フランス語Ⅰ

この授業では、1年間（基礎フランス語I～IV）の履修によって、フラ
ンス語の基礎を総合的に学習する。フランス語の初級文法を習得し、
フランス語の基本的な語彙や表現、発音とつづりの関係を身につけ
る。授業は週2回で、火曜日は日本人教員による文法中心の授業、金
曜日はネイティヴの教員による会話中心の授業を行う。文法と一緒
に、コミュニケーションの基礎を学ぶ。教科書に沿って進め、解説だ
けではなく、演習も多めに行う。
（梶谷彩子・LEMOINE,FABIEN DENIS／15回）（共同）

共同

コ
ア
科
目

外
国
語

基礎フランス語Ⅱ

この授業では、基礎フランス語Iに続き、1年間で、フランス語の基礎
を総合的に学習する。フランス語の初級文法を習得すること、フラン
ス語の基本的な語彙や表現、発音とつづりの関係を身につける。授業
は週2回で、火曜日は日本人教員による文法中心の授業、金曜日はネ
イティヴの教員による会話中心の授業を行う。文法と一緒に、コミュ
ニケーションの基礎を学ぶ。教科書に沿って進め、解説だけではな
く、演習も多めに行う。仏語検定（5級）模擬問題に挑戦する。
（梶谷彩子・LEMOINE,FABIEN DENIS／15回）（共同）

共同

コ
ア
科
目

外
国
語

基礎フランス語Ⅲ

この授業では、基礎フランス語Ⅱに続き、1年間（基礎フランス語I～
IV）で、フランス語の基礎を総合的に学習する。フランス語の初級文
法を習得すること、フランス語の基本的な語彙や表現、発音とつづり
の関係を身につける。授業は週2回で、火曜日は日本人教員による文
法中心の授業、金曜日はネイティヴの教員による会話中心の授業を行
う。文法と一緒に、コミュニケーションの基礎を学ぶ。教科書に沿っ
て進め、解説だけではなく、演習も多めに行う。
（梶谷彩子・LEMOINE,FABIEN DENIS／15回）（共同）

共同
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コ
ア
科
目

外
国
語

基礎フランス語Ⅳ

この授業では、基礎フランス語Ⅲに続き、1年間（基礎フランス語I～
IV）で、フランス語の基礎を総合的に学習する。フランス語の初級文
法を習得すること、フランス語の基本的な語彙や表現、発音とつづり
の関係を身につける。授業は週2回で、火曜日は日本人教員による文
法中心の授業、金曜日はネイティヴの教員による会話中心の授業を行
う。文法と一緒に、コミュニケーションの基礎を学ぶ。教科書に沿っ
て進め、解説だけではなく、演習も多めに行う。仏語検定（4級）模
擬問題に挑戦する。
（梶谷彩子・LEMOINE,FABIEN DENIS／15回）（共同）

共同

コ
ア
科
目

外
国
語

発展フランス語Ⅰ(1)(2)

基礎フランス語（I～IV)の履修を踏まえ、1年間（発展フランス語I、
Ⅱ）の学習により、1年次に学んだ文法事項を復習しながら、フラン
ス語の文章の読解力を中級から上級へと高めることを目標とする。フ
ランスおよびフランス語圏の話題、例えば、政治、経済、歴史、社
会、文化、教育、芸術、スポーツなど多岐にわたる時事的な問題を平
易な文章で解説したテキストを講読し、そのテキストの内容に関連す
る練習問題を行う。また、ネイティヴがフランス語のテキストを音読
した音声教材を用いて発音の練習を実施する。

コ
ア
科
目

外
国
語

発展フランス語Ⅱ(1)(2)

発展フランス語Iの履修を踏まえ、ヨーロッパ言語共通参照粋A2～B2
レベルのフランス語のテキストを講読する。フランスを象徴する文化
的事象に関する文章を読み、テキストの内容理解やテーマについての
フランス語による意見陳述などの練習問題を行う。これまでに学習し
てきた重要な文法事項を再確認しながら、総合的なフランス語能力を
向上させることを目的とする。また、ネイティヴがフランス語のテキ
ストを音読した音声教材を用いて発音の練習を行う。

コ
ア
科
目

外
国
語

フランス語初歩Ⅰ(1)(2)

フランス語の初級文法、つまり基本的なフランス語の仕組みを1年間
（フランス語初歩I、Ⅱ）で学ぶ。仏検（実用フランス語技能検定試
験）の4級合格レベルの文法・語彙の習得を目指す。第1課「名詞の性
と数、冠詞」第2課「人称代名詞（1）主語、動詞étreの活用」第3課
「動詞 avoir の活用、否定形」第4課「冠詞（2）、形容詞」第5課
「第一群規則動詞（-er型動詞）の活用、疑問形」第6課「指示形容
詞、所有形容詞」第7課「動詞 aller と venir の活用、前置詞と定
冠詞の縮約」第8課「近接未来と近接過去、非人称表現」第9課「第2
群規則動詞（-ir型動詞）の活用、命令法」第10課「疑問形容詞、疑
問代名詞」第11課「人称代名詞（2）：目的語、強勢形」第12課「代
名動詞（直説法現在）」。

コ
ア
科
目

外
国
語

フランス語初歩Ⅱ(1)(2)

フランス語の初級文法、つまり基本的なフランス語の仕組みを1年間
（フランス語初歩I、Ⅱ）で学ぶ。仏検（実用フランス語技能検定試
験）の4級合格レベルの文法・語彙の習得を目指す。第13課「（直説
法）複合過去I」第14課「（直説法）複合過去I」第15課「（直説法）
半過去」第16課「比較級と最上級」第17課「（直説法）単純未来」第
18課「中性代名詞」第19課「関係代名詞」第13課「（直説法）複合過
去I」第14課「（直説法）複合過去I」第15課「（直説法）半過去」第
16課「比較級と最上級」第17課「（直説法）単純未来」第18課「中性
代名詞」第19課「関係代名詞」

コ
ア
科
目

外
国
語

基礎中国語Ⅰ

この授業では、1年間（基礎中国語I～Ⅳ）の履修により、中国語の発
音とピンイン（中国語の発音記号）の習得から始める。そして600-
800語程度の常用単語と文法知識を習得し、生活、学習、仕事等にお
ける基本的なコミュニケーションができるレベルの中国語をマスター
することを目的とする。発音編で声調とピンインの読み方を学習す
る。さらに自己紹介、物の名前の尋ね方や誰のものか尋ねる表現、数
え方と日付などの言い方を学ぶ。

コ
ア
科
目

外
国
語

基礎中国語Ⅱ

この授業では、1年間（基礎中国語I～Ⅳ）の履修により、中国語の発
音とピンイン（中国語の発音記号）の習得から始め、600-800語程度
の常用単語と文法知識を習得し、生活、学習、仕事等における基本的
なコミュニケーションができるレベルの中国語をマスターすることを
目的とする。基礎中国語Ⅰの学習を踏まえ、以下の項目を学ぶ。いく
つかの動詞を学び、動詞を使った文の作り方を学ぶ。いくつかの形容
詞を学び、形容詞を使った文の作り方と比較の言い方を学ぶ。物を数
える際に使う量詞を学び、大きな数、不定の数の言い方、数の聞き
方、物の存在することを表現する言い方を学ぶ。

コ
ア
科
目

外
国
語

基礎中国語Ⅲ

この授業では、1年間（基礎中国語I～Ⅳ）の履修により、中国語の発
音とピンイン（中国語の発音記号）の習得から始め、600-800語程度
の常用単語と文法知識を習得し、生活、学習、仕事等における基本的
なコミュニケーションができるレベルの中国語をマスターすることを
目的とする。基礎中国語Ⅱの学習を踏まえ、以下の項目を学ぶ。実現
したこと、経験、予定を表す表現、物を中心にその存在を言い表す言
い方、強調構文、二重目的語構文とその変形、副詞や補語で動作の様
子を表現する方法も学ぶ。
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コ
ア
科
目

外
国
語

基礎中国語Ⅳ

この授業では、1年間（基礎中国語I～Ⅳ）の履修により、中国語の発
音とピンイン（中国語の発音記号）の習得から始め、600-800語程度
の常用単語と文法知識を習得し、生活、学習、仕事等における基本的
なコミュニケーションができるレベルの中国語をマスターすることを
目的とする。基礎中国語Ⅲの学習を踏まえ、以下の項目を学ぶ。距離
や方向を言い表すための介詞、進行を表す表現、助動詞、動作の結果
の表現、目的語を動詞の前に置く言い方や、場所を動詞の後に置く言
い方など、特殊な構文、可能を表現する方法を学ぶ。

コ
ア
科
目

外
国
語

発展中国語Ⅰ(1)(2)

１年間（発展中国語Ⅰ、Ⅱ）の履修によって、エッセイ、実用文、ア
ニメーションの台本などいろいろなタイプの文（400字から700字程
度、中級レベル）を読む訓練を通じて、読解力・内容把握力を身につ
ける。音読練習を通じて中国語文のもつ呼吸や展開のパターンに慣
れ、聴き取り・会話の基礎となる総合的な理解力を養うことを目標と
する。 読本の講読と文法解説と演習とともに、インターネット上の
動画やアニメなども教材とする。

コ
ア
科
目

外
国
語

発展中国語Ⅱ(1)(2)

１年間（発展中国語Ⅰ、Ⅱ）の履修によって、エッセイ、実用文、ア
ニメーションの台本などいろいろなタイプの文（400字から700字程
度、中級レベル）を読む訓練を通じて、読解力・内容把握力を身につ
ける。音読練習を通じて中国語文のもつ呼吸や展開のパターンに慣
れ、聴き取り・会話の基礎となる総合的な理解力を養うことを目標と
する。読本の講読と文法解説と演習とともに、インターネット上の動
画や演劇なども教材とし、実演練習も行う。

コ
ア
科
目

外
国
語

中国語初歩Ⅰ(1)(2)

この授業では、１年間（中国語初歩I、II)の履修により、中国語の発
音とピンイン（中国語の発音記号）の習得から始め、200語程度の常
用単語と文法知識を習得し、身近な日常生活の話題について簡単で直
接的な交流ができるレベルの中国語をマスターすることを目的とす
る。主な学習項目は以下のとおり。発音・声調、数字、日付、人称代
詞、動詞述語文、疑問文、指示代詞、連体修飾語、形容詞述語文、主
述述語文、数量の数え方、たずね方、方角や位置、動詞・介詞“在”
など、連動文、助動詞“要”、文末の“了”など、時刻の言い方な
ど。

コ
ア
科
目

外
国
語

中国語初歩Ⅱ(1)(2)

中国語初歩Ⅰの履修を踏まえ、教科書を中心に、会話・文法・リスニ
ング・作文をバランスよく学び、基本的なコミュニケーションができ
るレベルの中国語をマスターすることを目標とする。また、言葉の習
得だけではなく、その背後にある中国の文化・習慣・考え方等の紹介
も随時取り入れる。具体的には、主な学習事項は次の通り。動詞や形
容詞を使った文の作り方、物を数える際に使う量詞、大きな数、不定
の数の言い方、数の聞き方、物の存在すること、実現したこと、経
験、予定を表す表現、強調構文、二重目的語構文とその変形、副詞や
補語で動作の様子を表現する方法など。

コ
ア
科
目

外
国
語

ロシア語初歩Ⅰ(1)(2)

まずはロシア語の33文字と発音の規則を覚え、アクセント記号がつい
ていれば音読できるようにする。そして、基本的な文法をマスターし
て、簡単なロシア語文章の読み書きができることを目標とする。学習
項目としては、簡単な文とその疑問文や否定文の作り方。さらに、人
称代名詞、名詞の性と数、動詞の現在形、所有代名詞・指示代名詞、
名詞の格、形容詞について学習する。同時に、ロシア語を通して、現
代のロシア社会やロシア文化について理解を深めることもこの授業の
テーマである。

コ
ア
科
目

外
国
語

ロシア語初歩Ⅱ(1)(2)

ロシア語初歩Ⅰの授業に引き続いて講義を行う。基本的な語彙力をつ
け、ロシア語の基本的な文法をすべてマスターして、初級～中級のロ
シア語文章の読み書きができることを目標とする。具体的な文法事項
は、無人称文、動詞の過去形・命令形・未来形、動詞の完了体と不完
了体、運動の動詞、比較表現、数量の表し方などである。ロシア語学
学習と並行して、現代のロシア社会やロシア文化についてさまざまな
視点から理解を深めることもこの授業のテーマである。

コ
ア
科
目

外
国
語

朝鮮語初歩Ⅰ(1)(2)

韓国（朝鮮）語の文字であるハングルの読み書き、日常のあいさつ、
自己紹介など、文字の理解と簡単な会話ができることを目的とする。
ハングルに慣れた段階からは簡単な文型を利用した文章を作る力を養
う。各場面に合う適切な発話ができ、韓国人とのコミュニケーション
が取れるように、ペアワーク、小グループ活動を積極的に取り入れた
会話の練習を行う。さらに、韓国の伝統文化や今の韓国人の生活スタ
イルを紹介することにより、異文化への理解を深めることを授業の目
標とする。

コ
ア
科
目

外
国
語

朝鮮語初歩Ⅱ(1)(2)

朝鮮語初歩Iの履修を踏まえ、読み方と書き方の正確性を高めるこ
と、感情・意見の表現、状況の説明など、より複雑で豊かな会話がで
きることを目標とする。用言の活用法、数字、複雑な文型や語彙、丁
寧な言い回しなどを学ぶことで、過去と未来のことを話して、自然な
表現が書けるようになる。講師からの韓国文化の紹介だった前期の授
業から、朝鮮語初歩Ⅱでは学生自ら韓国関連コンテンツを選び、様々
な角度から韓国文化を見てクラスで話す時間を設ける。

コ
ア
科
目

外
国
語

現代スペイン語Ⅰ

スペイン語を初めて学ぶ学生を対象に、1年間（現代スペイン語I、
Ⅱ）の履修により、「読む・書く・聞く・話す」の4つの能力の総合
的な習得を目指す。簡単な文章の読み書きや簡単な日常会話ができる
ように、また将来独学できるように、必要な文法体系をしっかり学
ぶ。スペイン語圏の世界遺産、映画、音楽などの文化の面白さ・魅力
を知り、関心を深めながら、楽しく学ぶ。前期（現代スペイン語I）
では、名詞、代名詞、動詞現在形、不定詞などを学ぶ。
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コ
ア
科
目

外
国
語

現代スペイン語Ⅱ

スペイン語を初めて学ぶ学生を対象に、1年間（現代スペイン語I、
Ⅱ）の履修により、「読む・書く・聞く・話す」の4つの能力の総合
的な習得を目指す。後期（現代スペイン語II)では、動詞の過去形、
分詞、未来形、接続法現在、接続法現在完了など、現代スペイン語を
理解するうえで必要な事項を学習する。また適宜、西文和訳や和文西
訳を練習する。現代スペイン語Iにつづき、一年間丁寧にスペイン語
を勉強すれば、それ以降は、辞書を片手に、いろいろな文章を読解す
る力がつく。

コ
ア
科
目

外
国
語

現代イタリア語Ⅰ

１年間（現代イタリア語I・II)の履修により、イタリア語の基礎から
初級、中級程度を学ぶ。ストーリー性のあるテキストを基にイタリア
語の体系を理解し、教室で表現を使いながらコミュニケーションする
楽しみまで実感する。最初の講義では基本的に日本語を介さずに、簡
単な単語やジェスチャーや挨拶等のイタリア語を発話し、イタリア語
の音やリズムに慣れる。2回目以降、イタリア語の発音の仕組みや発
声のコツを音声学的、体系的に説明し、美しいイタリア語を発音でき
るよう導く。テキストのダイアローグにはほとんどすべての部分にCD
やネット上の音源がありスマホでもアクセスできるので、講義中のみ
ならず、普段の生活のあらゆる場面でイタリア語学習をキープでき
る。時に著名なオペラや、現在流行中のイタリアンポップス等も取り
上げ、イタリアという国の魅力も学習する。

コ
ア
科
目

外
国
語

現代イタリア語Ⅱ

現代イタリア語Iの履修を踏まえて、テキストをベースに、より細か
なイタリア語のニュアンスを表現できるよう学んでいく。そして、引
き続きイタリア語の文法体系を理解し、テキストに含まれた多彩な表
現を使ったコミュニケーションを取りながら、全員が臆せずイタリア
語を自由に発話できるようにしていく。一年を通じて手製のオリジナ
ル文法mappaを配り、これを常に参照し、自分が今イタリア語の文法
地図の中のどの辺を学び、どの程度で完走できるかを把握できるよう
にする。テキストには多くの練習問題もあり、これを適宜用い、引き
続き時折テキストを離れ、オペラやイタリアンポップス等を取り上
げ、イタリアという国の魅力も学習していく。

コ
ア
科
目

外
国
語

現代アジア諸語Ⅰ

アラビア語は国連公用語のひとつであり、イスラームの拡大とともに
各地に広がり、コーランをはじめととするイスラーム学の共通語とし
て学習されてきた。本授業はアラビア語を初めて勉強する人をを対象
とした授業で、アラビア文字の書き方、読み方、発音から始め、1年
間でアラビア語の基礎的な文法を学ぶ。辞書の引き方を覚えることに
より、簡単な文章を読解できるようにする。前期（現代アジア諸語I)
では、名詞・代名詞・形容詞から始めて、動詞の基本形までを学習す
る。教材を通じて、アラブやイスラームの文化への理解を図る。

隔年

コ
ア
科
目

外
国
語

現代アジア諸語Ⅱ

本授業はアラビア語を初めて勉強する人を対象とした授業で、アラビ
ア文字の書き方、読み方、発音から始め、1年間でアラビア語の基礎
的な文法を学ぶ。後期（現代アジア諸語II)では、動詞の変化形や派
生形、時制、受動態、関係代名詞、条件文などを学習する。アラビア
語の特徴は、動詞の3語根によって名詞・形容詞などのすべての単語
が形成されることにあり、語根に基づく辞書の引き方を覚えることに
より、簡単な文章が自分で読解できるようにする。教材を通じて、ア
ラブやイスラームの文化への理解を図る。

隔年

コ
ア
科
目

外
国
語

現代アジア諸語Ⅲ

トルコ語は、歴史的には中央アジアから西アジアまでトルコ系の諸民
族によって使用された言語で、日本語と同じくアルタイ語の言語体系
に属し、語順や助詞が日本語と類似して学びやすい。オスマン帝国で
は公用語として、広くバルカンやアラブ地域でも用いられた。本授業
では、トルコ共和国の公用語である現代トルコ語の基礎文法と基本的
な語彙の修得を目指す。前期（現代アジア諸語III)では、名詞、動詞
（基本的な時制表現）を中心に学習する。テレビドラマや映画等の視
覚教材も取り入れ、実用的な会話と聞き取りの練習も行う。これらを
通じてトルコの人々の日常生活の様子や考え方、歴史への理解を深
め、国際交流の分野で役立つ能力を身につけるのが目的となる。

隔年

コ
ア
科
目

外
国
語

現代アジア諸語Ⅳ

本授業では、トルコ共和国の公用語である現代トルコ語の基礎文法と
基本的な語彙の修得を目指す。後期（現代アジア諸語IV)は、後置
詞、疑問詞、可能表現、伝聞表現、接続法、動名詞、形動詞などを学
ぶ。テレビドラマや映画等の視覚教材も取り入れ、実用的な会話と聞
き取りの練習も行う。これらを通じてトルコの人々の日常生活の様子
や考え方、歴史への理解を深め、国際交流の分野で役立つ能力を身に
つけるのが目的となる。

隔年

コ
ア
科
目

ス
ポ
ー

ツ
健
康

スポーツ健康実習

運動やスポーツを通じて健康や体力の維持増進を図り、あわせて自己
の身体への理解と関心を深めることを目的とする。前期は主に体力の
維持増進を目的として「共通フィットネス」を実習する。後期は開講
される種目（テニス、バドミントン、ダンス、多種目など）の中から
履修する種目を選択し、実習する。講義（前期後期各2回）では、運
動やスポーツを通じて自己の健康管理能力を高めるために必要な知識
と運動やスポーツの文化的側面について学習する。
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コ
ア
科
目

ス
ポ
ー

ツ
健
康

スポーツ科学概論

スポーツおよびスポーツ科学の歴史、また国民の健康づくりやスポー
ツ選手の競技力向上に寄与しているスポーツ科学分野の基礎知識につ
いて学び、考察する。主な学習項目は以下のとおり。文化としてのス
ポーツ、教育としてのスポーツ、スポーツと心理、
スポーツビジネスとスポーツマネジメント、スポーツ政策とスポーツ
マネジメント、スポーツと生理学、スポーツバイオメカニクス、ト
レーニングの科学、スポーツと傷害、子供の発達とスポーツ、生涯ス
ポーツに向けて。

隔年

コ
ア
科
目

ス
ポ
ー

ツ
健
康

健康科学概論

主題は、身体の構造と機能を正確に知り、現代における「健康」の考
え方を正しく理解する。また、自分自身の生活習慣を見つめ、より快
適な生活を送るためにどうしたら良いのかを考え、実践することを目
指す。身体が一生を通じてどのように変化し、さらに運動・栄養・休
養などの様々な角度からのアプローチによって身体がどのように変わ
るのかを学び、自分自身を含めた現代を生きる人の健康への関心を深
める。主な学習項目は以下のとおり。健康の概念と指標、睡眠、食生
活、運動、生活習慣改善のための行動療法、心とからだ、飲酒・喫
煙、薬物、性のしくみ、妊娠・出産応急手当。

隔年

コ
ア
科
目

ス
ポ
ー

ツ
健
康

生涯スポーツ

生涯にわたって自らの生活の中に運動やスポーツを取り入れ実践して
いくことができる基礎的能力や自己の健康管理能力を高めることを目
的とする。開講する種目の実践を通じて、生涯にわたってスポーツに
親しむことができるような基礎的運動技能の習得を目指す。自己の身
体について客観的に把握できる方法についても学び、授業の中で実践
する。また、週1回の運動実践を継続することによって運動を日常生
活の中に位置づけることの意義について理解する。あわせて、スポー
ツの科学的理解も深める。

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

全
学
共
通
科
目

女性のキャリアと経済

この講義では、商社、小売、金融、マスコミ、運輸・交通、公的機関
など社会の各分野の第一線で活躍中の方々（主として女性）をゲスト
講師として招き、その仕事の内容や社会的な意義、キャリアの形成や
変遷、そこで培われた知見などを「生の声」として直接に伺い、受講
生が、ロールモデルを思い描き、将来の自身のキャリアプランを作り
上げる。自分のこれまでの考え方と違う人、全く興味のない業界の人
からも学ぶべき点は必ずあり、ゲスト講師との質疑を積極的に行う。

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

全
学
共
通
科
目

ICTとコミュニケーションス
キル

様々な場でPowerPoint等を用いた口頭発表を行うことを念頭におき、
プレゼンテーションの基礎を学ぶ。前半はプレゼンテーションの際に
活用するPowerPointのスライドの表現方法（文字、画像、グラフ、図
解の表現方法など）を学ぶ。後半は前半で学んだことを踏まえて受講
生各自がプレゼンテーションのための情報収集と整理、スライドおよ
び原稿の作成と口頭発表までを行い合評する。

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

全
学
共
通
科
目

アントレプレナーシップ演
習（DX演習（製造業編））

工場の製造ラインにおいて、各種データを取得し、機械学習を中心と
した処理を行うことにより、自動での不具合検知を目標とした実習を
行う。具体的な取得データとしては運転中の工作機械の機械振動、も
しくは、作業工程における被加工物の画像などとする。計算機処理に
際しては、コードを記述することのないノーコード手法に依るものと
し、また、現場で処理を行うエッジコンピューティングとしてのDX手
法を理解することを目標とする。

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

全
学
共
通
科
目

アントレプレナーシップ演
習（DX演習（ドローン
編））

最先端のドローン技術を用いたDX実習を行う。まずは、組み立て式ド
ローンを用いてドローンの原理構造や飛行プログラミング方法を理解
した上で、近隣のフィールドに出向き、ドローンを飛ばすことで具体
的なデータ取得・処理プロセスを学習する。ドローンにより取得され
た映像データに対し各種３Dマッピング処理をする方法についても理
解を深める。以上を学んだ上で、ドローンを用いたビジネスのアイデ
アを考察し発表する機会も設ける。
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自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

全
学
共
通
科
目

アントレプレナーシップ演
習（DX演習（PoC編））

DXとは既存事業の効率改善やコスト低減などの手段ではなく、あるべ
き未来像を描き出した上で、それに対し、データの流れを設計し、社
会や人々の行動に変革をもたらさんとする技術概念である。本演習で
は、履修者は、ワークショップ型演習を通じて、オリジナルのビジネ
スモデルを考案し、それを仮想DX化し、どのような仮説検証を行うか
を考察する演習を行う。演習を通じて、産学界が求めるDX人材像のう
ちDXストラテジストとしての能力を身に付ける。

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

全
学
共
通
科
目

博物館概論

博物館に関する基礎的な情報を理解し、博物館に関する専門性の基礎
となる能力を身につける。また、博物館の歴史を振り返りつつ、博物
館を取り巻く現在の社会状況についてもあわせて理解を深めることを
目的とする。主な内容は以下のとおりで、学芸員課程について、博物
館の歴史（世界、日本）、博物館の定義、博物館の種類と仕組み、現
代社会と博物館（生涯教育）、博物館の機能と目的、博物館学とは何
か、博物館関係法規、開かれたミュージアを目指して、など。

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

全
学
共
通
科
目

博物館資料論

博物館資料について、様々な点から学ぶ。博物館資料の理念、種類、
収集方法、整理保管等に関する知識を修得するとともに、博物館の調
査研究活動について理解し、展示・公開の理念と方法を学ぶことに
よって、博物館の根本をなす博物館資料に対する基礎的能力を養う。
主な内容は以下のとおり。博物館資料概論、資料の具体例、博物館の
現場から（ゲスト講師）、資料収集（購入、寄贈、寄託、製作、採集
等）、資料研究、資料活用など。

隔年

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

全
学
共
通
科
目

博物館経営論

博物館を管理運営するということと、博物館を経営するということは
どのように異なるのか。博物館の経営に関する基礎的な知識を身につ
けた上で、持続可能な博物館経営の方法について理解する。主な内容
は以下のとおり。ミュージアムを取り巻く環境変化、ミュージアム政
策の不在、「文化の価値」とミュージアム、ミュージアムの管理・運
営体制、地域に生きるミュージアム、ミュージアムを見学するツ
アー、ミュージアムの古くて新しい課題、ミュージアム運営と資金調
達、ミュージアムとまちづくり、ミュージアムと人々との繋がり

隔年

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

全
学
共
通
科
目

博物館資料保存論

博物館における基本的な機能の一つである「資料保存」について学
ぶ。博物館資料の収集、整理保管等に関する知識に基づきつつ、資料
の保存についての基本的な知識を身につけることを通じて、学芸員と
しての基礎的能力を養うことを目指す。主たる授業内容は以下のとお
り。博物館における資料保存の意義、資料保存の制度、資料の状態調
査、資料の修復・修理、資料の梱包・輸送、博物館資料の保存環境、
博物館の現場から（ゲスト講師）など。

隔年

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

全
学
共
通
科
目

博物館展示論

博物館の主要機能の一つである展示について、その目的と意義を踏ま
えた上で、博物館における実践事例をもとに、学芸員に実務上必要と
される知識・技術を理解・習得する。展示の歴史や近年の展示動向、
展示と人・社会との関わりや、社会的影響力についても考え、理解す
る。本授業では、実践的な技術・知識の習得だけではなく、社会的存
在である博物館をよく理解し、展示に関わる上で必要な倫理観を身に
着けることも併せて目標とする。

隔年
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自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

全
学
共
通
科
目

博物館教育論

博物館の主要な事業としての博物館教育と、利用者主体の学習の２つ
の側面を理解し、その相互作用について学ぶ。具体的には、各利用者
の博物館訪問を軸としつつも、その事前の期待や準備、利用時の体験
を形作るものを精査し、事後の振り返りや記憶の中の博物館利用も含
め、全体として利用者の博物館体験について知る重要性を扱う。　主
な授業内容は以下のとおり。博物館教育の事例：自然史・生物系、美
術館・歴史・郷土館、博物館体験としての学習、博物館教育の理論：
学習論と教育論の比較、利用者主体の概念をめぐって、「解説」とは
なにか　使用ツールの分析、来館者調査と博物館教育、実際の博物館
教育プログラムの考案、実際の博物館教育プログラムの考案、教育プ
ログラムの交流など。

隔年

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

全
学
共
通
科
目

博物館実習

博物館での学芸員の仕事について、各種実習を通じて理解し、その責
務や役割について考察する。見学実習、学内実習および外部館園実習
からなる。見学実習では，学内教員が引率し、施設職員によるバック
ヤード見学などを実施する。学内実習の内容は以下のとおりで、展示
実習：展示の計画・デザイン、展示の実際、展示における技術、資料
の取扱い：古美術品、茶道具、資料調査の方法　調書作成、収集・保
存の実践、梱包実習、資料実習（生物：植物＋動物）などを行う。外
部館園実習では、履修者各自で応募した外部館園において実際の業務
などを行う。

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

全
学
共
通
科
目

博物館情報・メディア論

主題は、情報発信メディアとしての博物館の社会的役割を理解するこ
とである。博物館自体がひとつのメディアでもあるわけだが、博物館
の抱える豊富な情報をいかにして効果的に社会に浸透させて行き、多
くの人々に利用してもらうか、さまざまな方法を実践例から批判的に
検討・理解し、その上でさらに効果的な方法はないか考え、提案して
いくことを目標とする。主たる授業内容は以下のとおり。メディアと
は何か：情報発信メディアとしての文化施設・博物館、情報と博物
館、デジタルアーカイブの構築に向けて、博物館の現場から（ゲスト
講師）、博物館情報・メディアの理論と実際、博物館資料のドキュメ
ンテーションとデータベース、博物館における情報展示とは何か、博
物館における情報発信、情報端末の利用、インターネット（HP、ブロ
グ、SNSなど）による発信、情報・メディアの活用と博物館の体制、
博物館における情報公開と個人情報の保護、著作権・使用権・肖像権
等

隔年

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

外
国
人
留
学
生
特
別
科
目

日本語演習ⅠＡ

初級教科書の文法を使って話せるように練習する。敬語の基礎を復習
する。大学生活で、先生や大学職員の方に対してお願いやおわび、お
礼をする時、メールで連絡する時、授業で発表する時や意見を述べる
時などに使う表現を学ぶ。また、自分の国や文化について、聞き手に
わかりやすく説明するにはどうすればいいかを学ぶ。テーマをもうけ
たスピーチ（祭り、観光、習慣、日本のイメージなど）とともに、場
面による会話・作文（許可、誘う、勧める、教職員へのメール、お
礼、申出など）を実際に行いながら学習する。

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

外
国
人
留
学
生
特
別
科
目

日本語演習ⅠＢ

初級教科書の学習を終えて、敬語のルールについて勉強したことがあ
る人を対象に、敬語の使い方について、4技能（読む・聞く・話す・
書く）に関連付けて学ぶ。大学職員や教員とのコミュニケーションや
メールの適切な表現、インタビューや発表を行うときの表現を学ぶ。
また短いスピーチや、クラスメートのスピーチについてコメントがで
きるようになる。主な授業内容は以下のとおり。敬語のルール、メー
ル上手になる　アルバイト先に用件を伝える　会社に対して問い合わ
せをする、電話の敬語  -- 問い合わせる、予約をする、サービスの
敬語、面接を受ける、年末年始の挨拶、インタビューをする、司会を
する。

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

外
国
人
留
学
生
特
別
科
目

日本語演習ⅡＡ

自分がもっと知りたいと思うことや役に立つ情報を調べ、他の人にも
わかるように伝えることを目指す。主な授業内容は以下のとおり。役
に立つ・わかりにくいウェブサイトとは何か、自分が作りたいウェブ
サイトについて、キーワードを考える、レイアウトを考える、大切な
情報を選ぶ、ウェブサイトに載せる情報の順番を決める、 写真の使
用や他のウェブサイトの情報の引用について、 ウェブサイトの内容
について、クラスメートからの意見をまとめる、 発表会。
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自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

外
国
人
留
学
生
特
別
科
目

日本語演習ⅡＢ

教科書の日本語ではなく、日本人が普通に見たり聞いたりしている日
本語に慣れながら、留学生が日本語でできることを増やしていく。そ
のため、このクラスでは、身近なトピックの資料やニュースを使う。
その中で受講者がそれぞれ新しい言葉や表現をまとめた表を作って、
日本語の知識を増やしていく。また、取り上げたトピックについて、
作文を書いたり、話し合ったりして、日本語の「読む」「聞く」「話
す」「書く」力を高めていく。

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

外
国
人
留
学
生
特
別
科
目

日本語演習ⅢＡ

N2～N3レベルの受講生が、さらに高度な日本語力を身につけるための
クラス。この授業では、留学生の皆さんが「興味のある分野の専門
家」にインタビューを行う。具体的には、皆さんが興味のある分野に
ついて調べる、質問を作る、アポイントを取る、インタビューする、
記事にまとめる、学期末の報告会で発表する、等の活動を行う。これ
らの活動を通して、日本語で「読む・聞く・話す・書く」力を総合的
に伸ばすのが目標で、最終的には、全員のインタビューをまとめた冊
子を作成する。

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

外
国
人
留
学
生
特
別
科
目

日本語演習ⅢＢ

N2～N3レベルの受講生が、さらに高度な日本語力を身につけるための
クラス。この授業では、留学生の皆さんが「興味のある分野の専門
家」にインタビューを行う。具体的には、皆さんが興味のある分野に
ついて調べる、質問を作る、アポイントを取る、インタビューする、
記事にまとめる、学期末の報告会で発表する、等の活動を行う。これ
らの活動を通して、日本語で「読む・聞く・話す・書く」力を総合的
に伸ばすのが目標で、最終的には、全員のインタビューをまとめた冊
子を作成する。

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

外
国
人
留
学
生
特
別
科
目

日本語演習ⅣＡ

大学の授業で必要とされるアカデミックな日本語を身に付けることを
主題とする。授業では「書く」「調べる」「協働する」力を伸ばす。
特に、フォーマルな形式で「読み手を意識してわかりやすい文章を書
くことができる」ことを目標とする。そのために、「お茶大を深く知
ろう」というテーマでプロジェクトを行う。留学生の皆さんが、お茶
大にはどんな先生がいるか、どんな研究室があるか、大学生/大学院
生が研究室でどんな生活を送っているかを調べ、取材し、記事にまと
める。プロジェクトに取り組む中で、さまざまなモードでの文章の書
き方を学ぶ。

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

外
国
人
留
学
生
特
別
科
目

日本語演習ⅣＢ

本講義では日本語を一通り学び終えた留学生（N1、N2レベル）を対象
に、日本語の文法や語彙、表現に関して学部学生と話し合いながら学
び整理する。受容的に知識を獲得するだけでなく、自ら疑問を持ち、
解決する力を育てることを目標とする。主な学習内容は以下のとお
り。日本語の言語学的な特徴・文の構造の外観、主語と主題（ハとガ
の違い）、指示詞（コソア）、テンス（非過去のル、過去のタ）、ア
スペクト（テイル、タの多義性）、ムード（推量のデショウ、ヨウ
ダ、ラシイ、ソウダなどの使い分け）、ト・バ・タラ・ナラの使い分
け、複合動詞、動詞の多義、イルとアル、自他動詞、ボイス（受身、
使役）など。

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

外
国
人
留
学
生
特
別
科
目

日本語演習ⅤＡ

主に、大学での口頭表現やアカデミックな場での話技能を身につける
ことを目標とする。学期を通して自分で資料を検索して調べたことや
データベースなどから得られた情報を要約したり、自分のことばで簡
潔に説明したりする練習をする。また話し相手から意見を引き出すた
めの練習も行う。アカデミックな場で発表するためのpptの作り方に
ついても取り上げる。主な学習内容は以下のとおり。情報を要約す
る、意見を述べる、意見を求める、情報をわかりやすく見せるために
pptを作る、データを説明する、二つのデータを比較し、説明する、
ある事柄の利点と問題点・賛成意見と反対意見をまとめる、情報を自
分の言葉で言い換える(paraphrasing)、興味があることについて発表
テーマを決め、情報を検索する、重要な情報を選ぶ、問題提起の仕方
を学ぶ、問題を提示する。
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自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

外
国
人
留
学
生
特
別
科
目

日本語演習ⅤＢ

口頭発表、意見交換など、大学の授業で必要とされるアカデミックな
日本語を身につけることを目標とする。学期末には、それぞれが興味
のあるテーマについて新聞記事を読み、インタビューを通じて他者の
意見を知り、パワーポイントを使った発表をする。また、クラスメー
トの発表について、適切にフィードバックをする力を養う。主な学習
内容は以下のとおり。情報を要約する、意見を述べる情報を自分の言
葉で言い換える(paraphrasing)、事実文と意見文の違い、情報を視覚
化したpptを作る、自分のテーマに関連した事柄の現状と背景を調べ
pptを作る、引用する、論文を読んでレジュメにまとめる、引用の原
則を守って発表する、クラスメートのレジュメやpptにコメントす
る、教師やクラスメートのコメントを基に、レジュメとpptをまとめ
る。

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

外
国
人
留
学
生
特
別
科
目

日本事情演習ⅠＡ

日本社会について知ること、②観光名所・食文化・教育・日常生活で
みられる日本文化について、今知っていることを確認しながら、そこ
から知識を深めていくことを目的とする。テキストを読んで、教室で
話し合うほか、関係するものを生活の中で見つけてきたり、日本人に
インタビューをしてきたりして、クラスで発表す。また、日本の都市
によって見られる文化の違いを探る。教材を前の授業時に配付し、次
の授業までにその教材について自分の意見や感想を書く。そして、授
業の後に新しく学んだ言葉などを復習するための課題を出す。

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

外
国
人
留
学
生
特
別
科
目

日本事情演習ⅠＢ

このオンライン授業では、地理、歴史、文化、スポーツ、教育、経済
など、さまざまな視点から日本について学ぶ。内容は、留学生が日本
社会について少しでも知識を得られるような、ごく基本的な情報に基
づいたものである。ただし、授業中は英語と日本語で簡単な単語を使
用するため、受講生は日本語能力がN3以下とする。授業はオンライン
で開始し、受講生が来日したら徐々に対面式の授業を行う予定。
MoodleとSlackを使用して、受講生と講師の間のコミュニケーション
環境を整える。

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

外
国
人
留
学
生
特
別
科
目

日本事情演習ⅡＡ

この授業では、「防災・減災」について学ぶこととする。日本で暮ら
す人々にとって、自然災害は身近なものである。自然災害が起きたと
き、私たちはどのようなことに気を付けたらいいのか。日頃から備え
ておけることはどんなことがあるのか。この授業では、防災・減災に
ついて、日本で生活する際に知っておいた方がよいことを一緒に考
え、学ぶ。学期末にはグループで協力して、防災・減災意識の向上を
テーマにしたガイドブックを作成する。

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

外
国
人
留
学
生
特
別
科
目

日本事情演習ⅡＢ

１年程度の短期間の留学生が、日本留学中に経験する日本の社会・文
化について、帰国後に報告できるような内容を扱う。日本人にとって
は「当たり前」の知識だと思われていて、日本人学生対象の大学の授
業では学べないような「日本の社会・文化」について学び、意見交換
を行う。東京をテーマとして、いくつかのトピックを取り上げる。東
京の「場所」を１カ所選び、実際に訪問する。その「場所」の現在の
状況の説明に加え、歴史など関係のあるテーマについてパワーポイン
トを使って発表する。

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

外
国
人
留
学
生
特
別
科
目

日本事情演習ⅢＡ

キャリア形成（卒業後の生き方を考えること）について日本語で学び
ながら、自分自身の進路について考えるきっかけを作る。日本の企業
や求人に関する知識や語彙を増やし、就職活動に必要な情報を探す活
動も行う。敬語を意識した自己PRの仕方や、面接時に行われるグルー
プディスカッションの練習を通して、社会人に求められる適切な表現
についても学ぶ。主な学習内容は以下のとおり。 就職のイメージ 、
キャリア形成について、日本人女子大学生の進路の考え方、学内の就
職活動支援、日本の企業、業界、雇用形態を知る、自分の長所・短
所・ 自己PR 、 エントリーシートや履歴書を書く、面接での頻出質
問を知る、面接の練習。
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自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

外
国
人
留
学
生
特
別
科
目

日本事情演習ⅢＢ

日本の企業や海外の日系企業に就職を希望する学生に求められるコ
ミュニケーション能力を身につけることを主な目標とする。留学生や
新社会人が経験する事例について動画を見て話し合う。グループディ
スカッションを行ったり、クラスメートと意見を交換したり、クラス
メートに対する自分の発言を内省したりする活動を行い、自分の姿を
客観的にとらえられるようにする。主の学習内容は次のとおり。最新
の就職活動スケジュール、グループディスカッションによる選考につ
いて、自己管理能力、「雑用」の考え方: 「任されたはず」の仕事な
のに、業務の進め方、 不本意な転勤、異動と経験など。

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

外
国
人
留
学
生
特
別
科
目

日本事情演習ⅣＡ

この授業では異文化間コミュニケーションに関連する論文や概説書
（の一部）を使い、日本人学生と留学生が同じクラスでグローバル社
会における多様な問題についてチームになって「ビブリオバトル・ア
カデミア」を行う参加型の授業である。大きな3つのテーマに関連す
る講義を受け、書籍や論文を自分達グループで選び、グループ討論と
ビブリオバトルの準備を通して、要点を把握する読み方、効果的な日
本語発表、他者と活動する際の感情のマネジメント、グループワーク
のストラテジーを養う。同時に、異なる希望、欲望、感情、価値観を
持つ友達とは違う他者と協働することの難しさと、その対処の過程を
意識化すると共に、相互理解を深めるためにどうすべき考えることを
目標とする。

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

外
国
人
留
学
生
特
別
科
目

日本事情演習ⅣＢ

この授業では、背景や出身を多様とする学生が2-4週間程度集中して
学ぶ国際授業（以下「国際実習」と呼ぶ）を学術的に考える。こう
いった国際実習の世界的な広がり、日本の大学教育における状況、教
育デザインや評価の諸問題について考え、日本人学生と留学生が共に
グループワークを通して、特に国内で実施する国際実習をデザイン
し、コンペティションを行う参加型の授業である。学生はこのテーマ
に関連する講義を受け、書籍や論文を読み、グループ討論を行ってい
く中で、要点を把握する読み方、効果的な発表（留学生にとっては
「日本語での発表」）、他者と活動する際の感情のマネジメント、グ
ループワークのストラテジーを養う。同時に、異なる希望、欲望、感
情、価値観を持つ友達とは違う他者と協働することの難しさと、その
対処の過程を意識化すると共に、相互理解を深めるためにどうすべき
か考えることを目標とする。

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

外
国
人
留
学
生
特
別
科
目

日本事情演習ⅤＡ

グローバル時代を迎え、国家間の関係が親密になると同時に、様々な
対立も生まれている。その原因は様々であるが、教育の中で自然に育
まれるナショナルアイデンティティや歴史認識の違いが対立を生み出
していることも少なくない。本授業ではアイデンティティや歴史認識
はどのように形成されるのかについて、海外で日本語を学ぶ学生、本
学の日本人学生、本学で日本語を学ぶ留学生との対話を通じて理解
し、アイデンティティや歴史認識はいかに形成され、共有しうるのか
考察する。

自
由
に
選
択
し
て
履
修
す
る
科
目

外
国
人
留
学
生
特
別
科
目

日本事情演習ⅤＢ

デジタルネイティブに焦点を当てた、Edtechと日本語教育学の融合に
よる学びを目指す。自分の意見を相手に伝え、相手の意見を受け入れ
る、ダイバーシティーの観点からの学びを通して、多文化共生社会に
生きるための知識や知恵を獲得する。さらに、評価シートによる自己
評価・相手評価を通して、自分を客観的に受け止め、他者の意見から
も学び合える双方向的学習を目指す。トピックを決めて、口頭発表を
行う。トピックとしては、自分の国のアピールポイント、および、自
文化と他文化の共通点と相違点について考える。
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共創工学総論

共創工学部の基本理念とその社会的背景やキーワード等を知識として
把握する。両学科教員によって順次、紹介される研究事例について理
解し、5つの共創能力（専門知、発見力、発想力、デザイン力、対話
力）のどのような点が発揮されたのか、学際的な協働のイメージをつ
かむ。
（オムニバス方式／全15回）
（大瀧雅寛／1回）共創工学部の基本理念、（1 宮澤仁・藤山真美子
／2回）（共同）地理情報システムを活用した発見力涵養の研究事
例、 （8 土田修平・大瀧雅寛／2回）（共同）情報伝達手法の開発に
よる対話力涵養の研究事例、（9 遠藤みどり・元岡展久／2回）（共
同）歴史から読み取る発見・デザイン力の涵養事例、（4① 吉田裕亮
（2025年度から4② 坂田綾香）・長澤夏子／2回）記号認識のための
デザイン・発想力涵養の事例、（3 伊藤貴之・太田裕治・河合英徳・
10 佐藤有理／2回）（共同）3Dや画像によるモノのデザイン・発想力
涵養の事例、（5 埋忠美沙・6 土山玄・近藤恵・Julien Tripette／2
回）（共同）人の動作解析の活用による発見力涵養の事例、（7 Le
Hieu Hanh・2 伊藤さとみ・秋元文・雨宮敏子／2回）（共同）埋没
データを掘り起こす発見力の涵養事例

オムニバス方式・
共同（一部）

共創プログラミング

Pythonは汎用性が高いオブジェクト指向のプログラミング言語であ
る。統計処理や数値計算を用いるデータサイエンスやAI、IoT、ス
マートフォンアプリ制作など、幅広い分野の標準言語となっており、
Pythonのスキルをもつ人材が学術の世界だけでなく社会のさまざまな
分野において求められている。本科目ではPythonの基礎知識を学び、
その基本構文を理解するとともに、演習を通じて実践的なプログラミ
ング能力を身につけることを目的とする。

共創デザインPBL（LIDEE演
習）Ⅰ

現在「デザイン」は物理的な造形行為を超え、技術や社会、生活を含
めたイノベーションの核として位置づけられている。イノベーション
としてのデザインを生み出すための方法として、多様性のあるチーム
で課題に取り組み、社会や生活に対して新しい価値の創造を目指す、
社会の様々な問題をテーマとした、文理融合・問題解決型のワーク
ショップが有効である。本演習は、企業などと共創して設計された
ワークショップ・プログラムに参加し、チーム作業に取り組み、共創
デザインの方法を習得する。講演会・見学・観察調査・ニーズ調査・
リサーチ、ブレイン・ストーミングなどの手法を習得しアイデアの創
発、定義・概念化を行う。なお「共創デザインPBL（LIDEE演習）Ⅰと
Ⅱ」は一体で運用され、連続して履修するものとする。複数の学年が
混在したグループ構成とする。
（オムニバス方式／全8回）
（長澤夏子・河合英徳／1回）ガイダンス
（長澤夏子・河合英徳／2、3、4回）コンパクトなWorkshopを体験す
る。自己評価の記録、次回の目標を設定する。

下記の3つのWorkshop（第5～8回）のうち１つ以上に参加する。※WS
の内容やテーマは毎年度変更される。

Workshop 1（太田裕治、近藤恵、Julien Tripette、2 伊藤さとみ・3
伊藤貴之・6 土山玄・7 Le Hieu Hanh・10 佐藤有理／4回）内容：高
齢者・障害者との共創

Workshop 2（大瀧雅寛・長澤夏子・河合英徳・秋元文・雨宮敏子・4
② 坂田綾香・8 土田修平／4回）材料メーカー・研究機関との共創

Workshop 3（元岡展久・藤山真美子・1 宮澤仁・5 埋忠美沙・9 遠藤
みどり／4回）コミュニティ・デザイナーとの共創

オムニバス方式・
共同

共
創
工
学
共
通
科
目
群

共
創
工
学
共
通
科
目
群

共
創
工
学
共
通
科
目
群
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共創デザインPBL（LIDEE演
習）Ⅱ

現在「デザイン」は物理的な造形行為を超え、技術や社会、生活を含
めたイノベーションの核として位置づけられている。イノベーション
としてのデザインを生み出すための方法として、多様性のあるチーム
で課題に取り組み、社会や生活に対して新しい価値の創造を目指す、
社会の様々な問題をテーマとした、文理融合・問題解決型のワーク
ショップが有効である。本演習は、企業などと共創して設計された
ワークショップ・プログラムに参加し、Ⅱでは特に、リーダーシップ
をとってチーム・ビルディングを行い、共創デザインの方法を実践的
に習得する。講演会・見学・観察調査・ニーズ調査・リサーチ、ブレ
イン・ストーミングなどの手法を習得しアイデアの創発、定義・概念
化を行う。なお「共創デザインPBL（LIDEE演習）ⅠとⅡ」は一体で運
用され、連続して履修するものとする。複数の学年が混在したグルー
プ構成とする。
（オムニバス方式／全8回）
Workshop（第1～4回又は第5～8回）のうち2つ以上に参加する。※WS
の内容やテーマは毎年度変更される。

Workshop 1（太田裕治、近藤恵、Julien Tripette、2 伊藤さとみ・3
伊藤貴之・6 土山玄・7 Le Hieu Hanh・10 佐藤有理／4回）高齢者・
障害者との共創

Workshop 2（大瀧雅寛・長澤夏子・河合英徳・秋元文・雨宮敏子・4
②坂田綾香・8 土田修平／4回）材料メーカー・研究機関との共創

Workshop 3（元岡展久・藤山真美子・1 宮澤仁・5 埋忠美沙・9 遠藤
みどり／4回）コミュニティ・デザイナー、他大学の建築学生との共
創

オムニバス方式・
共同

デザイン思考とロジックモ
デル

イノベーションの形態として、過去の研究や開発の路線の上に立ち少
しずつ新しい成果を生み出していくタイプ（インクリメンタルイノ
ベーション）があるが、よりクリエイティビティの高いイノベーショ
ンを実現するためには、異なる概念AとBとを結合させるような従来に
はない発想が求められる。後者の際に必要となる考え方がデザイン思
考である。また、イノベーションとは単に新しいものを作るだけでは
不十分であり、社会実装するには普及の観点が不可欠である。このた
めには、ロジックモデルという考え方（プロセス評価法）が求められ
る。本科目では、以上の目的のもとに、具体的な演習課題を通じてデ
ザイン思考とロジックモデルに関して理解する。
（オムニバス方式／全15回）
（太田裕治／8回）ロジックモデルについて講義し、アウトカムにつ
いて理解を深める。（8 土田修平／5回）デザイン思考について講義
し、ロジカルシンキングとの違いを理解する。（太田裕治／8 土田修
平（共同）／2回）ワークショップを実施し総合討論を実施する。

オムニバス方式・
共同（一部）

共創工学特別講義

実社会において、何等かの社会的課題に対し、工学的なアプローチに
より解決に向けて取り組んだ具体例を、実際にそれを手掛けた講師
（ゲスト講師または客員講師）から紹介する。多方面にわたる具体例
（人間工学分野、建築環境分野、情報分野、文化分野）を知ることに
より、各学生が社会的課題を見出すことを促し、各学科で学ぶ専門知
と結び付けて、どのような解決法が考え得るかを検討し、解決への具
体的な計画例を自力で立ててみることを目標とする。
（オムニバス方式／全8回）
（大瀧雅寛／4回）環境関連分野（行政、コンサルタントなど）、情
報関連分野（通信関連、ソフトウェア関連、SEなど）で活躍する講師
を招き講義いただき、解決方法を提案させる。（1 宮澤仁／2回）文
化関連分野（博物館、美術館など）で活躍する講師を招き講義いただ
き、解決方法を提案させる。（長澤夏子／2回）人間関連分野（メー
カー、AI関連など）で活躍する講師を招き講義いただき、解決方法を
提案させる。

オムニバス方式

知的財産論

イノベーションの創出には知的財産を如何にマネジメントするかが重
要である。その基本的な考え方について、産業と知的財産活用につい
て、企業活動における知財戦略の位置付け、特許による技術や研究の
保護・促進、特許以外の知的財産による技術の保護などについて説明
する。また、本学で行われてきた研究事例を中心に研究成果と知的財
産権の関連について解説する。また、知財情報を研究促進等に活用す
る方法を紹介する。簡単な研究例を基に、知的財産情報を利用する方
法を理解する。

技術と倫理

研究を進め創出される技術は、社会や生活を豊かにする一方で、社会
に対して大きな影響を与えることもある。科学技術の一翼を担う者
は、高度な専門知識を持つだけでなく、高い倫理性が求められる。そ
こで必要となる倫理性と、法律、環境問題、エネルギー問題、品質問
題、安全問題、消費者に関する諸問題などの重要性について説明す
る。具体的な事例を交えながら、将来、技術者として活動を行う上で
必要な基本的な倫理的事項を説明する。
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共創工学フィールドワーク

モノづくり・コトづくりの現場およびプロダクトの社会実装の現場を
見学することで、大学で学習した技術等が実際の企業や組織における
生産活動においてどのように使われているか、また社会のニーズに応
えるだけでなく、共創の観点から社会変革を促すようなイノベーティ
ブなプロダクトが、社会とどのような関係のもとに生み出され、どの
ように社会に実装されているかについて学習する。大学に設置されて
いない機械や設備の実物をみたり、モノづくり・コトづくりの実務者
と対話したりすることで、企業や組織における製造や実装の実態と課
題を理解し、さらに自らが技術者・実務者として働くことを念頭に置
いて将来展望を考える。
（オムニバス方式／全8回）
（大瀧雅寛、長澤夏子、1 宮澤仁／2回）（共同）科目の概要説明と
まとめ、（太田裕治、近藤恵、Julien Tripette、雨宮敏子／2回）
（共同）製造業におけるものづくり・ことづくりの現場の見学と実務
者との対話、（大瀧雅寛、元岡展久、長澤夏子、河合英徳、藤山真美
子、秋元文／2回）（共同）都市・建築の環境設計、環境産業におけ
るものづくり・ことづくりの現場の見学と実務者との対話、（1 宮澤
仁、2 伊藤さとみ、 5 埋忠美沙、9 遠藤みどり、3 伊藤貴之、6 土
山玄、7 Le Hieu Hanh 、8 土田修平、4② 坂田綾香、10 佐藤有理／
2回）（共同）情報サービス関連産業におけるものづくり・ことづく
りの現場の見学と実務者との対話。

オムニバス方式・
共同

共創インターンシップI

共創工学に関連した企業における実習を夏期インターンシップとして
実施する。内容は、各研修先の実習内容に依るが、期間は、最低でも
実働10日以上（80時間以上）を求める。インターンシップへ行く前
に、事前教育を行う。共創工学に関連した業務を行っている企業など
で、職務について実習を行い、大学での学習内容が現場でどのように
活かされるか体験的に習得することを目的とする。自身の長所を発見
しながら、社会での実践的な職務において専門知を活かすために、発
想力、デザイン力、対話力を向上させることを目標とする。
（8 土田修平・秋元文／1回）受講の仕方・インターンシップの目
的・概要について説明する。
（8 土田修平 、秋元文／14回） 企業におけるインターンシップを実
施し（約2週間・80時間程度） 、各自が学んだものを実習日誌として
報告する。

共同

共創インターンシップII
（建築）

建築に関連した企業における所定の職務に関する実習を夏期インター
ンシップとして実施する。内容は、各研修先の実習内容に依るが、期
間は、最低でも実働10日以上（80時間以上）を求める。インターン
シップへ行く前に、事前教育を行う。共創工学に関連した業務を行っ
ている企業などで、職務について実習を行い、大学での学習内容が現
場でどのように活かされるか体験的に習得することを目的とする。自
身の長所を発見しながら、社会での実践的な職務において専門知を活
かすために、発想力、デザイン力、対話力を向上させることを目標と
する。
（長澤夏子・藤山真美子／1回）受講の仕方・インターンシップの目
的・概要について説明する。
（長澤夏子、藤山真美子／14回） 企業におけるインターンシップを
実施し（約2週間・80時間程度） 、各自が学んだものを実習日誌とし
て報告する。

共同

卒業研究演習

卒業研究とその発表を通じて学生が学部内の他者へ研究内容を紹介
し、また他者の研究を理解し、対話を通じて共創工学研究を推進させ
る技術を学ぶ。学生は指導教員のもとで自身の研究を進め、発表準備
を行う。発表会は2学科の教員全員および学生が参加する。専門分野
の異なる履修者に自分の研究内容を理解してもらう発表能力を養う。
さらに異分野からの質問への応答を通して、実社会で通用する対話力
を養う。異なる分野の発表に対する質問を考えることで発想力の涵養
に繋げる。発表会後には、発表方法・内容および質疑応答に関して指
導教員と事後確認を行うことで、新たな視点の獲得を行い、研究を進
める上でデザイン力・対話力の向上をはかる。（大瀧雅寛・太田裕
治・元岡展久・長澤夏子・近藤恵・河合英徳・JULIEN TRIPETTE・藤
山真美子・秋元文・雨宮敏子・1 宮澤仁・2 伊藤さとみ・3 伊藤貴
之・4② 坂田綾香・5 埋忠美沙・6 土山玄・7 LE HIEU HANH・8 土田
修平・9 遠藤みどり・10 佐藤有理／15回）（共同）卒業研究の発表
指導と合評

共同
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哲学基礎論

前半では、主に新入生を対象に、専門課程進学に先立って人文学全
般、さらには社会科学や自然科学も含めた諸学の基礎となる諸概念、
あるいは諸学において共通して用いられる諸概念を紹介する。予備知
識などは一切前提とせず、学問の世界への一般的なイントロダクショ
ンとなるような授業を行う。
後半では、英語圏の現代哲学の標準である分析哲学の中でも、実社会
や諸科学と関わりが深く現代的意義が比較的見えやすいトピックに焦
点を絞って哲学への入門を行う。グローバリゼーションやAI・ロボッ
トとの共生という文脈でも近年重要性が再認識されている「コミュニ
ケーション」を中心に据えて、それを可能にするものを探していくと
いう形で授業を進める。
（オムニバス方式／全15回）
（中野裕考／8回）諸学の基礎となる諸概念、（10 佐藤有理／7回）
分析哲学、コミュニケーションの成立要件

オムニバス方式

文
化
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学
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礎
科
目
群
（

人
文
学
系
）

倫理学基礎論

一口に倫理学といっても扱う内容は多岐にわたり、時代的にも地域的
にも広がりがある。この授業は、倫理学とはどのような学問なのかを
具体的に示すことを目標とし、実際の多様なアプローチを学ぶ。倫理
とは何か、倫理学とは何かを講じ、西洋と日本の古い時代から近年ま
での倫理思想を紹介する。倫理思想の各領域のゲストスピーカーも招
く。授業を通じて倫理学とはどのような学問なのかつかみ、倫理学に
関する文献を積極的に読んで、倫理学ではどのようなことが問題にさ
れるのか、把握できるようになることが期待される。
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系
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美術史基礎論

美術史学は近年特に多様化しており、その方法論も多岐にわたる。多
様なアプローチの実際について、日本・東洋美術、並びに西洋美術の
様々な研究を現在展開している現場の視点を紹介する。視覚表象を入
り口とした美術史学の多様な可能性について関心を広げることをめざ
す。なお、日本・東洋美術史と西洋美術史の各領域のゲストスピー
カーを招く。主なテーマは次のとおり。美術史と文学、美術史と復
元、美術史と研究理論、美術史と絵画史料など。
（オムニバス方式／全15回）
（天野知香／8回）総論及び西洋美術史、（土谷真紀／7回）日本・東
洋美術

オムニバス方式
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日本史概説

17世紀以降の日本史の歴史を、「都市」をゆるやかなテーマとして概
観する。この授業では「都市」の歴史を通じて、日本通史における時
代の特徴を把握する。授業の前半は神田が担当し、今日の都市的基盤
となる三都（江戸・大坂・京都）や地方城下町が成立・展開してゆく
17世紀から19世紀前半をあつかう。 授業の後半は湯川が担当し、近
代国家において、都市が交通・経済・政治・外交・社会のうえで重要
な役割を担うにいたる19世紀後半から20世紀をあつかう。
（オムニバス方式／全15回）
（神田由築／8回）日本近世都市、（湯川文彦／7回）日本近代都市。

オムニバス方式
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アジア史概説

古代から近現代に至るアジアの歴史を概観する。適宜、近年の研究動
向なども組み合わせてアジアの歴史を多角的に理解できるようにす
る。主なテーマと担当教員は以下のとおり。
（オムニバス方式／全15回）
（戸川貴之／8回）総説、遊牧民と漢族、北朝隋唐と白村江の戦い、
北宋・明の軍事財政、禅僧から儒者へ、清末から国共内戦へ、中国と
ソ連の関係、展望、（阿部尚史／7回）イスラーム勃興、カリフの時
代、イスラームにおける中世、オスマン帝国、サファヴィー朝とムガ
ル帝国、近代世界における西アジア、まとめ

オムニバス方式
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西洋史概説

この授業では、古代から近代にかけての西洋（ヨーロッパ）の歴史
を、ロンドンとパリというふたつの都市社会を題材として読み解いて
いく。新井がロンドンを中心にして、安成がパリを中心にして、それ
ぞれの都市社会の特徴について、時代を追って順に論じてゆく。受講
者は、ロンドンとパリというふたつの都市を通じて、西洋社会の通史
を理解することができる。中世から近代にかけてヨーロッパにおける
都市とはどういう存在であったのか、そこに住まう人々はいかなる生
活を送っていたのか、それは現代の都市生活とはどのように異なるの
か、それがどのように「近代化」するのか、といったさまざまな問題
を考え、自分なりの答えを見い出すことを目的とする。そのために、
文字資料（テキスト）はもとより、映像や図像資料も用いて、歴史的
イメージを具体的につかめる授業とする。
（オムニバス方式／全15回）
（新井由紀夫／7回）ロンドン、（安成英樹／8回）パリ及び総論

オムニバス方式
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自然と人間

この講義では、学部1年生向けの環境学・防災概論を想定する。環境
や災害問題を理解するためのアプローチ方法を学び、実践する。授業
では、教員から、学生が考えるきっかけとなる問題提起をし、学生自
らが主体となって考えることを中心とした授業とする。主なテーマは
次のとおり。自然に対する人間の働きかけが生み出す環境問題、琵琶
湖からトランス・サイエンス問題群へ、グローバリゼーションと環境
問題、 環境問題の構図の捉え方（KJ法による理解）（ルートコーズ
アナリシスによる理解、気候変動のミステリー）、 環境教育の難し
さ、環境経済学、環境倫理学、環境リスク論、エネルギー、人口、食
糧問題、災害・防災 と地理・地図・測量など。
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人間と空間

人文地理学は、人間とその社会が、いかに空間と関わり、空間を作り
出し、また空間によって影響を受けてきたかに関心を寄せ、こだわり
続ける学問である。この科目は、人文地理学の導入として、ローカル
な空間からグローバルな空間まで、私たちの生きる現代の世界がいか
に構築されているのかを、具体的な現実をふまえて理解することを目
指とする。3部構成のうち「空間を描く」では、地理学の教育・研究
に欠かすことができない地図について歴史を振り返りながら、人間社
会と地図の関係を考える。「空間を編成する」では、社会による空間
の編成という考え方に基づきグローバル化、情報化、都市化という現
代社会の動向と空間がどのように関係しているのかを論じる。「空間
に生きる」では、生活者視点から現代社会における私たちの生活を空
間的に考える。

文
化
情
報
工
学

基
礎
科
目
群
（

人
文
学
系
）

日本文学概説

日本「文学」とは何か？　「日本」文学とは何か？　作者とは何か？
作品とは何か？　自明なことは何もない。そのことを、実例を通して
しっかりつかんでもらうことがこの授業の目標である。事例は古事記
からＪ‐ＰＯＰやマンガまで、時代もジャンルも関係なくシャッフル
して列挙される。大事なことは体系や秩序ではなく、まして年表的な
知識でもなく、作品の実例にたくさん触れることである。主なテーマ
は以下のとおり。「文学」とは何か―権威、意味、教科書、「日本
の」文学とは何か―文字、かたち、語りの分析、語り手、語りの設定
と作品の構成・主題。
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日本語学通論

日本語についての基礎的な知識を学ぶことを目標とする。特に、音
声・音韻、語彙、文法、文字・表記、方言に関する日本語学の諸分野
について広く学ぶ。現代共通日本語（いわゆる東京方言）だけでな
く、古代から近代にかけての日本語の史的変遷や、現代諸方言などに
ついても学習し、日本語を多角的に考察する力を身につける。それら
の考察力を以て、新聞記事や、街角で見かける看板・チラシ・商品名
などの日本語も語学的に分析できるようになることを目指す。【目
標】①日本語の音声・音韻、語彙、文法、文字・表記、方言に関する
基本的な知識を身につける。②現代日本語だけでなく、日本語の歴史
についても理解できるようになる。③上記のような日本語に関する知
識を用いて、巷にみられる日本語の例を日本語学的に分析できるよう
になる。
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中国現代文学史

本講義では、20世紀の中国文学について、その変遷を学習し、全体像
をつかむことを目標とする。文学は社会や政治から切り離すことはで
きないが、中国現代文学は特に社会的・政治的な動きとも連動してい
る。このため、現代史の流れとも連動させつつ学んでいく。また、20
世紀の文学は世界的な流れの中で出来上がっているものでもある。日
本文学やその他外国の同時代文学も参照にしつつ、明らかにしてい
く。授業中にも作品を読むことがあるが、邦訳されているものも多い
ので、適宜読むべき作品・研究書を提示する。
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中国古典文学史（宋～清）

中国の古典文学の特質とその歴史を概観する。唐代から宋代にかけて
の歴史的変化とその背景、宋代以降の文学の特質について、中国の文
学の歴史の中において、その意味を考える。中国文化の日本に与えた
影響を考える。主なテーマは次のとおり。士大夫の文学と民間形式、
文学に描かれる女性像、唐代から宋代、宋代文学の特質とその背景、
金元以降の詩、中国小説史概略、明清小説、明代詩文の流れ、清詩序
説、清詩と古典文学の終焉。

文
化
情
報
工
学

基
礎
科
目
群
（

人
文
学
系
）

英語圏言語文化入門(1)
（2）

英語圏の言語文化についての入門授業。教材として、アメリカ南部の
テクスト（詩・小説・演劇）を読む。単に重要な作家や作品を暗記す
るのではなく、どのように文学作品を読み、分析し、味わうのかとい
うことについての手引きとなることを目指す。主なテーマは以下のと
おり。詩形と技法、南部と喪失の主題、語り手と視点、人種の問題、
口語の表現、黒人女性作家たち、詩とモダニズム、ハーレム・ルネサ
ンス、演劇におけるリアリズム、同性愛の表現、小説とモダニズム、
南部グロテスク。

文
化
情
報
工
学

基
礎
科
目
群
（

人
文
学
系
）

言語学入門Ⅰ(1)(2)

我々が日常用いている言語は、大変身近な存在であるだけに、あまり
意識することがない。本授業では、主に理論言語学の視点から、特に
語と文に見られる仕組みに注目しながら、言語の持つ特徴を捉えるた
めの基礎知識を養う。言語に対する客観的な視点を養うことにより、
より専門的な学習への準備となる。また言語について考える楽しさを
味わってほしい。なお後期に開講される言語学入門IIを連続して履修
することが望ましい。主なテーマは次のとおり。言語とは何か：言語
の知識、文法、思考、形態論：「語」とは何か、形態素、語形成規則
（派生）（屈折）（複合語）、統語論：役割、構成素、句構造規則、
主要部と補部、文法的依存関係。
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化
情
報
工
学

基
礎
科
目
群
（

人
文
学
系
）

言語学入門Ⅱ

我々が日常用いている言語は、大変身近な存在であるだけに、あまり
意識することがない。本授業では、主に理論言語学の視点から、特に
音声と言語習得の問題を中心に、言語の持つ特徴を捉えるための基礎
知識を養う。言語に対する客観的な視点を養うことにより、より専門
的な学習への準備を行う。言語学入門Iの履修を前提とする。主な
テーマは次のとおり。音声学：分節音、子音、母音、主要な類音韻
論：形態素の発音、音素と異音、弁別素性、音韻規則、韻律音韻論、
音韻分析、人間言語の特徴、言語習得、言語の進化。

文
化
情
報
工
学

基
礎
科
目
群
（

人
文
学
系
）

ヨーロッパ言語文化論Ⅰ

中世から近代までのフランス文学の歴史を具体的な文学作品を紹介し
ながら概観する。またフランス文学と美術や音楽など他のジャンルの
芸術との関係、とりわけキリスト教との関係に注目する。フランスは
伝統的にカトリックの国であり、キリスト教はフランス文学の重要な
テーマのひとつであり続けているからである。このような観点から文
学と宗教の関係について学びつつ、フランス文学史についての基礎的
な知識を身につけるとともに、できるだけ多くの文学作品に触れるこ
とを目標とする。

文
化
情
報
工
学

基
礎
科
目
群
（

人
文
学
系
）

ヨーロッパ言語文化論Ⅱ

この講義では、ドイツ文学史上初めての隆盛期とされる12世紀後半か
ら13世紀半ばを中心に、近代以前のドイツ語による文芸を通時的に概
観し、主要な作品及び作品間の関係を考察する。それを通し、中世と
いう時代に文芸が有していた社会的役割や作品創作の背景、独自の文
芸上の主題や技法などを学ぶ。また、近現代文芸との比較から文芸の
多様性を理解し、文芸に関する新たな視座の獲得を目指す。主なテー
マは以下のとおり。中世文学の背景：社会・宗教・メディア、古代も
の：ハインリヒ・フォン・フェルデケ『エネアス物語』、フランスも
の：プファッフェ・コンラート『ローラントの歌』、アーサー王伝説
の起源と発展、中世恋愛物語：ゴットフリート・フォン・シュトラー
スブルク『トリスタンとイゾルデ』、ドイツ英雄物語：『ヒルデブラ
ントの歌』『ニーベルンゲンの歌』、恋愛抒情詩「ミンネザング」、
現代における中世：文学、映画、サブカルチャー。

文
化
情
報
工
学

基
礎
科
目
群
（

人
文
学
系
）

日本語教育学概論Ⅰ

初めて日本語教育に触れる学生を対象とした授業。日本語を教えるた
めに必要とされる日本語教育の基礎知識を学ぶ。教える対象者の視点
に立った文法説明や練習の仕方、タスクの与え方、間違えの訂正の仕
方などについて、より良い方法は何かをクラスメートと話しながら考
える。また、コースデザインや教材、教科書の扱い方などについても
学ぶ。主なテーマは以下のとおり。日本語の音、「文型」の考え方、
動詞とその活用、動詞の様々な形、形容詞、受身・使役、敬意表現、
語彙と作文、教科書と指導法、シラバス、カリキュラム。

文
化
情
報
工
学

基
礎
科
目
群
（

人
文
学
系
）

人間と発達

教育科学の学問領域全体についての基本的な理解をもつ事を目標と
し、教育科学の主要な専門領域について、これを専門とする教員が講
義する。主なテーマと分担は下記のとおり。
（オムニバス方式／全15回）
（池田全之／8回）総論及び教育思想・レポートの書き方、（大脇和
志／1回）教科教育学、（大多和直樹／1回）教育社会学、（冨士原紀
絵／2回）教育方法学・教育課程論、（浜野隆／1回）教育開発論、
（武藤世良／1回）教育心理学、（齊藤彩／1回）特別支援教育）

オムニバス方式

文
化
情
報
工
学

基
礎
科
目
群
（

人
文
学
系
）

社会学総論

主題は、社会学の基本的知識と、それを基盤とした現代的な諸問題・
諸現象へのアプローチである。社会学における古典的・典型的なもの
の見方や考え方を身に付けた上で、現代社会の実践的なテーマ・イ
シューについて分析出来るようになる事を目標とする。
（オムニバス方式／全15回）
具体的なテーマとしては、自己と相互行為，近代家族、文化的再生
産、身体・セクシュアリティ・医療（宝月理恵／4回）、福祉国家、
階級・貧困・社会的排除（三宅雄大／4回）、エスニシティ、構造主
義、厚い記述（棚橋訓／3回）、学説史、予言の自己成就と準拠集
団、コミュニティと社会資本（杉野勇／4回）などを取り上げる。

オムニバス方式

文
化
情
報
工
学

基
礎
科
目
群
（

人
文
学
系
）

子ども学総論

子どもという存在もしくは言説から、子ども・子育て・教育をめぐる
様々な問題を考え、自分の子ども観や教育観を省察し、新たな展望を
切り拓くことを目標とする。子ども学コースの教員がオムニバスで授
業を担当し、知識的な学習のみならず、ワークショップ的なアプロー
チを織り込み、主体的・対話的な学びをとおして、子どもとは何か、
人間とは何かを考える。
（オムニバス方式／全15回）
具体的なテーマとしては、子どもを取り巻く諸関係（小玉亮子／5
回）、子どもと保育の歴史・制度・環境（松島のり子／5回）、子ど
も理解と子ども研究の様々なアプローチ（辻谷真知子／5回）などを
取り上げる。

オムニバス方式
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化
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報
工
学

基
礎
科
目
群
（

人
文
学
系
）

舞踊学概論

人間の存在を表現する舞踊は、その根源を人間の身体的・精神的・情
緒的な構造にもっている。本講義では、各時代の舞踊と人間の関わり
を中心に、様々な民族の舞踊を取り上げることによって、人間にとっ
ての舞踊の意義を多面的にとらえることを目標とする。主なテーマは
以下のとおり。舞踊の文化的展望、劇場舞踊前史 、劇場舞踊の発
生、バレエの隆盛と衰退、モダンダンスの誕生とポストモダンダン
ス、コンテンポラリーダンス、日本における西洋舞踊の輸入と日本人
が生み出したもの、学校教育としてのダンス（日本のダンス教育）
、民族と舞踊 、舞踊記譜法（Labanotationを中心に）、アジアの舞
踊（記譜法を通してみる舞踊の特色）、舞踊のフィールドワーク。
（オムニバス方式／全15回）
（中村美奈子／5回）民族舞踊学、（福本まあや／5回）舞踊学、（岡
千春／5回）舞踊教育学

オムニバス方式

文
化
情
報
工
学

基
礎
科
目
群
（

人
文
学
系
）

音楽学概論

音楽を持たない社会はない。音楽のあるところには、必ず音楽につい
ての知的活動があり、洋の東西を問わず、音楽は学問の対象となって
きた。従って、音楽学が扱う目的、方法、範囲は多様である。この講
義では、音楽の学問的研究の歴史と展開、音楽学と他の学問領域との
関連を概観し、音楽学の多様な可能性について関心を広げることを目
指す。音楽とは何かという問題を多面的に捉え、音楽（作品）そのも
のについてや、人間の営みとしての音楽について考えることを目標と
する。具体的なテーマは以下のとおり。音楽学の範囲・方法・目的、
歴史的研究と体系的研究、比較音楽学と民族音楽学、音楽を分析す
る、記譜と演奏、音楽を記録する、音楽の伝承と現在、口頭性と書記
性、音と環境、サウンドスケープ、ミュージッキングを超えて、音楽
の脈絡変換、音楽の受容とトランスカルチュレーション、パフォーマ
ンス研究。

文
化
情
報
工
学

基
礎
科
目
群
（

人
文
学
系
）

グローバル文化学総論

移民難民の急増、経済的格差の拡大、それに伴う自国第一主義の急
伸、またGAAFAに代表されるグローバルなIT企業の影響力拡大などか
ら、近年ではグローバル化に対する懐疑のまなざしが強まっている。
それでも、コロナ感染症対策だけでなく、深刻化する地球温暖化への
対策、核軍備の廃絶、国際的な紛争の解決など、多国間、グローバル
な対応が必要な案件が激増していることも事実である。本授業では、
グローバル文化学環の教員が、それぞれの専門分野をもとに講義を行
う。最終回には受講者が文献を講読したうえで、総合討論を行う。グ
ローバル化を批判的に検証し、グローバルな課題と向き合い、多文化
理解共存やグローバルな協働について一緒に考える。主なテーマと担
当教員は以下のとおり。
（オムニバス方式／全15回）
（大橋史恵／5回）総論及び生産領域のグローバル、再生産領域のグ
ローバル化、（阿部尚史／3回）現代世界における中東、オリエンタ
リズム、パレスチナ問題、（森山新／3回）多様性をいかにとらえ共
に生きる市民となるか、対立を克服し共生を目指したヨーロッパ、東
アジア諸国（日韓中）の相互理解と共生、（Michael Carroll／4回）
グローバル化と経済的不平等、国際政治、地球環境問題

オムニバス方式
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系
）

文化情報工学総論

文化情報工学は、人文学にデータサイエンスを接合した人文情報学
に、工学知が協働する新しい工学である。従来の工学が自然科学を基
盤としていたのに対し、文化情報工学は、人文学を基盤に、古今東西
の「一つしかないもの」を尊重し、情報技術を用いてその価値の理解
と再創造を行い、社会に発信する。本科目では、文化情報工学の入門
として人文学とデータサイエンス、工学知が協働する新しい学問分野
の目指すところや方法、研究例について学ぶ。
（オムニバス方式／全15回）
（1 宮澤仁／2回）文化情報工学が求められる背景、及び地理情報学
分野の研究例。
（6 土山玄／2回）人文情報学の基礎知識、及び文学作品のテキスト
データを対象とした計量的な研究の歴史とその方法。
（2 伊藤さとみ／1回）言語情報学の事例。
（10 佐藤有理／1回）人間の理解（哲学・思想）を、情報システムと
してつくる・コンピュータで実現する試み。
（9 遠藤みどり／1回）歴史情報学分野の事例、歴史学と人文情報学
の関わり方。
（5 埋忠美沙／1回）伝統芸能を中心とする演劇の分野における情報
工学に関わる調査・研究・分析・創造。
（3 伊藤貴之／1回）生活や業務のデータの計算機を用いた可視化に
関する先進事例。
（4① 吉田裕亮（2025年度から 4② 坂田綾香）／1回）システム科学
の研究事例と文化情報工学への応用。
（7 Le Hieu Hanh／1回）文学作品・芸術作品・地図・歴史などの電
子情報を管理するデータベースシステムに関する先進事例。
（8 土田修平／2回）人とコンピュータが関わる問題を解決するHCIの
研究事例。
（1 宮澤仁、6 土山玄、2 伊藤さとみ、9 遠藤みどり、10 佐藤有理
（共同）／1回）人文情報学の研究例についてリサーチし、レポート
する。
（5 埋忠美沙、3 伊藤貴之、4① 吉田裕亮（2025年度から 4② 坂田
綾香）、 7 Le Hieu Hanh 、8 土田修平）（共同）／1回）文化情報
工学の研究例についてリサーチし、レポートする。

オムニバス方式・
共同（一部）

文
化
情
報
工
学

基
礎
科
目
群
（

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
系
）

データサイエンス(基礎)

データサイエンスは多種多様なデータから新たな知見や新たな視点を
得る分野である。それゆえデータサイエンス（基礎）では、文化情報
工学の目的に即して人文・社会分野のデータを用いて統計的なものの
見方や考え方を理解し、課題発見力および課題解決のためのデータ分
析の実践力を身につけることを目的とする。本科目では、講義と演習
を通じてデータサイエンスの基礎的な手法として標本抽出、推定、統
計的仮説検定、回帰分析、判別分析を理解し、統計解析ソフトRの操
作に習熟することを目指す。

文
化
情
報
工
学

基
礎
科
目
群
（

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
系
）

データサイエンス(中級）

本科目ではデータサイエンス（基礎）で解説した手法を復習し、その
発展的な手法を学習する。次に、本科目では多次元データを対象とし
た分析手法を学ぶ。多次元データとは多くの変数を持つデータのこと
であり、そのままでは可視化することが難しい。そのため、データサ
イエンスでは多次元データの特徴を可視化するための分析手法が数多
く考案されている。本科目では主要な多次元データを対象とした分析
手法を学ぶ。また、分析目的に応じて適切な分析手法を選択し、実践
する力を身につけることを目的とする。扱うデータは、文化情報工学
の目的に即して人文・社会分野のデータである。
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データサイエンス（上級）

本科目では、大規模なデータに対するデータマイニングの手法として
ネットワーク分析とアソシエーション分析を学習する。この本科目に
おいて採り上げるこれらの手法は近年のデータサイエンスにおける中
心的な分析手法であり、そのような手法を学ぶことで多種多様なデー
タを分析する力を身につける。また、機械学習の考え方と決定木やラ
ンダムフォレストといった基礎的な機械学習の手法を学ぶことで、
データサイエンスへのさらなる関心を喚起させる。扱うデータは、文
化情報工学の目的に即して人文・社会分野のデータである。

文
化
情
報
工
学

基
礎
科
目
群
（

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
系
）

機械学習

現代社会では様々な場面でデータが活用されており、機械学習を駆使
できるデータサイエンティストの需要が高まっている。そこで、本科
目では社会で使用されている代表的な機械学習の手法としてランダム
フォレスト、パーセプトロン、サポートベクターマシン、ニューラル
ネットワーク、自己組織化マップ、ディープラーニングを採り上げ、
各手法を支える理論やそれぞれの関係を理解し、人文・社会分野の
データを用いて機械学習を実践的に用いる能力を身につけることを目
標とする。

文
化
情
報
工
学

基
礎
科
目
群
（

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
系
）

データマイニング

データマイニングはデータを分析することで新たな知見、新たな価
値、新たな視点を獲得することである。データマイニングの対象とな
るデータは多種多様でテキストデータ・画像データ・映像データ・音
楽データ・地図データなどである。本科目ではデータマイニングに関
わるデータの取得・クリーニング・加工・分析（パターン抽出、クラ
スタリング、分類と予測）といった一連のプロセスを、主に既存の公
開データを使って、学習することを目的とする。扱うデータは、文化
情報工学の目的に即して人文・社会分野のデータである。
（オムニバス方式／全15回）
（6 土山玄・10 佐藤有理／1回）（共同）データマイニングの概説、
（6 土山玄／7回）データマイニングのツール、パターン抽出、クラ
スタリング、分類と予測、（10 佐藤有理／7回）知的所有権、オープ
ンデータの利活用、データの収集

オムニバス方式・
共同（一部）

文
化
情
報
工
学

基
礎
科
目
群
（

情
報
工
学
系
）

文化情報工学基礎演習

本科目では文化情報工学で用いる基礎的な技法を実技を通して学ぶ演
習である。人文・社会分野のさまざまな事象に適用できるデータ取得
の方法（センサによる計測やデジタル化の手法など）から、データの
整理や可視化の方法（データベース設計の基礎やコンピュータグラ
フィックスなど）、研究成果の社会実装や社会への発信の基盤となる
ものづくりやアプリケーション開発の工程までを体験を通して学び、
文化情報工学の理念に対する理解や今後の学びに対する関心を高め
る。
（オムニバス方式／全15回）
（8 土田修平／6回）センサによる生体情報の計測、ものづくり、（1
宮澤仁／3回）センサによる位置情報の計測、（3 伊藤貴之／3回）
データの可視化、（7 Le Hieu Hanh／3回）データベース構築

オムニバス方式

文
化
情
報
工
学

基
礎
科
目
群
（

情
報
工
学
系
）

工学基礎数学

諸解析の基本となる数学的能力として解析学の基礎および線形代数の
基礎を学ぶ。工学とは、自然科学に関する本質的な原理を極めようと
する学術的立場を基盤に、それらの原理を私たちが普段生活する世界
のために実用化する技術そのものや、それらの技術を用いた理想的な
生活環境を探究・構築する総合的な学問である。これら工学の実践に
は、人間と環境のためのデバイスやシステムを設計し、評価する能力
が求められ、それに必要となるものが数学的能力である。そこで、本
授業では、人間と環境のためのデバイスやシステムの設計や評価と
いった工学への応用を目的とした数学を理解することを授業の到達目
標とする。さらに、数値を求めるプロセスや実際に作図を行うこと
で、数学がどのように工学へ応用されるかについて学ぶ。
（オムニバス方式／全15回）
（太田裕治／8回）微積分、（藤山真美子／7回）線形代数

オムニバス方式
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文
化
情
報
工
学

基
礎
科
目
群
（

情
報
工
学
系
）

工学基礎解析学

自然科学・工学分野の基礎として必須となるベクトル解析、微分方程
式とその応用方法について学ぶ。特に本講義では伝熱学、材料力学、
流体力学、電磁気学等の解析において応用上重要となる定理や公式に
ついて重点的に解説し、毎回の演習課題を通じてこれらの応用方法を
習得する。 前半の微分方程式では、様々な類型の線形微分方程式の
特性について理解したうえで、それぞれの線形微分方程式に対する解
を導くことを目標とする。後半のベクトル解析では、ベクトル場の概
念とそのさまざまな演算法（内積・外積、勾配、発散、回転等）を習
得したうえで、線積分・面積分、積分公式の概念と演算法を理解でき
るようになることを目標とする。
（オムニバス方式／全15回）
（元岡展久／8回）微分方程式（河合英徳／7回）ベクトル解析

オムニバス方式

文
化
情
報
工
学

基
礎
科
目
群
（

情
報
工
学
系
）

設計製図基礎演習

３次元の空間や物体を理解し、扱うための基礎を学ぶ。形態論の基
本、立体や空間を２次元で表現する図学の基礎を習得し、立体的な空
間の把握力を養う。また、建築設計製図に必要な各種道具の使い方、
表現の仕方も学ぶ。さらには、CADを用いたモデル作成の手法を学
ぶ。図学の基礎を学んだ上で、簡単な建築空間の設計を行い、模型や
図面で表現する手法を学び、空間や環境の特徴を他者へ説明し共有す
るための、プレゼンテーションを行う。
環境を学ぶ基本として、３次元の空間や物体を理解し、扱うための基
礎を習得することを目的とする。形態論、図学の基礎、製図の道具や
CADの演習を行う。また、簡単な建築空間の設計を行い、空間表現と
他者への空間のプレゼンテーション技術を習得する。
（オムニバス方式／全15回）
（長澤夏子・鍋野友哉／1回）（共同）講評会（長澤夏子／7回）図
法、製図法、3D、プレゼンテーション（鍋野友哉／7回）透視図の描
き方、レクチャー、設計エスキス

オムニバス方式・
共同（一部）

文
化
情
報
工
学

基
礎
科
目
群
（

情
報
工
学
系
）

インターネット工学

現代社会の基盤であるインターネットの技術要素を理解し、そのうえ
に構築されているさまざまな応用技術やインターネットと社会との関
係について学ぶ。このことは、Webデザイナーやインターネットの技
術者でなくとも知っておくべき現代社会を生きるためのリテラシーで
ある。Webサービス、コンテンツビジネスなどの産業やさまざまな社
会生活においてインターネットを活用するための技術を知り、応用力
を発揮するための基礎的な知識とする。

文
化
情
報
工
学

基
礎
科
目
群
（

情
報
工
学
系
）

コンピュータシステム序論

本科目では、コンピュータシステムの基礎知識と、その実社会での役
割について論じる。まずコンピュータの原理や仕組みについて、ハー
ドウェア、ソフトウェア、ネットワークなどの多角的な観点から論じ
る。続いて近年成長している高性能計算を実現する並列計算システム
やスーパーコンピュータ、ユビキタスコンピューティングなどのコン
ピュータシステム技術を紹介し、さらにコンピュータシステムに関係
あるIT産業界の職種について紹介する。

文
化
情
報
工
学

基
礎
科
目
群
（

情
報
工
学
系
）

データ構造とアルゴリズム

本科目では、配列、リスト、木構造といった基本的なデータ構造と、
それを使った各種の探索アルゴリズム、整列アルゴリズム等を学習す
る。また、アルゴリズムにおいて重要となる正当性、停止性、計算量
について学習する。本科目で学ぶ概念はどのようなプログラミングに
おいてもかかせないものである。基本的な考え方から、それを使った
プログラミングまでを確実に習得することを目標とする。なお、C 言
語によるある程度のプログラミング能力があることを仮定して講義す
る。

文
化
情
報
工
学

基
礎
科
目
群
（

情
報
工
学
系
）

数理基礎論

数理基礎論（記号論理学）は、数学・自然科学・情報科学等、様々な
学問分野の基礎を支えている学問である。本科目では、初歩の段階
（集合）から一階命題論理・一階述語論理までについて学習し、論理
言語の構成や意味論的推論の基本を理解することを目指す。具体的に
は、まず集合の概念や論理学の定義を解説する。続いて命題論理の統
語論と意味論、真偽値表やデジタル回路、一階述語論理の統語論と意
味論、自由変項と代入、タブローについて解説する。
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文
化
情
報
工
学

基
礎
科
目
群
（

情
報
工
学
系
）

確率序論

機械学習やAI、いわゆるデータサイエンスの理論的基礎となる数学の
分野が確率論である。統計学は確率論の実践の場ともいえる。この科
目では、まず公理論的確率空間の構成から始め、確率変数と分布関
数・密度関数の概念を理解し、その基本的性質について学ぶ。加えて
重要な確率分布の説明を行い、統計学への応用上重要となる中心極限
定理を数値実験も例示しながらデータサイエンスの理論的基礎となる
確率論を詳説し理解を深める。

文
化
情
報
工
学

基
礎
科
目
群
（

情
報
工
学
系
）

コンピュータアーキテク
チャI

現在のコンピュータを把握するために、どのような原理でコンピュー
タは動作するのか、プログラムの本質とは何か、といった観点から
ハードウェアおよびその周辺の技術を解説する。まずコンピュータ
アーキテクチャの定義から始まり、コンピュータのモデル、問題の解
き方、性能指標について解説する。続いて、数値表現、ムーアの法
則、命令セットアーキテクチャ、メモリアーキテクチャ、記憶階層、
割り込み処理などの概念を解説する。さらに、組み合わせ論理回路、
順路回路、メモリ回路などについても解説する。

文
化
情
報
工
学

基
礎
科
目
群
（

情
報
工
学
系
）

コンピュータアーキテク
チャII

本科目では、プログラムが「動く」とはどういうことかを、ソフト
ウェアの面から解説する。その中でも特にオペレーティングシステム
(OS)の仕組みについて解説する。まずOSの存在意義と、それを動かす
ハードウェアの例を解説する。続いてOSの具体的な基本機能として、
システムコール、プロセスのスケジューリング、リソース管理、メモ
リ管理、ページ変換、ファイルシステムなどについて解説する。さら
にファイルシステムの具体例として、inodeシステム、NTFS、マス
ターファイルテーブルについて解説する。

文
化
情
報
工
学

基
礎
科
目
群
（

情
報
工
学
系
）

コンピュータネットワークI

インターネットに代表されるコンピュータネットワークは、情報関係
の様々な分野の基盤となる技術であり、この知識を身に付けることは
実用的にも有効である。本科目ではTCP/IPを中心としたネットワーク
プロトコルの基礎並びに応用技術に関して理解することを目標とす
る。具体的には、まずインターネットの概念を解説し、その中でプロ
トコルの階層について論じる。続いてプロトコル階層の中で特に、ア
プリケーション層、トランスポート層、ネットワーク層、データリン
ク層について解説する。

文
化
情
報
工
学

基
礎
科
目
群
（

情
報
工
学
系
）

マルチメディア

本科目では、マルチメディアを構成する多様なメディアと、それを支
える基盤技術や人的知識について解説する。 まず、マルチメディア
を理解するための前提知識としての基礎理論、コミュニケーション技
術、デザイン論、リテラシ、社会問題について論じる。 続いて、そ
のメディアの制作や伝達を支える基盤技術や応用技術、さらにはメ
ディア要素技術（音響、音楽、文書、静止画、動画、コンピュータグ
ラフィックスなど）について解説する。

文
化
情
報
工
学

基
礎
科
目
群
（

情
報
工
学
系
）

文化情報デザイン工学

文化情報工学で用いることのできる情報通信技術やセンサー・計測技
術などの工学的な基礎知識を学ぶ。センサー・計測機器によるデータ
測定の方法をデザイン（設計・評価）するための知識の習得からはじ
め、ウェアラブル・ユビキタスコンピューティングやメディア情報処
理、インタラクションデザインなどの、特にアートや文化の領域にお
いて新たな価値を創成するために注目されている技術の学習へと展開
する。これらの学習を基盤に、文化情報デザイン演習（発展科目）、
文化情報デザイン研究（応用科目）において、専門性と共創能力を磨
く。
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文
化
情
報
工
学

基
礎
科
目
群
（

情
報
工
学
系
）

データベース工学

現代社会においてデータベースはさまざまなアプリケーションにおい
て利用されている。インターネットの発展によって文章や音声、画
像、映像などのデータを活用するためのデータベース技術も開発され
ている。データベースについて、その概念から仕組み、応用までを学
習する。利用頻度の高いデータベースであるリレーショナルデータ
ベースの設計・管理方法を理解する。さらに、複雑な処理が必要にな
るデータモデルや分散データベース、マルチメディアデータベースな
ども扱う。

文
化
情
報
工
学

基
礎
科
目
群
（

情
報
工
学
系
）

情報と職業

本科目の前半では、一般的な職業において情報に接するために必要な
知識や技術、ビジネスモデルについて論じる。また、インターネット
による社会変革や、データサイエンス, IoT, 機械学習といった近年
の先進的な技術がもたらす職業の変化について論じる。 本科目の後
半では、情報系業界に就職するためのキャリアプランを考える上で必
要な知識として業務内容やプログラミング言語と職種との関係、情報
技術の歴史的展開などについて論じる。

隔年

文
化
情
報
工
学

基
礎
科
目
群
（

情
報
工
学
系
）

情報倫理

昨今の情報化社会においては、有益な情報から有害・危険な情報まで
情報が氾濫している。このような世の中において、情報を受信する側
としての情報リテラシー能力に加えて、一般の人々にまで「情報を発
信する」ことを意識したリテラシー能力が必要とされる。本科目で
は、情報を受信する立場および情報を発信する立場を踏まえて、情報
リテラシー能力を身に付けることを目標とする。情報の便利さ、怖さ
を再認識して「情報」をうまく扱える人材になってほしい。

隔年

文
化
情
報
工
学

発
展
科
目
群
（

人
文
情
報
学
系
）

歴史情報学

歴史情報学は、人文学のひとつである歴史学にデータサイエンス・情
報科学を接合した分野であり、歴史資料のデジタル化を通して、新た
な歴史的事象の分析方法を構築することを主な目的とする。本科目で
は、これまで過去の記録や情報がどのように残され、活用されてきた
のかを理解したうえで、データベースやデータサイエンスなどの情報
技術を利用した歴史学の各分野における研究の現状を紹介し、今後の
歴史情報学のあり方について考える。

文
化
情
報
工
学

発
展
科
目
群
（

人
文
情
報
学
系
）

歴史情報学演習

歴史情報学は、人文学のひとつである歴史学にデータサイエンス・情
報科学を接合した分野であり、歴史資料のデジタル化を通して、新た
な歴史的事象の分析方法を構築することを主な目的とする。本科目で
は、歴史情報学における情報の入手からデジタルアーカイブの構築ま
での既存文献を講読し、その実用例を学んだうえで、各論文における
分析作業を追体験する。これらを通じて、情報学やデータサイエンス
の手法を用いた歴史資料の分析・活用方法を身に付ける。

文
化
情
報
工
学

発
展
科
目
群
（

人
文
情
報
学
系
）

地理情報学

地理情報学は、人文学のひとつである地理学にデータサイエンス・情
報科学を接合した分野であり、地理空間情報の統計的・数理的な分析
に基づき、地表で生じるさまざまな現象を理解することを主な目的と
する。地理情報システム（GIS）は、地理空間情報の分析に欠かせな
い情報処理基盤である。本科目では、地理空間情報およびGISについ
て講義し、専門知識を習得するとともに、GISソフトの操作方法の学
習を通じて、その利用に対する関心を高める。
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文
化
情
報
工
学

発
展
科
目
群
（

人
文
情
報
学
系
）

地理情報学演習

地理情報学は、人文学のひとつである地理学にデータサイエンス・情
報科学を接合した分野であり、地理空間情報の統計的・数理的な分析
に基づき、地表で生じるさまざまな現象を理解することを主な目的と
する。地理情報システム（GIS）は、地理空間情報の分析に欠かせな
い情報処理基盤である。本科目では、GISを用いた地理空間情報分析
の既存文献を講読し、その実用例を学ぶ。また、GISソフトを用いて
既存文献における分析作業を追体験する。これらを通じて、人文情報
学の研究や社会における諸課題に対する、地理空間情報の分析および
GISの応用力を身につける。

文
化
情
報
工
学

発
展
科
目
群
（

人
文
情
報
学
系
）

言語情報学

言語情報学は、言語学の諸分野とデータサイエンスの手法を合わせた
分野である。言語学を構成する下位分野には、大きく分けて、形態
論、統語論、意味論、語用論、音声学、音韻論がある。それらの各分
野の基本的な概念と分析を講義し、専門知識を習得するとともに、言
語実験を設計する方法、および、結果を分析するための統計的手法と
して分散分析、線形混合効果モデル、ロジスティク回帰分析、カイ二
乗適合度検定などを紹介する。これらを通じて言語情報学の理解を深
める。

文
化
情
報
工
学

発
展
科
目
群
（

人
文
情
報
学
系
）

言語情報学演習

言語情報学は、言語学の諸分野とデータサイエンスの手法を合わせた
分野である。言語学を構成する下位分野、形態論、統語論、意味論、
語用論、音声学、音韻論の中から、各自の興味に応じた分野を選び、
実験のデザインとクラス内での簡単な試行を行う。言語学の各分野の
概念と分析についての理解を深め、専門知識を習得するとともに、言
語実験を設計する方法、及び、結果を分析するための統計的手法に何
があるかについても学ぶ。

文
化
情
報
工
学

発
展
科
目
群
（

人
文
情
報
学
系
）

文化情報学

ここでいう文化情報学は人文学のひとつである演劇学にデータサイエ
ンス・情報科学を接合した分野であり、演劇資料のデジタル化を通じ
て、演劇に関わるさまざまな事象の分析方法を構築することを主な目
的とする。
　また演劇は、上演そのものが時代ごとの最先端の工学技術と密接な
関係にあることも見過ごしてはならない（劇場、舞台機構、演出、照
明、音響、美術など。昨今は身体〈役者〉まで）。「情報学」に加え
て、より多面的に演劇の事象と工学の接点を考察し、演劇を広く理解
することを目指す。

文
化
情
報
工
学

発
展
科
目
群
（

人
文
情
報
学
系
）

文化情報学演習

ここでいう文化情報学は、演劇学の諸分野とデータサイエンス・情報
科学の手法を合わせた分野である。この授業では、前期に学んだ文化
情報学のデータサイエンス・情報科学の基本情報を踏まえつつ、その
手法を用いて演劇を構成する主要な3つのテーマ（台本、パフォーマ
ンス〈役者〉、観客）について論じた既存文献を講読し、その実用例
を学ぶ。また、関連のデータベース等を用いて既存文献における分析
方法を追体験する。これらを通じて演劇を深く理解するとともに、
データサイエンスを用いた応用力を身につける。

文
化
情
報
工
学

発
展
科
目
群
（

人
文
情
報
学
系
）

思想情報学

情報科学技術は人文系思想領域の哲学・倫理学・美学・宗教学が問題
とすることの理解にどのような貢献ができるだろうか。思想系人文学
が描いてきた人間の知能とAIにおける機械の知能のギャップにはどの
ようなものがあるか。思想情報学と呼ぶべきこうした方向性をもつ研
究のうち、本科目は、アプローチとして一定程度まとまってきている
ものを主に紹介していく。関連するプログラム実装のデモも行う予定
でいる。「思想情報学」はdisciplineとして既に確立され認知されて
いるというわけではなく、その点では自由度の高い科目であると言え
る。あまり堅苦しく考えずに、自身の興味でいろいろな可能性や方向
性を考えてもらえればと思う。
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化
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報
工
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発
展
科
目
群
（

人
文
情
報
学
系
）

思想情報学演習

情報科学技術は人文系思想領域の哲学・倫理学・美学・宗教学が問題
とすることの理解にどのような貢献ができるだろうか。思想系人文学
が描いてきた人間の知能とAIにおける機械の知能のギャップにはどの
ようなものがあるか。思想情報学と呼ぶべきこうした方向性をもつ研
究のうち、本科目は、画像キャプションを用いた意味分析、画像分類
AIとの比較に基づく意味分析、オントロジ工学分析に焦点を絞り、そ
れぞれ一つの研究の流れが追体験できる形での演習を行う。これらは
現在国際的にホットなトピックであると同時に、思想情報学の基盤と
なりうる分析技法を含んでおり、応用可能性という点から見ても学習
上効果的である。

文
化
情
報
工
学

発
展
科
目
群
（

人
文
情
報
学
系
）

芸術情報学

芸術とは、一定の材料・技術・身体などを駆使して、鑑賞的価値を創
出する人間の活動やその所産を指す。人間の文化的活動として、芸術
は長い歴史の中で、彫刻、絵画、音楽、演劇、舞踊などの芸術活動を
通じて、人間の人間たる性質、すなわち人間性の核となる活動を行っ
てきた。芸術活動は、長い修練の後に獲得されるものから、地域に根
差した誰もが親しめるものもある。こうした芸術活動が、我々の生活
にいかに貢献してきたかについて、その多様性と現状を紹介する。特
に、言葉を介さない舞踊は、人間の身体が表現媒体となる点に個性が
ある。またその個性から、ノンバーバルに人と人とが繋がる行為とし
て、さまざまな舞踊形態が存在する。本科目は、舞踊の多様性および
独自性を、その身体に内在するさまざまな情報から考える視点を養う
ことを目標とする。また身体に内在する情報を基に、芸術が我々の生
活や社会に対してどのように貢献しうるかを客観知としての情報から
考える。

文
化
情
報
工
学

発
展
科
目
群
（

人
文
情
報
学
系
）

芸術情報学演習

本科目では、人間の身体が生み出す芸術活動の中でも、特に舞踊を中
心とした身体表現に着目し、その独自性や複雑性を身体運動に内在す
る情報や、身体表現を鑑賞する他者の知覚に関する情報に着目する。
これらの情報を分析するための研究手法に触れるとともに、国内外で
すでに行われている先行研究を抄読したうえで、今後新たに研究を行
ううえでの独自の視点を得るための演習を行う。研究手法としては、
身体運動科学領域で行われる動作解析を含む運動工学的な研究手法
や、身体運動発生の背景となる生理学的手法を学ぶ。また知覚情報を
処理する方法としては、鑑賞者が受ける印象をテキストとして収集
し、統計解析によりその質的特性を検証する。人間が創造する芸術活
動が、なぜ人を感動させるのかといった究極の問いに迫ろうとする新
たな研究視点をもつことを演習の目標とする。本科目により、自分が
芸術活動に直接関わったことがない人にも、芸術活動の独自性や卓越
性を伝えることができる客観的な情報処理の基礎を学ぶ能力を養う。

文
化
情
報
工
学

発
展
科
目
群
（

情
報
工
学
系
）

データ解析序論

近年、大量のデータの中から有益な情報を抽出することができるデー
タサイエンスの需要が高まっている。我々が日々生産している行動履
歴や観測したデータなどからその現象をとらえるモデルを構築した
り、予測するモデルを構築したりすることができ、そのためには、
データを正しく処理する手法を身につける必要がある。本科目では、
線形代数に基づく手法を中心にデータ解析の基本手法を紹介する。な
お、Python言語によるある程度のプログラミング能力があることを仮
定して講義を行う。

文
化
情
報
工
学

発
展
科
目
群
（

情
報
工
学
系
）

統計学演習

統計学はどのような学問分野でもまた社会活動においても、論理的な
説明を展開するための強力なツールである。本講義は、ベイズ統計学
というツールを誤りなく応用（使用）できる知識を学ぶ。また、アカ
デミックライティングの基礎的な方法論について併せて修得し、基礎
的な統計学のツールを用いたアカデミックレポートが書けるようにな
ることを目標とする。RやStanなどの統計プログラムを使用し、ベイ
ズ統計学の基礎的なモデルについて理解し、Rstudioというツール
で、Rを動かしたり、レポートを書く課題を行う。
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化
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報
工
学

発
展
科
目
群
（

情
報
工
学
系
）

センサーと人間工学

The class content reviews basic knowledge related to sensing
technology. How sensor devices are integrated in daily life
objects? What kind of information can be extracted (and how)
from these devices to evaluate health and physical behaviors?
Lecture and practical exercises will be performed to let the
students broadening her knowledge on this topic.
（和訳）本授業では、生体計測に関連する各種センシング技術に関連
する基礎知識について、その理解を深めるとともに、工学的設計に必
要な設計力を身につける。具体的には、センサーデバイスがどのよう
に日常生活品に組み込まれているのか、身近な製品から学ぶ。さらに
は、活動量計などのデバイスからどのような生体情報をどのように抽
出すれば、身体行動や健康性が評価できるか、など具体的な活用につ
いて理解を深める。講義と演習を通じて、このテーマに関する知識を
実践的に深めることを目標とする。

隔年

文
化
情
報
工
学

発
展
科
目
群
（

情
報
工
学
系
）

応用統計学演習

本科目は、データサイエンス、機械学習の基本である推測統計学に関
する内容を主に扱う。最尤推定やベイズ推定などの推測統計学に関す
る基本的な手法や教師なし学習について学び、より発展的な統計的機
械学習技術習得に向けた基礎を身につける。本科目では、理論を学ん
だ後に、実例において数式を導き、プログラミングにより実装すると
いう流れで授業を進める。推測統計学の基礎技術を習得し、課題に応
じた問題のデザインとモデリング、数理的な解析、プログラミング、
という手続きを自ら実践できるようになることを目標とする。

文
化
情
報
工
学

発
展
科
目
群
（

情
報
工
学
系
）

コンピュータビジョン

本科目は、視覚的情報表現の主たる媒体である画像に関する諸技術を
解説する。画像の基本的な原理を学習した後に、画像を加工するため
の濃淡変換、変形、特徴抽出、合成などの各技術を学び、そのプログ
ラミング方法について論じる。続いて画像の認識や流通に関する諸技
術として符号化（圧縮）や特徴量などについて学び、画像技術が実社
会でどのように貢献しているかを議論する。 画像加工プログラミン
グを本講義の最大の課題とする。

文
化
情
報
工
学

発
展
科
目
群
（

情
報
工
学
系
）

コンピュータグラフィック
ス

本科目では、コンピュータ・グラフィックス(CG) を構成する各技術
を解説する。具体的にはまず、投影変換、シェーディング、形状モデ
リング、アニメーション、レンダリングなどの基礎技術について解説
する。さらに近年の技術の例として、画像処理技術との融合、物理シ
ミュレーション技術の応用、機械学習の応用、デジタルファブリケー
ションなどについて紹介する。自由なシーン生成を目的としたプログ
ラミングを主たる課題とする。

文
化
情
報
工
学

発
展
科
目
群
（

情
報
工
学
系
）

ヒューマンインターフェイ
ス

ヒューマンコンピュータインタラクション (HCI: コンピュータと人
のインタラクション) に関する科学と技術について講義する。人工物
と人との関わり合いから、使い易い道具、使い易いコンピュータソフ
トウェアについて考察し、グラフィカルユーザインタフェースの考え
方と作り方、HCIのための様々な入出力デバイス、HCIの手法、HCIの
評価方法、新しいHCIの動向（人間中心設計、ユニバーサルデザイ
ン）について学ぶ。

文
化
情
報
工
学

発
展
科
目
群
（

情
報
工
学
系
）

文化情報デザイン演習

情報通信技術やセンサ工学などの発展に伴い、多種多様なデータが収
集できるようになってきた。データを適切に分析することで、新しい
知見を得たり、新しいサービスを構築したりすることは今後ますます
重要になるであろう。一方で、そのようなデータセットを実世界から
どのように取得するか、そもそもどのようなデータを取得すれば良い
かといったデータ計測デザインを行うための知識を入門サイト等から
学ぶことは難しい。この科目では、必要なデータを見定め、データを
安定して正確に取得することの難しさを、自身の手を実際に動かしな
がら学ぶ。体験を通して、システムを含めた計測全体のデザイン方法
を身に付ける。
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科
目
群
（

情
報
工
学
系
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データベース設計演習

現代社会においてデータベースはさまざまなアプリケーションにおい
て利用されており、人文・社会分野において重要となる文章や音声、
画像、映像などのデータをweb上で活用するためのデータベース技術
も開発されている。本科目では、「データベース論基礎」で修得した
基礎知識を前提に、リレーショナルデータベースにおけるSQLの基本
的な使い方（データの抽出、テーブルの結合、データの追加、更新、
削除など）について学ぶ。また、NoSQLデータベースやマルチメディ
アデータベースの構築に関する基礎を学ぶ。

データマイニング演習

データマイニングはデータを分析することで新たな知見、新たな価
値、新たな視点を獲得することである。本科目では人文・社会分野の
データを採り上げ、受講生が自ら課題設定を行い、その課題を解明す
るためにデータマイニングを行う。これによって、データマイニング
に関わるデータの取得・加工・分析・結果の解釈という一連のプロセ
スを実践的に学習する。また、設定課題および分析結果とその考察に
ついて発表し、教員や他の受講生との討論を行う。（6 土山玄、10
佐藤有理）（共同）

共同

文化情報学研究

演劇は総合芸術であるため、文学・歴史・美術・建築・音楽・舞踊・
民俗学・服飾等、研究対象は様々な学問領域と関わる。この科目は文
化情報学の知識と手法を修得し、開拓することを目的とする。学内で
開講されている上記の専門分野の演習科目の履修によって取得した知
識と手法を文化情報学に取り入れる。担当教員による、演劇学の諸分
野とデータサイエンス・情報科学の手法を合わせた分野で卒業研究課
題を取り組む場合は必修となる。

テキストアナリティクス研
究

テキストアナリティクスは文学作品などのテキストデータを対象と
し、データサイエンスの手法を用い分析を行う文理融合の分野であ
る。本科目ではテキストデータの取得、加工、集計、分析といったテ
キストアナリティクスに関わる一連の処理を解説し、テキストアナリ
ティクスの基礎知識と基礎的な技法を身に付けることを目的とする。
また、テキストアナリティクスを実践することで、テキストエディタ
や統計解析ソフトRなどのツールの操作に習熟する。

データベース研究

現代社会において様々な商品・サービス等を提供するために、データ
を管理するデータベース技術とそのデータを利活用する技術が不可欠
である。本科目の前半はデータベースとデータ利活用を含む研究分野
を対象として、代表的・先進的な知識を学び、その理解を深めるとと
もに、特に文化情報工学への応用について議論する。後半は4年次後
期の卒業研究演習に向けて、文化情報工学において取り組む研究テー
マを確立し、更に研究の実現方針を考案する。

文化情報デザイン研究

アートや文化において、情報処理技術を用いて新たな価値を創成する
ため、ウェアラブル・ユビキタスコンピューティング、メディア情報
処理、インタラクションデザインについての理解を深める。具体的に
は、論文や事例を通してこれら分野の知識を吸収しつつ、文化情報工
学における研究手法の検討や文化情報システムの設計を進める。また
各領域の専門家とのディスカッションを通して、新たなシステムや作
品、文化のデザインについて考える。

共
創
工
学
応
用
科
目

群
（

文
化
情
報
工

学
）

共
創
工
学
応
用
科
目
群

（

文
化
情
報
工
学
）

共
創
工
学
応
用
科

目
群
（

文
化
情
報

工
学
）

共
創
工
学
応
用
科

目
群
（

文
化
情
報

工
学
）

共
創
工
学
応
用
科

目
群
（

文
化
情
報

工
学
）
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文化情報CGV研究

視覚情報処理の3本柱であるコンピュータグラフィックス・コン
ピュータビジョン・コンピュータ可視化を対象として、その理解を深
めるとともに、文化情報工学への応用について議論する。3本柱のい
ずれについても、まず教員から代表的・先進的な研究動向について紹
介した後に、受講生から論文紹介や実習体験などを発表する。さらに
これらの論文紹介の内容や実習体験の内容を、文化情報工学にどのよ
うに応用できるかを議論する。

文化情報統計数理研究

本科目では、観測された事実から将来的に起こりうることを予測した
り、背後にある重要な要因を推定したりする方法である、統計的推論
について学び、研究を行う。本科目の前半は、統計的推論に関する数
理的手法と先行研究について学び、文化情報工学への応用を議論す
る。後半は文化情報工学において卒業研究に取り組むためのテーマを
確立し、さらに研究の実現方針を考案する。担当教員による文化情報
工学の分野で卒業研究課題を取り組む場合は必修となる。

卒業研究

自身の卒業研究課題への取り組みを通じて、人々との対話に基づき文
化背景を理解し、人文・社会分野のデータ分析を通じて課題点を見出
した上で、共創社会の構築に向けてイノベーションの核となるアイデ
アを考案し、テクノロジーを活用しつつ作品・表現などとして具現化
し、社会発信し実践する能力を身に付ける。研究室ゼミ活動を発表の
場として、研究進捗を発表し、ディスカッションを行う。最終成果物
は、卒業論文・卒業制作作品として取りまとめる。卒業論文中間発表
会での発表、卒業論文成果発表会での発表を必須とする。 （1 宮澤
仁、2 伊藤さとみ、3 伊藤貴之、4②坂田綾香、5 埋忠美沙、6 土山
玄、7 Le Hieu Hanh 、8 土田修平、9 遠藤みどり、10 佐藤有理 ）

共同

人
間
環
境
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

共創インターンシップII
（建築）

建築に関連した企業における所定の職務に関する実習を夏期インター
ンシップとして実施する。内容は、各研修先の実習内容に依るが、期
間は、最低でも実働10日以上（80時間以上）を求める。インターン
シップへ行く前に、事前教育を行う。共創工学に関連した業務を行っ
ている企業などで、職務について実習を行い、大学での学習内容が現
場でどのように活かされるか体験的に習得することを目的とする。自
身の長所を発見しながら、社会での実践的な職務において専門知を活
かすために、発想力、デザイン力、対話力を向上させることを目標と
する。
（長澤夏子・藤山真美子／1回）受講の仕方・インターンシップの目
的・概要について説明する。
（長澤夏子、藤山真美子／14回） 企業におけるインターンシップを
実施し（約2週間・80時間程度） 、各自が学んだものを実習日誌とし
て報告する。

共同

人
間
環
境
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

設計製図基礎演習

3次元の空間や物体を理解し、扱うための基礎を学ぶ。形態論の基
本、立体や空間を2次元で表現する図学の基礎を習得し、立体的な空
間の把握力を養う。また、建築設計製図に必要な各種道具の使い方、
表現の仕方も学ぶ。さらには、CADを用いたモデル作成の手法を学
ぶ。図学の基礎を学んだ上で、簡単な建築空間の設計を行い、模型や
図面で表現する手法を学び、空間や環境の特徴を他者へ説明し共有す
るための、プレゼンテーションを行う。
環境を学ぶ基本として、3次元の空間や物体を理解し、扱うための基
礎を習得することを目的とする。形態論、図学の基礎、製図の道具や
CADの演習を行う。また、簡単な建築空間の設計を行い、空間表現と
他者への空間のプレゼンテーション技術を習得する。
（オムニバス方式／全15回）
（長澤夏子・鍋野友哉／1回）（共同）講評会（長澤夏子／7回）図
法、製図法、3D、プレゼンテーション（鍋野友哉／7回）透視図の描
き方、レクチャー、設計エスキス

オムニバス方式・
共同（一部）

人
間
環
境
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

住居学概論

住宅の歴史から現在まで、また、人間の生活と住まいのありかたとの
関係について、図面などの文献資料と事例をもとに学ぶ。「普通」だ
と思っている身の回りの住まいも、歴史的、また社会や環境との深い
関わりのなかで成り立っていることを知ることを目的とする。
住居の歴史から現在の住まいまで、多くの事例からその特徴を、時
代・社会・生活の視点から理解し知識を身につけることを目的とす
る。
さらに住まいを巡る諸問題をとりあげ、今日の住居と社会や生活につ
いて考え、将来にわたって利用される住まいについて学ぶ。
（オムニバス方式／全15回）
（長澤夏子／7回）住居の歴史、住まいからくらしを読み取る（藤井
里咲／8回）住宅の設計製図、社会と住宅、エネルギー、ユニバーサ
ルデザイン、防犯と防災など、住居の将来

オムニバス方式

共
創
工
学
応
用
科
目
群
（

文
化

情
報
工
学
）

共
創
工
学
応
用
科

目
群
（

文
化
情
報

工
学
）

共
創
工
学
応
用
科

目
群
（

文
化
情
報

工
学
）
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人
間
環
境
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

建築一般構造

空間のデザインは、機能構成の合理性、環境条件に対する適切性、構
造の安全性、形態の美しさを総合して行われる。本講義はその中でも
特に「構造体と力」を対象とし、諸条件がいかに適切に解決されてい
るかを学ぶ。空間デザインにおける構造体の役割と種類について理解
する。
さまざまな建築をみた際、構造体の成立ちや働きがどのように表現さ
れているかを読み取ることができる能力を身につける。
加えて、ある建築ないしは空間の設計において、構造的な観点から、
全体表現のコンセプトを見出す発見力を学ぶ。

人
間
環
境
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

建築環境計画論

生活と空間、建築と社会との対応から進められてきた建築計画学の展
開について概説する。実際の設計プロセスを体系的に学び、建築にお
ける諸要求の的確な把握と与条件化、適正規模の設定、機能構成とプ
ランニング手法、空間デザイン手法を説明する。なかでも人間科学を
中心に調査分析から企画、計画へ展開する手法を学ぶ。現代の生活の
場である、集合住宅や各種公共施設、都市空間について、多数の実例
を紹介しながら解説する。

人
間
環
境
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

物理化学

物質の基本的性質を理解するために必要な物理化学的事項を学ぶ。熱
力学、純物質の相転移、混合の熱力学、溶液、相律、ギブズエネル
ギーと相平衡などについて学び、これらに関して簡単な数値的問題を
取り扱えるようにする。化学と物理学の基本概念を復習し、物質の基
本的性質を理解するために必要な物理化学的事項を習得する。なぜこ
の題材を学ばなければならないかを理解し、鍵となる考えを習得す
る。また各項目について事前に学んでおくべき事柄は何かを、関連の
中で理解する。

人
間
環
境
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

設計製図演習I

「建築設計製図基礎」で習得した図面表現や空間設計法に基づきなが
ら、住宅や地域施設などの建築物を設計し、図面に表現することを学
ぶ。立地条件や諸室に求められる機能の構成、動線計画等の様々な条
件を検討し、建築を設計する演習に取り組む。
建築における機能構成の把握やプランニングの手法、空間デザインの
手法を、演習を通じて身につける。 二次元の物体を三次元に表現す
る図学の基礎、また設計製図に必要な技術と道具の使い方を学ぶ。設
計製図に必要な基本的な知識を習得することを目標とする。
（オムニバス方式／全15回）
（6 元岡展久／7回）課題１： 地域集会施設 、（小林玲子／6回）課
題２：住宅、（6 元岡展久・小林玲子／2回）共同　講評会を行う

オムニバス方式

人
間
環
境
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

BIM演習

近年、建築生産システムにおける計画・調査・設計・施工・管理の
データを一括管理することにより、効率化や合理化を図る目的で
「BIM（Building Information Modeling）」が注目されている。本演
習では、BIM関連ソフトに実際に触れながら、従来のCADとBIMの違い
を知ることで、建築生産システムの全体像や各プロセスにおける課題
を総合的に学び、BIMの普及によって期待されている建築と社会の将
来像を学ぶ。
（オムニバス方式／全15回）
（藤山真美子、石田泰之（共同））／5回）ガイダンス、講評会 、
（石田泰之／3回）BIMモデリング演習、（藤山真美子、宮内博之（共
同））／6回）ドローン概説、安全講評会 、最終講評会（宮内博之／
1回）ドローン技術を利用した社会実装の演習

オムニバス方式・
共同（一部）

人
間
環
境
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

環境心理と調査法

環境と人の行動や心理との関連についての学問である環境心理学につ
いて、おもに人の身近な生活環境である建築や都市などのフィールド
を中心に概説する。
そののち、こういった環境心理学の中で用いられる調査の手法につい
て、演習を通じて実践的に学習する。環境に対する人の行動・評価を
どのように扱い、収集するかについて、調査計画の考え方、アンケー
トの作成、質的調査など基本的な手法を理解・習得することを目的と
する。
（オムニバス方式／全15回）
（長澤夏子・松本阿礼／1回）（共同）発表と講評
環境心理学の概要について、人の身近な生活環境である建築や都市な
どのフィールドを中心に理解することを目的とする。環境心理研究の
展開、建築や都市設計での利用について学ぶ。（長澤夏子／7回）
また、これらの環境心理学の中で用いられる調査の手法を学び、アン
ケート調査やインタビュー、行動調査を計画する演習を通じて実践的
に学習する。環境に対する人の行動・評価をどのように扱い、収集す
るかについて、調査計画の考え方、アンケートの作成など基本的な手
法を実践的に習得することを目的とする。（松本阿礼／7回）環境心
理と調査法

オムニバス方式・
共同（一部）
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人
間
環
境
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

設計製図演習II

建築や環境について学んできた知識を統合し、具体的な建築施設とし
て設計する手法を学ぶ。特に、さまざまな社会的要求、機能的要求を
統合するデザインの設計プロセスに重点をおいて演習に取り組む。建
築の設計過程を学習するとともに、設計の内容およびその意図を表現
する高度なプレゼンテーション技術の習得を目指す。
これまで専門分野で学んできたことを応用し、与えられたテーマ（具
体的建築施設）に対する課題を発見し、具体案を設計する。テーマと
しては、主として教育施設と集合住宅を対象とするが、たとえば環境
問題や少子高齢化問題などに対する提案をテーマに取り入れ、具体的
な建築物として設計する。社会問題に対応した具体的建築物のデザイ
ン手法を習得し、適切に発表するプレゼンテーション能力の習得が目
標となる。
（オムニバス方式／全15回）
（河合英徳・高橋彰子／2回）（共同）講評会、
（高橋彰子／7回）課題例1：保育所 、（河合英徳／6回）課題例2：
集合住宅

オムニバス方式・
共同（一部）

人
間
環
境
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

デジタルファブリケーショ
ン演習

デジタルファブリケーションとは、デジタルデータを元に、デジタル
工作機械を使って造形を行う技術であり、大規模な大量生産体制とは
異なるパーソナル・ファブリケーションの可能性は、設計者・製造
者・利用者の垣根を再構築するパラダイムシフトになるとも言われ
る。本授業では、演習課題を通して、これら設計・製造・活用の一連
の流れについて理解し、生活環境全般に応用可能なデジタルファブリ
ケーション技術の全体像や社会への活用事例等を総合的に学ぶ。特
に、デジタルファブリケーション技術における生活世界をデジタル
データ化する利便性、従来の製造技術では困難であった造形の可能
性、寸法や形状等の利用者の個別解に対応できる柔軟性等について演
習を通じて理解し、社会への活用可能性について総合的な提案能力を
習得する。
（オムニバス方式／全15回）
（藤山真美子・梅澤陽明／2回）（共同）講評会、（藤山真美子／7
回）建築とデジタルファブリケーション演習、（梅澤陽明／6回）プ
ロダクトとデジタルファブリケーション演習

オムニバス方式・
共同（一部）

人
間
環
境
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

設計製図演習III

設計製図実習I、IIで習得した成果をもとに、より高度なデザインと
表現技術を学ぶ。大規模な複合施設の設計に加え、都市空間と建物を
つなぐ敷地全体の外構計画にも取り組む。都市公共空間、都市複合施
設（図書館、メディアテーク)を課題とし、望ましい都市⽣活の場を
提供するために、アイデアを図⽣や模型で表現しながら空間として具
現化するプロセスを学ぶ。特に、機能の複合した施設の設計を通じ
て、これまでに習得した基礎的な設計能力を応用する力を学ぶ。ま
た、まちづくりや都市計画スケールから敷地や建物を捉えると共に、
現代生活における社会的課題も包含した視座から総合的な提案能力を
習得する。
（オムニバス方式／全15回）
（藤山真美子・出口亮／1回）（共同）講評会、
（藤山真美子／7回）課題例1：都市の公共空間、（出口亮／7回）課
題例2：都市複合施設

オムニバス方式・
共同（一部）

人
間
環
境
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

身体形質と文化

生物の進化・適応の結果として獲得した現在のヒトの身体的特徴を概
観し、それら身体形質の特徴が、ヒトの持つ特殊な生活様式と環境
（特に文化環境）に強く関係していること、また「直立姿勢と二足歩
行」という特質がヒトの他の諸特徴と直接的・間接的に深く関連して
いることを理解する。前半で、ヒトの身体の形態について、他の哺乳
類、他の霊長類と比較して学ぶことにより、共通点と相違点を詳細に
理解し、ヒトの身体各部位の形態がどのように形成されたかを理論的
に説明できるようにする。後半はその基礎知識をもとに進める。獲得
した形態により可能となった動きについて説明できるようにする。さ
らに形態だけでなく、生体への生理学的な影響や、それにより生じた
と考えられるヒトの社会や生活様式への影響についても理解する。ま
た、人体を対象とした測定や、人体に密着する製品づくりの際の注意
点や新たな着眼点を見出す力を養う。

人
間
環
境
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

基礎構造力学

建築物の安全性を確保するためには、自重、地震、風などの大きな力
に対して、建物の骨組がどのように耐えて成立しているのかを理解し
たうえで設計を行うことが必要である。本講義では基礎的な構造力学
の理論に触れながら、構造解析の基本である静定構造を対象とした力
の分布、部材の変形性状の算出法について解説する。力学の基礎とし
て、力の合成と分解、力の釣り合い、支点と節点、荷重と反力、断面
に作用する力について理解する。基礎的な理論として、静定トラスを
学び、構造計算を習得する。さらに、静定梁、静定ラーメンの構造計
算方法を学び、習得する。最後に部材について、断面の性質(応力度
とひずみ度)、および、部材の変形について学び、構造計算を習得す
る。また、構造計算ソフトにふれる。
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境
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学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

日本建築史

日本の伝統的木造建築は諸外国の文化を吸収しつつ、独自の発展を遂
げてきた。古代から近代までの主要な日本建築の事例を通して、日本
建築の見方を理解するとともに、基礎的な日本建築史の知識を得るこ
とを目的とする。空間理念、文化的背景、社会背景をふまえながら、
木造を主とする日本建築の技術的特徴や歴史的な展開を概観する。先
史時代の建築、飛鳥時代の寺院建築、古代中世の神社建築、奈良・平
安時代の寺院建築、古代建築の構造、古代都市・寝殿造、中世の仏堂
建築、座敷飾りと町家、中世技術革新、茶室と城・城下町、書院造と
民家、近世社寺と霊廟建築、近世・近代都市、近代日本の建築、日本
建築の意匠と構造、文化財保護と建築保存などを取り上げる。日本建
築の見学などを通じて理解を深める。

隔年

人
間
環
境
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

建築構法計画

建築物は、柱や梁のような構造体だけでなく、建具や仕上げ、防水層
や設備機器等の非構造体も含めて構成されており、これら建築の実体
を構成する方法のことを建築構法と呼ぶ。本授業では、これら多岐に
わたる建築の構成や仕組みを、各要素部材の解説や実際の適用方法を
含めて解説する。また、具体的事例などを交えながら、建築の技術的
問題に焦点を当て、デザインを実現する方法を学ぶ。構法・工法とは
なにか、架構、木造の構法、非木造の構法、鐵t骨増、RC造、組積
造、地盤、免震などを取り上げる。

人
間
環
境
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

建築環境工学

地球温暖化やヒートアイランド現象など様々な環境問題が顕在化する
中で、建築物の内外に形成される熱・空気・光・音などの環境は私た
ち人間の生活と密接に結びつくものであり、周囲への環境負荷を抑制
しながら快適な居住空間を作っていく必要がある。本講義ではこれら
の環境を理解するための基礎的な物理現象や理論を学び、建築物の空
間形状や材料と環境の関係性を理論的かつ定量的に理解することを目
指す。
熱・空気・光・音などのそれぞれの環境を理解するための基礎的な物
理現象や理論を習得したうえで、建築を取り巻く環境を各種の物理量
や指標に基づき定量的に評価できること、環境が良好な生活空間に対
し、その理由を物理的な背景や測定結果に基づき論じることができる
ようになることを目標とする。

人
間
環
境
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

建築意匠論

建築とは、単に風雨をしのぐシェルターではなく、人間による空間の
秩序付けという側面を有している。建築意匠とは、単に表面的なしつ
らえではなく、これら空間の秩序付けが人間に与える空間認識や環境
の成り立ちの本質を追求することである。本授業では、建築に先立つ
空間に関する基礎的概念や、それらの概念とも関連する様々な空間思
想に基づく建築空間の歴史および建築空間を構成する要素のはたらき
等について作品事例と共に学ぶ。特に、建築における空間の存在形態
や知覚形態が、機能・技術的与件や言語的記述等の外在要因によって
のみ決定されるのではなく、対象の歴史・文化・社会的背景等から仮
説づけられる形態を統御する内在要因を持つという視点から、建築意
匠について理解する。

隔年

人
間
環
境
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

都市デザイン

現代都市はいかにデザインされるべきか。都市デザインにとって、そ
の都市がいかなる背景のもとに生まれ発展し、今日の都市形態を保っ
ているかを把握することは、未来社会に向けて創案する計画のフィジ
ビリティを確保する上で欠かせない条件である。本授業では、都市の
パターンや景観が持つ意義について、様々な都市デザインの実践を通
して学ぶことで、都市空間の発展理論とその構造、機能、形態との関
係等について理解する。また、従来型の機能主義的な都市デザインア
プローチに対して、現代に至る人工環境デザインが如何に議論され、
広域な都市デザインに敷衍可能な戦略として示されたかについて歴史
や事例を学ぶことで、現代都市が必要とするデザインのあり方につい
て理解する。

隔年

人
間
環
境
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

西洋建築史

建築を深く理解し、新たなデザインを創造していくには、先人たちが
作り上げた遺産を把握し理解することが重要である。建築デザイン
は、時代と地域の美意識や価値観に大きく左右される。したがって、
建築デザインの歴史の学びを通じて、文化や社会の多様性を理解し、
現在の建築デザインのあり方を考察する。
具体的には、古代（古代ギリシヤ）から近代（19世紀）までの主要な
西洋建築物を対象とし、建築物のデザインと、それらが創造された時
代の美意識、空間理念、社会背景、建設技術の関係をふまえ、デザイ
ンの特徴を学ぶ。
西洋の歴史的な建築をみた際、その形態の意味を読み取ることができ
る能力を身につける。その形態に、当時の共同体の意識や社会状況、
技術がどのように表現されたかを理解する。建築の歴史を学ぶこと
は、すなわち、現代の建築設計におけるデザインコンセプトを組み立
てる際の、発見、発想の能力修得に結びつく。

隔年

人
間
環
境
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

応用建築構造

基礎構造力学に続く講義である。建築構造力学では、構造物の応力、
変形性状を知るための基礎的な内容の習得を目的とする。具体的に
は、応力図による構造物における応力状態の図示、トラス構造の部材
力の復習から始める。次いで、部材の変形に影響を与える断面諸量な
どの基礎的な材料力学の知識を習得し、これらを踏まえて、静定構造
物の変形の解析方法（弾性方程式、モールの定理、仮想仕事法）を学
ぶ。講義の後半では、不静定構造物の解析方法として、応力法、たわ
み角法について触れる。以上は弾性範囲の変形・応力状態の手計算に
よる解析である。最後に、塑性域や崩壊機構などの弾性範囲を超えた
状態での挙動や、地震応答に関する基礎的な知見を学ぶ。

隔年
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センサーと人間工学

The class content reviews basic knowledge related to sensing
technology. How sensor devices are integrated in daily life
objects? What kind of information can be extracted (and how)
from these devices to evaluate health and physical behaviors?
Lecture and practical exercises will be performed to let the
students broadening her knowledge on this topic.
（和訳）本授業では、生体計測に関連する各種センシング技術に関連
する基礎知識について、その理解を深めるとともに、工学的設計に必
要な設計力を身につける。具体的には、センサーデバイスがどのよう
に日常生活品に組み込まれているのか、身近な製品から学ぶ。さらに
は、活動量計などのデバイスからどのような生体情報をどのように抽
出すれば、身体行動や健康性が評価できるか、など具体的な活用につ
いて理解を深める。講義と演習を通じて、このテーマに関する知識を
実践的に深めることを目標とする。

隔年

人
間
環
境
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

材料とデザイン

材料は製品や建物のデザインと密接な関係をもつ。材料機能特性とデ
ザインの関わりについて学び、利用における諸課題などを踏まえた創
作の実現について理解する。
特に後半は、我が国の建築における主要構造材料である、「コンク
リート」、「木材」、「鋼材」を利用するうえで必要な材料科学的基
礎知識を習得し、建設から利用、廃棄にいたる材料ごとの性能につい
て学び、どのようにデザインに用いるか理解する。
材料のもつ特性の材料科学的理解を深め、与環境条件下で発揮される
性能を把握し、デザインに的いた材料選定に必要な性能を正しく理解
するが目的となる。

隔年

人
間
環
境
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

建築材料学

建築材料学は、材料のもつ特性の材料科学的理解を深め、与環境条件
下で発揮される性能を把握し、材料選定に必要な性能を正しく理解す
るが目的となる。安全で快適、かつ機能的な建築空間を構成するため
には構造材料以外にも多種多様な材料が用いられている。本講義で
は、「材料とデザイン」では取り扱う主要な建築材料である「コンク
リート」「鉄」「ガラス」以外の、高分子材料、繊維材料、ガラス材
料などの建築材料について学ぶ。

隔年

人
間
環
境
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

建築設備学

建築設備は建物を本来の機能通りに運用するうえで重要な役割を果た
し、主に空気調和設備、換気設備、給排水衛生設備、電気設備から構
成される。また、快適な生活空間を建築物の内部に形成するためにも
建築設備の適切な設計・運用が不可欠であり、エネルギー消費などの
環境負荷の抑制、自然エネルギー利用の観点からも建築設備の果たす
役割は大きい。本講義ではこれらの建築設備のシステムの概要や設計
方法について基礎的な知識を解説する。
建築物に用いられる各種の建築設備に対し、その機能と代表的なシス
テムを理解し、快適な生活空間を建築物の内部に形成するための設
計・運用方法について論じることができるようになることを目標とす
る。

隔年

人
間
環
境
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

建築法規

建築物の設計・監理、運用・維持管理には、建築基準法を中心に様々
な建築関連法規（建築基準法，建築士法，都市計画法，消防法，建築
士）を遵守しなければならない。この講義では、建築の計画に必要な
法規に加え、多くの実例を交えて都市や社会との関係について概説す
る。建築物が所有者だけではなく、文化や社会にとって重要な資産で
あることを知り、建築物の社会に与える影響（意匠、安全性の確保、
環境保全、経済等）を学び、法律の役割について理解する。

人
間
環
境
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

水環境工学

水環境問題についての基礎知識として、各水質項目および水環境を保
全するための工学的な技術解説を通して、これらの専門知を習得す
る。上水道、下水道に関しては実際に導入されている処理施設につい
て技術的背景を説明することで、適用技術の発想方法について学ぶ。
基礎的な専門知の取得が第一の目標となる。また教科書の内容以外に
も、時事問題を随時取り入れることで現在進行形のトピックとして認
識を深めてもらう。講義で取得した専門知とリアルな実用技術を照ら
し合わせることで知識を実用化する際の発想、デザイン力を学ぶこと
が目標である。

人
間
環
境
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

生体材料学

生体および生体材料の特性についての基礎的知識を得ることを目的と
する。利用基体である生体の仕組みについて理解した上で、生体材料
として必要とされる物性や機能、医療機器や再生医療への応用、生体
に対する安全性などについて学ぶ。生化学や化学などの融合領域に関
わることをふまえ、工学的視点で、生体と材料との相互作用について
理解し、安全で利用効果の高い生体材料に対する知識を得るととも
に、ヒトの健康や医療の発展に貢献できる能力を養う。高分子バイオ
マテリアル、金属バイオマテリアル、セラミックスバイオマテリア
ル、生体由来バイオマテリアルについて、バイオマテリアルの、性
質、形状、設計の観点から概説する。人工臓器や医療デバイス、ド
ラッグデリバリーシステム、バイオミメティクス、安全性評価など社
会での利用と課題について学ぶ。
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生産とデザイン

デザイン・創出を考える際に、その主たる目的のみでなく、それが合
理的に生産できるかも重要である。生産とは、狭義には消費の対義語
とされるが、その範囲は広い。たとえば、建築生産とは、建築物の計
画・調査・設計・施工、また竣工後の維持管理から建物の解体に至
る、すべてのプロセスをさす。本講義は、生産とデザインの諸課題に
ついて取り上げ、概要、生産組織、工事計画、工事管理等について概
説する。また特に後半では、建築生産に関して、各種工事の材料・施
工方法ならびに、建築生産の問題点や生産に関わる環境問題について
も学習する。各種工事における計画や管理及び施工技術の重要性、技
術者倫理など多様な観点から学ぶ。

人
間
環
境
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

生活材料物性

生活材料の物性について基礎的事項を学ぶ。特に材料の性質と構造の
関係に着目して考察する。高分子の構造と熱的性質との関係を理解す
る。
環境と材料の問題や製品設計を考える上で、プラスチックなどの高分
子材料に対する理解は不可欠である。「住居の機能、設計、管理」
「製品設計」「材料の環境調和」「機能材料の開発」などを行う上で
の基礎ともなる高分子化学の基礎を学ぶ。高分子材料の特徴、高分子
の構造、高分子の熱的性質、高分子の力学的性質、高分子の合成につ
いて、その他について取り上げる。

人
間
環
境
工
学

学
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

システム工学

建物の振動制御を目的としたシステム工学に関する講義を行う。前半
では、振動工学・自動制御などに関する基礎的事項に関する学習を行
う。また、後半では、具体的な建築物の振動制御を題材に、動的シス
テム・状態空間表示などに関するシステム工学の講義を行う。ラプラ
ス変換、微分方程式、フーリエ変換などの数学的ツールを一通り復習
しておくこと。システム工学の概論、建物における振動（振動現象に
関する考え方）を学ぶ。また、１質点系の振動、動的システムの表
現、システム制御、システム同定などを取り上げる。

隔年

３　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようと

　する場合若しくは届出を行おうとする場合，大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとす

　る場合若しくは届出を行おうとする場合は，この書類を作成する必要はない。

（注）

１　開設する授業科目の数に応じ，適宜枠の数を増やして記入すること。

２　専門職大学等又は専門職学科を設ける大学若しくは短期大学の授業科目であって同時に授業を行う学生数が４０人を超えることを想定

　するものについては，その旨及び当該想定する学生数を「備考」の欄に記入すること。
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